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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　月末、給料日ペイデイ、週末。

　道みち端ばたの下げ水すい溝こう、腐ふ敗はいしたメタンが放つほのかな熱に群がる浮ふ浪ろう者しやたち。

　檻おりの中の珍ちん獣じゆうでも眺ながめるような顔で通り過ぎていく《観光客》──比ひ較かく的てき綺き麗れいな身なり。

　草食、肉食、爬は虫ちゆう類るい。さまざまな人獣ニンジユウ、人間と動物をかき混ぜてラフな装よそおいに突つっ込こんだ、そんな感じの男女がゾロゾロと、羊飼いのようなツアコンに連れられて行列を作る。

　目指す先──仮面舞踏街マスカレードの玄げん関かん口ぐち、夏ナツ木キ原バラ駅から徒歩10分。

　旧郵便局近くのタワマン、かつては１部屋数億で分ぶん譲じようされていた高級住宅。

　地上15階に及およぶ高層建築は、いかつい肉食系の人獣ニンジユウで固められた黒服に警備されながら、下品なネオン輝かがやく表おもて玄げん関かんをあんぐりと開けて、大勢のツアー客を吞のみこんでゆく。

「本日は《仮面舞踏街マスカレード・タワマン闇やみカジノツアー》にご参加頂きありがとうございます！」

　やたらとハキハキ、添てん乗じよう員いんが叫さけぶ。何の変へん哲てつもない犬面で、見事なまでの営業スマイル。

「皆みなさま、ギャンブルの経験はおありでしょうか？　《外》では今や規制され、お遊び程度のレートでしか成立しなくなってしまいました──が、この街では当然、すべてが自由！」

　元タワマン、玄げん関かんホール。ホテルと見まごう派手な内装、ズラリと並ぶ看板は。

「いわゆるカジノゲームから麻マー雀ジヤンはもちろん、ありとあらゆるボードゲーム、アナログゲームによる賭と博ばくをお楽しみ頂けます。また……！」

　ざわめくツアー客。添てん乗じよう員いんは舞ぶ台たい役やく者しやのように芝しば居いがかって。

「当館の目玉《遊戯決闘場デユエルリング》！　マジモンカード、テンピース。その他あらゆるＴＣＧによる賭かけ試じ合あいをご堪たん能のうください！　カジノコインは現金交こう換かんはもちろん、《外》では入手不可能なレア景品とも交こう換かんできます。決して損はさせません！」

　希少価値の高いカード。その市場価格は高こう騰とうを続け、今や投資の対象とすら言われている。

　転売屋や強ごう盗とうが涎よだれを垂らす高額カードがずらりと並ぶ景品リストに、マニアのみならず金が目当ての人獣ニンジユウたちが身を乗り出して。

「それではツアー参加者の皆みなさま、集合時間までお楽しみください！」

「おおおおおおおおおおおお！」

　ついに我が慢まんしきれなくなったか、歓かん声せいを上げてツアー客がお目当ての賭と場ばへ殺さつ到とうする。

　男性が多いが、女性もちらほら。いずれも貧しさとは無む縁えん、かといって富ふ裕ゆう層そうでもない──適度に刺し激げきが欲ほしい中間層の客たちが、熱気あふれる賭と場ばへと群がってゆく。

「や、や、や、やった！　リアルで対戦！　すっげ、オンライン以外だと初めてや！」

「それもいいけど、景品見たか!?　《ウルトラ５》だぜ、それも無傷のニアミント！」

「１千万コイン……１億か。すっげえなあ、つーか現物あるだけで奇き跡せきだろ、これ」

　ぞろぞろと消えていく客をよそに、添てん乗じよう員いんの犬男は密ひそかにふう、と息をつく。

　ズボンから飛び出した尻しつ尾ぽを丸め、ロビーの隅すみからバックヤードへ。

　ドア１枚を隔へだてただけで、ピカピカの表とはまるで違ちがう──築年数が伺うかがえる古いコンクリの壁かべ、じめついた通路を抜ぬけて、向かった先は。

「ツアー客の案内、終わりっすよ、部長」

「おう。ご苦労」

　むわりと漂ただよう熱気、獣けものの汗あせとタバコの臭においが混ざった息いき詰づまるような汚きたない空気。

　いかにもヤクザ、裏うら稼か業ぎようの人間でございと言わんばかりの人獣ニンジユウたち。

　手て垢あかのついた紙し幣へいが事務机にブチ撒まけられ、筋すじ者ものたちは額に汗あせして計測器にかけ、１００万単位で帯おび封ふうまでしながら、現金輸送用のケースにみっしりと詰つめていった。

「ほえ～……。稼かせぎましたねえ」

　添てん乗じよう員いんが思わず見み惚とれていると、筋すじ者ものたちのボスらしき《部長》がじろりと睨にらむ。

「妙みような気を起こすなよ？」

「やりませんて。先週金パクッたバイトの死体、便所に流したの俺っすよ」

「おお、そうじゃったのう。裏にドラム缶かん置いたから、次は燃やしてええぞ」

「そういう問題じゃねえと思いますけど。普ふ通つうに燃えるゴミじゃだめなんすか？」

「掃そう除じ屋やどもが煩うるさいんじゃ。運営に逆らってええことはないからの」

《部長》、鼻の潰つぶれたブルドック面の人獣ニンジユウが、弛ゆるんだ皮ひ膚ふを歪ゆがめてにやにや笑う。

「遊びたい田舎いなか者ものはいくらでもおるわ。ツアー組んで連れてくるだけでがっぽがっぽ。いや、笑いが止まらん！　これを味わったら、しょぼい観光業なんぞやっとれんわ！」

「うちの会社、ヤクザじゃないってマジっすか？　どう見てもアレですけど」

「しょうがないわい、見た目で強そうにしとらんとこの街じゃす～ぐトラブルになるからの。元はれっきとした観光業者じゃ。インバウンドが死んだのが悪いわい」

　世界的パンデミックによる旅行需じゆ要よう減少、壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきは業者にとって死を意味した。

　海外からの観光客が落とす莫ばく大だいな金。ごっそりと消えて、廃はい業ぎようを余よ儀ぎなくされた観光業者が仮面舞踏街マスカレードに活路を見み出いだし、禁じられた娯ご楽らくを斡あつ旋せんしはじめる流れは必然と言えて。

「明日は売春ツアーの添てん乗じよう員いん、頼たのんだで。金持ちの接待やから客筋はええが、変態ぞろいや。ぐだぐだ言わん娘むすめがおるとこにせや。オプション料はケチらんでええぞ」

「へい。しかしまあ、ぼろい商売ですわ。へへへ」

「ま、わしらはまっとうな方やで。闇やみツアコンにゃデスゲーム運営で食っとるやつもおるし」

「本気で意味わかんねえことやってますね……儲もうかるんすかデスゲーム」

「さあの。闘とう技ぎ場じようで殺し合いだの、命がけの脱だつ出しゆつゲームだの、交こう尾びせんと出られん部屋だの、いろいろやっとるんじゃろ。さ、アガリはまとまったで。輸送車受うけ渡わたし、急げや！」

　札束が詰つめ込こまれたアタッシュケース、厳重にロック。

　警棒で武装した屈くつ強きような人獣ニンジユウたち、このカジノの黒服兼けん用心棒。無法地帯では暴力のみが安全を担保する。特に多額の現金を扱あつかう施し設せつでは、それを狙ねらう犯罪は数えきれない。

　このタワマン闇やみカジノでも、売上金を《外》に運び出すルートは厳重に管理されていた。

「ざっと１億。──悪うない稼かせぎじゃのう。ボーナス弾はずむさかい、頼たのんだで」

「へい!!」

　現金が入ったケースを託たくされた人獣ニンジユウたち──

　雄ゆう馬ま、視界に優すぐれ警けい戒かい心しんが強い。雄お牛うし、タフさと筋力が売り。殴なぐり合あいならお任せ。

　最後にブランドのスーツを筋肉でパンパンに膨ふくらませた人獣ニンジユウガチャの《大当たり》、ゴリラ。

　筋肉の分厚さのみならず。最もヒトに近い骨格で喧けん嘩かのノウハウをそのまま活いかせて、かつ腕わん力りよくは常人の十数倍。ジムで鍛きたえた大男が引こうものなら、手がつけられない。

　ゴリラがケースを摑つかみ、前後を雄お牛うしと雄おす馬うまが挟はさむ。護衛の男たちが隊列を組んでドアノブに手をかけ、部屋を出ようとしたその瞬しゆん間かん、思いがけない事件が起きた。

　……バツン!!

「おわっ!?　ま、真っ暗じゃ!?」

「ブレーカーが落ちたみたいっすね。非常電源に切きり替かわるはずですけど」

「ええい、何ちゅうこっちゃ。客が騒さわぐぞ、すぐ直さんかい!!」

　添てん乗じよう員いんと部長が騒さわぐ。だが、そんな喧けん騒そうをも冷やすような──




　ギィイイイイィィィ───………。




　悲鳴のような音がした。

　軋きしむ音だ。古い家によくある《家鳴り》、建材の収縮により発生する異音にそっくりだが、暗くら闇やみに閉ざされたばかりの室内に、それはあまりに嫌いやなタイミングで響ひびいていた。

「ひっ……!?」

「ビビるな！　ちょいと雰ふん囲い気きがあるが、それだけの話じゃ！」

　部長が汚きたない犬面を歪ゆがめて、社員の怯おびえを吐はき捨すてる。

「そらこの建物はさんざ死んどるわ。パンデミックの時クラスターが発生して、廊ろう下かに住人の死し体たい袋ぶくろが山ほどドサドサ積まれとったっちゅうくらいじゃからのう」

「そ、それじゃ、まさか、幽ゆう霊れい……!?」

「出るかあほう！　毎日どっかでボコボコ死んどるこの街で、幽ゆう霊れいなんぞいちいち出とったら店開く土地も無くなるわい!!　とっとと電源直しに行け、それと金じゃ、金は無事か!?」

　暗くら闇やみの中、部長が叫さけぶ。入口近くに立っている屈くつ強きようなボディーガード。

　三つ連なった筋肉の小山じみた男たちが──いない。

「いませんよ、部長」

「はあ？　馬鹿言うとるんじゃ……」

　存在感が消きえ失うせた男たち、いたはずの空間を添てん乗じよう員いんと部長がおずおずと探さぐる。

　暗くら闇やみ、目が慣れていない。その時、イヌ科の鼻がひくひくと震ふるえ、ある異い臭しゆうを嗅かぎ取とった。

「……あ？　何じゃ、コレ」

　ぴとん、ぽとん、ぴとん……。

　生暖かい三つの滴しずく、ぽたぽたと降ってくる。

　頰ほおに落ちたそれ、薄うすい毛皮にへばりつくものを指で拭ぬぐうと、反射的に嗅かぐ。

　駅の公衆便所で嗅かぐような、地下鉄が過ぎ去った瞬しゆん間かん、吹ふき抜ぬける風のような──




　小便の臭においがした。




「「───ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」」




　ばち、ばちん。

　音をたててブレーカーが戻もどり、明かりがついた瞬しゆん間かん、響ひびく悲鳴。

　部長と添てん乗じよう員いんの真上。石せつ膏こうボードの安い天てん井じように、３人の人獣ニンジユウがぶら下がっている。

　舌骨が折れているのだろう。喉のどから飛び出した舌が顎あご先さきまで届き、腹圧によって漏もれた尿にようがズボンの裾すそからぽたぽたとこぼれて床ゆかに水みず溜たまりを作っている。

　３人合わせて１トン超ごえ、草食系大型人獣ニンジユウが、声すらあげることもできず。

　ほんの１分足らず。停電の隙すきに、まるで蜘く蛛もに囚とらわれた蠅はえのごとく──死んでいた。




　本日《タワマン裏カジノ》死者、３。

　死因は絞こう殺さつ、あるいは縊い死し。事態の隠いん蔽ぺいを計った《部長》により死体はただちに処分され、現場に残された奇き妙みような糸、凶きよう器きと思われる黒い繊せん維いともども裏手のドラム缶かんで焼かれた。

　後日、タンパク質が焦こげる異い臭しゆうにより仮面舞踏街マスカレード管理請うけ負おい、《幻想清掃Fantastic Sweeper》に苦情。

　派は遣けんされた清せい掃そう員いんが不法投とう棄きされた死体を発見したものの──。




「１億が、消えた？」




　事情聴ちよう取しゆした担当者の記録。売上金、およそ１億円がアタッシュケースともども消失。

　責任を問われた《部長》と《添てん乗じよう員いん》はもろともに闇やみツアコン上層部の私刑リンチにより拉ら致ちされ、とあるデスゲームの駒こまとして消費された結果、追つい跡せきは困難。




　何でもありの無法の街、仮面舞踏街マスカレード──夏ナツ木キ原バラ。

　怪カイ異イ《雑ぞう巾きん絞しぼり》による飲み屋街での騒そう動どう、ガールズバー放火から一週間後。

　事件の真相を知る者は、誰だれもいない。




















────　01　後始末とこれからのこと　────






　ヒトが焼ける臭においは、蠟ろうが燃える臭においに似ている。

　肉と脂あぶらと骨が焦こげては混ざって溶とけた煙けむりが煙えん突とつから伸のび、初夏の空に溶とけるのを眺ながめて。

「知ってるか？」

「何」

　喪も服ふく代わりの制服を来た少年が、同じ学校らしき制服の少女に語りかける。

「パンデミック以前の葬そう儀ぎには、もっと大勢が集まったそうだ。何十人も、時には百人も」

「そんなに集まって、何をするのかしら？」

「坊ぼう主ずか神父か神かん主ぬしか。……そんな誰だれかの話を聞いて、死者を弔とむらう儀ぎ式しきをしたらしい」

　少年は、どこか皮肉げな口ぶりでそう言った。

　黒が７で白が３。黒こく白びやくに分かれた髪かみ、マスクで覆おおった輪りん郭かくは整い、美しい。

　すらりと伸のびた背せ丈たけに均整の取れた体格は、現代人が理想とする瑞みず々みずしいスマートさを醸かもす、イケメンと言っていい少年だが、実情は貧しさ故ゆえに太るほど食えないだけだった。

　ふう──……と。

　時じ代だい遅おくれの煙草たばこのように、マスクの隙すき間まから白はく煙えんを吹ふく彼に、少女は答える。

「そう。素す敵てきね」

「……そうか？」

「大切な人を亡なくした痛みを、大勢で分かつことができるのなら、きっと慰なぐさめられると思うわ。だからきっと、亡なくした人よりも、生きている人にとって素す敵てきなものだと思うのよ」

　風にロングの黒くろ髪かみが流れ、なびく。

　清せい楚そな趣おもむきの制服姿。髪かみを押さえる白い指、死者を悼いたむ儚はかなげな横顔は、まるで幻まぼろし。

　メイクは最低限。屋外だからだろう、古風な不ふ織しよく布ふのマスクを外して丁てい寧ねいに畳たたんだ横顔は、悲しみの影かげをその美び貌ぼうに色いろ濃こく落としていた。

　美しい少女が、やはり美しい少年を連れて──

　今まさに火か葬そうが行われている斎さい場じようの外。焼きあがるまでの間、遺族が待つリビングとテラスを挟はさんだ中庭に立って、ふたりは物もの憂うげに空を眺ながめていた。

「こういうところは不慣れなのだけど。リビングみたいな部屋があるのね、葬そう祭さい場じようって」

「遺族は生きてるからな。腹も減るし、疲つかれもする」

　家か族ぞく葬そうなどを執とり行おこなう斎さい場じようや、遺体を荼だ毘びに伏ふす焼き場から少し離はなれて。

「弁当をつかったり、思い出話をするには、ああいう場が必要らしい。社長の受け売りだが」

「意外だわ。社会人らしい話もするのね、社長さん」

「たまに役立つ。その倍くらい、よくわからない蘊うん蓄ちくがついてくるけどな」

「あなたも大たい概がいだと思うわよ。今時、お弁当を『つかう』なんて、お年寄りみたい」

「義務教育もまともに受けてないんだ。言葉は映画やマンガで覚えるしかない」

　人権なき少年の常識は、歪ゆがんでいて。

　それでもおかしいと感じることが、ひとつあった。

「わからないんだが。どうしてあんた、参列もできない葬そう式しきに来たんだ？」

「あなただって呼ばれてないわ。どうして来たの」

「仕事だよ。うちの社長があんたのことを気にしてる。目を離はなすなと命令された」

「そう。少しでもやりがいがあるように、特別な行動をとるべきかしら」

「具体的には？」

「歌ったり踊おどったりするのは迷めい惑わくだし、苦手だから」

　少し真面目な面おも持もちで、少女はずれたことを口にする。

「ラーメンでも食べにいきましょう。あなたのおごりで」

「……割わり勘かんで頼たのむ」

　少年の名は霞カス見ミ零レイ士ジ。仮面舞踏街マスカレードの治安維い持じ、街路清せい掃そうを請うけ負おう企き業ぎよう《幻想清掃Fantastic Sweeper》社員。

　そしてヒトならざる存在の末まつ裔えい、現代に生きる幻想種フアンタビ──特殊永続人獣トクニンのひとり。

　少女の名は柿カキ葉バ蛍ケイ。優等生。親代わりに育ててくれた養護施し設せつを救うために、仮面舞踏街マスカレードのＪＫバーで校則違い反はんのバイト中、襲しゆう撃げきを受けて雇い主オーナーを亡なくしたばかり。

　雇い主オーナーの死の原因──怪カイ異イ《雑ぞう巾きん絞しぼり》の襲しゆう撃げきから数日後。

　呼ばれずとも、亡なくなったオーナーを偲しのぶため、遠くから手を合わせに来た蛍ケイと、静かについてきた零レイ士ジのふたりは、斎さい場じようの中庭に並んだまま、何とはなしに話し続けた。

「オーナーとは、親しかったのか？」

「あくまで雇こ用よう主ぬしと従業員よ。その一線は守ろうとしてくれたけど、人が良かったから……。いろいろ相談に乗ってもらったし、従業員はみんな家族のように思っていたわね」

「いい雇い主オーナーだ。残業代も出さないうちの社長に言ってやりたい」

「あのひと、やっぱりそうなのね。楢ナラ崎サキさん……だったかしら？」

「印象薄うすいな。それでいい。親しくしたいタイプでもないだろうから」

「そうね、できれば避さけたいわ。けど、あなたをこんなところまで送り込んでくる以上、一度話をつけたほうがいいかもしれないわね。私はただの高校生で、探さぐる価値なんてないって」

「……無法地帯で深夜バイトの上に、市し販はんのドリンクを混ぜるだけで謎なぞの薬効を発揮させるのは、ただの高校生からはだいぶ逸いつ脱だつしてる気がするが」

「戸こ籍せき上じよう『謎なぞのモヤモヤ』なのに学校に来ているあなたより、普ふ通つうに近くないかしら」

「完かん膚ぷなきまでに論破するのやめろ。傷つく」

　くすっ、と蛍ケイがようやく笑えみをこぼす。

　薄うすい面おも持もちで並んでいる零レイ士ジもまた、ほんの少し口角を上げて。

「話を戻もどすが──あの街の死人はたいがいゴミ扱あつかい、そのまま捨てるだけだ。俺もよくやる」

「お葬そう式しきも挙げないのね。掃そう除じ屋やさんなのに」

「したくてもできない。身元不明だから、《外》の家族や友人も当人の死を知らないままだ」

　だが、蛍ケイが勤めていたバーのオーナーは違ちがった。

　律りち儀ぎに身分証を持ち歩き、万が一の時は必ずその死が認められるよう配はい慮りよしていて。

「別れた奥さんとの間に、息むす子こさんがいたそうよ。大学生ですって」

「二は十た歳ち過ぎならもう大人だろうに、律りち儀ぎだな」

「身元が証明されたから、死亡保険金も遺産相続もスムーズにいくと思う。暴力沙ざ汰たの多い街だから、いつ自分がそうなるかもしれないと思って準備をしていたの。遺ゆい言ごんまであったわ」

「周しゆう到とうだ」

「ええ。けどいくつか、どうしても行き場のないものもあって──今日は引き取りに来たの。ご遺族に連れん絡らくはしてあるから、終わったら会う予定になっているわ」

「ＳＮＳで連れん絡らくしたのか？　あんたの身元も割れるだろう」

「そうね、だいたいのことは話したわ。亡なくなったオーナーに雇やとわれていたこととか」

　超ちよう管理社会において、ＳＮＳはほぼ完全に匿とく名めい性せいを失っている。

　ＳＮＳ上であろうとも、遺族との接せつ触しよくは……高校生に許されるはずのない夜の街で働いていたことを自白するのと同じだ。少しでも騒さわがれれば、優等生の立場は吹ふっ飛とぶだろう。

　だがそのリスクを飲み込んでも、言わねばならないことがあって。

「オーナーが亡なくなったのは私が原因、ということも。信じてもらえなかったみたいだけど」

「犯人……《雑ぞう巾きん絞しぼり》はあんたに執しゆう着ちやくしていたからか」

　流出した特とく殊しゆなサプリをキメて、都市伝説の怪かい物ぶつじみた《怪カイ異イ》と化した男がいた。

　それは取引現場に利用されたガールズバーに張り込み、密ひそかに様子を窺うかがっており──特とく殊しゆな力を明らかにした蛍ケイを手に入れるため、居合わせたオーナーを殺害した。

「怪カイ異イとかそういう話は省いたから、私に執しゆう着ちやくしたストーカーのせい、と理解されたみたい。そうですか、のひと言だけで、責める言葉ひとつなかった」

「できた人、と思っていいのかな」

「どうかしら。──興味が無いように感じたわ。どうでもいい、という感じで」

「そういうものか？　元とはいえ、家族だろう」

「それよりお金が大事だったみたい。引き取る予定の子たちも、お金を出すと言ったら普ふ通つうに渡わたしてくれることになったから、こちらとしては助かるけど」

　ＳＮＳ上のやりとりを端たん末まつに表示すると、蛍ケイは会話ログを零レイ士ジに見せる。

　公開されたものではない、個人間のみで閲えつ覧らんできるダイレクトメッセージ。それはどこまでも事務的で、ほとんどフリマアプリの値段交こう渉しようと変わらないものだった。

「……《ウサギ１羽わ、２万円。全部で５羽わです》《はい、わかりました》……？」

　軽く一文を読み上げて、零レイ士ジは眉まゆをひそめる。

「ウサギを飼ってたのか？」

「仕事上必要だったから。私が創る《アレ》の調合には、モデルの毛が必要なの」

「なるほど」

　それは、柿カキ葉バ蛍ケイの異能。

　市し販はんの《怪物モンスターサプリ》と適当なドリンクや食材を混ぜて、特とく殊しゆな《怪物モンスターサプリ》を創る技術。本人はただ得意なだけだと思い自覚はないが、モデルとなる動物の毛など身体からだの一部を混ぜ、モデルと同じ動物に変身できる《特とく殊しゆサプリ》をも創ることができた。

「私たちがキメるのに使っていたサプリの原料、５羽わのウサギ。オーナーが飼っていて、そのままだと処分されてしまいそうだったから──買い取ることにしたの」

「行き先は決まってるのか？　あんたひとりじゃその数は無理だろ」

「他の同どう僚りようが引き取ることになって、発送されたわ。私は１羽わだけ、今日受け取るの」

「何でまた」

「安全に生き物を送るのは送料が高くて、ここまでの交通費の方が安かったからよ」

「……普ふ通つうすぎる理由だった……」

「私はお葬そう式しきの日は遠えん慮りよしたいと言ったのよ。けど先方が、エサ代もかかるし世話も嫌いやだし、かまわないから来てください、って指定されて。──おかげで、お別れはできたわね」

　蛍ケイが取り出した財さい布ふには、今時珍めずらしい高額紙し幣へいが２枚、入っている。

　電子マネーが普ふ及きゆうした現代において、現金はほぼ使われなくなった。

　だが口座から出してしまえば追つい跡せきが難しいという利点から、個人間の直接的なやりとりでは今も使われることがあり、オーナーの遺族との取引もそれなのだろう。

「身バレの危険はあったけど、あの子たちが処分されるのは嫌いやだから──それだけよ」

「それは、わかるな」

　火か葬そうの煙けむりは細くなり、消えゆくのがわかる。

　参列する家族はたったふたり。一応喪も服ふくらしき黒のドレスだが、派手なジュエリーが目立つ中年女性と、今時の大学生らしいスマートな青年。葬そう儀ぎにふさわしくない派手めな服は、大学のキャンパスからそのまま直行したかのようで、かなり浮ういて見える。

　重苦しくなりがちな場を和なごませるためだろう。リビングの一面はガラス張りになっており、無人のテラス席とふたりが立つ中庭を見み渡わたすようにできている。

　遠く、ガラス越ごしに見える母子の姿。

　ふたりはかなり離はなれて立っており、それは感かん染せん対策で個人間距きよ離りを保っていると言うより、突つき放はなすようなお互たがいの心を表しているかのようだった。

「家族は、大事だ。大切な人が遺のこしてくれたものを継つげるなら、そうしたいと思うから」

「ええ」

「だから、あんたのやることに賛成だ。ウサギが助かるのは、とてもいい」

　不器用な言い方しかできない零レイ士ジの想おもいを見み透すかすように、蛍ケイは静かに微ほほ笑えんだ。

「ありがとう。少し気が楽になったわ」

「ならいい。……それは、いいんだが」

　ガラスの向こう、ふたりの遺族が口論をはじめていた。

　遠く、言葉は聞こえない。だが何やら口論しているらしく、母と息むす子こは睨にらみ合あって。

「しめやかに悼いたむ空気には、見えないな」

「よその家庭の事情を詮せん索さくするのは、あまり良くないと思うわ」

「俺もそう思う。だが、見えるところでやられていると困る。嫌いやでも伝わってくるぞ」

「かなり距きよ離りはあると思うけど……聞こえるの？」

「体質として、振しん動どうには敏びん感かんだ。糸電話の原理……《聞いた》方が早いか」

　しゅうううううう……。

　スプレーを甘く吹ふいたような音が微かすかに響ひびき、マスクから霧きりが漏もれる。

　零レイ士ジの口元から雲のようにたなびくそれは、ちょうど風下の斎さい場じようの建物にまで届いていた。

「あれが斎さい場じようのガラスに触ふれている。その振しん動どうが音として《届く》」

　薄うすく細く繫つながった霧きりが糸の役割を果たし、糸電話の原理でこの場へ届く。

　特殊永続人獣トクニン、《吸血鬼バンパイア》として認にん定ていされながらも正体不明。霧の怪物ブロツケンたる気体生命、薬物でヒトの形を保っている古代種の末まつ裔えいが、霞カス見ミ零レイ士ジだ。

『──わかってるのよ？　あなたでしょう、困ったわね。権利書をすぐ返しなさい』

　そのまま伝わって来た女の声に、不思議そうに蛍ケイが声を上げた。

「権利書？」

　だが疑問が届くはずもなく、母子の口論は続いていく。

『知らないよ。何の話？』

『とぼけないで。金庫を開けたの、あんたでしょ!?　手て癖くせが悪いったら……！』

『おれが知るかよ。親おや父じが処分したんだろ』

『ふざけないで。あったはずなのよ、燃えたビル以外にも、不動産が！』

『見つけてどうすんだよ。どうせ売り飛ばして男に貢みつぐんだろ、あんた』

『親に向かって何て口を利きくの!!』

『都合のいい時だけ母親面しないでくれよ、母さん。あんたも親おや父じもバカだ』

『何ですって!?』

『あの街じゃ、うまくやればいくらだって稼かせげるんだ。なのに慈じ善ぜん家か気取りでホワイト経営だ行き場のない人のためだと高い給料払はらってカツカツ。バカじゃねえ？』

　あの街、と暗に示した言葉が何なのか、零レイ士ジにも蛍ケイにも理解できた。

　仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラ──。

　亡なきオーナーは無法地帯が成立する以前からの古株、顔役だった。

『それは、そうよ。私だって何度も言ったけど聞いてくれなかったから……！』

『かまってくれなかった、寂さびしかったで浮うわ気きしまくって離り婚こん喰くらったあんたも、親おや父じに負けずバカ中のバカだよ。血が繫つながってると思うと気持ち悪いね』

『……な、な、な……!!』

　ここまで聞いてから、零レイ士ジは猛もう烈れつに苦い顔をして。

「はじめておいて何だが、他人が聞いていい内容じゃないな。どこのドラマだ」

「……複雑な家庭ね、オーナー。奥さんが原因で離り婚こんしたとは聞いていたけど」

「下世話な好こう奇き心しんがないとは言わないが、正直いたたまれないな……」

　はらはらと見守るふたりをよそに、口論は過熱する。

『おれは親おや父じとは違ちがう。うまくやるんだ。あの街でなら俺ものし上がっていける。実業家さ。めちゃくちゃな大金を稼かせいで、親おや父じがさせてくれなかった贅ぜい沢たくを楽しんでやる。イカす車、デカい家、いい女……しょぼいＦラン大学なんて二度と行くかよ！』

『バカなこと言わないの！　だいたい、遺産は私のものでもあるのよ!?　勝手にしないで！』

『そら来た、やっぱり金だ。あんたは親おや父じを愛しちゃいない、愛してるのは金だけだ。だから葬そう式しきでも涙なみだひとつ流しゃしないし、自分の分け前だけが大事なんだろ？』

『……あんただって同じなくせに！』

『当たり前だろ？　親おや父じは血のつながった息むす子この俺より、汚きたない売女ばいたどもを選んだのさ。小こ遣づかいが欲ほしけりゃ店で働け、なんて言いやがるんだぜ』

『まあ……何てひどい人なのかしら！　ケチねえ』

　うんざりするような会話に、蛍ケイと零レイ士ジは顔を見合わせた。

「……ひどいのか？　俺の常識では、金が欲ほしければ働くのは当たり前だが」

「私の中の常識でも同じよ。私たちがおかしいのかしら？」

「わからん。少なくとも、あの母親と息むす子こは、心底自分たちが正しいと信じてそうだな」

　そんな会話の間にも、母親と息むす子こは罵ののしり合あって。

『とにかく、これ以上遺産に手は出さないで。私が相続するものなのよ!?』

『おれにも権利があるのは当然だろ!?　いい加減にしろよ、強ごう欲よくババア！』

『黙だまりなさい、泥どろ棒ぼう!!　返しなさい、返しなさいよ!!』

『うるせえ死ねババ……ッ!?』

　ついに手が出て、母親の手が息むす子こを叩たたき、息むす子こは即そく座ざに反はん撃げきした。

「きゃああああああああああ!!」

　実じつ況きようなしでも聞こえる悲鳴。

　ボゴッと音さえ響ひびきそうなグーパンが、母親をぶん殴なぐる。

　倒たおれる母親、キレた息むす子こが手近にあった椅い子すを持ち、倒たおれた相手へ振ふり上あげて。

「霞カス見ミくん、止めて。武器が出たわ」

「……ああ。あそこは《俺》の範はん囲い内ないだ」

　しゅうううぅぅぅ───………。

　スプレーを甘く吹ふくような音。零レイ士ジの口元から気体の噴ふん出しゆつ音が少しずつ強まっていく。

　白い霧きり、霞かすみ、煙けむり、そんな不思議なものがマスクの隙すき間まから溢あふれ、ドライアイスを焚たいたように地面を這はって進んでいくと、ほぼ目に見えない程度に薄うすまりながら充じゆう満まんする。

　蛍ケイと零レイ士ジ、ふたりと斎さい場じようの建物との距きよ離りはおよそ10メートル。

　さらに厚いガラスで仕切られたリビング内。直接入ることはできない。しかしほぼ不可視のレベルに薄うすまりながらも、零レイ士ジを創る《霧きり》は静かにそこへ這はい寄よっていた。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。──《白ハク転テン靴カ》」

　ごく微び量りようの霧きりが、椅い子すを振ふり上あげた息むす子この足元に届いた時。

　靴くつ底ぞこと床ゆかの間かん隙げきに滑すべり込こんだ霧きりは性質を変え、極きよく端たんに摩ま擦さつの少ないぬめりとなる。

「転んだわ。何をしたの？」

「霧きりを粘ねん液えきに変えて転ばせた。ヌタウナギって生き物がいるが、わかるか」

「すごくヌメヌメする魚よね。意外と美お味いしいって聞いたわ」

「だいたい合ってる、それと同じだ。空気中の水分に反応して急激に膨ぼう張ちよう、摩ま擦さつを減らす──要は床ゆかをツルツルに滑すべらせただけだが、喧けん嘩かの仲ちゆう裁さい程度なら十分だろう」

『ってェ……ッ！』

　転んだ拍ひよう子しにぶつけた頭を押さえ、息むす子こがうめく声がする。

　次に響ひびくのは、母の声。愛情などカケラも含ふくまれていない、ドロドロの叫さけび。

『あんたなんてどうでもいい!!』

『お金よ、お金がいるの!!　あんたのじゃない、私のお金だわ!!』

『うるせえ、ゴミババア!!　死ね!!　今すぐ死ね!!』

　売り言葉に買い言葉。

　息むす子こは摑つかみかかろうとする母親を振ふりほどき、突つき飛とばしてその場を駆かけ出だした。

　そのまま斎さい場じようの玄げん関かんを抜ぬけ、そのまま中庭へ突つっ込こんでくる。

「……あの！」

「うるさい、触さわるな!!　おれは悪くない、クソババアが悪いんだ!!」

　語ご彙いの少ない罵ば倒とう。とっさに声をかけ、伸のばした蛍ケイの手を叩たたくように振ふり払はらい。

　男は外へ飛び出し、ちょうど流していた自動運転のタクシーを止めて姿を消した。

「あの状じよう況きようで止めても、まともに話ができるとは思えないが」

「私もそう思うけど、あのままにしておくのも良くないと思ったの。……どうしよう？」

「どうしようもない。タクシーの中で頭が冷えることを祈いのろう」

　それ以上のことをする義理もない、と零レイ士ジは思う。

　冷たいようだが当たり前の結論を述べると、零レイ士ジは斎さい場じようの方に意識を向ける。

　息むす子こを追って飛び出した母親が、ブチギレた怒ど声せいを高らかに。




「キイイイイイイッ!!　どこへ行ったの!!　返しなさい、泥どろ棒ぼう!!　どろぼ～～～ッ!!」

「……アレに話しかけてウサギを買い取るわけだが、そっちを心配すべきでは？」

「そうね。……ごめんなさい、かなり嫌いやだわ」




　鬼き女じよじみた叫さけびを聞きながら、柿カキ葉バ蛍ケイは天を仰あおぎ。

　見上げた空、斎さい場じようの煙えん突とつから曇どん天てんに伸のびた火か葬そうの煙けむりは細く、薄うすく──

　屍しかばねが燃もえ尽つきたのを知らせるかのように、消えかけていた。




　　　＊




「それで無事、ウサちゃんは助かったわけね」

「土ど壇たん場ばで値上げされたわ。……払はらったけど、何か釈しやく然ぜんとしないものがあるわね」

　カリカリカリカリカリカリカリカリ。

　雑然としたオフィスに、ウサギがキャベツの芯しんをかじる音は意外と心ここ地ちよく響ひびく。

　まだ警けい戒かい心しんが抜ぬけていないのか、ペット用のキャリーケースの奥に入ったまま白いウサギは出てこない。興味深げに眺ながめていた車くるま椅い子すの人物は、疲つかれた面おも持もちの蛍ケイへ言った。

「ウサギ１羽わ、４万。命の対価としちゃ、安いでしょ」

　車くるま椅い子すの人物──蛍ケイと同じ都立アカネ原高校の女子制服を着た、精せい悍かんな少女。

　強い言葉に勝気な面おも差ざし。ほどよく日焼けした肌はだはアスリートっぽさを感じさせ、不ふ屈くつのタフさを感じさせる。そんな癖くせっ毛けの彼女は、賣メ豆ズ紀キ命メイ。

　先日の《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》事件の関係者であり、今は特別な立場となってここ──

　仮面舞踏街マスカレード某ぼう所しよにオフィスを構える《幻想清掃Fantastic Sweeper》に出入りしている、高校二年生。

　今回、招待された立場のＪＫふたりは怪物モンスターサプリをキメていない、素のままだ。夏ナツ木キ原バラの駅からはバリアフリー仕様の自動運転車による送そう迎げいまでされ、街を歩くことなく来ていた。

「少なくとも、俺達の生活費よりは高いぞ」

「二か月はいけるよな」

　そして、微び妙みようにいじましい相あい槌づちを打つ二人組。

　ひとりは霞カス見ミ零レイ士ジ。もうひとり、適当に買ってきたらしい出来合いの料理と飲み物を詰つめたコンビニ袋ぶくろを持った、金きん髪ぱつと言うより黄色い髪かみの少年がいる。

　不良と言うには人の好よさを感じさせる穏おだやかな面おも差ざし。しかし袖そでから覗のぞく腕うでや頸くびの太さ、筋肉の束は古いにしえの戦士を思わせ、精せい悍かんという表現が似合う逞たくましさを醸かもし出だしていた。

　頼ライ山サン月ゲツ。零レイ士ジと《幻想清掃Fantastic Sweeper》に勤める同どう僚りようにして、特殊永続人獣トクニン《人狼ワーウルフ》。相棒として事件の捜そう査さに関わり、ある人物の招きを受けてこの場に集まったひとりだった。

「相変わらず景気悪いわね。給料上げたら？」

「やはははは、耳が痛いね。けどまあ、人権なき彼らに職業選せん択たくの自由はないわけだから」

　軽く明るく、酷ひどいことを口にする男。

　雑然と、得体の知れないガラクタが転がるオフィス。事務用品より異国の土産みやげ物ものじみた妙みようなオブジェ、アフリカンアートじみた木き彫ぼりの人形や謎なぞの標本、ハーブらしき謎なぞの草など。

　雑然と散らかった中に傲ごう慢まんなまでの存在感を持つデスク。

　アンティーク家具特有の重々しい天板に書類の束や飲みかけのコーヒーを散らかしている。

　総じて『遊び人の大学教授』じみた雰ふん囲い気きを持つ男は、《幻想清掃Fantastic Sweeper》社長、楢ナラ崎サキ。

　零レイ士ジと月ゲツの上司であり、少年少女に集合を呼びかけた張本人だった。

「全力で弱みにつけこむつもりだよ！　嫌いやなら頑がん張ばって脱だつ出しゆつしたまえ、不可能に近いけど」

「有用性の証明。事件解決の実績を上げ、信用情報を更こう新しんすれば可能性はある」

　楢ナラ崎サキの隣となり、こぢんまりしたデスク。こちらは殺風景な、ごくありきたりの事務机に事務椅い子す。年ねん齢れい不ふ詳しよう、12～13歳ほどの子供に見えるが、実じつ年ねん齢れいは誰だれにもわからない。

　社長秘書、鬼ホオ灯ズキネル。あどけない幼女に見えてＩＴに強く、技術的なサポートを一手に引き受ける人物だが、幼い容よう貌ぼうから繰くり出だされるシニカルな皮肉が鋭するどく刺ささる。

「そのうさぎ、どうするの。飼う？」

「そのつもりです」

「でもあなたのお部屋、ペット不可。ばれたら社会信用度、がたおち？」

「……こっそりイケないかなと思ったんですけど、無理かしら」

「むり。みとーし、あまあま」

「そうですか……。引ひっ越こしも検討するべきですね。お金はあまりないですけど」

　舌足らずの言葉、幼い口調の鋭するどい突つっ込こみを受けて、蛍ケイが困った顔をして。

「つーか、ネルさんには敬語なのな、蛍ケイちゃん」

　軽く口を挟はさんだ月ゲツへ、静かに視線を向けて答える。

「大人として至らない点を注意してもらったわけだから、相応にお話しするべきだと思うわ。年ねん齢れいや外見で人を見るのは良くないし、礼れい儀ぎは守るべきだと思うもの」

「はー。頭良さげなこと言うわね……」

「逆に賣メ豆ズ紀キさんは変わりなさすぎると思うわ。闘とう争そう本能全ぜん振ふりでしょう」

「あたしはパワー本位制なのよ。強いヤツが好きだわ」

「現代に蘇よみがえったスパルタ人かしら。裸はだかで荒こう野やに放り出されそう」

「は？　知らないわよ、どこの国？」

「パワー本位制の筋肉至上主義国。３００人で１００万人を食い止めたって映画で観みたわ」

「マジパネェじゃん……。あとで観みるわその映画」

　合っているのか合わないのか、逆に合わな過ぎて歯車が嚙かみ合あってしまうのか。

　車くるま椅い子すの元アスリートと、元水商売の優等生は正反対に見えて、話が合った。

「テルモピュライの戦いだね。紀元前４８０年、ざっと２千５百年前の伝説が現代に残り、更こう新しんされ、人々に影えい響きようをもたらす。それもまた神秘伝承の面おも白しろいところだ」

　場の流れを変えようとするかのように、楢ナラ崎サキが言う。

「さて、柿カキ葉バ蛍ケイくんの引ひっ越こし問題についてだが……資金的にも社会的にも難しいだろう？　君は未成年だし、ペット可のワンルームを契けい約やくするには色々と厳しいはずだ」

「でも、改めて家族になる子のためだから。何とか工面するわ」

「あれれー？　おかしいな、敬語を使ってくれないのかい、僕には。社長だよ？」

「胡う散さん臭くさいわ、あなた。今の話、最初から介かい入にゆうするタイミングを図はかっていたでしょう？」

「バレバレか。まあ隠かくすつもりもないが、なんと我が社には素す晴ばらしい福ふく利り厚こう生せいがある」

　パイプ片手に上じよう機き嫌げん。火は点ともしていないが、手て遊すさびのようにくるくると弄もてあそびながら。

　楢ナラ崎サキがパキッと指を鳴らすと、それを合図に「うんしょ」と秘書ネルが何かを運んできた。

「……ッ!!」

　わざとらしく布を被かぶせて中身を隠かくした、四角い何か。

　幼女が一ひと抱かかえに持てる程度だから、大きさのわりには重くないのだろう。

　カサカサと何かが動く音がするソレを目にしたとたん、零レイ士ジが反応した。

「霞カス見ミくん、どうかしたの？」

「悪い、柿カキ葉バ。……久しぶりの再会だ。おお……おしり!!　おしり～～っ!!」

「は!?」

　ネルに駆かけ寄より、荷物に被かぶっていた布を急ぎ剝はぎ取とる。

「……ペット用の、檻おり？」

「ハムスターの《おしり》。俺の、今生きている唯ゆい一いつの──家族だ」

　檻おりの中、ふんわりと敷しき詰つめられたウッドチップからぴょこんと突つき出だす丸いお尻しり。

　焼けたトーストのような色をしたキュートな丸みに、零レイ士ジはじっと魅み入いっていた。

「おしり。元気だったか？　腹は減っていないか？　ネルさんに可か愛わいがってもらったか？」

「ハムスターは答えないと思うわ」

「わかっている。さすがに人語は解さない。だが愛が伝わる可能性があると信じて」

「安易に奇き跡せきに賭かけるわね」

「起こらないとわかっている、だが信じたい。そういうものだ」

　ほぼケージにギリギリまで近付きつつも、透とう明めいな壁かべがあるように直接触ふれることはない。

　中のハムスターは眠ねむっているのか、顔すら見せずふっくらした尻しりを振ふるばかり。

　だが、零レイ士ジはそんなことなどどうでもいいと言わんばかりに、優やさしく見つめていた。

[image: ]

「紹しよう介かいしよう、ハムスターの《おしり》だ。今は離はなれて暮らしているが……家族だ」

　ほー、と声をあげ、誇ほこらしげに紹しよう介かいする零レイ士ジの横から、蛍ケイと命メイが覗のぞき込こむ。

　眠ねむいのだろう。チップの薄うすい木材に埋うもれるようにうとうとしている小さな姿が──

「……可か愛わいいわね。マジで」

「ええ、かなりのキュートだわ……。どうして一いつ緒しよに暮らしていないの？」

「諸事情あってな、いつかそうしたいと願っているが」

　肩かたを落とす零レイ士ジに、頰ほおを搔かいた月ゲツがフォローを入れた。

「零レイ士ジに懐なついてくんなくてさ、おしり。触さわろうとしたら絶対嚙かまれるか脱だつ走そうすんのな」

「くっ……!!」

　心底悔くやしそうな零レイ士ジ。その間近、ケージを抱かかえたネルの傍そばで、楢ナラ崎サキがニタリと笑った。

「彼の家族の形見でね。そういう事情で、我が社で預かってるのさ」

「えさ代、経費。別にしゃちょーがいばることじゃない。くず」

「辛しん辣らつだねネル君!?　社員の愛するものを守る、愛され社長の愛されムーブじゃないか！」

「愛されたいならお世話して。餌えさやり水みず替かえお掃そう除じ、全部わたし」

「だって怖こわいじゃないかネズミ。僕苦手なんだよね、引き続き頑がん張ばってくれたまえ」

「がちくず……！」

　ガチで叛はん意いを抱いだいてそうな幼女秘書の視線を受けても、楢ナラ崎サキは平然とニヤついて。

「ま、ハムスター１匹にウサギ１羽わの世話が増えたところで、有能秘書のネル君なら問題なくやってくれるだろう。我が社の空室を提供するから、引ひっ越こしできるまで預かろう」

「それは……助かるけど。いいの？」

「もちろん。ただし世話は可能な限り飼い主がしてくれたまえ。毎日来いとは言わないがね、せめて隔かく日じつくらいは来てほしいものだ。ネル君の負担も大きいからね！　大変だからね！」

　妙みようにくどい、念を押すような言い方に、蛍ケイの喜びが不ふ審しんに変わった。

「……身の危険を感じるわ。なし崩くずしにここへ出入りさせられてないかしら、私」

「だって君、就職してくれないじゃないか。給料はそこの動物たちの倍は払はらうよ？」

「動物ゆーなし。つーか倍にしても安いっつの」

「ああ。元が安いからな」

「わんにゃん吠ほえるのをやめたまえ、諸君。給料が減るよ、社長愛してくれない税とかで」

「横暴すぎる……」

　うんざりしてこぼす月ゲツ。傍はたから聞いていた命メイが、くいと蛍ケイの袖そでを引いた。

「アレに頼たよるよりはあたしん家ちで飼う方がましだと思うんだけど、どう？」

「……検討の余地はあると思うけど、社長はともかくネルさんは信用できそうだし」

「確かにそうね。ダンチだわ」

　けど、と蛍ケイはため息をつく。

「これ以上賣メ豆ズ紀キさんに甘えるわけにもいかないし、気持ち悪いけど我が慢まんしようと思う」

「あたし、自分の苗みよう字じ嫌きらいだから名前でいいわよ。命メイって呼んで」

「……そうなの？」

「無む駄だに画数多いから書きにくいし、読みづらいから初対面だと聞き返されやすいのよ。ま、そんな小ネタはどうでもいいけど……気にしなくていいわよ、蛍ケイ」

　名前で呼んでほしいと言う意思を伝えるように、命メイは蛍ケイをその名で呼んだ。

「この足じゃ、大したこともできゃしないしね。ウサギの世話くらい何とかなるでしょ」

「……ありがとう。気持ち悪さが極限に達したら頼たよらせてもらうわ、命メイ」

　どこかぎこちなく、初うい々ういしい笑えみを交かわすふたりに。

「ひどいことを言われているねえ。もっと感謝されてもいい気がするんだけどなあ、僕」

「うざいからだとおもう」

「何か企たくらんでんのバレバレっすから、社長。せめて善意のフリしたら？」

「法的に接せつ触しよくを拒きよ絶ぜつされないだけで最大限の好意かと」

　秘書と人狼ワーウルフと謎なぞの霧きりの攻こう撃げき。社長の人望のなさが明らかに。

「はっはっは、まあかまわないとも。仲良しごっこがしたいわけじゃないからネ」

　だからといって落ち込むこともなく、楢ナラ崎サキは機き嫌げんよく笑った。

「敵意や反感があろうとも、関係を切るという選せん択たくができない。蛍ケイくんも君たちも、最低限の社会性を維い持じしていることが証明された。利害も論理も無視して感情だけで殴なぐりかかったり、逃にげ出だすような選せん択たくをされると、こっちとしても面めん倒どうなだけだからね」

「……もしかして、それを計るためにわざと煽あおった？」

「さあね、ただの趣しゆ味みかもしれないよ？　まあ社員採用は拒きよ否ひでいいにしても、まだこの街に厄やつ介かいなサプリが流出したまま野放しになっている。放置はできない、そうだろう？」

「「「「………」」」」

　零レイ士ジが、月ゲツが、蛍ケイが、命メイが、無言のまま視線を交かわし、誰だれからともなく頷うなずき合あった。

「仕事だからな。捜そう査さを続行するのは当然として……」

「流出経路を調べんのに、同じ店に勤めてた蛍ケイちゃんの協力があれば助かるな。どうよ？」

「……あなたたちに協力するのはいいわ。恩人だし。けど」

　零レイ士ジの言葉を月ゲツが繫つなぎ、最後に答えた蛍ケイが楢ナラ崎サキを見る。

　うさんくさい、信用できない。そんな感覚が抜ぬけず、素す直なおに頷うなずくのが難しい。

（普ふ通つうに考えれば、二つ返事でオーケーしてもいいはずなのに）

　蛍ケイ自身も理解できない拒きよ絶ぜつ反応。散歩中に行き会った犬と犬が無意味に吠ほえ合あうような──反感と言うより、本能的に感じる何かが、一歩踏ふみ出だすことを躊ちゆう躇ちよさせた。

「あのオッサンが嫌いやなら、あたしが雇やとうわ。報ほう酬しゆうはそこの二人に払はらう分から、適当で」

「え？」

　蛍ケイの迷いを斬きり捨すてるように、ばっさりと命メイが言った。

「えー。俺らの取り分が減っちまうじゃん……」

「いいでしょ、三等分したって大金よ。それに今後の捜そう査さに蛍ケイの協力は必要だわ」

「……彼女がいなければ、最悪俺は散っていた。異存はない」

「ま、そりゃそうか。いまいち金額がデカすぎて現実感ねえし、いいぜ」

「ちょっと、黙だまっている間に話を進めないでほしいんだけど？」

　なし崩くずしに決まりそうな流れに抵てい抗こうする蛍ケイ。

「友達からお金をもらって仕事をする、というのも抵てい抗こうがあるわ。報ほう酬しゆうがいくらかは知らないけど、その分ぶん霞カス見ミくんたちの収入を削けずるのは確かだし、無む償しようで協力くらい……」

「ダメよ。あたしはカネを払はらう。そのかわり責任もって仕事をさせる。これはマジな契けい約やくで、例外はなし。だいたいさっきも言った通り、三等分だって安かないわよ」

　啖たん呵かを切るように、命メイは車くるま椅い子すの上、スカートから覗のぞく自分の膝ひざをパン！　と叩たたいた。

「未来の女子陸上のトップエース、その足の代金だから。保険金その他で２億よ」

「は？　……おく!?」

《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》こと池イケ田ダ舞マイ。

　最初期に流出した幻想フアンタビサプリをキメて暴走し、数人を轢れき殺さつした後こう輩はいのため。事件を最後まで追い、犯人に責任を取らせるために、賣メ豆ズ紀キ命メイが差し出した額が、２億。

「半分はここの会社、残り半分がこいつらの取り分。支し払はらいは成功報ほう酬しゆうなんで後になるけど、ちょっとは夢ある額でしょ？」

「夢があるというか、夢しかないわ。……現実感がなさすぎる」

「だよな、わかる。億とか想像つかねーし。大トロくらいいけんのか？」

「ネギトロくらいはいけるだろう。期待しすぎるな」

「貧びん乏ぼうが染しみついてるせいか、セコいわね。マグロ一尾び丸ごと食えるわよ、億あれば」

「「「おおおお………！」」」

　人権なき人獣ニンジユウと、辛かろうじて人権こそあるが苦学生。

　目の色を変え、スポンサーたる命メイの手をしっかり握にぎって──

「えっちなこと以外なら何でもするわ。就業規則を貰もらえるかしら」

「特に無いわよ」

　目をキラキラと輝かがやかせる貧びん乏ぼう人にんたちに、うんざりしつつ命メイは答えた。
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「食べないの？」

「まだアスリートのつもりくらい残ってんのよ。糖と脂し肪ぼうはメチャウマい敵だわ」

「味の感想が入ってるあたり本音が出てんな……」

　スポンサーである命メイ、社長が執しゆう着ちやくしている蛍ケイを迎むかえ、ささやかなご馳ち走そうが並ぶ。

　もてなしのご馳ち走そうは出来合いのものだ。近場の飲食店──いかがわしい飲み屋、衛生基準も何もない怪あやしげな屋台、食事がおまけ同然の風ふう俗ぞく店てんなどからテイクアウトで。

「この街だと、普ふ通つうのメシ食うのがけっこう面めん倒どうなんだよな。店出すのに営業許可もないし、保健所が来ることもないし、だいたい人獣ニンジユウだから何食わせても大だい丈じよう夫ぶなんで」

「衛生的にヤバい店が多い。サプリなしの《生》のヒトを連れて行ったら即そく食中毒だ」

「食欲が落ちる情報ね。今からでもサプリを飲んだ方がいいかしら？」

　用意されたご馳ち走そうに残念そうな目を向ける蛍ケイだが、楢ナラ崎サキは笑って懸け念ねんを払はらう。

「安心したまえ。今回用意したのはすべて《まとも》な店から取り寄せたものだ。具体的にはＪＫパパ活で人生崩ほう壊かいした中ちゆう華か料理屋とか、違い法ほう就労中の外国人が営むカレーとか、未成年への性的興味が強すぎて追放されたパティシエのケーキとかだね」

「最低のタグつけんのやめろ!?　食欲失うせるじゃん!?」

「この街の料理人には変態しかいないのかしら……？」

「《外》の管理社会を一度弾はじかれた人間の受け皿なんて、この街くらいしか残っていないからね。安心したまえ、性せい癖へきと実力は別だ。味は私が保証するよ」

　楢ナラ崎サキが金を出し、月ゲツが店から引き取ってきた料理がテーブルに並んでいる。

　なるほど、どれも美味そうだ。味優先の雑な盛り付けではなく、テイクアウト用のパックに丁てい寧ねいに詰つめられた中ちゆう華か料理──キクラゲと卵の炒いため、椎しい茸たけと青菜の炒いため煮にに海かい鮮せん五目炒飯チヤーハン。

　鶏とり肉にくとカシューナッツの炒いため、ゴマ団子。カレーはキーマにほうれん草とバターチキンで、まだ温かいチーズナンがたっぷり。デザートにいかにも映はえるケーキの数々。

　どれも《外》の水準と比べても平均以上、十分に食欲をそそるものばかり。

「つーか、俺らが日ひ頃ごろ食ってる期限切れの袋ふくろラーメンだの、ジャムなしの食パンだの、痛んだキャベツをひたすら煮にたヤツだのに比べると、格差がやべえ……」

「惑まどわされるな、月ゲツ。社長のおごりだからとガッついた結果、客の印象を悪くしたら──」

「罠わなじゃん！　俺らが食った分は自腹ね☆　とかクソウザく言いそうだし、社長！」

　応接用の大テーブルの前、一応穴の開いていないまともなソファ。

　そこへ優先して命メイと蛍ケイを座らせ、自分たちは片かた隅すみのパイプ椅い子すに収まりながら、底辺社員がこそこそと陰かげ口ぐちを叩たたく。すると、いかにも心外と言いたげに楢ナラ崎サキが言った。

「さすがにそこまでケチじゃないから安心したまえ。ただし君らはご飯を炊たいておいたので、安い古米をたらふく入れてから食べるように。おかずのドカ食いは禁止だよ？」

「資本主義の悪あく魔まみてーな経営者ね、アンタ」

「貧びん乏ぼう人にんは炭水化物で太り、富ふ裕ゆう層そうはヘルシーな肉と野菜で瘦やせる。現代社会の縮図は無法の街でも同じなのさ、というわけでまずは食べたまえ」

「「いたっきや──ス！」」

　さほど文句を言うでもなく、趣しゆ味み的てきなオフィスに似合わない炊すい飯はん器きで炊たかれたご飯を盛られ、適当な挨あい拶さつと共にかき込む二人。遠えん慮りよがちにおかずを少々載せて、感想は。

「クッッソ、うめえ……!!」

「久しぶりのご馳ち走そうだな。……社への忠誠心がアップするのを感じる」

「日ひ頃ごろどんな暮らしやってんのよ、アンタたち。……けどまあ、イケるわね、普ふ通つうに」

「作った人が変態でも、美お味いしいものは美お味いしいのね。多少ずるさを感じるけど」

「ケーキ、食べないならわたしがいただく。ふっふっふ、ひとりじめ」

「ああネル君、甘かん味みの独どく占せんはやめてくれたまえ。そのチョコは僕が目をつけていたのでね!?」

　しばらく食しよく卓たくを囲み、活発に箸はしとレンゲがテイクアウトのパックを行いき交かう。

　たっぷり７～８人前は用意された料理だが、食たべ盛ざかりの若者が４人だ。ネルと楢ナラ崎サキの社会人コンビも意外な健けん啖たんぶりでデザートを荒あらし、たちまち皿とグラスが空になっていく。

「……勝ったわ」

「いや負けてんだろメチャウマい敵に。しっかり食ってんじゃん」

「美う味まかったから勝ち。やっぱカロリーは暴力ね、アスリートの天敵だわ」

　当初渋しぶっていた命メイだが、結局しっかりと食べていた。量こそ少しずつながらよく味わって、すべてのおかずと少量のナンを楽しみ、満足げに食後のお茶を飲んでいる。

「つーか、引退したんだろ、部活。食事制限までする必要、ないんじゃね？」

「そういうわけにもいかないのよね。あのバカ──轢ひき逃にげ野や郎ろうの舞マイに、あたし言ったから。パラリンピック出てやるって。ま、どんな競技やるかすら決めてないけど」

　人生を賭かけて磨みがき上あげた自じ慢まんの足。アイデンティティ、誇ほこりの証あかしとも言える最強の武器。

　それを根こそぎ奪うばわれながらも、命メイは折れていなかった。

「体たい脂し肪ぼう率りつ15％キープ。腹筋だって割れてるわ。足が動かなきゃ手で動く、最悪顎あごでも瞼まぶたでも。動かせるもんを動かしてやれることをやる。それだけよ」

「……タフね。鋼はがねどころか、鉄球みたいなメンタルだわ」

「世の中、気合と根こん性じよう、あと覚かく悟ごよ。やらない言い訳するヒマあったら動いた方が早いし」

　強がっているわけではない。純じゆん粋すいにそう信じている命メイに、蛍ケイはくすりと笑った。

「やっぱりスパルタ人でしょう、あなた」

「だから知らないわよ。自じ慢まんじゃないけどまあまあバカよ、あたし」

「本当に自じ慢まんじゃないな、それは。成績、悪かったのか？」

　少し意外そうに言う零レイ士ジ。ふん、と命メイは言って。

「競技のルールとその抜ぬけ穴あな覚える以外はからっきし。勉強とか大だい嫌きらいなのよね」

「……野放しにしてはいけない性格だと思う。ぜひアスリートを続けてくれ、応おう援えんする」

「だな。ＯＬとかやろうもんなら死人が出そうだ」

「スポンサー様にえらい言い草ね、あんたたち。つーか……」

　少量のおかずに大量の米。比率としてはおかしいが、それでも普ふ段だんは食べられないご馳ち走そうをたっぷり味わい、満足げな月ゲツと零レイ士ジ。だが、食欲トップは意外なことに彼らではなく。

「誰だれも食べないのなら、残りは頂いていいかしら？」

「……無む駄だに気品あふれる手つきで、米に料理のタレをぶっかけるな、柿カキ葉バ」

　清せい楚そな箸はし運はこびでどんぶり飯。社員用に用意された安い古米、味わいはともかく量はある。それを分けてもらい、皿に残ったキクラゲの卵たまご炒いためを載せて、するすると入れる。

　意外な健けん啖たん家か──柿カキ葉バ蛍ケイ。高カロリーなチーズナン、海かい鮮せん五目炒飯チヤーハンを皮切りに、残りそうな料理を次々バランスよく平らげていき、最後のかけらまでしっかりと味わっていた。

「美お味いしいわ。日ひ頃ごろいいものを食べていないのは私も同じだし」

「細いのに一番食ってない、あんた？　太るわよ」

「料理人の性せい癖へきと味には関係性が成立しないことが証明されたわ。幼女が好きな人のケーキが特に美お味いしかったわね。瑞みず々みずしいって言うか、フレッシュな味わいで」

「……ロリコンのフレッシュな味わいってのも何か引っかかるな……」

「性せい癖へきは罪ではないもの、いいでしょう。今の社会では犯罪として糾きゆう弾だんされるけれど、実際に手を出していないのならギリギリセーフ、でいいと思うわ」

「この街に来てっ以上、ガチでやってる可能性もゼロじゃねーけど……」

　月ゲツの指し摘てきに、フルーツケーキをつまんでいた蛍ケイの手がピタリと止まって。

「……そういうことを言われると、とたんにケーキが生なま臭ぐさく感じてきたのだけど」

「知らねえって、いや、それはマジで」

「どうしてくれるの。摂せつ取しゆしたフルーツケーキ分が反逆しているわ」

「耐たえろ。せっかく摂とったカロリーだろう」

「……そうね。若じやつ干かんいやだけど、カロリーに罪はないわ」

　少し涙なみだ目めの蛍ケイに零レイ士ジがフォローを入れる。残ったケーキをしっかりぱくつき、最後のひとつは無言で半分ずつ分けてから、ぱくり。綺き麗れいにご馳ち走そうが空になり──

「息ピッタリだね、君たち。まあ非常にいいことだよ、仲良きことは美しき哉かな」

「別に仲良しという気もしないわ。普ふ通つうよね、これくらい」

「だな。話が早いのは助かるが。いちいち会話を続けなくてもだいたい通じている」

「見るだけで終わるから便利だわ。喋しやべらなくていいもの」

　アイコンタクトで成立するコミュニケーション。波長が合うのか、霞カス見ミ零レイ士ジと柿カキ葉バ蛍ケイ、この両者の間では簡単な意思の疎そ通つうが成り立ってしまうようだった。

　一見クールな少年少女の恋れん愛あいフラグのようにも感じるが──

「単に喋しやべるのが面めん倒どうくさいだけだろ、お前ら」

「それはあるわ」

「ある」

「ロマンスの欠かけ片らもねーじゃん……。ま、変な空気になるよりゃ楽だけどさ」

　結局のところ、ぐだぐだ話すのが面めん倒どうだと感じる程度にコミュ障なだけだった。

　事務的な会話なら苦にしない。だがふたりともプライベートな会話やちょっとしたやりとりに気き疲づかれするタイプで、お互たがいそうだと理解しているから楽、というだけで。

「さて、食事も終えたところだし。ちょっとしたミーティングといこうじゃないか」

「しゃちょー。ねむい」

「おやおねむかい、ネル君。いいともお昼ひる寝ねしてくれたまえ、仕事が終わってから。君たちも最低食事分は話を聞いてくれるだろうね？　そのためにエサをあげたわけだし」

　眠ねむそうに眼めをこする秘書ネルを肩かたにこてんと乗せながら、楢ナラ崎サキはにやにやと語る。

　そういうことか、と感じつつも、若者たちは逃にげられない。すでに前まえ渡わたしの報ほう酬しゆうは食べた後。ミーティングとやらがどうなろうとも、その分は付き合うことになるだろう。

「……何か進展があった、ってコトかしら？」

「そういうことだよ、スポンサー君。先の《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》《雑ぞう巾きん絞しぼり》をはじめ、流出した幻想フアンタビサプリ、怪カイ異イサプリについて、ディープウェブ上に正体不明の動画が投とう稿こうされた」

　デスクに置いてあった大型タブレットＰＣを起動。意外と手慣れた手つきでアプリを開き、今時珍めずらしい有線接続。観みたこともないアイコンのＷＥＢブラウザが立ち上がる。

「何これ。ネット回線？　前時代じゃあるまいし、直接繫つないでるの初めて見たわ」

「今から繫つなぐのは表の回線じゃないからネ。国家統制を外れたディープウェブ、後ろ暗い人間や組織が情報交こう換かんに使う、いわゆるスパイや情報屋御ご用よう達たしの代しろ物もの……そのひとつだよ」

　無線なし、特定のアクセスポイントへの有線のみ。さらに高額の接続料を支し払はらった人間にのみ配布されるブラウザでなければ開けない……と、ガチガチに固められたセキュリティ。

「どっかの、組織。……それも相当な技術力を持つ集団のやりくち。まふぃあ？」

「そんなもんをあっさり利用してるってどうなのよこの会社。反社会組織かしら」

「使えるものは何でも使う主義なだけさ。この街のトレンドはディープウェブに流れ、それを情報屋や目め端はしの利きく悪党が漏もらし、転てん載さいして、最終的には市民にまで達する」

　水が高きから低きへ流れるように。

「たとえば学校裏サイト。ああいう『ちょっと珍めずらしい』情報を知るための《裏うら技わざアプリ》──多くの市民がこっそり使ってるアレも、出どころはディープウェブさ。

　情報企き業ぎようが運営するディープウェブアクセス権を情報屋や企き業ぎようが買い、元を取るためにアングラ掲けい示じ板ばんや学校裏サイトみたいな形でスペースを貸す……ま、小こ遣づかい稼かせぎだね」

　闇やみの情報は深みから少しずつ、社会を這はうように昇のぼっていくのだ。

「そして今、仮面舞踏街マスカレードのトレンドはコレ一色さ。見てごらん？」

　再生された動画。アンダーグラウンドに流れる情報にしてはカリッとしたピント。

　アングルも素しろ人うとが撮とる映画並みには凝こっており、被ひ写しや体たいの動きを正確に捉とらえていて──。

「これ……!?」

「あの時の、映像ね。いつの間に……！」

　命メイが、蛍ケイが、次々と切きり替かわる映像に顔色を変えた。

　タブレットＰＣを抱かかえるように見せながら、楢ナラ崎サキは教師のごとく映像を指して。

「ご覧のとおり、最初の事件──《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》による連続轢れき殺さつ事件だ。グロいねえ、巨きよ体たいの大型草そう食しよく獣じゆうを蹴けっ飛とばし、抵てい抗こうを図はかる肉にく食しよく獣じゆうを叩たたき潰つぶす。まさに力そのものだ」

　下半身は馬、上半身はスレンダーな女性。

　異様に膨ぼう張ちようした筋肉を隠かくすように張りつめたジャージ。身元を隠かくすためだろう、学校指定の校章などにはモザイクがかかっており、明らかに加工されたものだ。

　それが、半はん裸らの女性……酔よって乱交の真っ最中だったのか。

《ホルスタイン》、怪物モンスターサプリをキメて乳牛の人獣ニンジユウと化した２メートル近い女性と、複数の肉にく食しよく獣じゆうに変じた男たちが絡からんでいる。酒を呷あおり、順番で性を楽しんでいる最中に。

　──蹴けり込こむように突つっ込こんだ《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》が、文字通り彼らを撥はねた。

　果物が割れるような音がした。スイカやメロンを地面に叩たたきつけるように頭ず蓋がい骨こつが割れて、灰色の何かがこぼれる。悲鳴と絶ぜつ叫きようがフルボリュームでオフィスに響ひびき、逃にげ惑まどう男女までも奇き声せいを上げながら追いかけて、楽しむように轢ひき殺ころす──轢れき殺さつ事件の一部始終。

　個人情報以外のグロ画像には一いつ切さいの加工がなされていない。

　飛び散る血しぶき砕くだける骨、はみ出る内臓に至るまで、すべてが赤せき裸ら々らに晒さらされていて。

「……ッ!!」

「おや、気分が悪いのかい？　大だい丈じよう夫ぶかな」

「アンタね……!!　最初っからこれ見せるつもりで、脂あぶらっこいもんチョイスしたわね!?」

「はっはっはっ、ちょっとした悪いた戯ずらさ。なるべく吐はくのはやめてくれたまえ、掃そう除じが面めん倒どうだ」

　青あお褪ざめる蛍ケイ。吐はき気けを堪こらえるように歯を食いしばった命メイが睨にらむが、楢ナラ崎サキは平然と笑い。

「もう１本ある。こちらは比ひ較かく的てきグロ少なめだね、アクション多いけど」

「……俺か、これは？」

「あ、それっぽいわ。ほとんど何やってんのかわかんねーけど」

　次に再生された動画に、零レイ士ジと月ゲツが身を乗り出した。

　それは二番目の事件、《雑ぞう巾きん絞しぼり》に襲しゆう撃げきを受けた零レイ士ジ、月ゲツ、蛍ケイの三人が現場を脱だつ出しゆつ。

　そのまま飲み屋街へ逃のがれ、戦っているさまを切きり抜ぬいたものだ。

　青あお褪ざめたブリーフ一丁の瘦やせ男おとこが柏かしわ手でを打つ。空間がねじれ、あらゆるものがミキサーにでもかけられたかのようにぐしゃりと歪ゆがみ、粉ふん砕さいされていく、圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよく。

「壊こわされてんの、主に零レイ士ジだけど。霧きりだからよくわかんねーな」

「……個人情報の保護的にはありがたいが、釈しやく然ぜんとしない」

「この後、君たちの反はん撃げきが成功して《雑ぞう巾きん絞しぼり》は逮たい捕ほされるわけだが、この動画にそれは無いね。あくまで《雑ぞう巾きん絞しぼり》が暴れ、壊こわす。その力をアピールするため、編集、加工されているのさ」

「動画の出どころは？　手がかりくらい何かねーの？」

　眉まゆをひそめて訊きく月ゲツに、呆あつ気けなくネルが答える。

「不明。調査はするけど、アングラのネットに流れたものなんて、特定むり」

「そりゃそうか。簡単に割れたらディープウェブの意味、ねーもんな」

　幼女秘書ネルは、ここ《幻想清掃Fantastic Sweeper》におけるＩＴ担当だ。その技術力は謎なぞのレベルで、一いつ般ぱん的てきなセキュリティを突とつ破ぱして不正アクセスすら行えるが、限界はある。

「できないこともないけど、がちやば。やりたくない」

「無理にする必要はないさ、有能秘書ネル君。さて、優ゆう秀しゆうでもない社員諸君はどう思うかね。この動画、誰だれがどういう意図で開示したものか……わかるかな？」

　意地悪な問題を出した教師のように楢ナラ崎サキが言い、少年少女は吐はき気けをこらえて思考を回す。

「……商品サプリの宣伝でしょ。やってることは動画サイトの広告と一いつ緒しよだわ」

「そうね。幻想フアンタビサプリ、怪カイ異イサプリ──都市伝説とされていたものの実在証明」

「んで、それを使えばこんだけのことができるってばよ、的なアピール？」

「……つまり、これを上げたのは素しろ人うとどころか、サプリ流出の黒幕、本人か」

　命メイが、蛍ケイが、月ゲツが、零レイ士ジが次々と出した答えに、ニッと楢ナラ崎サキは口角を上げ、手を叩たたく。

「エクセレント！　いいねえ、諸君。少しは頭を使えるようで助かるよ。ちなみにこの動画は、ディープウェブでは例外的に情報料なしのフリーで拡散ＯＫ、無断転てん載さい可かだ」

「ってことは、もう広まっちまってるのか？」

「仮面舞踏街マスカレードのインフルエンサー……まあ、情報屋だの耳みみ聡ざといチンピラだのがペラペラとね。表の動画投とう稿こうサイトにも何度か上げられては即そく削さく除じよされている。命知らずの投とう稿こう者しやがモザイクまみれに修正したものも上げてみたようだが、即そくＢＡＮだ。対応が実に早い」

「つまり、偉えらいさんはコレを拡散されたくねーってコト？」

「そうなるだろうがもう遅おそい。今日、明日、数日中にはその辺のチンピラまで知っているさ。詳しよう細さいは知らずとも──キメれば文字通り怪かい物ぶつになれる、《特別な》サプリの実在をね」

　動画に登場した加害者、《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》と《雑ぞう巾きん絞しぼり》。

　彼らの行動に計画性はほとんどない。個人的な怨えん恨こんから酔よっ払ぱらいや路上生活者を踏ふみ殺ころし、あるいは不用意にキメたせいで戻もどれなくなり、可能性にすがって人を襲おそった。

「極きわめて強力な《兵器》とすら言えるサプリだ。警けい戒かい厳重なＢＴ本社の研究施し設せつから盗ぬすむなど大変な金と手間がかかったはずなのに、使い方が雑に過ぎると思っていたんだが」

　楢ナラ崎サキは語り、タブレットＰＣの画面、動画で暴れる怪かい物ぶつたちを指先で叩たたき。

「何のことはない、《広ス告テ塔マ》だったのさ。派手な事件を起こしさえすれば誰だれでもよかった。その暴れぶりを撮さつ影えいし、流すことで《商品サプリ》の価値はハネ上がる」

　誰だれでも、キメるだけで簡単に、文字通りの《怪かい物ぶつ》となれるサプリ。

　その実在が証明された以上、苦労も大金も厭いとわず手に入れたがる者は必ずいる。

「この宣伝が行われるまでは、うさんくさい詐さ欺ぎとしか思われなかっただろうからね。巧こう妙みようなやり口とは言えないが、目的は確実に達しているよ」

「……そうなんスか？　自分はノーリスクで宣伝できんだから、巧こう妙みようっぽくね？」

「そのかわり奇き襲しゆう効果が死ぬからね。公おおやけにしては対処の時間を与あたえてしまう。例えば小出しにせず全部のサプリを一度にキメて、幻げん想そうと怪カイ異イの連合軍が大暴れ、となったら？」

　首を傾かしげる月ゲツに質問で返す楢ナラ崎サキ。それに、零レイ士ジは苦い顔をする。

「手がつけられない。軍隊が出ても怪あやしいだろう」

「そうなる。だがこうして宣伝した以上、大戦力の一挙投入による大規模騒そう乱らんといった手札は使いづらくなったわけだ。これがどういうことか、何を意味するのか、わかるかな？」

「単純な破は壊かいや暴力が目的じゃない。……そういうこと、なのかしら」

　静かに思考をまとめた蛍ケイが、ゆっくりと口にした。

「そういった暴力的な変化ではなく、もっと社会的な──変化、影えい響きよう。犯人の意図はそういうものじゃないか、と感じるわ。回りくどく感じるけど、結果として最短になるような」

「いい読みだね、蛍ケイくん。僕もそんな感じだと思う。今や《本物の》怪物モンスターサプリを求め、目め端はしの利きく悪党は血ち眼まなこになっているだろう。案外、もうすでに売うり捌さばかれているかもね」

「ムカつくわ。……クソ迷めい惑わくなＣＭ撮さつ影えいみたいなノリで、うちの後こう輩はいは死んだワケ？」

　言葉に怒ど気きと悔くやしさが滲にじむ。握にぎった拳こぶし、食い込む爪つめに命メイの想おもいが表れていた。

「クソＣＭのことはわかった。それで、捜そう査さの進展はどうなの？　犯人、捕つかまりそう？」

「絶賛捜そう査さ中ちゆう。いくつか摑つかめた情報があるので、そこは共有しておこうかな」

　延々とリピートしていた動画を閉じると、楢ナラ崎サキに代わってネルがタブレットを取る。

　タッチパネルを指が滑すべり、たちまち表示された情報は──

「蟻アリ本モトヤスオ、21歳。いわゆる……どちんぴら？」

　しょぼくれたマッシュルームカットに、貧ひん相そうな顔の男だった。

　証明写真か何かの複写だろう。つまらなそうな顔で真正面を向いており、服装は汚きたない。

　とても富ふ裕ゆう層そうには見えない、それどころか最底辺。写真一枚からでも荒すさんだ雰ふん囲い気きが伝わるような青年に、零レイ士ジ、月ゲツ、蛍ケイの三人はどこか見覚えがあるようだった。

「……《雑ぞう巾きん絞しぼり》か？」

「あ、そうだわ、間ま違ちがいねえ。この頭だわ、しなびたキノコみてえな髪かみ型がた！」

「そゆこと。怪カイ異イサプリの後こう遺い症しようで逮たい捕ほ。いま、入院中」

「待って。ちょっといいかしら」

　少し身を乗り出して、蛍ケイがむむと唸うなる。眉まゆをひそめて証明写真をじっくり眺ながめると、

「見覚えがあるわ。うちの店……ガールズバーに何度か来たお客さんだと思う」

「怪物モンスターサプリキメて、人獣ニンジユウ化かしてたはずなのに。わかんの!?」

「うちみたいな接客業だと、毎回姿が変わるお客さんをしっかり当てたら喜ばれるのよ」

　一いち期ご一いち会え、一いち見げんならではの楽しみもあるが──常連となり、濃こい付き合いをしたいのも人情。疑ぎ似じ恋れん愛あいに近い接客業であるガールズバーだけに、そういった目は磨みがかれるもので。

「判別のコツは目元。人獣ニンジユウ化かしても、特とく徴ちようが残ることがよくあるの」

「……間ま違ちがいないか？」

「絶対というほどの自信はないわ。ご飯一食くらいなら賭かけてもいい、くらい」

「けっこう確かだな。それで、どういう客だったか覚えているか？」

　零レイ士ジに促うながされ、記き憶おくを辿たどった蛍ケイはすぐに答える。

「いわゆる半グレの人よ。定職──たぶん非正規雇こ用ようのアルバイトとかで昼間は働きながら、夜になると仮面舞踏街マスカレードに繰くり出だしてくる。柄がらの悪いお友達が何人か一いつ緒しよだったわ」

　個人の判別が難しい仮面舞踏街マスカレードにおいて、徒党を組むのは難しい。

　だがリアル、外の繫つながりがあれば問題はない。その多くが普ふ段だんは一いつ般ぱん人じんとして学校に通い、あるいは社会人として勤めていながら、仕事上がりや休日には仮面舞踏街マスカレードに繰くり出だす。

　正体がわからない、誰だれか特定できない、取とり締しまる権力も存在しない。

　ならば──悪いヤツほど得をすると考えて。

「あちこちで問題を起こしてる人たちだから気をつけて、ってオーナーが言ってた。そういう人たちはたくさんいるけど、特に女の子に乱暴なことをする連中だ、って」

「ふむ。接客は君がしたのかい？」

「苦手なタイプだったから、違ちがうわ。むしろこういうお客さんは、あの子……」

　楢ナラ崎サキの質問に、迷うように言葉を切りながらも、蛍ケイは隠かくすことなく口にした。

「《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》……舞マイさんが接客していたわ。復ふく讐しゆうの方法を探すために」

「あのバカ。……バカとつきあってもバカになるだけだっつーのに、何考えてんだか」

　次にタブレットに表示されたのは、病院のベッド。

　拘こう束そくベルトで固定された蟻アリ本モトヤスオが、撮さつ影えい者しやらしき人物に訊じん問もんされている。

『──……その時は、そういうもんだと思ったんだ』

『あのバーで、女を引っかけて。やべえサプリが欲ほしいって、話されて……』

『そしたら、あいつが。……変な和服のヤツが、話しかけてきて……！』

『……和服？』

　訊じん問もん者しやの声は変調されており、機械的な抑よく揚ようが響ひびくが。

　蟻アリ本モトヤスオは気にもせず、独り言のように証言を垂れ流す。

『わかんねえ……コスプレ？　昔話みてえな……変な服で』

『その時は、そういうもんだと思ったんだ。何か知らねえけど、気にならなかった』

　ぽん、と楢ナラ崎サキの手がパネルに触ふれ、動画が一時停止する。

「蛍ケイくん、和服の人物に覚えはあるかい？　店に来た、とか近くで見かけた、とか」

「無いと思うわ。そんな奇き抜ばつなファッションの人、一度見たら忘れないもの」

「だろうね。接せつ触しよくの現場は店ではなく、近場の路上だったわけだ」

　再び楢ナラ崎サキがパネルに触ふれ、訊じん問もん動画が再開。

　虚うつろに空を見上げながら、ぼそぼそと犯人の自白が続いた。

『ブッ飛ぶサプリがあるって。欲しいなら、くれるって』

『気持ちわりぃ、うさんくせぇ、バカじゃんって言ったけど、そいつ変な感じに笑って。まあ試ためしに一度やってみろ、って……注ポ射ン器プと、ブツを渡わたしてきて』

『受け取った？」

『その時は、すごくいい考えだって、思ったから……』

　ぐったりとした半グレの口、端はしから涎よだれがこぼれる。

『そのあと、あいつが。いっしょにいたあいつが、よせってんのに、キメて。

　めきめきって、音たてて、骨、伸のびて、あしが、よっつに……。噓うそだろ、マジじゃんって』

『やばすぎるって、思って。返そうと思ったけど、めちゃくちゃ気持ちよさそうで。

　あいつが人を轢ひいてんの、すげえ楽しそうだったから』

『やりたくなって、おれも──……ひぃいいいいいいいぃぃぃ!!』

「っ!?」

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きように、見入っていた命メイと蛍ケイがびくんと震ふるえる。

　眼球が飛び出しそうなほど目を剝むき、舌を伸のばして暴れる蟻アリ本モト。拘こう束そくベッドが軋きしみ、ベルトが食い込んだ手足が紫むらさき色いろに変わる。相当の痛みがあるはずなのに、感じもせずに。

『くれ!!　また!!　ぞ、ぞ、ぞ……ぞーきん!!　なりたい!!　あれ!!　ぷちって!!

　いきもの、つぶせる、あれ……めちゃめちゃ、きもちいいいいいいいいい!!』

「とまあ、こんな感じでね。まだ続きがあるけど、見るかい？」

「……遠えん慮りよしとくわ」

「私も。気分が悪くなってきた……」

　支え合うように寄より添そいながら、ふたりの少女がうつむいた。

　狂くるったように叫さけんだ蟻アリ本モトヤスオ、あれはもうヒトの残ざん骸がいだ。怪カイ異イサプリの快楽、怪カイ異イの力に脳が酔よい──戻もどりたいと欲ほつし、叶かなっても、時が経たてばまた力を求めてさ迷う亡もう者じや。

「本社の医い療りよう部ぶが調べたところ、重度の薬物中毒とほぼ同じ状態に陥おちいっている。自じ白はく剤ざいその他強ごう引いんな尋じん問もんも虚むなしく、この動画の内容以上の情報は判わからずじまい、だね」

「……情報ったって、あの状態で吐はかせた話が信用できるのか？」

「その裏を取るのが我々の仕事だよ。蟻アリ本モトの身み柄がらはＢＴ本社が引き取って、こちらから再度の質問はできない。とりあえず動画の情報をすべてまとめた文書がこれだ」

　零レイ士ジの質問を受け、再びタブレットを操作。

　簡素なテキストが表示され、興味深げに覗のぞき込こんだ月ゲツが読み上げた。

「《スマホの使い方》を聞かれた？　……社長、何すかこれ」

「《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》が最初に出現した夜──同時に怪カイ異イサプリを渡わたされた蟻アリ本モトに対し、和服の人物は、対価としてスマホの使い方を聞いてきたそうだ」

「今時、爺じいさんでも使うでしょうに。……古い恰かつ好こうだけに、機械音おん痴ちとか？」

「かもしれないね。で、言われるままにウェブに詳くわしい半グレ仲間やら、羽は振ぶりのいい知人、特定されにくいフリマアプリの扱あつかいやらをぺらぺら喋しやべったそうだ」

「紹しよう介かいした相手の名前や連れん絡らく先さきはわかんねーんスか？」

「不明。薬の影えい響きようで脳がアレだからね、まったく覚えてないらしい」

「うは、めんどくせー……。ってか、フリマアプリ？」

　社長の答えに嫌いやな予感がして、月ゲツの横顔に戦せん慄りつが走る。

「まさか、フリマにクソヤバサプリを流す気じゃ!?」

「可能性はあるね。他にもネットオークションのやり方なんかも質問されたらしい。さっそくネル君が該がい当とうするサイトを探してるけど、まだ手がかりがなくってね」

　仮面舞踏街マスカレードでは、さまざまな非合法の商品が流通している。

　出店に行政の許可など不要な街だ。街路が丸ごと泥どろ棒ぼう市いちのようなもの。

　地方で盗ぬすまれた農作物から拾ってきたガラクタ、ひいては規制前のポルノから海かい賊ぞく版ばんまで。何でもある、だが欲しがる客を見つけるのはそれなりに手間で。

「ネットで宣伝を打ったり、ＳＮＳで紹しよう介かいするわけにもいかないからねぇ」

「……モノがあっても、欲しがる客がいなきゃ金にならない？」

「そゆこと。そこで、フリマやオークションの出番。半グレのよくやるてぐち」

　企き業ぎようが運営している表のそれから、ディープウェブ上の会員限定闇やみ業ぎよう者しやまで。

　禁制品、違い法ほう品ひんが活発に売買されているが、《外》からそれを窺うかがい知しる術はほとんどない。

「怪あやしい商品はめっちゃめちゃある。軽く検けん索さくしただけでも、うん千件。招待者やフレンド、グループ限定なんてのもあるから、漠ばく然ぜんとし過ぎて調べるのむり」

「ネル君でもお手上げな今、君らと僕のような情じよう弱じやくには厳しいね。どうしたものかな？」

　秘書ネルが難しい顔をするその隣となりで、楢ナラ崎サキは他ひ人と事ごとのようにソファにもたれる。

　すると、今までじっと話を聞いていた零レイ士ジが、すっと手を挙げた。

「社長。──蟻アリ本モトのスマホは？」

「彼は逮たい捕ほされた時持ってなかったね。今も見つかってないと思うよ？」

「探しましょう。和服の売人にスマホの使い方を教えたって話が本当なら、蟻アリ本モトのスマホにはヤツの立ち回り先が詰つまってる。普ふ段だん使うサイトのＵＲＬ、交友関係なんかが」

　たとえ本人がイカれようと、機械は決して忘れない。

　そこで零レイ士ジは一度言葉を切り、考えをまとめるようにゆっくり続けた。

「和服の売人が、疑問をうやむやにしていいように話を進めるような──そんな芸当ができる奴やつだとしても、人間関係のとっかかりには知人の紹しよう介かいや情報が不可欠だ。恐おそらく売人は蟻アリ本モトの交友関係をきっかけに、仮面舞踏街マスカレードのアングラ社会に潜もぐり込こんだ可能性が高い」

　だとしたら。

「蟻アリ本モトのスマホは手がかりの山だ。ＳＮＳのフォロワーやいいね、フレンド登録してる相手、入れてあるアプリの名前やブックマーク。そのどこかに和服の売人の影かげが必ずある」

「公開情報は検けん索さくした。──蟻アリ本モトのＳＮＳ、ほぼ更こう新しんなし、のーつぶやき。信用情報は最低、仕事はさぼりがち。そーとーだめだめ状態だけど、お金に困った様子なし」

　秘書ネルが示した情報、それが意味することはひとつ。

　蟻アリ本モトヤスオはまっとうな手段ではなく、後ろ暗い何かで生計を立てていた、ということだ。

　個人の識別が難しい仮面舞踏街マスカレードでは《外》の人間関係は命いのち綱づなだ。つながりを維い持じするために必ずスマホを持っており、安全などこかに預ける、あるいは隠かくしてあるはずで。

「蟻アリ本モトの自宅はＢＴ本社が調べたよ。ちなみにスマホは見つかってない」

　楢ナラ崎サキが補足し、月ゲツが繫つなぐ。

「なら、駅っすかね？　普ふ通つうあそこのロッカーに入れるでしょ」

「ああいう半グレは出入りの記録が残るのを嫌きらうからね。夏ナツ木キ原バラ駅は表おもて玄げん関かんみたいなもので、裏口はあちこちにある。適当な路地裏でバリケードを乗のり越こえれば済む話さ」

　仮面舞踏街マスカレードは隔かく離り地域だ。《外》に繫つながる道はバリケードやフェンスで閉ざされている。

　だが、閉へい鎖さが厳密とは言えない。怪物モンスターサプリをキメた人獣ニンジユウなら自力でフェンスを越こえたり、バリケードを壊こわすことすら難しくないからだ。

「そういう裏口には、たいてい仲間がいてアジトに詰つめてる。スマホや表の身分に繫つながる私物を隠かくして、守らせるためだ。蟻アリ本モトもそうだとしたら……」

「所属してる半グレのアジトを見っけりゃ、スマホもそこにあるかもな！」

　零レイ士ジの推測に、獲え物ものを見つけたと言わんばかりに、月ゲツが太い笑えみを浮うかべ。

　場を締しめるように、社長がパキッと指を鳴らした。




「方針は決まったようだ。特殊永続人獣トクニン諸君、お仕事だよ。

　半グレ、蟻アリ本モトのスマホを探し出し、売人の手がかりを入手したまえ！」

「了りよう解かい」

「うっす！」




　命令が下り、特殊永続人獣トクニンたちは標的を追う。

　多額の報ほう酬しゆう、そして──自分たちがヒトであり続ける価値を証明するために。











────　02　無法地帯モノポリー　────






「ごめんなさい。少しだけ……ね？」

「？」

　ベファレン種のウサギ、その光こう沢たくある白い毛を数本、切り取る。

　簡素な更こう衣い室しつ。ロッカーに着ていた制服を預けた柿カキ葉バ蛍ケイは、ぴすぴすと鼻を鳴らす愛らしいウサギに罪悪感を感じつつ、タンブラーを開けた。

　スポーツジムなどでプロテインをかき混ぜるのに使う、ごくありふれたもの。

　中には炭酸抜ぬきの怪物モンスターサプリ、いわゆるエナジードリンクとして販はん売ばいされている人獣ニンジユウ化か薬やくとレシピ通りに計った数種の触しよく媒ばいが入れてあり、あとは混ぜるだけでいい。

「氷少し、バニラアイス半分。野菜ジュース少々、お豆とう腐ふ少しとウサギの毛……」

　デタラメな配合。タンブラーに放り込んだ素材はそれだけで、普ふ通つうに考えれば生ゴミ同然。できあがるのはネタにならない程度にマズい液体、最悪腹を壊こわす程度だろう。

　チャチャチャチャチャ……ッ！

　蛍ケイは慣れた手つきでタンブラーを振ふる。入れた氷が中身を攪かく拌はん、砕くだけて混ざる。

　ポンと音をたてて蓋ふたを開くと、中身は──

「美お味いしくないのよね、これ。いつも通り、しかたないけれど」

　ぷちぷちと細かく気き泡ほうが弾はじける、白くどろっとした液体だった。

　色はバニラアイス由来だろうか。だがむっと漂ただよう淡あわい発はつ酵こう熱ねつと獣けもの臭くささが、まるで別物。

　飲むには勇気がいる謎なぞの液体を、柿カキ葉バ蛍ケイはぐっと飲のみ乾ほす。

「……どろどろ。もう少し、喉のど越ごし良くならないかしら。……っ！」

　どくん、心臓が鳴った。

「～～～───ッッッ!!」

　丸めた背中に、淡あわ雪ゆきのような白い体毛が生えてくる。

　ミチミチと肉が発達し、骨が伸のびる音。手足がスラリとより長く伸のび、頭ず蓋がい骨こつが歪ゆがむような異常感覚と共に、頭の構造が丸ごと変化するのを感じた。

　痛みはない。感覚が通った粘ねん土どを捏こねるような感覚。芋いも虫むしが蛹さなぎ、蝶ちように変態する感覚をヒトが味わえるとしたら、きっとこんなふうに感じるのだろう。

「はぁ……。はあ、はあ、っ……!!」

　うっすらと浮ういた汗あせが、白い獣じゆう毛もうをつっと流れてゆく。

　ヒトが７、白いウサギが３。比率で言うならその配分、人間寄りの人獣ニンジユウ。

　全身を覆おおう体毛は首筋から胸むな元もとにかけて薄うすく、胸の膨ふくらみと頂点の色が露あらわになっている。

　ヒトのままでも美しく均整が取れていた肢し体たいはさらに成長を遂とげ、完かん璧ぺきなバランスを保って伸のびた手足のライン、筋肉と脂し肪ぼうのバランスは、芸術的とも言えて。

　ハート型のささやかなお尻しりにぴょこんと伸のびた尻しつ尾ぽ、頭頂部に移動した長い耳。掌てのひらと足の裏には体毛に埋うもれるように肉球が膨ふくらみ、まるで全ぜん裸らに靴くつや手て袋ぶくろだけを残したようだ。

　普ふ通つうの怪物モンスターサプリではない。それならもっと獣けものが濃こく、人にん間げん離ばなれした姿となる。

　彼女自身の手製、自覚なき幻げん想そうによって作られたサプリを摂とった人獣ニンジユウとしての肉体は、仮面舞踏街マスカレードを出歩き、捜そう査さするために必要不可欠なものだった。

「……これ、着るの？　本当に……？　騙だまされてるのかしら、私」

　美しくも卑ひ猥わい、かつ高貴──白き兎うさぎの人獣ニンジユウと化した柿カキ葉バ蛍ケイは、鬱うつ陶とうしげに乱れた髪かみを手て櫛ぐしで上げながら、ロッカーに用意してもらった変装用の着き替がえを取った。

　するすると衣きぬ擦ずれの音。人獣ニンジユウに姿を変え、元の自分とは違ちがう衣い装しようを纏まとった時、人は表おもて舞ぶ台たいの名前を、顔を、社会性をも捨て去って、ただのケモノに戻もどって街を行く。




　ここは仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラ。

　ささやかな宴うたげを終えた人獣ニンジユウたちが仕事に向かう、管理社会のドブの底──。




　　　＊




《幻想清掃Fantastic Sweeper》本社ビルは、夏ナツ木キ原バラ駅からほど近い盛さかり場ばにある。

　一昔前なら駅近物件、さぞ家賃も高くついたろう。だが今や仮面舞踏街マスカレード、堅かた気ぎには使えなくなった地所をいかがわしい手管で買かい叩たたいた──通つう称しよう《オタク通り》の一角。

「……と、聞いているが、実際のところは知らないな。俺たちのアパートもすぐ近くだ」

「コンビニもあって便利だけど、レジに鉄てつ格ごう子しはまってんだよな。トイレも死ぬほど汚きたないし、紙とか絶対置いてねえから入らないほうが無難っつーか、やべえ」

「ありがとう。絶対に近寄らないわ、絶対」

　古びた玄げん関かんを、三人の人獣ニンジユウが出る。

　時刻は夜八時過ぎ。古いにしえの繁はん華か街がい、眠ねむらない街の伝統を継つぐ仮面舞踏街マスカレードでは宵よいの口くち。

　夜はこれから。夜遊びしたい男たち、客をもてなす女たち、さまざまな人獣ニンジユウたちが目的地へ急ぐ道へ、最初にすっと滑すべり込こむように入っていったのは、黄色い毛並みの人狼ワーウルフだ。

「命メイちゃんはタクシーに乗っけて帰したし。さて、これからどうすっかね？」

　頼ライ山サン月ゲツ──オリジナル人狼ワーウルフ。市し販はんサプリでたまたまイヌ科を引いた者とは根本が違ちがう。

　ふさふさとした柔やわらかな毛皮の奥。極度に発達した筋肉が野生の香りを濃こく漂ただよわせている。明らかな別種。狼おおかみ犬いぬではなく純じゆん粋すいな狼おおかみ、絶ぜつ滅めつ寸前の研とぎ澄すまされた牙きばが光って。

「にしても月ゲツ、少し垢あか抜ぬけたか？　悪くないな、その服」

「へへっ、いーだろ？　命メイちゃんの買物につきあった時、選んでもらってよ。コツコツ貯ためた小こ遣づかいで買ったんだわ。やっぱいいよなー、新しい服ってのは！」

　ぶんぶんと振ふった尻しつ尾ぽ、気分は上々。野生の猛もう獣じゆうが時たま見せる可か愛わいらしい仕草のように、古き人狼ワーウルフの末まつ裔えいは買ったばかりの私服を自じ慢まんげに見せている。

　いわゆるヒップホップ系。スリムな細いパンツにダボっとしたトップス。ヒトらしく被かぶった帽ぼう子しのまびさしから、灰色の毛皮に入った黄色いメッシュがアクセントとなっていて。

「そういうお前は変わってねーな。つーか見た目、ほぼヒトだし」

「仕方ないだろう、まさか怪物モンスターサプリをキメるわけにもいかない。顔は霧きりで隠かくすとするさ」

　彼の相棒、霞カス見ミ零レイ士ジはほぼ変わらない、一見《ヒト》そのままだ。

　喉のど元もとから甘く吹ふいたスプレーのような音をたて、黒いマスクの奥から霧きりを漏もらす。

　私服には大したこだわりがないのか、黒のスキニージーンズにスニーカー履ばき、トップスはダボっとしたパーカーで、いずれも古着を着回しているらしく、くたびれた印象がある。

「俺は真逆──怪かい物ぶつをヒトにする《人間サプリ》で本ほん性しようを上書きしている立場だ。この街じゃ少し悪目立ちするが、なるべく小さく隠かくれているさ」

　フードを下ろし、なるべく素す顔がおを晒さらさぬようにする零レイ士ジの隣となりで。

「……借りた服に文句は言えない。けど、これは少し……卑ひ猥わいな気がするのだけど」

「この街にはめちゃくちゃ合ってるぞ」

「違い和わ感かんゼロだわ。くっそエロいけど」

「くっ……!!　社長なの、社長の嫌いやがらせなのかしら、これは……!?」

　古いビジネス街の名残なごりのある《幻想清掃Fantastic Sweeper》ビルを出れば、すぐ腐ふ臭しゆうがする。

　血と排はい泄せつ物ぶつと生ゴミと汗あせと汁しるのミックスジュース。通りを見み渡わたせばギラつくネオンが輝かがやき、肉食草食爬は虫ちゆう類るいとバリエーション豊ゆたかな人獣ニンジユウたちがさまざまな服装で歩いていく。

　が、管理社会からの逸いつ脱だつを象しよう徴ちようするかのように、ほとんどはラフなスタイルだ。

　キャベツを丸ごとかじりながら歩く牛男。全ぜん裸らにジャージを着ただけで、黒い体毛が開いたジッパーからもっさりと出たまま。彼の腕うでにしがみついたリス女は、ホットパンツに上半身はビキニの水着だけという開放的なスタイルで、辛かろうじて胸だけ隠かくしている。

　自由と退たい廃はいをドレスコードにしたような、この街で。

「あなたたち、前は制服だったわよね。……私も制服じゃダメかしら」

「オレらはこの街がホームってか、住所ここらだし」

「出入りがバレたところで社会的なダメージはゼロだ、社会的信用度など皆かい無むだしな。だが、柿カキ葉バの場合は優等生どころかエロ学生堕おちだぞ。失うものがデカい」

「……そうよね。くっ……！　わかって、いるのだけど……」

　ＪＫバニー、柿カキ葉バ蛍ケイ。

　彼女に与あたえられた変装用の衣い装しようは、そんな街にピッタリ馴な染じむような──。

「大昔はよくいたらしいぜ、そういうの。昔のメディアで見たことあるわ」

「……痴ち女じよなの、昔の人は!?」

　思わず声を荒あらげ、頰ほおを赤らめて体のラインを隠かくそうとする蛍ケイ。

　いわゆるボディコンワンピ。きわどく短いスカート丈たけ、袖そでも襟えりもなく交差した布でカップを支えるような作りで、嫌いやでも若々しい張りのある体つきや薄うすい体毛が露あらわになっていて。

「クッソ強そう。サイバーパンク感あっていいな！　昔のマンガみてえじゃん!?」

「それだとすぐ死にそうだな……。宝の地図の入いれ墨ずみとか彫ほってありそうだ」

「接客中より露ろ出しゆつが多いのよ。……無料でこの服を着るのは抵てい抗こうがあるわ」

「金もらえればオッケーってのもアレだけどな……」

　セクシーなドレスと恥はじらいの仕草が非常に男心をそそる。

　サプリの影えい響きようで元の蛍ケイより肉感的で、豊かになっているせいもあるだろう。

　二次元で描えがかれる理想のボディスタイル、豊かな胸と腰こし回まわり、そしてギュッと絞しぼられたウエスト。彼女の姿はまさにそれを実現したもので、卑ひ猥わいな視線があちこちから集まってくる。

「悪目立ちしているな。河か岸しを変えるか」

「だな、大した手がかりなんてねーし。け……いや、名前はやべーな。何て呼ぶ？」

「……ベファレンで。お店ではそれで通していたから」

　そんな風に言い合いながら、夜の街を歩き出す。

　仮面舞踏街マスカレードに車はない。車道も歩道も関係なく、人獣ニンジユウたちが辻つじに溢あふれている。

《外》ならたちまちスマホに個人間距きよ離り警告が発せられ、解散を強制されるところだ。

　が、人獣ニンジユウはそんな煩わずらわしさから解放されている。

　乾かわいた街路を行いき交かう人々を目当てに無許可で開かれたと思おぼしき露ろ天てん商しようが声をあげた。

「はいはいはいはい、安いよ安いよ安いよ安いよ安いよ桃もも桃もも桃もも桃もも桃もも。持ってって桃もも！　エビ！　伊い勢せ海え老びもついてくるよ、メロンもどう？　メロンメロンメロンメロン！」

「……どう見ても熟していない果物や野菜が、おかしな値段で売っているのは何かしら」

「あー、あれな？　泥どろ棒ぼうか密漁、やべー出所のやべーもんばっかなんだわ」

「昔はフリマアプリで転売されてたが、今は潰つぶされたからな。販はん売ばいルートはここくらいだ」

「ここらはまだ外の連中がよく来る表通りだからマシだけど、裏通りに潜もぐったら色々あるよ。消費期限切れのコンビニ弁当売ってるやつとか、変な草育ててるおっさんとかな」

「食中毒と犯罪の臭においしかしないわね……」

　このあたりが地元の特殊永続人獣トクニンにとっては、見慣れた風景。

　が、職場以外興味もなく立ち入らなかった蛍ケイにはそれなりに珍めずらしく、奇き妙みように見えた。

「……オーナーに、裏通りには近寄るなって言われてたから。守ってよかったのね」

「正しい。ロクなことがない場所だ」

　食料だけではない。手慣れた感のある出店で小太りの豚ぶた男おとこが売っているのは、３Ｄプリンタで精せい巧こうに複製された魔ま改かい造ぞう版ばんフィギュアで。

「おほおっ!!　すっげ、すっげ♪　ま、丸見えじゃねえか!?　食い込みたまんねえ!!」

「むちむち太ふと腿ももの造形が最高じゃねえ!?　ああ、マジいいわ、生身の女より興奮する……！」

　真下から覗のぞき込こむようなアングルでフィギュアを絶賛する男たち。

　その隣となりではブルーシートで屋根を作っただけの露ろ店てんに安物のハンガーがかかり、モヒカン頭の犬面男が古着や靴くつをつまらなそうに売っており、そこそこ客がついていた。

「あの服も盗とう品ひんかしら？」

「そういうのもあるな。路上で死んでるやつから剝はぎ取とったりとかも、まあたまに」

「あれは防具屋だ。人獣ニンジユウは自前の身体能力で十分強いんだが……」

　荒あらくれた街、暴力が身近な環かん境きようだからこそ。

「装備するだけで強くなった気がする護身グッズは需じゆ要ようがある。外に持ち出せば違い法ほうだが、店や駅のロッカーに預けておけばいいからな」

　ぷかあ……と煙草たばことは異なる煙けむりを吐はきながら店番をしている犬面男。

　短毛種の犬らしく薄うすい毛皮、裸はだかの上半身に古びた皮ジャンを羽織っている。一見普ふ通つうだが、人獣ニンジユウの体たい軀くに合うようサイズを緩ゆるく直してあり、裏地が張はり替かえてあるのが見えた。

「薄うす型がた軽量の装そう甲こうを入れて、裏地は防ぼう刃じん繊せん維い。ちょっとした爪つめや牙きばなら防げるし、喧けん嘩かをやるチンピラなら、まずあれくらいは普ふ段だん着ぎだな」

「男ってのは武器が好きだからな……。剣けんとか持ち歩くヤツもいるぜ？　殴なぐった方が早いし、たいてい人獣ニンジユウ化かしてっから使いにくいんで、ほぼ飾かざりだけど」

「非合理的ね。どうせ無法の街なんだから、銃じゆうとかは使わないの？」

「使いたがるヤツもいるが」

　零レイ士ジは猥わい雑ざつな街に視線を送る。釣つられるように蛍ケイがそれを辿たどると、

「兄ちゃん、それ買うの？　持って帰れねえし、《外》で見つかったら捕つかまるぜ」

「待って待って待って、あああ、持って帰りてえよおおおおッ!!」

「わかる、わかるぜ。《外》じゃ単純所持禁止のブツだからな……。ゆっくり見ていきな。来週、仲間同士で廃はいビルサバゲー会やるけど、よかったら参加しねえ？」

「するするする!!　俺の旧軍装備がやっと使えるぜ、仮面舞踏街マスカレード、サイコーッ!!」

　金かな網あみで仕切られたワゴンのような武骨な屋台。エプロンをしたイボイノシシ男が《外》から来たばかりらしきガンマニアに、ゴツい自動小しよう銃じゆうを見せていた。

「あれ、本物？」

「弾たまは出るしそれなりに痛いが、レプリカだ。空くう気き銃じゆうだよ」

「《外》じゃ全面禁止だかんなあ。逆にこの街じゃオッケーなんで、サバゲー？　ってのかな。そのへんの廃はいビルで撃うち合あいごっこやりたがるマニアがちょいちょい来るのよ」

「呆あきれた。けど……武器として使うよりは、いいのかしら」

「ガチの密みつ造ぞう銃じゆうや、密輸された火器も出回ってないわけじゃない、が……」

　たとえ無法の街といえど、そこで暮らす住民は超ちよう管理社会の逸はぐれ者もので。

　抗あらがいがたい常識、人間の行動を決定するルールの根底はなかなか変わらない。

「《銃じゆう》はこの街でも禁きん忌きだ。喧けん嘩かに持ち出せるほど軽い武器じゃない」

　長年銃じゆうが規制されてきたこの国で、銃じゆうに対する禁きん忌き意識は根強いものだ。

　その半面、エアガンやモデルガンのような模造武器は自由だが──もし些さ細さいな喧けん嘩かや抗こう争そうで、本物の銃じゆうなど持ち出そうものなら、周囲の目は極きわめて厳しいものになる。

「人獣ニンジユウも銃じゆうで撃うたれれば危険、ということかしら？」

「そーでもねえよ。喧けん嘩か慣れした人獣ニンジユウなら弾だん丸がんを避よけたりできっから」

「体格も筋肉や骨の強度も普ふ通つうの人間とは違ちがうからな。致ち命めい傷しようにもなりにくい」

　月ゲツと零レイ士ジが続けた通り、実用性という意味では銃じゆうも他の武器と大差ない、が。

「単純に、銃じゆうが身近にないこの国では、まともに使えない。撃うってもまず当たらない」

　遠えん距きよ離り攻こう撃げきの利点こそあるが、確実性のある接近戦を喧けん嘩かの玄くろ人うとは好み。

「それに、銃じゆうを出すということは『絶対に相手を殺す』という意思表示だ。怪け我がするくらいは日にち常じよう茶さ飯はん事じだが、ガチで殺しをやろうとする奴やつは引かれて当然だろ」

「見み逃のがして《外》で所持や使用がバレたら人生詰つむしな。リスク高すぎるっての」

「おもちゃで遊ぶだけなら、別にいいと思うけど。──ままならないものね」

「そういうことだ」

　きゃっきゃと盛り上がるマニアたちを横目に、三人は歩く。

《外》で禁止された趣しゆ味み嗜し好こうが解放された特区の側面。酒を飲んで暴れるだけではない。

　かつて許されていた娯ご楽らくに興じる人々は、みな子供のようにはしゃいでいた。

「──昔、このあたりはああいう連中が集まる街だったそうだ」

「そうなの？」

「あとメイド喫きつ茶さとネットワークビジネスと絵画詐さ欺ぎ。末期はメイドだけ残ったらしい」

「意味がわからないわ」

「だろうな。俺も社長に聞いた時、そう思った」

　人類の歴史を変え、数億人が犠ぎ牲せいとなった大規模感かん染せん症しよう、パンデミックの惨さん禍か。

　趣しゆ味み人じんたちが集っていた旧夏ナツ木キ原バラからも人ひと影かげが消え、テナントは空。

　ゴーストタウンじみた空白を利用し、都市の一区画を丸ごと封ふう鎖さして特区に変えた。

　そうした禁制品を取引する店てん舗ぽが集中していることから、ここは通つう称しよう──《オタク通り》。

　仮面舞踏街マスカレードでは比ひ較かく的てき安全で、表の客もよく集まる一等地だ。

「ところで私たち、どこへ向かっているの？」

　先頭を行く零レイ士ジに蛍ケイが尋たずねると、彼は少し気まずげに振ふり返かえった。

「……目的は、特にない」

「は!?　めっちゃ先頭歩いてたじゃん。何もねーの!?」

「手がかりがないんだ。半グレっぽいのがいれば、暴力で話を聞こうと思っていたが」

「通とおり魔まか辻つじ斬ぎりみたいなやり方ね」

「むう」

　否定できずに唸うなる零レイ士ジ。だが、手がかりらしい手がかりがないのも事実で。

「あの雑ぞう巾きん男おとこから、もう少しまともな情報が出ていれば良かったんだが」

「本社に身み柄がら持ってかれちまったからなあ。出入りしてたグループの溜たまり場ばとか……どっかで見かけたとか、そういうのねえ？　えっと、ベファレンちゃん」

　期待感の薄うすい質問に、ベファレンこと蛍ケイは少し考えてから。

「……無いこともないけど」

「「マジ!?」」

　蛍ケイの答えに、二人が揃そろって声を上げる。

　そんなリアクションをよそに彼女はくるりと振ふり返かえる。その後ろ姿──足が長く、尻しりが高い。それこそ２次元作品に登場する美女のような荒こう唐とう無む稽けいな体形が、セクシーに躍おどり。




「私の、元勤め先。──あのビルに、あの人たちはよく出入りしていたわ」




　　　＊




　そこはまだ、焦こげ臭くさかった。

　幻想種フアンタビと怪カイ異イ、霞カス見ミ零レイ士ジと《雑ぞう巾きん絞しぼり》の戦い──主戦場となった街路は社長・楢ナラ崎サキの介かい入にゆうによって修復されているが、地階のガールズバーから出火した風ふう俗ぞくビルは焼けたままだ。

　二階、三階はランジェリーパブにホストクラブ。四階は違い法ほうカジノに雀ジヤン荘そうと旧時代の風ふう俗ぞくがかつての姿を保ったまま営業していた建物には、出火当時も多くの客と従業員がいて。

『目もく撃げき者しやだらけでしょ？　あんな状じよう況きようで修復したりしたら、口止めどころじゃないからね』

　出火当時、古いにしえの魔ま法ほうを操あやつる《魔ま法ほう使つかい》楢ナラ崎サキはそう言って協力を拒こばみ。

　現場に急行した零レイ士ジは人間サプリをキメたばかりで異能が使えず、月ゲツが中心となって消火と救出作業に当たり、被ひ害がいを最小限に留とどめたものの、ガールズバーはほぼ全ぜん焼しようしている。

　焦こげてヒビ割れたコンクリート。焦こげて歪ゆがんだ食器類、焼け残った酒さか瓶びんは誰だれが漁あさったのか、中身を抜ぬかれたまま放り出されて片付けてもいない。

「ひっで。何も手がついてねーんだな」

「オーナーが亡なくなったし、この街だと火災保険とか下りないから」

《幻想清掃Fantastic Sweeper》本社がある《オタク通り》から歩いて十分ほど。

　焦こげた入口を雑に仕切る黄色いテープを前に、三人は無残な焼やけ跡あとを眺ながめていた。

「どうせならここも直してくれればよかったのに。魔ま法ほうが使えるのよね、社長さん」

「幻想種フアンタビを、大っぴらにするのはまずい」

　火災当時、客や従業員を含ふくめて数十人が現場にいた。全員の口くち封ふうじは非現実的で。

「そういうものなの？」

「バズると何かと面めん倒どうだ。名前や顔が売れて得する仕事でもないからな」

「……普ふ通つうすぎる理由ね」

　結局のところ、そういうことだった。

「能力が割れれば対策を打たれる。利用しようとするヤツも出てくる。どちらも簡単にできることじゃないが、無む駄だなリスクは避さけるべきだ」

　人助けがしたくないわけじゃない、と零レイ士ジは思う。

　だが我が身を削けずってまで誰だれかを助ける気もない。

「人ひとりを救うには、最低ふたりいる。自分を支える力がない人間を救うのは難しいんだ。半はん端ぱな覚かく悟ごで手を出したり、助けたふりで気持ちよくなったりする趣しゆ味みはない」

「命メイさんみたいなのは例外かしら？」

「足動かなくても、逆立ちで全力疾しつ走そうくらいやりそうだからな、あいつ。例外も例外だろ」

　幻想種フアンタビとして異能を操あやつる人外だとしても、特殊永続人獣トクニンは社会的にほぼ最低身分だ。

　金もない。地位もない。辛かろうじて教育だけは受けられる立場になれたけど。

「──《普ふ通つう》に生きる階段は険しいし、長い。余計な荷物は背負えない」

「冷たいとは言わないわ。けど……」

　突つき放はなすように口にする零レイ士ジに、蛍ケイは静かな視線を向けて。

「辛つらいわね。あなたが」

「そうでもない。慣れてるからな。──なぜそう思う？」

「選ぶのは傷つくし、疲つかれるから。人の命や人生の重みがわかっていれば、なおさら」

　誰だれを助けるか、助けないのか。

　それを決めるのは辛つらく、苦しいはずだと蛍ケイは思い。

「だから辛つらいと思った。勘かん違ちがいなら、謝るけど」

「……ああ、勘かん違ちがいだ」

　そういうことにしておいてくれ、と零レイ士ジは思った。

　ふたりがどこか、通じているようで遠ざかるような想おもいを感じながら立っていると──

「仲いいよな、おふたりさん」

「別に？」

「とても気が合わないわ」

「いや、息ピッタリじゃん！　めっちゃ仲間外れ感あるんだけど、オレ!?」

　疎そ外がい感かんを覚えたような顔で、黄色メッシュの狼おおかみ男おとこがうなだれる。

　元気を無くした尻しつ尾ぽがズボンの穴からぺたりと垂れた、その時だった。

「──ナメてんじゃねえぞクラァ!?」

　平へい凡ぼんな、ボリュームだけは大きな罵ば声せいが響ひびく。

　ガールズバーの焼やけ跡あと、そのほど近くにある階段とエレベーター。上階の店てん舗ぽに繫つながる通路から、何かを蹴け飛とばすような派手な物音と、複数の誰だれかが動く気配がする。

「「「………？」」」

　無言のまま、しっと零レイ士ジが指をたてた。静かに続け、という意図を察して蛍ケイと月ゲツが頷うなずくと、靴くつ音おとを殺してふわりと階段を登り、物音のする方向を物もの陰かげから覗のぞき込こんだ。

「だぁかぁらぁ！　出てけっッてんだろぉ!?」

　動画サイトのサムネイルに使えそうな顔。

　適当に肉食系のサプリをキメて変わったらしい、ごくありきたりな犬男たち。

　いかにもチンピラ然とした人獣ニンジユウが３人、粘ねばっこい口調で絡からんでいた。

「だったら連れてきなさいよ、その新オーナーちゃんとやらをね」

　チンピラ犬たちに立ち向かうワインレッドのスーツ、派手なシャツ。

　茶ちや髪ぱつの前まえ髪がみがふんわりとカールした大男……というよりは、雄オスだった。

　ぴょんと伸のびた耳につぶらな瞳ひとみ。妙みような愛あい嬌きようがあるファンシーな顔つきとマッチョな肉体を併あわせ持もつ、フォーマルな装よそおいの有ゆう袋たい類るい、カンガルーの人獣ニンジユウが、犬男たちを睨にらみつけていた。

「本人が来て、筋通して出てけってんならわかるわよ？　喜んで出ていくわ。けどね」

　ホストクラブの看板の前。凄すごみを利きかせる男たちの前に立ちはだかって。

「てめえでツラも出さねえでチンピラ送ってくるガキの言うことホイホイ聞いてたんじゃあ、この街で商売なんざやってらんねえってのよ。文句あっか、ゴラァ!!」

「「……ひ、ヒッ!?」」

　得体の知れない迫はく力りよくに、チンピラ達が明らかに怯ひるむ。

　オネエじみた言こと葉ば遣づかいにふとデジャヴを感じて、零レイ士ジはそっと蛍ケイに訊きく。

「キャラが似すぎてる。亡なくなったオーナーの関係者か？　あのカンガルー」

「当たり。三階と四階を仕切ってる一番古い部下の人。ガルーさんって呼ばれてるわ」

「似すぎだろ。ほぼ同キャラじゃん、もう……」

　呆あきれた様子で呟つぶやく月ゲツ。マッチョな大ウサギ男のオーナーと、筋肉ムキムキの有ゆう袋たい類るい。

　共通点がありすぎて、双ふた子ごの兄弟と言われても信じてしまいそうだった。

「まさか、毎回カンガルーなん？　もしかして、特製サプリ使ってっとか？」

「ううん、素。──草食サプリを飲むと、ほぼ確実にカンガルーを引く体質みたい」

「意味わかんねえ……」

「たまにある話だ。犬になりやすい体質、猫ねこになりやすい体質、いろいろ聞く」

　そんな話の間にも、犬男たちとカンガルー男のバトルは始まっていた。

「オカマ野や郎ろうが偉えらそうに。お前ら、やっちま……ぶべっ!?」

「こ、こいつ、強っ……強っ!?　いてえよおおお!!　はな、はにゃが……！」

「い、いだいぃ……折れたァ……」

　続けざまの打だ撃げき音おん。会話の隙すきに挟はさまる情けない悲鳴。

　ビルの階段、もたれかかって壁かべを見上げる零レイ士ジと、角から覗のぞき込こむ月ゲツと蛍ケイをよそに。

「ガルーさん、サプリ抜ぬきでも身長２ｍあるのよね。元ヘビー級アマチュアボクサー」

「そら強いわ。あ、鼻血出てんぞ、あの犬男」

「鼻び骨こつ折れてそう。……見てるだけで痛いわ」

「この野や郎ろう、ぶっ殺して……ぎゃんっ!?」

　ぼぎっ、と嫌いやな音。圧あつ倒とうされた犬面３匹が、ジャブで撫なでられた鼻を押さえる。

　濡ぬれた丸鼻は、イヌ科の動物にとって最重要の感覚器官だ。そこには神経が集中し、軽く小こ突づかれただけでも涙なみだがあふれ、息が詰つまるほど痛む。

　そこを正確に狙ねらう、高速ジャブ。ボクシングをする動物として伝わるカンガルー、その特性を完かん璧ぺきに活いかすテクニックは、素しろ人うとの手に負えるものではない。

「強くなりたくて肉食ばっかり選ぶオトコって、素しろ人うとよね」

　暴力カンガルー。スーツに点々と返り血が飛び、ワインレッドの生き地じに紛まぎれて目立たない。

　拳こぶしについたそれを白いハンカチでそそくさと拭ぬぐい、カンガルーが不敵に笑う。

「あたくしに言わせりゃ、その長い鼻はなっ面つら、殴なぐってくださいって言ってるようなもんなのよ。おまけに嗅きゆう覚かくがビン☆カンだから、痛みも倍。そんなんで喧けん嘩かになるかしら？」

「……クソが……殺してやんよ!!」

「あら、何出すの？　ヤッパでもドスでもかかってこいや……って、アラぁ!?」

　声が突とつ然ぜん裏返り、イヤイヤと巨きよ体たいが縮まった。

　カンガルー男の眼めに映る凶きよう器き。犬男のひとりが持ち出したのは、古びた拳けん銃じゆうだった。

　保存用のグリスだろう、古びて酸化した機械油の臭においがつんと漂ただよう。ヤスリで落とした錆さびの跡あとがくっきりと残る銃じゆう口こうが、興奮に揺ゆれながらカンガルー男に向いた。

「ヤだわウソでしょ《銃じゆう》!?　そんなもん持ち出してタダで済むと思ってんの!?」

「うるせえ!!　この街にルールなんかねえ。喧けん嘩か上等、そういうもんだろうが!!」

　殴なぐられた鼻から血をたらり。完全に血走り、暴力に酔よった顔で犬男は笑う。

「死ね」

「イヤ～～～～ッ!!　だ、誰だれかぁ!!」

　怯おびえるカンガルー男に対し、犬男がサディスティックに笑った瞬しゆん間かん。

「そこまでだ。──止めるぞ、月ゲツ」

「あいよ、相棒！」

「……え？　ぎゃっ!?」

　引き金に指がかかった瞬しゆん間かん、背後から忍しのび寄よった月ゲツがたちまち男を捻ねじ伏ふせた。

　銃じゆうを握にぎる手を天てん井じように向けて強ごう引いんに曲げ、痺しびれるような激痛が走る。ポロリと落ちた銃じゆうが堅かたい床ゆかに触ふれる寸前、ドライアイスのように床ゆかを這はった煙けむりが、ふんわりとそれを受け止める。

「ンまあ!?」

　おっさんの野太く、かつ黄色い声。

　カンガルー男が息を吞のみ、熱い視線を人狼ワーウルフへ向けた。

「素す敵てき素す敵てき素す敵てきぃ！　どこの子アナタ、惚ほれちゃいそうよぉ！」

「……そゆ趣しゆ味みはねーよ！　無事ならいいけど！」

「が……げっ……!?」

　月ゲツに囚とらわれた犬男が、舌をだらりと垂らして気絶する。

　頸けい動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくして失神させた──いわゆる《落とした》状態だ。

　瞬しゆん時じに仲間を倒たおされた犬男、残りふたりは泡あわを喰くい、口々に叫さけぶ。

「な……何だてめえ!?」

「関係ねえだろ、邪じや魔ますんじゃねえよ！」

「いやいやいや。こんなもん持ち出されたら止めっだろ、普ふ通つう」

「旧時代に密輸された、大陸製の軍用拳けん銃じゆうか。──ふざけるなよ、屑くずども」

　床ゆかを這はう白はく煙えんが、綿のように膨ふくらんで銃じゆうをたちまち包み込んだ。

　雲海のようなそれに吞のまれ、拾いたくとももはやどこにも見当たらない。

「なっ!?」

　犬男たちが振ふり返かえる。

　その手が内うち懐ぶところに入り、隠かくした銃じゆうを取り出そうとするが、あまりにも。

「この……!!」

「遅おそすぎる」

　兵器としてデザインされた銃じゆうは、コンパクトで扱あつかいやすい。

　訓練された人間なら咄とつ嗟さの状じよう況きようでも素す早ばやく抜ぬき、撃うてる。だが所しよ詮せん扱あつかい慣れない素しろ人うとでは、どうしても懐ふところから抜ぬこうとするだけであちこちに引ひっ掛かかり、あまりにも遅おそすぎる。

「げっ!?」

「ぐえっ!!」

　ほぼ同時に悲鳴が上がる。白色灯の不自然な光の中、白い毛皮が映はえた。

　ひとりの犬男、その横よこ面つらに革かわ靴ぐつがめり込む。スカートがはだけるのも構わず、距きよ離りを詰つめた蛍ケイの蹴けりが綺き麗れいに決まり、奥おく歯ばを一本ヘシ折りながら転がるように蹴け飛とばした。

　壁かべに激げき突とつし、白目を剝むいて気絶する犬男。

　そしてほぼ同時に、最後のひとりが始末される。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。──黒クロ膠ニカワ」

　白はく煙えんが黒く染まる。ズボンの裾すそから滑すべり込こんだそれがたちまち黒く変色し、スライムじみた粘ねん体たいとなって服の内側から絡からみつき、密みつ造ぞう銃じゆうを抜ぬきかけた状態で固定。

「あが、あがががががががが!?　う、動けねえ！　突つっ張ぱる！　服が！　いててて!!」

「大したものじゃない。ゼリー状の瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざい、とでも思えばいい」

　しゅうう、と揮発した零レイ士ジの霧きり。極きよく微びの飛ひ沫まつたる《霧の怪物ブロツケン》その一部。

　それが服の内側で硬こう化かし、三人目の犬男は不自然なポーズのまま固まった。

「静かにしろ。力任せに動けば毛皮どころか皮ひ膚ふが剝はがれる。痛いぞ」

「ヒッ……!?」

　こうなると毛皮に覆おおわれた人獣ニンジユウは、たまらない。

　体毛が服にくっつき、動けば毛を根こそぎ引ひっこ抜ぬかれる激痛が走る。

　最後の一人が抵てい抗こうの意欲を失うのを確かく認にんすると、ふうっと蛍ケイが息をついた。

「私、アクションは苦手なんだけど。あなたたちといると、嫌いやな感じに慣れそうね」

「慣れてくれ。ガールズバーのキャストと違ちがって、うちの売りは愛あい嬌きようよりも暴力だ」

「危険ね。転職の自由があるなら勧すすめるわ」

「俺もそう思うが、選せん択たくの余地がないんでな。それで……」

　無力化した三人の犬男どもを転がし、零レイ士ジは白はく煙えんの中に隠かくしていた拳けん銃じゆうを拾い上げた。

「ついさっき、銃じゆうを喧けん嘩かで使おうとするバカなんていないと説明したばかりだってのに……。いきなり出てくるな。俺が知ったかぶりしたみたいで恥はずかしいだろうが」

「そ、そんなの、俺らのせいじゃ……げっ!?」

　服の内側をガチガチに固められ、彫ちよう像ぞうのように動けなくなった犬男に歩み寄ると。

　引き金には指をかけずに持った銃じゆうを毛むくじゃらの頰ほおに当てて、零レイ士ジは訊たずねた。

「聞きたいことがある。──痛い思いをする前にさっさと喋しやべれ」

「～～～ッ!!」

　涙なみだ目めになって、犬男は何度も頷うなずく。

　本当に撃うつ気はなかったが、脅おどしは十分に利きいたようだった。




　　　＊




「ンもう素す敵てきな大胸筋！　フレッシュな若々しさがパンッパンに張ってるわ！　セクシー！　もうアタシをこんなに興奮させて、誘さそってるわよね、コレ!?」

　本ほん革がわの上等なソファに座った月ゲツにそっと寄より添そったカンガルー男がうっとり見み惚とれ。

「誘さそってね～～～～よ!!　ちょっ、離はなれて！　グイグイ来んなって、怖こわいわ!!」

「つれない！　けどそれがイイ！　万札ネジ込んでいいかしら、おパンツに！」

「……ちょっと迷う!!　迷うけど、ダメ！　おいこら助けろよ、零レイ士ジぃ!!」

　シャツ越ごしに胸をスリスリされた月ゲツがグッと力をこめ、距きよ離りを取ろうと押しのける。

　因いん縁ねんをつけたあげく、喧けん嘩かに銃じゆうまで持ち出した三人の犬男を撃げき退たいしてから、１時間ほど。

　火災から未いまだ休業中のホストクラブ、客とキャストで賑にぎわうはずの店内。飲み物とスナックを供されたテーブル席に、カンガルー男と月ゲツ、そして零レイ士ジと蛍ケイが座っていた。

「あいつら、どうするの？　警察とか来ないでしょう、この街」

「社に連れん絡らくして回収。サプリが抜ぬけるまで監かん禁きんして、戻もどったら顔から身元を洗う」

　いくらかの訊じん問もんで情報を得た後、犬男たちは拘こう束そくされて適当に床ゆかに転がっている。

　意識はないが、命に別状はない。得た情報を書き留めたアナログなメモをポケットにしまうと、零レイ士ジは氷を浮うかべたコーラのグラスをとり、傾かたむけるように口にした。

「うまい」

「飲み物って意外と高いものね。前の仕事中はたくさん飲んでいたけど」

「それはそれで贅ぜい沢たくだな。カロリーが摂とれそうだ」

「お酒は飲まなかったわよ、未成年だから。それっぽいノンアルコールでごまかしてた」

　どことなく落ち着かない零レイ士ジと違ちがい、蛍ケイは慣れたもののように平然としていた。

　両手でグラスを挟はさむように持ち、少しだけ回す。そんな子供っぽい仕草が愛らしいが、隣となりの少年はそんな姿に目を奪うばわれることなく、炭酸の刺し激げきと甘みを楽しんでいる。

「かき……じゃない。ベファレンはよく来るのか、こういう店に」

「まさか。お金は貯ためるもので、使うものではないもの。飲み物くらい自分で注ぐわ」

「だろうな。せっかくの好意だ、貰もらえるものは貰もらっておこう」

　飲み物と一いつ緒しよに出された軽食類──クラブのメニューから頼たのめば数万円のフルーツ盛もりやら冷れい凍とうポテトを軽くつまむ。パーティの後だけに空腹ではないが。

「もったいないものね。……いろいろ話を聞けたけど、すぐ行かないの？」

「一休みして、社長に回収を頼たのんでからだ。この店に放置したままで逃にげられたら面めん倒どうだし、万が一暴れて他人に怪け我がでもさせたら寝ね覚ざめが悪い」

「警察の代わりみたいなこともしているのね。掃そう除じ屋やさんなのに」

　零レイ士ジの隣となりに座った蛍ケイは、野菜ジュースのグラスを両手で持った、子供っぽい飲み方で。

「ゴミ拾いは掃そう除じ屋やの仕事だ。辛かろうじて仕事の範はん囲いだよ。……で」

　じろりと横目で、カンガルー男に半ば押し倒されて体重をかけてくる月ゲツを睨にらんだ。

「じゃれてないで話をさせてくれないか。遊びじゃないんだぞ、月ゲツ」

「遊んでねーしじゃれてねえって!!　マジ万札ネジ込んでくんだよこのおっさん!?」

「おほほほほ♪　ゴメンあそばせ、つい。フレッシュな男の子に我を忘れちゃったわ」

　ふう、と熱っぽい息を吐はきながら、カンガルー男がパンツに札を残したまま身を離はなす。

「ううう……汚よごれちまった……。いや、金は嬉うれしいけど……」

「イヤほんと助かったわぁ。ベファレンちゃんが来てくれなかったら、あの男たちにいいようにされちゃってたかもしれないもの。命の恩人よォ！」

「……されねーんじゃねーかなあ、たぶん」

「犯おかされるのは心よ。あんな連中に屈くつした時点で、アタシの中のオンナが死ぬの！」

「わかんねーよ！　何だよその基準!?　怖こわっ!?」

　きっぱりと言い切られ、反論する気も吹ふっ飛とぶ。

　深く掘ほり下さげることなく目を逸そらす少年たちの隣となりで、苦く笑しようした蛍ケイが話題を繫つないだ。

「私も、ガルーさんに会えて良かった。お店、続けるんですか？」

「そのつもりだったんだけど。……ちょっと事情が変わってきちゃったのよね」

　物もの憂うげな息。テーブルに指で「の」の字を書きながら、カンガルー男は言う。

「亡なくなったオーナーの息むす子こさん、知ってるかしら？」

「……お葬そう式しきで、ちらっとだけ。話はしてないですけど」

「オーナー、若い頃ころに結けつ婚こんしててね。元嫁よめが浮うわ気きして離り婚こんしたんだけど、ひとり息むす子この親権は母親側に取られちゃったのよ。……水商売の男親に、子育ては無理だってね」

　酷ひどい偏へん見けんじみた判決。だが一度下されたそれには、逆らえるはずもなく。

「それでまあ、元嫁よめの実家で育てられて、養育費だけガッポリ取られてたワケ。動画ひとつ、メールのやりとりすらできなくて、会えたのは息むす子こさんが二は十た歳ち過ぎてからですって」

「……そりゃ、ひでえな」

　場を繫つなぐように出されたソフトドリンク。

　注がれたコーラに浮ういた氷をカロンと鳴らしながら、月ゲツは複雑な顔で言った。

「俺も親の顔とか知らねえけど、もし家族がいるって言われたら超ちよう会いてえよ」

「でしょでしょ？　念願かなって再会した時はオーナーも喜んでたのよぉ。けど……」

　二は十た歳ちの誕生日。息むす子ことの再会を許された特別な夜に。

「殴なぐられたらしいわ、いきなり。どうして今まで会いに来なかったんだ、放っておいたんだ、愛してるなら押しかけてでも来るはずだ、お前は愛がないってね」

「……いや、ないだろそれは」

　思わず素で零レイ士ジが返す。

「ストーカー推すい奨しようか。それで訴うつたえられたら負けるぞ」

「部外者からするとそうよねえ。けど、オーナーったら優やさしいから……」

　血を分けた息むす子この言葉に、少なからず傷ついて──。

「詫わびにって、財産分ぶん与よを迫せまられたんですって。お店もあるし、突つっぱねたらしいんだけど、その後も嫌いやがらせみたいに、何度も何度も」

「……知りませんでした。ガールズバーの方では見なかったので」

「お店のコには内ない緒しよにしてたもの。プライベートな話だから心配かけたくない、ってね。息むす子この方も直接は会いたくないみたいで、半グレみたいな手下に催さい促そくさせてたわ」

《雑ぞう巾きん絞しぼり》と化した半グレ、蟻アリ本モトヤスオとその一味もまた。

「半グレ、ね。……もしかして蟻アリ本モトともつながってんじゃねえか、その息むす子こ？」

「そういえば不動産がどうのと言ってたな。覚えてるか、ベファレン」

「……言ってたわ。相続前に持ち出されたとか、泥どろ棒ぼうとか」

「マジ？　そこまでしたの？　じゃあこのビルの権利書、マジで息むす子こが持ってるのね……」

　死し刑けい宣告を受けたように、カンガルー男は深々と息をついた。

「あなたたちが捕つかまえた連中ね、オーナーの息むす子ことつるんでる半グレなのよ。この街でビジネスをやろうとしてるらしいんだけど、どうもまっとうな商売じゃなさそうね」

　つまり、経けい緯いをまとめると。

「亡なくなったオーナーの息むす子こが、遺産から土地関係の書類を持ち出した。それを根こん拠きよに、手下を使って立たち退のきを迫せまってる……と」

「でも、火事があったばかりの建物でしょう？　そんなことまでする価値があるの？」

　零レイ士ジがまとめ、蛍ケイが訊きく。するとカンガルー男は首しゆ肯こうして。

「あるわよお。特区は広いけど、状態のいい土地や建物なんて限られてるんだから」

　首都の一区画をまるごと封ふう鎖さしたとはいえ。

「表通りに近い好立地の持ちビルだもの。土地だけ捨て値でさばいても数億。建物は傷いたんじゃったけど、直すなり建たて替かえるなりすれば済む話だもの」

「お、おく……!?」

「ちょっと裏通りに回れば、あっちこっちに露ろ店てんが出てるでしょ？　この街で商売したい人は多いけど、土地も建物も手に入らないのよぉ。廃はい墟きよならゴロゴロあるけど」

「廃はい墟きよには電気もロクに通ってないからな。ガス、水道も利用しにくい」

　インフラを利用するための手続きには、どうしても《外》と繫つながる必要がある。

　掃そう除じ屋やとして街の表ひよう裏りに通じる零レイ士ジと月ゲツにとっては、ありふれた話で。

「裏うら技わざがないわけじゃないけどな。勝手に水道や下水に繫つないだり、ガスはプロパンにしたり。電気は自家発電やソーラーも不可能じゃないが、どうしたって金がかかるんだ」

　故ゆえに、小さな露ろ店てんならともかく──仮面舞踏街マスカレードといえど、大規模な商業活動には表の身分が必要となり、申しん告こくからの課税によって、闇やみに流れた金を表へ戻もどす意味をもつ。

「それも、知らなかったわ」

　従業員の立場では知るはずもなく、蛍ケイが素す直なおにそう言った。

「でしょうね……。けど、そうなるとウチも店を畳たたむことになりそうね」

「零レイ士ジやあんたの話を聞いてると、その息むす子こにやらすよりあんたが店続けた方がだいぶましな気がするけどな、オレ。いや、難しいことはわかんねーけどさ」

「あら、ありがと♪　でもこればっかりは、筋目の問題だもの」

　盗とう品ひん同然とはいえ、オーナーの遺族が不動産を相続するのは筋が通っている。

　そして新しい所有者となった息むす子こが立たち退のけと言えば、従わないわけにもいかない。

「本人が来るようなら、立たち退のきには応じるつもりよ。店の子たちには悪いけど……。それがオーナーの遺族に対する、通すべき筋だと思うから」

「……わかります、けど」

　ちらりと蛍ケイが視線を送る。その先にいた零レイ士ジは、グラスの中身を飲のみ乾ほしながら。

「あの連中が、前オーナーほどまともな商売をするとは思えない。それに」

　微かすかな息いき継つぎを経て、告げた。

「奴やつらとオーナーを殺した犯人は同じグループだ。息むす子こが殺害に関かん与よ、あるいは示し唆さした……その可能性を確かめてから進退を決めた方がいいんじゃないか？」

「そんな！　ありえない！　……とは言えないわね、マジやりそうだわ」

　苦しげに悶もだえ、しなをつくりながら苦く悩のうするカンガルー男。

「けど、どうやって確かめるつもりなの？　銃じゆうまで持ってるような連中よ、若いコが危険なめに遭うのはお姉さん、感心しないわ。ケーサツに通報も無理なのよ、この街じゃ」

「俺たちも連中に用がある」

　言ってしまえば、ついでのようなものだと零レイ士ジは告げる。

「今捕つかまえた連中はつるみだしたばかりの下したっ端ぱで、嫌いやがらせに使われただけの鉄てつ砲ぽう玉だま。裏の話なんて知らないが、それでもアジトの場所は吐はいた。どうせこれから行く予定なので」

「お仕事。ビジネスってことね。なら、アタシからもお願いすべきかしら？」

「もう月ゲツが受け取ってますから。パンツの中に」

「え？　これ？　セクハラの慰い謝しや料りようとかサービス料とかじゃねえの!?」

「俺はそれでもいいんだが」

　嫌いやそうにカンガルー男と相棒を交こう互ごに見ながら、零レイ士ジ。

「その場合、お前はパンツに札束をネジ込む権利を売ったことになるぞ」

「ヤだよ!!　めっちゃくちゃヤだよ!?」

「あらあらあらあら、素す敵てき素す敵てきぃ！　月ゲツくんなら大だい歓かん迎げいよ？　いっそうちでホストやらない？　その肉体美、スレてない感じ、モテモテ確定よぉ！　いっそアタシが推おしたげる！」

「いやもう勘かん弁べん！　マジで！　三万で売るには安すぎんだろ、その権利!?」

「なら諦あきらめて働け。どうせ、こちらの話を聞くついでだしな」

　パンツに突つっ込こまれてしわくちゃになった三万円を名残なごり惜おし気に取り出す月ゲツ。

　呆あきれ顔がおの零レイ士ジと冷ややかな顔つきの蛍ケイの前で、諦あきらめたように息をついた。

「他ひ人と事ごとだと思いやがって……。ガルーさん、イケメンだからこいつじゃダメ？」

「アタシ、可か愛わいい系がタイプなの。クールボーイはちょっと……いえ、そうでもないかしら。二人まとめてセットにして、右と左に座ってもらうとかいいわねぇ……ぐふふ」

「……余計なこと言うんじゃない!!　やばいだろうが!!」

「そのやばい人にオレ売ろうとしたよなお前!?　目を逸そらすんじゃねーよ！」

　わちゃわちゃとしたやりとりに、呆あきれ顔がおの蛍ケイが突つっ込こんだ。

「仲がいいわね、ふたりとも」

「「良くないっ!!」」

　ピッタリのタイミングで声が合い、特殊永続人獣トクニンたちが否定する。

「……とりあえず、会社に行き先を報告してくる。ガルーさん、電話は？」

「カウンターの裏に置いてあるわ。自由に使ってちょうだい」

「ありがとう。少し電話してくる。席を外す」

　仲間と一時別れ、会計用カウンターの付近に設置されている電話を取る。

　暗記している番号をいちいち入力し、コール音を確かく認にん。回線が繫つながるのを待って──

「……面めん倒どうくさい！」

『どしたの、いきなり』

「すいません、ネルさん。《外》でケータイを普ふ通つうに使えるようになると、どうしても」

　仮面舞踏街マスカレードの不便さがどうにもキツい。

　外部に情報を漏もらさないためとはいえ、骨こつ董とう品ひんじみた電話回線以外の情じよう報ほう網もうがほぼ未整備の状じよう況きようは、いつでもどこでもネットに繫つながる《外》に比べると、まるで原始時代のようだ。

　携けい帯たい電話すらまともに繫つながらない。Wifiの電波も飛んでいない。辛かろうじて連れん絡らくを取る手段があるとしたら、こうした店てん舗ぽや街角に設置された固定電話を使うだけだ。

『イラっとくるの、めちゃわかる。文明の光から逃のがれられない、わたし』

「だから職場を出ないのか。どんな生活してるんですか」

『ぷらいばしー。で、何の用？　社長なら、さぼりちゅう』

「……相変わらずですね。柿カキ葉バ蛍ケイの元職場、火事があったビルで銃じゆうを持ちだしたバカを確保。人獣ニンジユウ３匹、回収願います。どうも元オーナーの息むす子こが関かん与よしているらしくて──」

　軽く経けい緯いを説明すると、電話口の秘書ネルはふんふんと相あい槌づちを打った。

『りょ。つまり、これからそのアジトに乗り込む感じ？』

「その予定です。そっちは何かありましたか」

『あった。《タワマン闇やみカジノ》知ってる？』

「……目立つ建物ですから、場所くらいは」

　パンデミックの混乱で封ふう鎖さ。内部で発生したクラスターにより大勢が亡なくなり。

　住民がいなくなった後に特区指定を受け、紆う余よ曲きよく折せつを経て《外》の業者に買収されて、今や違い法ほう賭と博ばくの温おん床しようとなったタワーマンションは、地元の者ならよく知っている。

「また下水でも詰つまらせたんですか？　死体を流すなと警告したはずですが」

『昨日の夜、用心棒が３人殺された。死体を裏のドラム缶かんで焼いてて、異い臭しゆう騒さわぎ』

　かといって警察なきこの街で、通報先など限られており。

　周辺の店てん舗ぽの経営者が《幻想清掃Fantastic Sweeper》に連れん絡らくしたことで、発覚した。

『１億が消えた。わずか１分足らずの停電中に、屈くつ強きような人獣ニンジユウの用心棒３人を殺して。何者かが札束の詰つまったケースを、密室じみた部屋から盗ぬすんだ可能性が高い』

「……は!?」

　常識ではありえない話に、警けい戒かいが反射的に高まった。

「死体の検証は？　もうしたんですか」

「本社の鑑かん識しきチームが、さぎょーちゅー。燃やされてたから望のぞみ薄うすだけど」

「《怪カイ異イサプリ》あるいは《幻想フアンタビサプリ》が使われた可能性は？」

「まだ不明。けど現場になった事務室を検証して、いくつか発見があった」

　一いつ瞬しゆん受話器が沈ちん黙もく。苛いら立だたし気な舌打ちが聞こえた。

『……動画も画像も送れないとか、情報通信としてまじごみくそ。骨こつ董とう品ひん。ちね』

「気持ちはわかりますが殺さないでください。で、発見って？」

『現場のエアコン、素しろ人うと工事。ややでかめの通つう風ふう孔こう。人が入れるサイズじゃないけど。カバーが外れて、毛もう髪はつっぽい痕こん跡せきが発見された。今、そちらもあわせて解かい析せき中ちゆう』

　本来なら画像を送りたかったのだろう。口頭でのたどたどしい説明を聞き、零レイ士ジは問う。

「つまりそこから事務室に潜せん入にゆうして、金を奪うばったと？」

『いちおう、通つう風ふう孔こうに現金ケースはギリ入る大きさ。けどまあ、普ふ通つうじゃ無理』

　この場合の『普ふ通つう』とは人獣ニンジユウ化かした場合も含ふくむ。

　小こ柄がらな動物──たとえリスやネズミの人獣ニンジユウがいたとしても不可能だ。

『お金が消えてガチギレした闇やみツアコン、ぶちぎれ。責任者はデスゲーム送り。他の目もく撃げき者しやはとばっちり恐おそれてとんずらこいた。見つかるかどうかは不明』

「つまり、犯行当時の様子はほぼわからない、ってことですか」

『そうなる。だから死体に《語らせる》』

　ぞっとするほど無機質に、あどけない声が告げた。

『本社の鑑かん識しきチームは優ゆう秀しゆう。治安組織が導入している以上の精度で死体の痕こん跡せきを調査できる。死因らしき繊せん維いの断だん片ぺんなども入手済み。数時間で結果が出る予定』

　カタカタカタカタ、パーン！

　わざとらしいキーボードの打だ鍵けん音おんと共に、存在しないメガネをくいっと上げる気配がした。

「……それはわかりましたけど、今の茶番に何の意味が……？」

『わたしがアガる。で、それだけ？　鑑かん識しきが仕事するのを待つなら、折り返し連れん絡らくするけど』

「いえ。捕つかまえた連中に吐はかせたネタがあるので」

　暴力を頼たのみにする者は、それ以上の暴力に弱い。

　すっかり尻しつ尾ぽを丸めた犬男たち、拳こぶしをちらつかされた奴やつらは呆あつ気けなく口を割った。

「怪カイ異イ《雑ぞう巾きん絞しぼり》──蟻アリ本モトヤスオが属していた半グレグループ、連中の拠きよ点てんが割れました。仮面舞踏街マスカレードの境界ギリ、壊こわれた歯医者の看板がかかったビル」

『検けん索さく。──あった。管理者なし、ガス電気水道契けい約やくなし。所有者はいるけど放置。周辺に稼か働どうしてる施し設せつなし。《神かみ待まち通どおり》……ふりーのえっち屋さんが立ってるエリアの、近く』

「……そういう言い方されると、ただの売春が何か違ちがって感じますね、それ」

『あ、電話回線だけ残ってる。繫つながるかも。番号、調べておこっか』

「お願いします。あと、連中について聞いたことですが……」

　夜空を見上げれば、仮面舞踏街マスカレードと《外》を隔へだてる壁かべはすぐ見える。

　首都、その中ちゆう枢すう近くに出現した癌がん細さい胞ぼうの如ごとく。林立するビル間を繫つなぐように設置された壁かべ、移動型巨きよ大だいバリケードは地味な暗緑色に塗と装そうされ、異様な雰ふん囲い気きを放っている。

　だが、それが設置可能なのは大通りのみ。小さな路地は簡単な金かな網あみやバリケードなどで一応閉ざされてはいるものの、乗のり越こえて移動することは難しくない。

「《外》のＦラン大学生が集まって作ったグループだとか。前々から仮面舞踏街マスカレードでたむろ、信用スコアは最底辺。当然まともな就職もできず、この街で稼かせぎはじめたらしいです」

　収入源は女──《神かみ待まち通どおり》に佇たたずむ私し娼しようを脅おどして巻き上げる金。だが遊ぶ金には足りず、大きく稼かせげる風ふう俗ぞくや水商売に食い込もうと、強ごう引いんな手段に出ていたらしい。

　その手段が、銃じゆうをはじめとする武器であり──そして。

「蟻アリ本モトが拾ってきた《怪カイ異イサプリ》だったとか。ただ、キメたあとはろくに接せつ触しよくできなかったみたいですから、そちらの情報は望のぞみ薄うすかもしれません」

　オーナーの遺い産さん絡がらみのゴタゴタが、それにどう絡からむのか、と言えば。

「怪カイ異イサプリをキメた蟻アリ本モトのグループが、息むす子ことつるんでいた。黒幕に教えたという連れん絡らく先さきに息むす子こが含ふくまれている可能性は高いでしょう。蟻アリ本モトのスマホを入手できれば──」

『おけ、まかせろり。即そく解かい析せき、まるはだか』

「お願いします。まったく、せっかく《普ふ通つう》に生まれたってのに」

　何を考えていれば、あっさり捨てられるのか、零レイ士ジには理解しがたい。

　生まれながらの幻想種フアンタビ。先祖の因果か前世の悪か知らないが、化け物の末まつ裔えいとして生まれ、望みもしない力の対価を求められ、人権なき怪かい物ぶつとして社会の末まつ端たんに引ひっ掛かかる。

「ああいう馬鹿が、《普ふ通つう》に生きていられるのに」

　何な故ぜ、あいつは。

　妹イツカは、そうできなかったのかと──そう、怒いかりで震ふるえた。

『おちつく、そーりー。どーどー』

「……すいません。ちょっと、イラッときました」

　怪かい物ぶつじみた生まれ。小学校に上がる直前に起きた家族の修しゆ羅ら場ば。

　唯ゆい一いつかばってくれた妹イツカ以外、すべての家族が敵に回り、監かん禁きんされた挙あげ句く、一家心中しかけた。今も当時の記き憶おくは頭から離はなれず、忘れがたい悪夢として刷り込まれている。

　けれど、それでも。

『おしごと、わーく。だーてぃ、あんどうぇっと。けど、くーるにね？』

　舌足らずに言う秘書ネルに、零レイ士ジは受話器を口元から少し離はなして答えた。

「わかってます。俺達は使える、それを証明しますから。──じゃ」

『りょ。また連れん絡らくよろ』

　軽い挨あい拶さつ、そして電話が切れる。

　受話器を戻もどしながら、零レイ士ジは苦い思い出を塗ぬり潰つぶすように、軽く自分の頰ほおを叩たたいた。

（切きり替かえろ、俺）

　過よぎりかけた過去に引きずられたくない。一度しくじれば後は無い。

　辛かろうじて人権を与あたえられている特殊永続人獣トクニン、立場は最弱。無能を晒さらせば切り捨てられる。

　示し続けなければならない──有用性。自分たちの価値。捨てるには惜おしい、飼うべきだと社長に、本社に判断させるための材料。それを続ければ、きっと。

　生きて、暮らして、恋こいをして。




（──お前ができなかった《普ふ通つう》を、生きてやる）




　想おもいを押し殺すように、振ふり返かえった顔からはすべての感情を消し去っていた。

「そろそろ行くぞ。ふたりとも」

「了りよう解かい。んじゃすんません、急ぐんで！」

「ああん♪　つれない……けどそういうところがマジそそる！　またね♪」

　くねくねと身をよじるカンガルー男から身を離はなし、コミカルに駆かけ寄よってくる月ゲツ。ソファを立った蛍ケイが続き、三人はホストクラブの扉とびらを開けて、ふたたび夜の街へと出た。

　切れかけた蛍けい光こう灯とうの光にぱたぱたと飛とび交かう小さな蛾が。コンクリートの通路はきちんと掃そう除じがされているが、年季の入った壁かべや床ゆかの汚よごれは隠かくせない。

　寂さびしい通路にコツコツと、三人の靴くつ音おとが響ひびく中。

「今夜はあと４人、半グレ連中は溜たまってるそうだが」

「……そんなに？　その人たちも、やっぱり銃じゆうを持っているのよね。危険じゃない？」

「それだけじゃない。昨晩、サプリが使われた可能性のある事件が起きている」

　出で迎むかえるのは鬼おにか蛇へびか、あるいは。

　武装した半グレ、または怪カイ異イか幻げん想そうか。おぞましい三さん択たく、その答えは。

「心配ねーよ、ベファレンちゃん。今夜は俺、それなりに調子いいからさ」

　不安げな蛍ケイに月ゲツはそう言い、毛むくじゃらの指で窓を示した。

　猥わい雑ざつな街、あちこちで光るドラム缶かんの焚たき火び、薄うすい煙けむりにガスの靄もや。星などほとんど見えない、明るすぎる不夜城の夜空──だが、それだけは冴ざえ冴ざえと輝かがやいていた。

「いいお月さん、出てっから」

「関係あるの？　それ」

　不思議そうな問いかけと共に、三人はビルの階段を軽く降りる。

　目指す先は半グレ連中の溜たまり場ば。廃はい業ぎようした歯科医があるというビルの一角だった。




　　　＊




　ほんのわずかに欠けた月が、明るすぎる夜空の端はしにかかっている。

　ギシギシ軋きしむ売春車バニラバン。

　店に勤めて給料を貰もらうタイプではない、下着姿にコートを羽織って道に佇たたずむ女たち。

　サプリをキメた脳がセックス時に分ぶん泌ぴつする強きよう烈れつな快楽物質を求め、その言い訳に金を貰もらう。

《外》ではごく普ふ通つうの一いつ般ぱん市民が人獣ニンジユウと化し、心おもむくままに乱れる場所──

「ここにはよく来るの、あなたたち？」

「優やさしい顔して言うんじゃねーよ……。来ない来ない、仕事じゃしょっちゅうだけどさ」

「普ふ通つうにトラブルだらけだからな、ここらは。死体から空あき缶かん、何でも捨てていく」

　私し娼しよう、個人営業で身体からだを売る女たちの巣そう窟くつ、《神かみ待まち通どおり》。

　半グレから聞き出したアジトはその近く、通りを一本外れた場所にあった。

　妙みように生なま臭ぐさい、発情フェロモン入りの媚び薬やくが焚たかれた空気。路上には使用済みのゴム、雨風を凌しのげる物もの陰かげにこんもりと溜たまった煙草たばこの吸すい殻がらなどが散らばっている。

「あんまきょろきょろすんなよ。そういう初うい々ういしいのが好きな変態、腐くさるほどいっからさ」

「新しん人じん狩がり的てきなもの？　ゲームみたいね」

「どちらかといえば、野生動物に近い気もするけどな」

　生まれたばかり、海に帰ろうと砂すな浜はまを進む赤ちゃんウミガメを襲おそうカニのように。

　初うい々ういしい、そそる女を求めて、いつだって変態は目を光らせている。

　散らかるゴミに潰つぶれたゴム。最悪の何かを踏ふまないように歩く三人。

　不ぶ躾しつけな視線が集まるのを感じる。見た目は普ふ通つうの人獣ニンジユウである月ゲツはともかく、ヒトの形をしたままに見える零レイ士ジと周囲を見み渡わたす蛍ケイのふたりは、まるでこの街の素しろ人うとのようで。

「き、キミ。新人!?　はじめて!?　10Ｋでどう!?」

「悪いねおじさん、そういうのじゃねんだわ。だいたいクッソ安いっつーの！」

　興奮した客が先走り、発情した声をかけてくるが──月ゲツが割って入り、呆あつ気けなくいなす。

「ちぇっ、予約済みか……。ホテル行けよ、そんなら。期待させやがって！」

　撃げき退たいされ、ぐちぐち言いながら引き下がる男。状じよう況きようが理解できずにきょとんとした蛍ケイは、ようやく今自分に向けられた視線に気づいた。

「……風評被ひ害がいを感じるわ。男性ふたりと女性ひとりでここを歩くのって……その、かなりの特とく殊しゆプレイ前提で見られる気がするのだけど」

「そういう街だからな」

「……てかベファレンちゃん、意外と照れたりしないのな」

「おじさん相手の接客業は、駄だ洒落じやれと下ネタとの戦いだから。……慣れてるけど、不ふ愉ゆ快かい」

　──だが、不ふ愉ゆ快かい。いや、怖こわいのだろう。

　兎うさぎの要素を帯びてもなお整った表情から、かすかな違い和わ感かんを感じ取って零レイ士ジは思う。

　柿カキ葉バ蛍ケイ、彼女は特とく殊しゆな異能者であり、クールで論理的な思考ができる人材だが。

（その半面、混こん沌とんと言うか。……デタラメな動きをするヤツが苦手なんだろう）

　芸事、勝負事の世界では「素しろ人うとが怖こわい」とはよく言われる。熟練者が系統立てて学んだ手筋を知らず、定石もわからず、デタラメな動きをされると読みにくく、理解できない。

　恐おそらく蛍ケイもそうなのだ。理性的で論理的なだけに、外れた行動が想定しづらくて。

「現場は近くだ。荒あらっぽい仕事になる、怪け我がをしないように隠かくれていろ」

　そんな風に、不器用な気き遣づかいをしたくなる。

「……手伝わなくていいの？」

「できるのか」

「覚かく悟ごはしているつもり。……このあたりのアレとか、武器になるんじゃない？」

「よせ。壊こわれた自転車とか何に使うつもりだ」

「こう、ガシャーン！　と叩たたきつけようと思ったの。……ダメかしら」

　道みち端ばたに転がっていた放置自転車、スポークが歪ゆがんで走れそうにないスクラップを触さわる蛍ケイ。

　人獣ニンジユウの体力があれば持ち上げて振ふり回まわすくらいは、当然できるのだが。

「どっかのゲームじゃねえんだから……。やめとけって、隠かくれててくれた方が助かる」

「そう？」

　少し残念そうな顔でスクラップを放す蛍ケイをよそに、荒あら事ごとに慣れたふたりはある建物を見た。

　古ぼけたビル。仮面舞踏街マスカレード成立以前に放ほう棄きされた廃はい墟きよらしく、今は当然使われていない。

　10階建て、窓は残らず割れて残っていない。外がい壁へきにかかった看板は、投石か何かで割られたらしく、辛かろうじて『歯科』の文字だけが見えていた。

　玄げん関かんはガラス張り、かつての自動ドア。当然、今は叩たたき割わられて素す通どおしだ。

《神かみ待まち通どおり》から距きよ離りがあるためか、人ひと影かげは見当たらない……が。

「おい零レイ士ジ。──やべえぞ」

「どうした」

　風が吹ふく。

　生なま温ぬるい風が窓のないビルを吹ふき抜ぬけるたび、月ゲツの鼻がピスピスと鳴った。空気を嗅かぎ取とり、ほぼ満月と言っていい丸い月光に晒さらされながら、警けい戒かいに首筋の毛皮が逆立っている。

「血の臭においだ、ぷんぷんしやがる。新しい。ちょっと指切ったとか鼻血出たとかじゃねえ……豚とん骨こつスープ仕込んでるラーメン屋くらいぷんぷん臭におうぜ」

「わかりにくい。数は？　位置は判わかるか」

「ひとりふたりじゃねーな。最低でも４……５人分くらいの血が混ざった臭においがする。場所はこの建物の中、どっかだ。バラバラじゃねえ、たぶん一か所に固まって」

　噓うそや冗じよう談だんではない。本気としか思えない、確信をこめた言葉だった。

「凄すごいのね。それも幻想種フアンタビの異能、というものなのかしら」

　くるるるるる、と喉のどを鳴らして唸うなる人狼ワーウルフを見上げ、蛍ケイが訊たずねる。

「能力的にはそのへんうろついてるイヌ科だってやれるはず、なんだけどな」

　イヌの嗅きゆう覚かくはヒトの数万倍、という。

　だがイヌの嗅きゆう覚かくを人獣ニンジユウ化かしたヒトがフルに発揮するのは難しい。何な故ぜなら──

「嗅きゆう覚かくの言語化って難しいんだよ。ワイン通のおっさんとかソムリエとかが、酒の臭においとかを変な風に例えたりしてんじゃん？　濡ぬれた犬とか雨上がりのアスファルトとか」

「詩人みたいね。けど、なんとなくわかるわ」

「そそ。あんな感じで、うまく伝えられねえんだ。ちゃんと訓練しなくちゃな」

　極きわめて精密に嗅かげる、感知できる。だがそれを他人に伝えられるかとはまた別だし、個人の体たい臭しゆうを嗅かぎ分わけたり、いわゆる臭においの痕こん跡せきを辿たどって尾び行こうするには技術が必要だ。

「本社の命令でさ。オレはそういう訓練を受けてる、だからそれなりにわかるし確信できる。この中で間ま違ちがいなく人が死んでるぜ。悪いことは言わねー、ここで待ってた方がいい」

「ホラー映画の定石、知ってる？」

「は!?」

　いきなり話題を変えられて、蛍ケイを諭さとしていた月ゲツは目を丸くした。

「鉄則は『一人になるな』──。古今東西、仲間から理由をつけて離はなれた女性は殺されるか、エッチなことをされるか、エッチなことをされて殺されるかの三さん択たくだわ」

「最低じゃねえか……」

「そうよ。せっかくだから私は違ちがう選せん択たくをするわ。……このまま、ついていく」

　冗じよう談だんめかしてはいるが、本気のようだった。

　ピン！　と兎うさぎ耳みみを上に伸のばした蛍ケイに睨にらまれ、月ゲツは相棒に助けを求める。

「おい、どーするよ零レイ士ジ。やべえことになるのほぼ確定じゃん？」

「それはそうだが、言ってることそのものは間ま違ちがっていない」

　冷静っぽく見える面おも持もちで、零レイ士ジは静かに蛍ケイの提案を検討する。

「この周辺の治安は、一言で言って最低だ。強ごう盗とう殺人レイプに暴力、訴うつたえる先が無いから平気でやらかす。この場にベファレンを放置した場合、さっきの三さん択たくが現実になるぞ」

「マジかよ。じゃ、連れてくってコト!?」

「想定と状じよう況きようが違ちがいすぎる。単独で放置よりマシだろう」

　武装しているとはいえ、半グレ連中の溜たまり場ばを襲おそうだけならそう難しくない。

　月ゲツとふたりで奇き襲しゆうをかければたちまち壊かい滅めつだ。しかしすでに誰だれかが事を起こし、犠ぎ牲せいが出ているとなれば──守るべきものから目を離はなし、危険に晒さらすわけにはいかず。

「行くぞ」

「ん……」

　議論を打ち切り、３人は頷うなずいて合意を示す。

　背中を丸め、地面に近い臭においを嗅かぎながら先頭を進む月ゲツ。

　続く零レイ士ジは煙草たばこを吹ふかすように霧きりを吐はき、音もなく広げたそれで周囲を警けい戒かいし、前後の状じよう況きようを監かん視しする。ごく薄うすまった彼自身、極きよく微びの飛ひ沫まつと化した身体からだには視覚も聴ちよう覚かくも存在しない。

（糸電話の要領で音を拾うにも、距きよ離りの制限があるからな）

　微かすかな音は当然、拾いにくい。振しん動どうが弱いからだ。

　零レイ士ジ自身の耳へ届くまでに減げん衰すいしてしまい、正確な音として聞き取れなくなる。

　身体からだの一部、目や耳を直接霧きりにして送り込めば別だが、今そうする必要はなくて。

（霧きりが触ふれたもの、そのだいたいの形や熱は……わかる）

　形のない指のごとく、霧きりが静かに流れてゆく。入り込んだ廃はいビルは放ほう棄きされた歯科医院らしく、大きな受付カウンターの残ざん骸がいと、ブルーシートで囲われた粗そ末まつな居住区があった。

　明かりはない。

　しかし割れた窓から射さす街明かりと月光で、うっすらと荒あれた室内が浮うかび上あがる。そこへドライアイスを焚たいたように、白い霧きりが床ゆか全体を流れつつ調べていった。

「……!!」

「どうかしたの、何かあった？」

「……ああ、最低だ。本気でな。くそっ、馬鹿どもめ。何考えてやがる……!!」

　霧きりの末まつ端たんが触ふれたもの、生暖かい、おぞましいものの正体は。

「簡易トイレだ……。ゴミ箱にビニール袋ぶくろ被かぶせたやつ」

「最悪だ、触さわっちまった。洗いたい、めちゃくちゃ洗いたい。いや、直接触さわったわけじゃないし、洗えるような実体があるわけじゃないんだが、気分的に……！」

　霧きりが触ふれたおぞましい感覚に、零レイ士ジは凄すごく嫌いやな顔をした。

「……触さわらなければいいのに、と思うけど、ダメなの？」

「霧きりには触しよつ覚かくしかないからな。触さわってみなけりゃ判別できない……」

　細かく形を探さぐらなければ、それが何かもわからないのだ。

　他にも床ゆかに散らばる物体を、くまなく霧む化かした飛ひ沫まつが確かめる。お菓か子しの袋ふくろ、コンビニ弁当を詰つめたゴミ、雑に積んだクッションは寝ね床どこのつもりだろうか。

「居住空間代わりにしてたらしいな。ロクなものがない」

「血の臭においは上だ。階段とか探して使えなけりゃ、外がい壁へき登るしかねーかもな」

　しれっとそういう選せん択たく肢しが出てくる。

　事実、人獣ニンジユウしかいないこの街では、多少の不便は力で解決できる。

　しかし面めん倒どうなのは事実で、ここを使っていた奴やつらも、それを厭いとう程度には文明的で。

「一階の走査を完かん了りよう。特に珍めずらしいものはない。階段……そこを曲がった角だ」

「了りよう解かい」

「便利ね。地図がいらないわ、あなたがいれば」

　しゅうしゅうと音をたてながら揮発する身体からだ。零レイ士ジの霧きりが床ゆかを埋うめ、廃はいビル１階の間取りをほぼ完全に理解する。半グレたちは１階はほぼ放ほう棄きし、入口付近のみを使っていたようだ。

　階段にさしかかる。人の出入りがあるせいか、比ひ較かく的てき片付いた印象。

　窓からの街明かり、朧おぼろに浮うかぶそこを警けい戒かいしながら登っていくと──そこに。




「！」

「げっ!?」

「何これ。……何!?」




　血が、溜たまっていた。

　登りかけた階段の踊おどり場ば、その真ん中。

　深さ１センチほどもない。薄うすく広がる血ち溜だまりに、花束のように何かが落ちている。

　高級そうに感じる着物が血に染まり、日に本ほん髪がみと言うのだろうか？　長い髪かみがぼうぼうに乱れ、白い陶とう磁じ器きのようなもので造られた頰ほおに乾かわいた血ち糊のりでへばりついて。




　サイズ感は、大きめのペットボトルほどの──

　この街ではまずお目にかからない、日本人形だった。




「……気味悪ぃ……!!　ゾゾッと来たぜ、ホラー映画かよ!?」

「ちゃんと飾かざってあればともかく、この状じよう況きようだと本気で怖こわいな……」

　血ち溜だまりに転がる日本人形。リアルな造形が、幼子が乱暴された末の無残な屍しかばねのようだ。

「これ、何のために置いたのかしら。安物じゃないわよね、どう見ても」

「ただのゴミにしては個性的に過ぎる。何か意図があるように感じるな」

　血まみれだが、無傷の人形。それがここにある意味がわからない。

　しゅううと音をたてて、零レイ士ジの霧きりが階段を逆さに昇のぼってゆく。霧きりは低きから高きへ降りる、という法則も、幻想種フアンタビには通じない。その先せん端たんが血だまりに触ふれ、触しよつ覚かくが伝わって。

「本物の血……まだ固まってない。そう時間は経たってないようだ」

「臭においの元は、この上だ。アレか？　猟りよう奇き殺人犯とかがやるって……アレ」

　登りかけた階段の半ばで止まり、月ゲツが頰ほおのあたりの毛皮を搔かきながら記き憶おくをたどる。

「シンボル、っつーの？　俺がやったんだぞ、みてーなやつ」

「わざわざ日本人形を選ぶとか、センスがイカれてるな」

　Ｂ級ホラー映画じみている、と零レイ士ジは言った。

　しゅうう、と床ゆかを霧きりが這はい、血ち溜だまりから人形に触ふれた。形の無い指がどこかざらっとした触しよつ感かんを伝え、血から伝わった温ぬくもりか、人ひと肌はだのような温ぬるさを感じる。

「どこまでも気持ち悪いな。……生温かい」

「拾ったほうがいいのかしら。証しよう拠こになると思うけど」

「触さわったり動かしたりしない方がいいだろう。指し紋もんや遺留物が回収できるかもしれない」

「普ふ通つうに触さわりたくねえしな。とりあえず置いといて、本社の鑑かん識しきに頼たのもうぜ」

「そうしよう」

　現場の保存を優先し、血ち溜だまりを踏ふまないよう踊おどり場ばを超こえる。

　まるで滝たきのように、階段にべたりと血がついていた。２階、３階、４階、まるでナメクジが這はった痕あとのように……コンクリートを濡ぬらしながら、続いている。

「何かが、あの人形があった場所から『上がった』……のか？」

　踊おどり場ばには窓があり、割れていた。

　二階であることを考えれば、人獣ニンジユウの身体能力ならそこから侵しん入にゆうするのは難しくない。

　零レイ士ジがそんなことを考えながら登ると、ちょうどビル半ば──５階に差さし掛かかったところで、血けつ痕こんは階段からビル内へ続き、閉ざされた非常口の鉄てつ扉ぴによって遮さえぎられていた。

「開けるぜ？」

「……ん」

　先頭の月ゲツが確かく認にんを取り、ドアノブを捻ひねる。

　鍵かぎはなく、錆さびた蝶ちよう番つがいが悲鳴のように軋きしんで動く。開いた扉とびら……その先に。




「「「───!!」」」




　歯科医院のロビーだった。放ほう棄きされてずいぶん経たつのだろう。古びて腐くさったソファ、いつのものとも知れぬ古雑誌が差さったままのマガジンラック、埃ほこりだらけの受付。

「……ん？」

　ぽつんと置かれたアタッシュケース、歪ゆがんだ蓋ふた、こじ開けるのに使ったらしきバール。

　適当に放り出された着き替がえや酒さか瓶びん、ガラスのない窓にはロープが張られており、その先には仮面舞踏街マスカレードの境界──バリケードの上を掠かすめて《外》へ渡わたれるようになっていた。

「何だこりゃ。空っぽだけど」

「さっきネルさんに聞いた。タワマン闇やみカジノが襲しゆう撃げきされて、１億が消えたらしい」

「はあ？　んじゃこのケース、中身はまさか……」

「可能性はあるな。盗ぬすんだ金をここに置いて、ケースをこじ開けたのかもしれない」

　総じて、この部屋は。

「境界破り……。越えつ境きよう用ようの拠きよ点てんか」

　サーカスの綱つな渡わたりじみているが、人獣ニンジユウならば難しくはないだろう。５階の窓からバリケードを越こえてロープを張り、それを伝って越こえてゆけば知られることなく出入りできる。

　床ゆかには血けつ痕こん。濡ぬれたモップのようなものが部屋の奥、受付から診しん療りよう室しつがあるであろう場所と非常階段を繫つなぐように、くっきりと１本の帯を残していた。

「……おかしいわ」

「そらおかしいって。血だらけだぜ」

「違ちがう、違い和わ感かんがあるの。……具体的にはわからないけど」

　まるで間ま違ちがい探さがしのようだ。明らかに何かが違ちがうのに、具体的にそれを指し摘てきできない。

　喉のど元もとまで出かかっている違い和わ感かんに顔を曇くもらせる蛍ケイ。零レイ士ジはそんな彼女をよそに、霧きりを室内へ深く這はわせると、受付を越こえて診しん療りよう室しつの方へ進めていった。

「……ベファレン。来るな」

「え？」

「そこで止まれ。素しろ人うとが見るもんじゃない」

　その言葉に何があるのか察したのだろう。蛍ケイを押さえるように、月ゲツが彼女の前に出る。

　男たちが壁かべとなり彼女の視界を遮さえぎりながら、奥を覗のぞく。街明かりの乏とぼしい室内はさらに暗く、ほぼ闇やみに沈しずんだ中に、こんもりと何かが積み上がっていた。

「……うっげえ……！」

「吐はくなよ。せっかく食ったカロリーが無む駄だになる」

「心配すんの、そこかよ。つーかさ、こりゃ……まともじゃねえぞ？」

　たらふく腹に入れたご馳ち走そうを戻もどしそうになる、強きよう烈れつな異い臭しゆうによる嘔おう吐と感かん。

　それは、あまりにも無残で、残ざん虐ぎやくな──解体現場。

「ッ!!」

「見るな。……見なくて、いい」

　覗のぞき込こみかけた蛍ケイの視界を、ふわりと漂ただよった霧きりが目め隠かくしとなって遮さえぎった。

　それでも一いつ瞬しゆん見えた光景に、白しろ兎うさぎの毛皮の奥で、彼女の血の気がざっと引く。




「黒い……蜘く蛛もの、巣？」

「違ちがうな。糸じゃない。──《髪かみ》だ」




　荒あれ果はてた診しん療りよう室しつの廃はい墟きよ。壊こわれた歯科医の椅い子す、散らかった機材のゴミ。

　その中に４人の屍しかばねがある。天てん井じようや床ゆかに張はり巡めぐらされた黒い糸が蜘く蛛もの巣すのように広がり、幾いく重えにも絡からみついては肉に食い込み、ハムのように縛しばり上あげていた。

　手、足、身体からだ……千切れ、バラバラになった肉にく塊かい。辛かろうじて形が判別できる大きなそれが、恐おそろしく長い黒くろ髪かみに絡からまって、血ち溜だまりの上にぶら下がっている。

　人獣ニンジユウ化かしているせいだろう。一見すると惨ざん殺さつされた動物のようだが、残ざん骸がいの部分部分──指や目のカタチがヒトを連想させて、それに気付いた瞬しゆん間かん、嫌けん悪お感かんが膨ふくれ上あがった。

　偶ぐう然ぜんそうなったという感じではない。意図的な悪意で死体を刻み、飾かざるように、誇ほこるように掲かかげたそれは、見る者を奈落に引きずり込むようなおぞましさがある。

「まだ新しい。コトが起きてから、一時間と経たっていないだろう」

「うええ……マジか……」

　床ゆかの血ち溜だまりは乾かわいておらず、わずかに粘ねばるような感かん触しよくがある。

　正確な死亡推定時刻を割り出すのは零レイ士ジには無理だが、その程度なら想像できた。

「コレ片付けんの、オレらの仕事になんのかなあ……？　マジやべえやつー……！」

「たぶんそうなるな。……いや、本社が直接処理する可能性もあるが」

　この街で起きた人獣ニンジユウの死亡事件は、ふたりが属する《幻想清掃Fantastic Sweeper》がほぼ一手に片付けている。

　が、例外としてＢＴ本社の処理班が出動する場合もあった。

「本社の人間が関かん与よでもしていれば、出てくるだろうな。それ以外は俺たちだ」

「……きつい仕事ね。時給、高いの？」

「悪いが、最低時給以下だ。何せ人権が無いからな」

「本当に、最低ね」

　まったくだ、と零レイ士ジは答える。

　警官と警備員とゴミ収集業と特とく殊しゆ清せい掃そう作業員──何でもやる、やらされるが。




「どこにも行けないんだ、俺達は」




　他に行き場も、寄る辺もなく。

　転職するような自由もなく、飼われるしかない。

「……とりあえず、ざっと中を調べとくか？」

「ああ。二人とも近付くな、痕こん跡せきを残さないように、俺がやる」

　零レイ士ジの霧きりが隅すみ々ずみまで犯行現場に入り込み、現場に立ち入ることなく証しよう拠こを探す。

「ロッカーがある。どこかの部屋から持って来たものだろうが……」

「……そいや、油と火薬の臭においがするぜ。たぶん、そのロッカーん中だ」

「拳けん銃じゆう、それに弾だん丸がん。捕つかまえた奴やつらが持っていたのと同じ、密輸品か」

　月ゲツの鼻がふんふんと鳴り、それに従ってロッカー内を霧きりで探さぐると、すぐに見つかった。

　海外製品らしいパッケージ。保管状じよう態たいが良くなかったのか、ところどころ錆さびが浮ういた拳けん銃じゆうの弾だん丸がんと、ホストクラブの半グレが持っていたのと同じ形式の銃じゆうが、あと５丁。

　すぐ使う予定はなかったのだろう。錆さび止どめのグリスをべたべたに塗ぬり、布が巻かれていて。

「ロッカーは８。銃じゆうが残っているロッカーは５……」

「銃じゆうが入ってないロッカーは、ホストクラブに押しかけた３人の分なら、勘かん定じようが合うな」

「ああ。他も中を探さぐってみよう」

　壁かべ際ぎわに置かれた錆さびたロッカーに霧きりがじわりと迫せまり、わずかな隙すき間まから隈くまなく内部を探さぐる。

「人獣ニンジユウ向けじゃない《外》の服。それにスマホや財さい布ふ。これは８つ全部に入ってる」

　この奥の部屋は、更こう衣い室しつだ。

　正規ルートで仮面舞踏街マスカレードに入るには、公共交通機関で夏ナツ木キ原バラの駅に到とう着ちやく。ロッカーを借りて着き替がえ、服やスマホを預けてから、怪物モンスターサプリをキメて身元を隠かくし、入場する。

　ここは半グレ達の拠きよ点てんであり、正規を外れた《裏ルート》だ。怪物モンスターサプリで人獣ニンジユウ化か、窓から張ったロープを伝って境界線を越こえると、ここで服を着き替かえ、スマホを置いていく。

　そう零レイ士ジが推察すると、それに応じた月ゲツが頷うなずいた。

「死体は４つ。ってことは……前にブチのめして捕つかまえたのが３人で、７人分」

「着き替がえがひとり分多いわ。それって、もしかして」

　捕とらえた半グレを訊じん問もんし、吐はかせた仲間の数は、あと４人。

　クラブで捕つかまえたのが３人、合計７人。数は合う、ならば浮ういた『１人』の正体は？

「恐おそらく、ヤツだ。《雑ぞう巾きん絞しぼり》──蟻アリ本モトイサオの所持品の可能性が高い」

「目的のものが見つかって良かった、とは言ってらんねーよな……」

　複雑な面おも持もちで言う月ゲツ。その背中に視界を塞ふさがれ、ぴょんぴょんと跳とびながら蛍ケイが聞いた。

「よく見えないけど、手がかりが見つかったのよね。良かった、じゃダメなの？」

「後始末がめんどくせぇ」

「まったくだ。ただの人獣ニンジユウの死体なら、ゴミ袋ぶくろ持ってきて詰つめれば済むが」

　ロッカーには《外》との繫つながりを証明するもの、スマホや着き替がえが丸ごと残っているはずだ。

　無ければ仕方ない。だが見つけてしまったら無視もできない、つまり。

「……このあと、あのバラバラ死体をひとつひとつ調べて、中の人は誰だれか調べる作業になんの。似たようなこと前もやったけど、マジきっついぜ、死体のパズル」

「それだけじゃない。後回しにしてたが、この状じよう況きようは異常すぎる」

　蜘く蛛もの巣すのように絡からみ合あう髪かみ。ホストクラブでネルから聞いた別件と符ふ合ごうする。

　タワマン闇やみカジノ襲しゆう撃げき犯はんの死体から発見されたという繊せん維い。

　今解かい析せき中ちゆうであろうそれが、現場に残された謎なぞの毛もう髪はつと同一だとしたら、つまり。

「同一犯の犯行だろう。これと同じように、異常な髪かみで殺されたとしたら……まともな人間や人獣ニンジユウにできることじゃない。十中八九──《怪カイ異イサプリ》をキメた奴やつだ」

　古いにしえの時代に絶ぜつ滅めつした、神話伝承の怪かい物ぶつ。

　博物館に保存された毛皮や体毛、歴史的遺物を基もとにそれらを復活させる《幻想フアンタビサプリ》。

　そして現在。今も人々の口からまことしやかに語られる都市伝説、フォークロア、民間伝承。人々の共通意識が神秘を生み、発生した《怪カイ異イ》を捕とらえ、絞しぼってエキスを抽ちゆう出しゆつし。

　ヒトの身でありながら、都市伝説の怪カイ異イへと姿を変える《怪カイ異イサプリ》。零レイ士ジや月ゲツが属する《幻想清掃Fantastic Sweeper》の上部組織、ＢＴ本社が極ごく秘ひ開発し──盗ぬすまれ、流出させた代しろ物ものだった。

「幻想フアンタビサプリかも知れねえじゃん。そのへんどう思う？」

「社長に聞こう。妖よう怪かい博士みたいな人だからな、あのおっさんは」

「……小学生みたいな称しよう号ごうね。施し設せつの子にもいたわ、パソコン博士とか、ものしり博士」

「似たようなもんだ。実際に役に立つことがあるのが困る、無視もしがたい」

　そんな会話の間にも、現場の異常さに身が竦すくむ。

　蛍ケイはもちろん、場慣れしている零レイ士ジや月ゲツですら居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。

「気持ち悪い現場だな」

「そりゃそうだろ。グロいっつーの」

「そういう意味じゃない。死体を損そん壊かいするだけじゃなく、わざわざ人毛で絞こう殺さつの末、天てん井じようから吊つるす。このやり口には歪ゆがんだ自己顕けん示じ欲よくを強く感じる」

「……もうちょいわかりやすく話してくんね？」

　頭に疑問を浮うかべる月ゲツに、零レイ士ジはぶらぶらと揺ゆれる遺体を指した。

「殺すだけなら締しめた時点で終わりだろ。わざわざぶら下げて目立たせるのに作さく為いを感じる。発見者に恐きよう怖ふを与あたえ、ビビらせて喜ぶ、殺人のトロフィー」

　どう？　凄すごいでしょ、怖こわいでしょ、えっへん。

　そんな風に叫さけんでいるような、子供じみた残ざん虐ぎやくさ。

「隠いん蔽ぺいどころか誇こ示じしてる。ガキッぽい……そんな印象を感じさせる現場だ」

「……わからないわ。そんな判断、どうやってするの？」

「直感だ。絵画を見たり、小説を読んだりすると、製作者の意図というか……。こう感じろ、こう見せたい、そういうものが伝わってくる感じがあるだろう？」

　青ざめた蛍ケイに、零レイ士ジは直接触ふれないよう現場を見み渡わたして言う。

「間ま違ちがってる可能性もある。けど、こういう第一印象は意外と当たる。今後の捜そう査さに多少なりとも役に立つかもしれない──予断は禁物だけどな」

　プロファイリングとすら呼べない素しろ人うと判断。が、この手の現場を見るのは初めてではない。

　幻想種フアンタビや怪カイ異イが絡からまない、人獣ニンジユウが引き起こした無残な現場なら。

「こんなものを、たくさん……見てきたの？」

「仕事だ」

　無法の街でたったふたりの実働部隊。ワンオペ勤務なんて生なま温ぬるいものではない。

「この間の《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》もそうだが、死体の片付けはよくある仕事だ。慣れた」

「これで最低時給以下だもんな。クソだわほんと」

　はあ、とため息をついてから、月ゲツはうんざりして現場を見み渡わたした。

「応おう援えん呼ぼうぜ。死し体たい袋ぶくろやら防護服やら洗せん剤ざいやら、持ってきてもらわねーと作業できねえ」

「ああ。ネルさんの話だと、どこかに電話があるはずだが……」

　ふたたび零レイ士ジの霧きりが犯行現場を探さぐる。

　彼が電話機を探している間、無残な現場をブロックされた柿カキ葉バ蛍ケイは、ふと何かに気づく。

「そういえば。……これ」

　二階の踊おどり場ばから、階段を経て半グレたちのアジト、虐ぎやく殺さつの現場まで続いていた血けつ痕こん。

　そこに感じた違い和わ感かんが、蛍ケイの頭の中で明確な像を結んだ。

「おかしいと思った。この血けつ痕こん、変よ」

「へ？」

　不意に声をかけられ、月ゲツが振ふり返かえる。

　きょとんとした人狼ワーウルフに、蛍ケイは思おもい浮うかんだ疑問を整理するように語った。

「２階の階段、踊おどり場ばにあった大量の血けつ痕こん。血の痕あとは階段を上へ続いていた」

「私たちからはそう見えた。血まみれの何かを持った何者かが階段を登っていった、と」

「けれど、血は途と切ぎれずここまで続いていたわ。横に逸それた様子もない。なら……」

　血けつ痕こんの主と、必ずどこかで出会うはずだ。

　一直線の一本道。霧きりの探たん索さくに隙すきはなく、途と中ちゆうで隠かくれる場所はなく、窓から出た形けい跡せきもない。

「普ふ通つうに考えりゃ出てったんだろうけど……」

「どこへ？　だとしたら往復分、血けつ痕こんは２本残るはずでしょう」

「言われてみりゃ、そうかも。……待ってくれ、それって……どういうコト??」

　おかしい、矛む盾じゆんする。蛍ケイの脳のう裏りを疑問が渦うず巻まき、彼女は屈かがみこんで床ゆかの血けつ痕こんを観察した。

　濡ぬれたモップで床ゆかを拭ふいたような血みどろの痕あと。それはよくよく見れば、ひとつの流れ──死体が転がるアジトの血だまりから受付を抜ぬけて、非常階段へ向かっているようだった。

「……入ったんじゃない。この血けつ痕こんは……《出た》……!?」

　としたら、だとしたら、それが意味することは？

　階段の踊おどり場ばから惨さん劇げきの場へ、自分たちは進んできたのではなく、遡さかのぼるように辿たどっていた。

　必ず出会うはずの殺人者。だが遭そう遇ぐうしなかった。この矛む盾じゆんを説明できるとしたら。

「私たちは、すれ違ちがっていたんじゃないかしら。──犯人と」

「は!?　たって、そんな化け物っぽいヤツなんて……」

「《ヤツ》はいなかったと思う。けど」




　──《人モ形ノ》は、あった。




　結論に達した瞬しゆん間かん、全身の毛がぞわりと逆立つ。

　兎うさぎの耳がピンと張る。咄とつ嗟さに振ふり返かえった蛍ケイの眼めに、それが映った。

　荒あれ果はてた受付、カウンターの上。半グレ連中が散らかした酒さか瓶びんとほぼ同じサイズ。

　窓から射さす街の明かりに浮うかび上あがる、血染めの衣い装しようと血の化け粧しよう。

「……ケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタ……!!」

　あの踊おどり場ば、血ち溜だまりに沈しずんでいた日本人形が、腹話術の人形のように。

　カコッと硬こう質しつな音をたてて口を開き、目を剝むいて笑う。

　踊おどる舌、ぎょろりと睨にらむ眼球、飛び散る唾だ液えき。すべて作り物の殻からの中、みっちりと詰つまったミニチュアサイズのヒトの肉。作り物の殻からを被かぶった──人ガ形タ人ビ間ト。

「!?」

　声が出ない。喉のどが詰つまる。

　理解しがたいモノを見た衝しよう撃げきで、柿カキ葉バ蛍ケイの思考は漂ひよう白はくされた。

　一秒間の間かん隙げき。着物から金きん光こう。服の奥に隠かくしていた刃は物もの──医い療りよう用ようメスをクルリと回して、まるで薙なぎ刀なたを扱あつかう大和やまと撫なで子しこのように構えて、ケタケタ笑いながら一直線に。

（だめ　間に合わない　切られ──……!?）




　カウンターを蹴ける人ガ形タ人ビ間ト。

　刃はが蛍ケイの眼球を串くし刺ざすように突つっ込こんで、刺ささ……




「──させっかよ!!」

「ケッ!?」




　振ふり返かえりざまの一いつ瞬しゆんに、人狼ワーウルフ──月ゲツの安あん全ぜん靴ぐつが弧こを描えがき。

　鉄てつ芯しん入いりの爪つま先さきが、奇き怪かいな人形を迎げい撃げきした。










　　　＊




「だ～～～～～ッ!!　マジビビッた!!　何だよアレ、キモッ!?」

「それを躊ちゆう躇ちよなく蹴けるのも凄すごいわ。……私、呪のろわれそうで絶対に嫌いや。ありがとう」

「おう！　素す直なおに礼を言えんの偉えれぇ！　呪のろわれんのやだけどな、オレも!!」

　柿カキ葉バ蛍ケイの生死を分けたのは、月ゲツの刹せつ那なの決断。

　一秒にも満たない一いつ瞬しゆん。振ふり返かえった先にいた人ガ形タ人ビ間ト、日本人形の姿をした──小人。

　あり得ざる光景に蛍ケイは完全に思考が停とまり、何の判断もできず動けなかった。

　だが、隣となりに立つ少年──頼ライ山サン月ゲツは違ちがった。

　同じモノを見ながら、秒もかけずに反応し、目を抉えぐられる寸前だった蛍ケイを救ったのだから。

「あの野や郎ろう、どこ行った!?」

「わ、わかんない!!　あの、あなたが蹴け飛とばして、小さくて軽いから飛んでっちゃって!!」

　迎げい撃げきの蹴けりを受け、人ガ形タ人ビ間トは軽々と吹ふっ飛とんで、壁かべに叩たたきつけられる直前。

「……くるっと逆立ちして、壁かべに着地して。そのままペタペタ天てん井じようへ……」

「意味わっかんねえ!?　何だそれ、虫!?　虫みてえ!?」

「私に言われても……。霞カス見ミくん、変態よ、変態が出たわ、あなたの担当よね!?」

「わけのわからんものの担当にするな！　……ちっ」

　電話を探していた零レイ士ジは、見つけたものを放り出す。

　線が切られ、もはや役に立たないアナログ電話。もはや助けを求める術はなく。

「アレを始末するしか、俺たちが生き残る目は無さそうだ。──やるぞ、月ゲツ」

「了りよう解かい。つったって、あの大きさで、この暗さで、あの素す早ばやさってのは……！」

　かさかさかさかさかさかさかさかさ。

　虫のような音がする。人形の手足が壁かべや床ゆかに擦こすれる音、活発に動き回っている証あかしだ。

　ひくひくと兎うさぎ耳みみを動かす蛍ケイ、首が右、左、上、とあらゆる方向をきょろきょろと向いて。

「……あちこちから音がするわ。攪かく乱らんされてるみたい」

「臭においはどうだ、イヌ科」

「無茶言うなっつーの。……血まみれだぜ、どこもかしこも。全部同じ臭においだわ」

　虐ぎやく殺さつ現場の間近。血ち溜だまりからぷんぷん漂ただよう鉄てつ臭くささ。人ガ形タ人ビ間トも血にまみれ、完全に紛まぎれてしまっている。視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、すべてを阻そ害がいする術を整えていて。

　計算された殺さつ戮りく舞ぶ台たい。人獣ニンジユウ狩がりのために計算された──殺しの罠わな。

「舐なめるなよ、玩がん具ぐもどき」

　スプレーを甘く吹ふいた音。しゅううう、と零レイ士ジのマスクから白はく煙えんが吹ふきあがる。

「見えない、聴きこえない、嗅かぎつけられないなら。すべて──埋うめてやる」

　固まった三人の周囲に、白い霧きりが渦うずを巻く。複雑な手印を組みながら告げた名は、

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ──胎タイ黒コク守シユ」

「……まるで、竜たつ巻まき」

　場ば違ちがいな美しさに、柿カキ葉バ蛍ケイが感かん嘆たんした。３人を包んだ霧きりの渦うずはぐるぐると回転しながら黒く変わり、わずかに残る白はく煙えんと混ざって、天文写真で見た木星のように輝かがやいていた。

「零レイ士ジ、何だこれ？」

「触さわるなよ。触さわったら──《斬きれる》ぞ」

　パキペキピキピキベキピキカキッ……！

　硬こう質しつの音が響ひびく。渦うずの外、空中を漂ただよう塵ごみや虫が渦うずに触ふれた瞬しゆん間かん、霧きりそのものが硬こう化かする。

「触ふれた瞬しゆん間かん、渦うずを構成する俺の飛ひ沫まつが、即そく座ざに硬こう化かし刃はとなる。つまり──この中心以外、外はミキサーにかけられているのと同じだ。部屋ごと磨すり潰つぶしてやる」

　極きよく微び、細かく砕くだかれたカミソリの刃はが空中を舞う渦うず巻まきミキサーが少しずつ大きくなっていき、壁かべや天てん井じように触ふれた瞬しゆん間かん、ガリガリと音をたててコンクリートごと削けずっていく。

「素す早ばやいのが自じ慢まんだろうが……避よけてみろ。できるものならな」

「キキッ!?」

　猿さるのような声がした。刃はの渦うずに何かが触ふれて、黒い花火のように輝かがやく。

　きらきらと散る刃はの破は片へん、渦うず巻まく気流に細かな破は片へんと血ち糊のりが混ざるのが見えた。

「当たった!?」

「いや、表面が削けずれただけだ。用心深いな……ちょっと触ふれたら引っ込んだ」

「待って、ちょっと待って。まさか、逃にげちゃったの!?」

「時間の問題だ。このまま渦うずを広げていけば磨すり潰つぶせる」

「そういう話をしてるんじゃなくて！　この渦うずを突とつ破ぱできないとしたら……そのまま逃にげて、どっか行っちゃったりしない？　私ならそうするわ」

「………」

　思わぬ指し摘てきに、ピタリと零レイ士ジが止まった。

「この渦うずの中だと、外の様子なんて見えないもの。逃にげたかどうかもわからないでしょう」

　蛍ケイの指し摘てき通り、３人が立つ受付の一角──直径２ｍほどの渦うずの外は、何も見えない。

　つまり、もし正体不明の怪カイ異イがガン逃にげを選せん択たくしたとしたら、それを察する術は無く。

「それに、渦うずを大きくしすぎたら犯行現場もミックスジュースみたいになると思う。殺された人の身元を調べるとか、そういう仕事があるって言ってたわよね。いいの？」

「……一理ある。あれを逃にがすのはまずい」

　声を聴きき、姿を見て、霞カス見ミ零レイ士ジは直感した。

（怪異アイツは、人を殺す）

　悪党でも人間なら、目的を果たすために人を殺したり傷つけるだけだ。面おも白しろ半はん分ぶんで殺したり、理由もなく人を傷つけるような、そんなイカれた真ま似ねはそうそうしないし、できない。

　しかし、ごく稀まれにそういうタガが外れた存在が生まれる。

　殺しを楽しむ類の生き物、存在が迷めい惑わくな猟りよう奇き殺人者じみた怪かい物ぶつ。怪カイ異イサプリによって本人の隠かくれた性せい癖へきが露あらわになったのか、あるいは単にハイになってイカれてしまっただけなのか。

「アレを逃にがせば、もっと殺す。それはまずい。だが……」

　渦うずを解けば。

　まず狙ねらわれるのは当然、最も弱い誰だれか──！

「わかってるのか？　あんたが一番危ないんだ。俺たちより遥はるかに死にやすいからな」

　人ガ形タ人ビ間トは異様に素す早ばやい。

　隣となりの人狼ワーウルフ・月ゲツといい勝負だろう。だがそこで体格差が利きいてくる。

　小さすぎるサイズ。大きいものは強く、小さなものは速い。人狼ワーウルフの反射を上回る速度、またはまだ開示されていない何らかの奥の手、怪カイ異イ本来の非常識を使われれば逆転の目がある。

　ミスは許されない。それは、つまり。

「失敗はあんたの死だ。危機感ってものがないのか？」

「だからって！　あれを逃にがして、誰だれか殺されたら。またオーナーみたいに──！」

　誰だれか、わからないところで誰だれかが。

「大切な人を亡なくして、泣くのよね？　そんなの絶対に嫌いや。いくら安全で無事だったとしても、そんなことになったら一生ご飯が美お味いしくないわ。止めて！」

　迷いなく、すがるように蛍ケイは言い。

「……こいつ……！」

　凄すさまじく苦い顔の零レイ士ジと視線が絡からむ。自分の危険などどうでもいいと、二の次にするところ。そういうところが大だい嫌きらいだと零レイ士ジは感じた。絶対に合わないと、最低で、最悪だと思った。

（そんなところが）

　失った家族イツカに。

　死んだ妹にそっくりだから、その優やさしさに甘えて生き残ったから。

「──腹が立つな、お前は!!」

「私だって、そうよ!!　私のことなんかいいから、止めなさい!!」

「いいわけがないだろうが!!　大人しく安全に守られていろ、この将来有望なクソ美人!!」

「はあ!?　あなただってイケメンでしょう、絶対助けてくれるって信じてるわ！」

「だからそんなことを言ってるんじゃなく……！」

　睨にらみ合あうふたり。挟はさまれた月ゲツは混乱したように左右を繰くり返かえし見て、

「モメてる場合じゃねえだろ!?　どうすんだよ、つーかそれ喧けん嘩か!?　喧けん嘩かなの!?」

「「ガチ喧けん嘩かだろ（よ）！」」

「イチャついてるようにしか見えね──よ!!　最悪俺が守るから、解いちまえ、零レイ士ジぃ!!」

　息ピッタリに叫さけばれ、月ゲツは怒ど鳴なるように返す。

　相棒にまで言われ、零レイ士ジは深く奥おく歯ばを嚙かみしめてから。

「解除する。守れ!!」

「オーケー、相棒!!」

　切きり裂さくように零レイ士ジが腕うでを真横に振ふると、刃はの渦うずがかき消えた。

　床ゆかと天てん井じようはドーナツ状に抉えぐれていたが、室内はそれほど荒あれていない。散らばる瓦が礫れき、壁かべの亀き裂れつに天てん井じようの裏、人形サイズの怪カイ異イが潜ひそむには十分な隙すきがあった。

「いるな……！」

　逃にげてはいない、と零レイ士ジは直感する。音は聞こえない、気配もない。だが視線を感じるのだ。うなじがチリチリと震ふるえるような感覚が、正体不明の警告となって悪意を伝えてくる。

（ヤツの体格からして、奇き襲しゆう一いつ択たく。だが、どこからくる？）

　足元の瓦が礫れきか。天てん井じようの亀き裂れつか、あるいは壊こわれた壁かべの隙すき間まなのか。

　どこに潜ひそんでいるか知れない怪カイ異イ、だがその時、不意に目に映る何かに違い和わ感かんがあった。

「何だ？　さっきと違ちがう……ッ!?」

　影かげが動いた。いや、それは影かげではなかった。

　傷んだ艶つや消けしの黒い糸、無数の繊せん維い。

　ヒトの髪かみの毛けが影かげに紛まぎれて潜ひそみ、零レイ士ジが察知した瞬しゆん間かん、蛇へびのように跳はねた。

　何百何千何百万、見当がつかないほどの数。

　信じられない長さの髪かみがうねり、少年たちの足元をすり抜ぬけて蛍ケイを狙ねらう。

　一いつ瞬しゆんで彼女の靴くつ先さきに髪かみが触ふれ、絡からみつく。それは牙きばなき大だい蛇じやの群れ、巻きつけば肉を潰つぶして骨をも砕くだく、ついさっき見た半グレたちの無残な死をも再現する、生きた首くび吊つり縄なわ！

「あ……」

　それがＪＫバニー、柿カキ葉バ蛍ケイを捕とらえる寸前。

「ぐえ……!!　ぎぎぎぎぎっ、くっ……!!」

　庇かばうように割り込んだ零レイ士ジに髪かみが絡からむ。瞬またたく間まに足首から膝ひざ、膝ひざから腰こしへ。

　とぐろを巻くように髪かみの毛けの束が遡さかのぼり、凄すさまじい勢いで筋骨を締しめつける。

「え!?　霞カス見ミくん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「～～～～ッ!!」

　答える言葉も吐はけないほどに、苦しい。

　本来、霞カス見ミ零レイ士ジは生きた飛ひ沫まつ、霧きりの化け物だ。人間サプリをキメてヒトの形をしているが、その実体は形なき気体であり、いかなる銃じゆうも刃はも飛ひ沫まつの間を虚むなしく擦すり抜ぬけてしまう。

　が、しかし──形なき霧きりすらも、うねる黒くろ髪かみは捕とらえている。

　ギチギチミチミチギリギリギッ……！

　骨が軋きしみ、肉が潰つぶれ、血が滞とどこおる。服の中で人体がおかしな方向に曲がり、骨が砕くだける。その計り知れない激痛は、霧きりに分解するはずの実体を怪カイ異イが捕とらえ、傷つけている証あかしだった。

（前戦り合ったヤツ……《雑ぞう巾きん絞しぼり》と同じか。怪カイ異イはやはり、俺を殺す力がある……！）

　幻想種フアンタビと怪カイ異イに優ゆう劣れつはない。最古と最新の違ちがいこそあれ、同じ神秘を纏まとうもの。

　故ゆえに霧の怪物ブロツケンたる零レイ士ジを、この得体の知れない人ガ形タ人ビ間トは殺せる。もさもさと蠢うごめく髪かみ束たばは足から腰こしへ、肩かたから首にまで巻きついて、一気に窒ちつ息そくを狙ねらってくる。

　その源、黒くろ髪かみの根元。床ゆかの隙すき間ま、瓦が礫れきに隠かくれた小さな影かげ。

　瀬せ戸と物もののような日本人形の肌はだが淡あわい光に映はえて白く光り、硬かたい無機物の質感を残したまま、まるでＣＧのようにうねり口角を上げた。

「キキキキキ！　キキキキキ……!!」

　楽しげな笑え顔がお。髪かみを振ふり乱みだした日本人形の怪カイ異イは、地じ引びき網あみを曳ひく漁師のように両手で摑つかんだ己おのれの髪かみを異常な力で引っ張り続け、今にも零レイ士ジの全身を砕くだこうとしている。

　零レイ士ジを縛しばる、何百万本か想像もつかぬ髪かみ、髪かみ、髪かみ。それはすべて怪カイ異イ人形の頭部、そこから凄すさまじい勢いで伸のびながらうねり、零レイ士ジを飲み込んで次の犠ぎ牲せい者しやに迫せまろうとしていた。

　が、それは。

「げ……ッ!!」

「おうよ、任せろ!!」

　人ガ形タ人ビ間トに誤算があるとしたならば。

　異様な能力を発揮する霧きり人間、零レイ士ジのみを脅きよう威いとみなし──人狼ワーウルフたる相棒、頼ライ山サン月ゲツをただのありふれたイヌ科の人獣ニンジユウと判断し、初しよ撃げきから外したことだった。

「おお……おおおおおッ……!!」

　見上げれば月ゲツ。満月に満たぬやや欠けの、されど美しく輝かがやく銀の皿。

　窓から微かすかに覗のぞく円えん盤ばんは、古き人狼ワーウルフの血を覚かく醒せいさせる。音をたてて筋肉が肥大し、背せ丈たけすら一いつ瞬しゆんで数センチは伸のび、淡あわい光を帯びた毛皮はより美しく輝かがやいて。

　蠢うごめく髪かみをグローブじみた手で摑つかむ。絡からみつき、一本一本が激しくうねる髪かみの抵てい抗こうをものともせず、オリジナル人狼ワーウルフはそれを凄すさまじい力で引っ張った。

「キ……キイイイイイイッ!?」

　人ガ形タ人ビ間トの叫さけび。ネズミじみた甲かん高だかい、しかし恐きよう怖ふし、怯おびえているのがわかる声。

「うおおおおりゃああああああっ!!」

　まるで一いつ本ぽん釣づり。

　髪かみの毛けが束になり、複雑に絡からまって編まれたワイヤーロープを鷲わし摑づかみ。

　文字通り床ゆかに根のごとく髪かみを突つき立たてて抵てい抗こうする人ガ形タ人ビ間トを、二倍三倍に筋肉を膨ふくらませた人狼ワーウルフがとにかく引く。ピンと極限まで張りつめる髪かみ、だが一本たりとも千切れない。

「うわ、すっげえ丈じよう夫ぶ。こりゃマジでしぶてえわ、けどな……！」

　ミシミシ、ギシギシ。人狼ワーウルフ、髪かみ、人ガ形タ人ビ間ト、髪かみ──限界張力。ミシ、ギシリ……！

　床ゆかに、蜘く蛛もの巣すのような亀き裂れつが走った。

　めこっ、床ゆかが盛り上がる。釣つられまいと抵てい抗こうし、床ゆかに刺ささった怪カイ異イの髪かみは絶対に切れない。だがそれを支えるべき重さが足りない。遥はるかに小さな人ガ形タ人ビ間ト、体重はごく軽く。

　故ゆえにコンクリに髪かみを打ち込み、鉄筋で支えた。本来なら無敵、力負けなどするはずがない。だが、馬鹿げた問答無用の暴力が、コンクリの硬こう度どと重さと鉄筋に打ち勝っていく！

「切れねえってことは……ブン回せるってことだよなァ!?」

　鉄筋が曲がり、引きずり出される。

　壊こわれた欠かけ片らをぼろぼろこぼし、根っこごと引き倒たおされた大樹のように。

　髪かみが絡からんだ鉄を、文字通り根こそぎ──振ふり回まわして、叩たたきつけた。

「キ……ッッ!?」

　大たい砲ほうじみた破は壊かい音おん。引ひっこ抜ぬかれた勢いで吹ふっ飛とんだ日本人形は、勢いのまま天てん井じように激げき突とつ。石せつ膏こうボードを軽々と貫かん通つうし、血染めの着物が粉を叩たたいたように白く汚よごれていった。

「──糸使いならぬ、髪かみ使つかいか」

　しゅうううう、と噴ふん出しゆつ音おん。髪かみに絡からまれた少年がみるみるしぼみ、霧きりとなり拘こう束そくを逃のがれる。

　外れた髪かみがびちびちとのたうつ中、零レイ士ジは再び実体を結んだ。

「月ゲツでも千切れないとは、航空宇宙用のカーボンワイヤー並み……。人間のタンパク質如ごときじゃありえない、怪カイ異イならではの特性。死体ぶら下げ飾かざりは、これを使ったらしいな」

「《絶対に切れない髪かみ》ってか？　床とこ屋やに行けねえな、それじゃ」

「長さは調節できるはずだ。行く必要もないだろうが……試ためしてみるか」

　極ごく細ぼその髪かみが糸ミミズのように激しくのたうつ。掌しよう中ちゆうのそれを気味悪げに見下ろす月ゲツに対し、ようやく解放された相棒、霞カス見ミ零レイ士ジは天てん井じようにめり込んだ怪カイ異イを睨にらんだ。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。斬ザン黒コク首シユ」

　零レイ士ジの右手が空を斬きるや、一いつ瞬しゆんで凝ぎよう固こした黒コク霧ムが断頭の刃やいばとなって襲おそいかかる。

　天てん井じようにめり込んだままの怪カイ異イ、それを真下から突つき上あげ、挟はさみこむように真っ二つ──！

「……には、ならないか。物質としての硬かたさじゃ、ないな」

「ぎ、キ、キキキイィィッ……！」

　ぎしぎしと音をたてて髪かみが軋きしむ。

　髪かみの束が蛇へびのようにうねり、黒い刃はを止めている。

　火花を散らして迫せまったそれは、ガラスのようにひび割れ、砕くだけて空中に溶とけていった。

「本当に切れてない。……霞カス見ミくん、あの技わざってどのくらい切れるの？」

「乗用車くらいなら丸ごと開きにできる。戦車は試ためしたことがないが」

　少なくとも、鉄より硬かたい。

　有機物の限界を超こえたそれは、普ふ通つうの物理法則に属するものではなかった。

　明らかな矛む盾じゆん、破は綻たんした論理を成立させるもの。完全管理社会において蓄ちく積せきした１億数千万の不満や不安、痛みや悼いたみや怒いかりが、都市伝説、陰いん謀ぼう論ろん、怖こわい話──感情を搔かき立たてる物語によってしかるべき形を与あたえられ、ついにはカタチを得るまでに至ったもの。




　──《怪カイ異イ》は死なず、壊こわれない。




「き、キキキキキキキ、キキキキキキ……!!」

　鼠ねずみの鳴き声のように人形は嗤わらう。

　めり込んだコンクリートの天てん井じようから、粉ふん塵じんと血でべとべとに汚よごれた着物を剝はがしてゆく。

　割れた顔。日本人形特有のリアリティとディフォルメを組み合わせた幼い少女の顔立ちが、叩たたきつけられた衝しよう撃げきかヒビ割れて、左目付近の殻からがぽろぽろと落ちる。

「イタァイ……イタァイ……!!　けど、ヘイ……き……キキキキキキキキキ!!」

　狂きよう気きじみたくすくす笑い。

　割れた人形の頭に、ミニチュアサイズの肉が詰つまっている。ちょうど理科室の人体模型──皮ひ膚ふを剝はがされた眼球回りの筋肉が、ピンクの体液にぬらぬらと濡ぬれてぎょろぎょろ動く。

「うぷっ……！」

　あまりのグロテスクさに、蛍ケイが思わず嘔え吐ずいた。

　血ち濡ぬれた人形、のたうつ髪かみは大だい蛇じやの群れか、あるいは飛び出た臓物か。

　コンクリートに激げき突とつし、ギロチンの刃はじみた斬ざん撃げきを受けてなお、それはまるで傷つかず。

「人間サイズの人形。日本人形の怪カイ異イ……誰だれか、コレに関わる話を知ってるか？」

「わ、わかんねーって！　うっへ、気持ち悪ぃ……！」

「そうか。拙まずいな」

　成立した逸いつ話わ、伝承、都市伝説に基もとづく手段でなくば、怪カイ異イは死なず。

　法則を暴かない限り無敵。同じ幻想種フアンタビであろうとも、それは覆くつがえらない。

「……殺す術が、ない!!」

「キャアアアアアァァァァァァアアアァァァ────ッ！」

　狂くるった人形、歓かん喜きの絶ぜつ叫きよう。

　血に濡ぬれた髪かみが襲おそい来る中、霞カス見ミ零レイ士ジは苛いら立だちのままに叫さけんだ。




　　　＊




　とぅるるるるるるる、とぅるるるるるる……。

　今時耳にすることも珍めずらしい、アナログ電話の音がする。




「通じない。電話線……切れてるか、抜ぬかれてるっぽい」

「おやおや、それは困った。番号は間ま違ちがってないだろうね、ネル君？」

「ちりばつ。三回確かく認にんした。けど、しゃちょー」

　仮面舞踏街マスカレード夏ナツ木キ原バラ某ぼう所しよ、《幻想清掃Fantastic Sweeper》社長室。宴うたげの始末もそこそこに、ノートＰＣを操作しつつ固定電話のプッシュボタンを押していた秘書ネルに、社長・楢ナラ崎サキは吞のん気きに言った。

　テーブルに置いたボトルは、マグナムサイズの白ワイン。イタリアンファミリーレストランの自社ブランドで、品質はいいが格調高い代しろ物ものとは言えない。

　されど、注ぐグラスはクリスタルガラスの最高級品。奇きをてらった形ではないが、何十年、百年もの時間を超こえて受うけ継つがれてきた、風格すら感じさせる逸いつ品ぴんで。

「お酒くさい。おいしいの、それ？」

「ふむ。ブドウの産地に注ぎ方、品種にグラスの形。香りの嗅かぎ方かた、空気の含ふくませ方かたなどなどいろいろもろもろ──蘊うん蓄ちくはいくらでも語れるけど」

　そうした誤差を検知するには、センサーたる人間の感度の方が重要となる。

　つまるところ世の中そんなものではあるのだが、と楢ナラ崎サキは冷れい笑しようして。

「結局は完全な主観だよ。個人の感覚を他者へ拡大しようなどと考えるから、ただ味わうだけの行こう為いに序列をつけたり、優ゆう劣れつを断じて格差を煽あおったりするハメになるのさ」

「長い。三文字で」

「うまい」

　律りち儀ぎに三文字で答え、冷えた白ワインを丁てい寧ねいに嗜たしなみながら、楢ナラ崎サキは顔色一つ変えていない。打ち上げの時からそこそこ飲んでいたのだが、酒には強いようだった。

「伝統ある高級品には相応の価値があるわけだが、私としては手軽なお酒も高く評価したいところだね。万ばん人にんに共通の認にん知ち──《うまい》を与あたえる、魔ま法ほうだよ」

「怪カイ異イも、そんなものだから？」

「ああ、ネル君、我が秘書よ。君はとても話が早くて素す敵てきだ。もう少し熟女っぽければ即そく座ざにアフターへ誘さそうところだが、残念ながら幼女の君ではそうもいかない」

「死ちね、ばば専」

「はっはっはっ、イケメンだから死なないよ。とはいえ話を戻もどそうか、怪カイ異イはヒトの共有認にん知ちから生まれ、その法則によって縛しばられる。以前の《雑ぞう巾きん絞しぼり》も同じだね」

「……吸血鬼バンパイアが日光に弱い、とか。人狼ワーウルフが月を見ると変身する、とか。そういうの？」

「それは幻想種フアンタビの法則だが、両者は本質的に同じものだ、正しい。ただ古い幻想種フアンタビの場合は、共有認にん知ちもひとつじゃない。過去を遡さかのぼれば健康のために日光浴かます吸血鬼バンパイアや、卵の卵らん黄おうとか見て変身する人狼ワーウルフだっているだろう。後者はラブコメ高校生活とかやってそうだね！」

「昔話ばかりするおっさん、うざい」

「つまるところ古く多様な伝承を持つ幻想種フアンタビは、能力の拡大解かい釈しやくや曲解が可能なのさ」

　本人の努力、根こん性じよう、妄もう想そう──つまりは考え方ひとつで。

「自分はそういうものだ。知らなかった、そうだったのか！　これが成立できる、という点で、幻想種フアンタビは怪カイ異イに優ゆう越えつする。ま、そのかわり新参者には勢いがあるんだけどね」

「単純に戦ったら、あっちの方が強い？」

「相あい性しようにもよるけどね。幻想種フアンタビの時代、神々の時代と現代では人口密度が比べ物にならない。何百万、何千万人の共有認にん知ちによって産まれた怪カイ異イと、そのエッセンスを吸収した人間──。数えきれないヒトの妄もう想そうを流し込まれて動くバケモノだ。そりゃ強いよ、数が多いから」

「みもふたもない、りくつ～……」

「だが正しいだろう？　数は暴力さ。まあ、僕なら絶対怪カイ異イをキメるのは嫌いやだけど」

　強くなるのは確かだ。怪カイ異イサプリがもたらす超ちよう常じようの能力は幻想種フアンタビに匹ひつ敵てき、まれに優ゆう越えつする。

　しかしその代だい償しようとして、妄もう想そうの焦しよう点てんとなる精神汚お染せんは深刻だ。自由意志は歪ゆがみ、いつしか怪カイ異イの逸いつ話わ、法則に従って惨さん劇げきを引き起こすだけの存在──受肉した怪カイ異イとなるだろう。

「そうなったらまあ、生きてるとは言わないよね。ホラー映画の化け物が実在したら、それはただの脅きよう威いであってエンタメじゃない。ドラマすら生まない、ただの舞ぶ台たい装置だ」

　ホラー作品においてドラマを紡つむぐのは襲おそわれる側の人間だ。

　怪かい物ぶつはそれに対たい抗こうする人間、なすすべもなく蹂じゆう躙りんされる人間、そうした人々のドラマが共感を生み、視し聴ちよう者しやを楽しませるよう設計されている。

「舞ぶ台たい装置を退場させる唯ゆい一いつの方法は、台本通り結末を迎むかえさせることさ。幻想種フアンタビの例なら、吸血鬼バンパイアは昼間棺かん桶おけに戻もどったところで心臓に杭くいを打てばいい。人狼ワーウルフの場合は銀の弾だん丸がんだったり、あるいはトリカブトが効くそうだけど……普ふ通つうに考えてトリカブトは誰だれでも効くよね？」

「そらま、毒だし」

「ま、そんな無ぶ粋すいなツッコミは置いといて。今、まさに零レイ士ジくんたちがぶつかるであろう怪カイ異イへの対たい抗こう策さく、逸いつ話わ、伝承、法則のすべてが僕らの手にあるんだけど……」

　ぱさりとデスクに投げ出したのは、わざわざ秘書に印刷させた電子報告書の写し。

　本社鑑かん識しきに回された《タワマン闇やみカジノ》で発見された死体の検視結果だった。

「さすがＢＴ本社の鑑かん識しきは仕事が早い。数時間でこの情報量、読むのが実に面めん倒どうくさいね」

「それはいーけど、伝える手段、ない」

　報告書が届いてすぐ、調べがついていた半グレのアジトに電話をかけた。

　だが古風な受話器に届くのは、無機質な呼び出し音のみで。誰だれもいないのか、それとも。

「やっぱ通じない。とっくに荒あら事ごとになってそう」

「ま、大だい丈じよう夫ぶさ。今回の怪カイ異イ──《死人形》の法則ルールはわかりやすい、ありふれたものだから」

　人形にまつわる怪カイ異イ、怪かい談だん噺ばなし、妖よう怪かい譚たんは数多い。

　中でもガラスケースに納まった日本人形、誰だれも触ふれていないのに自然と髪かみが伸のびている。

　持ち主が気づいてぞっとする、するとさまざまな祟たたりが。ペットが死に、ケースが不自然に揺ゆれ、気付いたらいつの間にかケースを出て思いがけない場所にある、などなど。

　さまざまなアレンジが為なされているが、ほぼ共通するのは。

「──《髪かみが伸のびる》ということだ。科学的に完全に説明のつく、勘かん違ちがいなんだけど」

「そーなの？」

「ああ、要するに昔の人形は、陶とう器きなどの頭に直接ヒトから買った髪かみの毛けを植えて作るのさ。で、接せつ着ちやく剤ざいなどは使わず、中で結んで留とめていたわけなんだけど」

　時間と共に結び目が緩ゆるみ、少しずつ伸のびていく。人形を大切にし、手入れをしたり、髪かみの毛けを梳とかしていればより早く。そしてそういう持ち主は、人形の異常にも気づきやすく。

「余よ裕ゆうをとって結んであるのがほとんどだから、簡単には抜ぬけないんだよね。そうして伸のびた髪かみを見て人々は怖おそれ、まさか生きているのでは、呪のろうのではないか、動くのではないか……」

　想ネ像ガしイ、妄イ想ノしリ、恐オソれレ。

　ゴミの中から発見された証しよう拠こ品ひんから解かい析せきされた事実が、その正体を暴き出す。

「ドラム缶かんに放り込まれた人獣ニンジユウの焼しよう死し体たいから発見された繊せん維いの断だん片ぺんから、ＤＮＡが採取できた。焦こげていたが、生焼けっぽい部分もあったらしくてね。それとデータベースを照合した結果、該がい当とう者しやはないどころか……毛もう髪はつ１本１本ごとに違ちがうＤＮＡが検出、デタラメに近い結果が出た。即すなわち髪かみの毛けすべてが違ちがう遺伝子を持ち、かつ実在しない人間のものということさ」

「……人工的なもの？　安いウィッグとかに使うやつ」

「それなら工業製品だ、ＤＮＡなんて最初からないさ。純じゆん粋すいに存在しない、誰だれでもない人間の髪かみ。それもデタラメな量、生活反応なし。毛根に生えていない、死んだ髪かみの毛け」

　この証しよう拠こが意味することは、ひとつ。

「この髪かみは非現実的存在。つまるところ、怪カイ異イの一部ってことさ。そしてＢＴ本社が回収し、サプリ化した怪カイ異イの中に該がい当とうする存在はひとつしかない」

　収蔵番号G028141、階級：《緑Safe》──『死人形』。

　ＢＴ本社から手に入れた極ごく秘ひ資料に書かれたテキストを軽く読み、楢ナラ崎サキは笑う。

「《髪かみが伸のびる日本人形》は比ひ較かく的てき最近、近世に成立した都市伝説だ。たいていはある日ふと自分の家にあった人形の髪かみが伸のびていることに気がついて、それから祟たたりを受ける」

「ふぅん。……やっぱり、死ぬの？」

「まさか！　定番は変な音がしたり、家族が病気になったり、その程度で済むことが多いよ。そして祈いのりを捧ささげたり、供く養ようを依い頼らいすることで終わるまでがセットだね」

《髪かみが伸のびる日本人形》の怪かい談だん噺ばなし、都市伝説において死者が出るのは珍めずらしい。

　考えてみれば当然で、いくら不気味でも小さな人形だ。祟たたりや呪のろいといった怪かい奇き現象は容易に想像できるが、まさか人形が直接暴力で殺しにくるシーンは想像しがたい。

「本社の判定によれば怪カイ異イサプリ《死人形》の階級は《緑Safe》……直接人を害するものじゃない。キメたところで多少祟たたる程度のはず、なんだけどね？」

「祟たたられる時点でヤだと思う。程度の問題じゃなく。それに……」

　当たり前の感想を言いつつ、秘書ネルが不思議そうに聞き返した。

「おかしくない？　わかってるだけで３人殺されてるし、めちゃ危険」

「だね。だからまあ、この先は私の仮説だ。実際にどうかは本物に遭そう遇ぐうし、検証してみなければわからない。最善はとっ捕つかまえて解体することだが、そこは置いといて」

　よっ、とわざわざ荷物を除のける仕草をしてから、楢ナラ崎サキは答える。

「古いにしえの呪じゆ術じゆつについて、ネル君は知っているかな？」

「魔ま法ほう陣じんしいて、でるでるでるねで悪あく魔まが出てきてテレッテレー……的な？」

「微び妙みように違ちがうけど惜おしいね。魔ま術じゆつ、呪じゆ術じゆつ、陰おん陽みよう道どう、修しゆ験げん道どう、密教、さまざまな名で呼ばれるが、要は集合意識の制せい御ぎよによる超ちよう自し然ぜん現象のコントロールだ。プログラミング言語の違ちがいみたいなもので、起きる結果は同じだよ。アプローチする言語や文化が違ちがうだけさ」

　少数智ち者しやによる多数愚ぐ者しやのコントロール。

　何があり、どうすると、こうなる。分解してしまえばたったそれだけ、原因があり、過程を経て結果に導かれる論理の流れを独どく占せんし、知を握にぎる一部の者が権力を独どく占せんした。

「たとえば古いにしえの時代、欧おう州しゆうを席せつ巻けんした神の教えは最も複雑な言語で記され、翻ほん訳やくなど許されなかった。聖職者たちは神の言葉を独どく占せんし、その威い光こうのもと支配を続けたわけだね」

　それもまた魔ま法ほうであり、古いにしえより続く旧来の呪じゆ術じゆつのひとつ、であるならば。

「ＢＴ本社が、そしてこの国の政府が行っているのもそうさ。完全管理社会による情報統制、繫つながりを断たたれた仮面舞踏街マスカレード──秘ひ匿とくにより力を持つ、隠オカ秘ルトだ」

「長い。うざい。わかりづらい」

　受話器を片手にうんざりする秘書。だが楢ナラ崎サキは止まらず、ぺらぺらと舌を回し続ける。

「知の独どく占せんによる隠オカ秘ルト的てき支配こそが、超ちよう管理社会を統すべる権力の源泉だ。そう考えると、今回の黒幕──首くび吊つり殺人事件じゃない、幻想フアンタビサプリ流出に始まるテロの違ちがう側面が見えてくる」

　隠オカ秘ルトに対たい抗こうするは共有シエア。

　智ち者しやの叡えい智ちを暴きたて、愚ぐ者しやに晒さらす冒ぼう瀆とく。共有シエアされた叡えい智ちは手て垢あかのついた常識となり、叡えい智ちを叡えい智ちたらしめる権けん威いの衣ころもは剝はがされて、二度と纏まとうことなど許されなくなる。

「《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》《雑ぞう巾きん絞しぼり》どちらも代だい償しようもなく、理由すらなく犯人たちに与あたえられた。黒幕なる存在が能動的に行った行こう為いは、彼らの動画を共有シエアしてバラ撒まき、存在を開示したこと。どれも旧来の魔ま術じゆつ、隠オカ秘ルトに対する共有シエアという近代魔ま術じゆつによって対たい抗こうするものだ」

「……共有シエアが、魔ま術じゆつ？　意味がわからない、ふぁいあぼーる！　とか出ないでしょ」

「それじゃ陳ちん腐ぷなＲＰＧだよ。杖つえを振ふり、呪じゆ文もんを唱えて使う魔ま法ほうなんてものは、魔ま術じゆつの一側面に過ぎない。ネットでバズり、何も知らない愚ぐ者しやたちにその存在を知らしめること──」

　新しい概がい念ねんで、文字通り世界を改変すること。

「これも魔ま術じゆつさ。それがどういう結果をもたらすのか、わかるかい？」

「さあ。興味もあんまり」

「だろうね。だがもうちょっと聞いておくれ、ここから先が本題だ！」

　とっておきのジョークのオチを言いたくてたまらない、とでも言うかのように。

　ニヤけた顔、面おも白しろがっている仕草を隠かくそうともせず、楢ナラ崎サキはワイングラスを掲かかげた。

「怪カイ異イに対する幻想種フアンタビの優ゆう越えつ。即すなわち歴史の違ちがい、厚みの差。逸いつ話わの蓄ちく積せき、神話伝承の変へん遷せんに、近現代の漫まん画がやアニメ、ゲームなど──常にそのイメージは塗ぬり替かえられ、無限に拡大解かい釈しやくが可能だ。さっきも例に出したけど、日光に強い吸血鬼バンパイア、なんてものも可能だろうね」

　だが、怪カイ異イのサプリの存在が動画の流出と公開によって証明された今。

「これをキメれば凄すごいことができる。髪かみが伸のびるなら、それで人だって殺せるはずだ。だってあの動画じゃやってたじゃないか、できない理由はない！」

「……怪カイ異イの、拡大解かい釈しやく。能力の、拡張……!?」

「そういうこと！　いやあ、面おも白しろいことを考えるね。黒幕が誰だれかは知らないが」




　ＢＴ本社が定めた怪カイ異イの危険性を示す三大階級。




　安全、迅じん速そくに確保せよ──《緑Safe》。

　危険、即そく座ざに確保せよ──《黄Warning》。

　滅めつ亡ぼう。手段を問わず、いかなる犠ぎ牲せいを払はらおうと確保せよ──《赤Dead》。




「《死人形》は《緑Safe》。ささやかな祟たたりを起こす程度で死者が出るほどじゃない。そのはずだった。だがサプリをキメた誰だれかがあの動画を観みていたとしたら、基準は一いつ切さい当てにならない」




　こうあれかし、と願ったならば。

　妄想ネガイは必ず実現する──。




　古き幻想種フアンタビのみが獲かく得とくするはずの特性を。

　怪カイ異イに、ネット上での動画共有にて可能たらしめた──魔術キセキ。

「能力の拡大解かい釈しやくによって危険性を増した殺人怪カイ異イが、今夜も街をうろついているわけだね。いやはや危ない、戸と締じまりしてもう帰っちゃおうか。お酒飲んで眠ねむいし」

「……今まさに修しゆ羅ら場ばになってるかもしれない部下に、連れん絡らくとかしようと思わない？」

「だって電話通じないじゃないか。探しに行くとか面めん倒どうだし、いいでしょ」

　秘書ネルがかけていた電話は、半グレ集団がアジトに引いた回線だ。

　電話番号の調べがつき、今乗り込んでいるはずの彼らと連れん絡らくがとれるかもとかけてみたが、電話線が切られているのかそもそも通じず、スマホの電波も届かない。

「けどま、安心していいよ。やばい異能を手に入れたかもしれないが、死人形への対処は難しくないからね。ちょっと考えてみればすぐわかるさ」

「弱点を突つく、ってコト？　でも人形の弱点って、なに」

「そういうわけじゃないかな。弱点と言うよりオチ──《髪かみの毛けが伸のびる日本人形》の伝説、それがどんな結末を迎むかえるか、ってことこそが大事なんだよ」

　毒殺された神話の英えい雄ゆう。その遺物が発見され、怪物モンスターサプリを創ったなら。

　それをキメた者も英えい雄ゆうとなる。が……その逸いつ話わ通り、毒を盛られたとしたら？

「──そうあるだろうと決まった通り、必ず死ぬ。こればかりは神話伝承が成立した時代から延々と受うけ継つがれてきた意思の蓄ちく積せき、つまりは《神秘》によるものだ。避さけられない」

「すぐ病院行ってもダメ？」

「前例が無いからわからない。けど、最低でもその毒によってサプリをキメた人間の英えい雄ゆう性せい、神秘はすべて失われるだろう。例外なく、伝承は決まり事に従うものさ」

　テレビゲームのようなものだよ、と楢ナラ崎サキは古ふる臭くさい喩たとえを口にした。

「攻こう略りやく法ほうさえ知っていれば楽勝で倒たおせる類のボス、あれと同じだよ。それ以外の方法じゃ倒たおしづらいけど、人形にまつわる怪かい談だん噺ばなしのひとつでも知ってれば……ま、大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「……それを知ってるかどうか、わからないんじゃ？」

　そう呆あきれたように疑ぎ問もん符ふを浮うかべる秘書に対し。

「かもね。けどまあ、いけるよ。たぶん」

《幻想清掃Fantastic Sweeper》社長・楢ナラ崎サキが社員に嫌きらわれ、秘書にも微び妙みように疎うとまれる理由。

「たかが成立から半世紀程度のクソザコ怪カイ異イに手こずるほど、うちの怪かい物ぶつたちは弱くないさ。正体不明の零レイ士ジくん、オリジナル人狼ワーウルフたる月ゲツくん、そして魔ま女じよっ子こちゃん。ざっと見積もって３千年から４千年もの神秘が、その実力を裏付けている」

　無茶ぶり、危険球、キラーパス。部下の優ゆう秀しゆうさを心から信じ、かつ彼らにここ以外行き場がまったくないことを熟知し、逃にげる術などないことを判わかった上で、利用している。




「限界まで使ってあげようじゃないか。それが彼らが結んだ契けい約やく……

　幻想種バケモノを社会に匿かくまい、ヒトとしての命を与あたえる代だい償しようだからね」




　　　＊




　同時刻、廃はいビル内、現場にて。

「キイイィィィィ～～～～─────ッ!!」

　ヒステリックな絶ぜつ叫きようと共に、黒くしなやかな髪かみの毛けが鞭むちとなってブン回される。

　武術や技ぎ巧こうなど一いつ切さいない、ただ子供がグルグル握にぎり拳こぶしを振ふり回まわすようなデタラメぶり。

　だが、その威い力りよくは凄すさまじい。人ガ形タ人ビ間トと対たい峙じする霞カス見ミ零レイ士ジ、霧む化かした輪りん郭かくを曖あい昧まいに溶とかし、影かげ法ぼう師しのような姿を次々と結んでは消え、消えては結び、怪カイ異イを翻ほん弄ろうしながらも。

　ガゴッ!!　バキッ、ゴカッ!!

（鉄筋入りのコンクリが楽勝で砕くだける。月ゲツはともかく、一発カスるだけで蛍ケイは死ぬな）

　超ちよう硬こう質しつのワイヤーロープを巨きよ人じんが振ふり回まわすようなものだ。

　その威い力りよくの源は恐おそらく髪かみそのもの。ヤツの髪かみ一本一本がすべて筋きん繊せん維いのように伸しん縮しゆくし、先せん端たん速度は音を超こえて衝しよう撃げき波はすら放つ。

　黒くろ髪かみに埋うもれて小さな人形、その本体は視し認にんするのも難しく、それに。

（あの髪かみ……あれは武器であり、装そう甲こうだ）

　大だい蛇じやのごとく、鞭むちのごとくうねる髪かみは、女の子らいし三つ編みだ。

　ガーリーな魅み力りよくを演出するはずの形が狂きよう暴ぼうに暴れ、一いち撃げきでコンクリを叩たたき割わる。

　その強度、伸しん縮しゆく性せい、どれをとっても異常。人ガ形タ人ビ間トはその大本であり、常にうねる髪かみの毛けに守られている。これまで幾いく度ども攻こう撃げきが通りかけた……が、無情にもすべて防がれている。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。──黒クロ千セン本ボン！」

　たゆたう霧きりが凝ぎよう固こ。無数の黒針と化して機き銃じゆうのごとく打ち込まれる。

　幾いく千せんもの刺し突とつ音おん。針の雨が人形めがけて降り注ぐが、それはやはり──

「……編み物が得意だったのか？」

「キキキキキ……!!　手芸、ブゥ……ッ!!」

　まさか答えが返ってくるとは思わなかったが、納なつ得とくがいった。

「手芸部──糸、繊せん維いの扱あつかいは得意か。だからだろうな、能力を使いこなしている」

　放たれた黒針は、すべてセーターのように編まれた髪かみで防がれていた。

　繊せん維いに食い込んだ針は本来ならばそのまま貫つき通とおる。だが髪かみは一本一本がうねり、刺ささった針を絡からめとって圧力をかけ、ガラスのように呆あつ気けなく砕くだいてしまうのだ。

　言わば生きた防ぼう弾だんチョッキ──人じん髪はつ防ぼう壁へき。編み込まれた髪かみは衝しよう撃げきを殺し、刺し突とつを防ぎ、かつしなやかで決して切れない。つまり絶対の要よう塞さいに立てこもったも同然で。

（おまけにあの髪かみ鞭むち。あれは俺の実体を捉とらえる）

　結局のところ、幻想種フアンタビと怪カイ異イの違ちがいは年季──歳さい月げつの積み重ね、歴史だけだ。

　成立してから時が経たち、語かたり継つがれるほど神秘は蓄ちく積せきし、格は増す。だが専門家である楢ナラ崎サキすら匙さじを投げるほどマイナーな出自、結局正体不明のまま《霧の怪物ブロツケン》と呼ばれている零レイ士ジは、恐おそらく古い神秘のはずが、古いにしえの神々じみた格はなく、むしろ若々しい怪カイ異イに押されている。

「敵は優勢。こちらは弱点を抱かかえ、あちらは完全防ぼう御ぎよ。こちらは有効打がなく、あちらの攻こう撃げきはカス当たりでもそれなりに効く。普ふ通つうに考えれば、負けるな」

「キキキキキキキッ♪」

　気分を良くしたのか、髪かみの奥から鼠ねずみのように人形が嗤わらう。




「おい、あれ」

「……やだ！」

「そうか、なるほど」




　うんざりした顔で、少年と少女が口々に。




「「……男かよ（なの）、アレ!?」」




　少女を象かたどった日本人形。血まみれの振ふり袖そで、そのはだけた裾すその奥。

　カニの甲こう羅らのような白い殻から、つるりとした人形の股こ間かんから、肉の棒が隆りゆう々りゆうと。

　おぞましい欲望を示すように、勃ぼつ起きしていた。




「オイテ　け？」

「カネ　オンナ　……ソシタラ」

「ミノガシテ　ヤルカモ　シレナイ　───ヨ？」




　耳みみ障ざわりな声。だがそんなことよりも、零レイ士ジはあることが気になった。

「そんな姿になってまで、金と女か。俗ぞく物ぶつだな……というか」

　零レイ士ジの隙すきを狙ねらい、執しつ拗ように蛍ケイを狙ねらう人ガ形タ人ビ間ト。

　カバーに入ることまでを見込んだ、こちらを削けずる戦術と思っていたが。

　真実はもっとシンプルで、救いがたいものだった。

「怪カイ異イにモテる謎なぞのフェロモンでも出してるのか？　柿カキ葉バ」

「知らないわよ！　だいたいお人形に知り合いなんか……」

　いない、と言いかけて。

「おまえ　おとこのほウ　知ってル」

　ぼそりとした言葉を、聞いた。

「おやじノ　火か葬そうニ　来てタ……かっぷル。うぜェ。けど、いいオンナ……！」

「ありがとう。けれど、褒ほめられてもあまり嬉うれしくないわね」

　どこかずれた答えを返してから、蛍ケイは零レイ士ジに視線を送る。

「……あのひとの正体、心当たりがあるわ」

「奇き遇ぐうだな、俺もだ」

　金とか女とか車とか、非常にわかりやすい欲望を剝むき出だしにして。

　火か葬そう場ばですれ違ちがった、そんな人物を……知っている。

「実業家になるんじゃなかったのか？　ドラ息むす子こ」

「キイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!」

　皮肉をこめて、零レイ士ジが言う。

　逆げき鱗りんに触ふれたらしき、人ガ形タ人ビ間トの叫さけび。

「オレ!!　ワルクナイ!!　こいつら、バカ!!　オレノカネ!!」

「トッテキタ!!　イヂオグ!!　モチニゲ!!　シヨウトシタ!!　ダカラ!!」

「ああ、なるほど」

　聞き取り辛づらい独特の声こわ音ね。だが、いくつかの単語が理解できた。

「怪カイ異イサプリをキメて、カジノから盗ぬすんできた金を、仲間が持もち逃にげしようとしたわけか」

「……わりーけどミリも驚おどろかねえ。そらそうだろ」

　月ゲツのぼやきに、まったくだ、と零レイ士ジは思う。

（こいつが、オーナーの息むす子こだとしたら）

　大学生だ、と言っていた。恐おそらく大学の繫つながりから半グレたちと接せつ触しよくし、手を組んだのか。本人的に友情があったのか、あるいは利用しただけかは知ったことじゃない、が。

「化け物になるってことは、そういうことだ」

　近代社会、普ふ通つうの暮らしではまったく出番のない超ちよう能のう力りよく、異能の対価。

　チートの代だい償しよう──迫はく害がい、不信、無理解、人間関係の崩ほう壊かい。怪かい物ぶつとの約束は守られず、騙だました卑ひ怯きよう者ものは勇者と讃たたえられる。物語の常道で、どこにでもあるありふれたお話だ。

「自分だけは裏切られない。自分は愛されている。自分だけは例外だ。そんな風に思ったか？

　そんなわけないだろう。悪いが、目的といい行動といい、死ぬほど普ふ通つうだよ。あんたは」

「ッ!!　ザ!!　チガ!!　ッケンジャ、ネエエエエエエ!!　ナメてんじゃネェェェェェゾ!!」

　脅おどし文もん句くすら陳ちん腐ぷに過ぎて。

　怯おびえるより先に哀あわれみすら感じ、零レイ士ジは確信した。

（こいつは、まだ……《人間》だ）

　怪カイ異イは喋しやべらない。その必要がない。ただ物語の法則に従って動くだけだ。

　生物のように見えるが上辺だけ、決まり事から離はなれて勝手に動くことなどありえない。

　ついさっきまでの人ガ形タ人ビ間トは限りなくそれ、怪カイ異イの本質に近かっただろう。

（だが、今。人形人間コイツは崩くずれた）

　ぺらぺらと、聞いてもいないことをよく喋しやべる。

　情報をバラ撒まくだけ、何の意味もないふざけた行こう為いがその証あかし。

　物語の法則から外れてアドリブをはじめ、芝しば居いを壊こわした役者のように。

「《雑ぞう巾きん絞しぼり》──蟻アリ本モトに紹しよう介かいされて、怪カイ異イサプリを買ったのか」

「ゴネ、ツエェだろォ？　……イッシヒヒヒヒヒヒ……！　マジ安ィ！　タダ!!　みてェな！　ブッケンバライ!!　クソゴミ紙切れいちまィで!!　イヂオグ、ゲッド!!」

　自じ慢まんげなマウンティング。無機質な人形が、これでもかと醜みにくさを露あらわに。

「物ぶつ件けん払ばらい？　……そういえば」

　斎さい場じようで交かわされた会話を思い出す。

　遺産から、どこかの権利書を持ち出したとかで、母親とモメていた記き憶おく。

「燃えたガールズバーが入ってたビルの権利書か。あれを売人に渡わたした？」

「ちがゥ。あそこ、オレのみせ!!　ゴミみてェな経営しかしなィおやじとちがう!!　りえき！　カネ!!　カネカネカネカネカネカネカネカネ!!　あそこ、おれノもの!!」

「正直、会社だ店だと経営の話をされてもわからん。だが」

　亡なき人の面おも影かげを零レイ士ジは悼いたむ。

　ほんのわずか、数分の会話しかない。寂さびしい思い出だったけど。

「あの人は、信念を持っていたと感じた。エロスよりアガペーだ、とな。金だけじゃない、他の目的があって店をやり、それを叶かなえていた。おまえとは違ちがう」

「なにィ……!?」

「おまえがどんな店をやるかなんて知ったことじゃない。だが人の金を盗ぬすみ、命を奪うばった責任を果たしてもらう。それが、俺たちの仕ビジ事ネスだ」

「やってミロよ。ガキ」

　ぬるりと編まれた髪かみの隙すき間まから、人ガ形タ人ビ間トが顔を出す。

　ヒビ割れた頭。亀き裂れつから覗のぞく皮を剝はがれた筋肉。ぬるぬると分ぶん泌ぴつされる血に似た体液。

　ぎょろぎょろとした丸い眼め、どれもヒトを正確に小型化した、完かん璧ぺきなミニチュアで。

「答えろ。蟻アリ本モトが父親を殺したのは、お前の指示か？」

「知らねェよ」

　吐はき捨すてるように。

「しネとは言ったゼ。そしたら遺産、オレの。かねもち。じんせい、ぎゃくてん……!!　ねがいカナッタ！　らっきー!!　そんダケじゃン!?」

「くっそ雑い……。いいのかよ、そんなんで？」

　呆あきれ顔がおで突つっ込こむ月ゲツ。

　ケタケタ笑う人形に対し、零レイ士ジはどうでもよさそうな顔で答えた。

「母親の浮うわ気きで離り婚こん。金をせびる目的で、いい大人になってから父親と再会。突つっぱねられたあと、自分で店に顔を出すこともできず、手下を通わせて様子見か」

　情報を総合すると、そういうことになる。

「狙ねらって父親を殺したのなら、少しは恐おそれていた。《外》ならともかく、この街ではな」

　だがその覚かく悟ごもなく、勝負に出る度胸もないままに。

「流されるままに他人にやらせ、したことといえば親の遺産を盗ぬすんでやばい薬をキメただけ。しかもそれで強くなってからじゃないと、殺しも盗ぬすみもできやしない」

「……!!」

「お前は凡ぼん人じんだよ。どうしようもなく普ふ通つうの、せこくて意い地じ汚きたないただのクズだ」

　答えは唸うなる髪かみの鞭むち。

　イラッと来たのだろう。零レイ士ジに向かい、次々と襲おそいかかる。

　しかし、のたうつそれはすべて虚むなしく空を打つ。

　巧たくみなフットワーク。いつしか室内に立ち込める白い霧きり、その中心にたゆたう黒い靄もや。

　白と黒が混ざる濃のう霧むの中、佇たたずむ少年の輪りん郭かくは──わずかな光に映はえてぼやけ、ずれていた。

「キッ!?」

「さっきまでの方が怖こわかったぞ。ぺらぺら喋しやべり出したとたん、一気に小物感が出た。……だがまあ、無理もないとは思う。せっかく強くなったんだから」

「……ナニ、言っテ……!?」

　車でも、ゲームでも、武器でも、薬物でも、暴力でも、同じことだ。

　ヒトは優すぐれた何かを手に入れた場合、それを自じ慢まんし、ひけらかそうとするもので。

「俺たちをびびらせて、苦しめて。気持ちよくなりたかったんだろ？」

　快楽。喜び。楽しみ。純じゆん粋すいな怪カイ異イたる《死人形》に存在しなかったもの。

　サプリをキメたヒト、人形ならざる人間ならではの感情。ヒトは喜びに抗あらがえない。

　キメたがるような、今の自分に不満を抱いだく弱者。かといって変わる努力をしない怠たい惰だ。

　そんなありふれた愚ぐ者しやなら、なおさらだ。

「俺はこんなに強いんだ、怖こわいだろ、凄すごいだろ？　──そう見せつけるために殺したな」

「なんだヨ、それ」

「カジノ強ごう盗とうの話だ。金だけ盗ぬすむこともできたはずだ。だがお前は３人殺した。そして仲間も殺したな。あんなふうにぶら下げて、死体まで貶おとしめて、股またぐらをおっ立てた」

　まるで同情できないな、と零レイ士ジは思った。

　人殺しの言い訳にいいも悪いも無いといえばそうだが、それにしても酷ひどすぎる。

　家庭環かん境きようの悪さはまだ同情の余地があるかもしれない。だがその後はどうだろう。高等教育を受け、大学まで入ってやることが半グレ集団の仲間入り。戸こ籍せき上じよう他人の父親に金をせびり、クズならクズでクズらしく殺して奪うばうこともせず、誰だれかが殺すのをただ待って。

　転がり込んできた金で強くなったとたん、殺して奪うばってイキりだす。




「凄すごいな。いっそ感動的なほど同情の余地がない」

　だから、と霞カス見ミ零レイ士ジは言った。




「教育オシエてやるよ。──本バケ物モノってやつをな」

「チュキイイイイイイッ!!」




　理解不能の絶ぜつ叫きよう、唸うなる髪かみ鞭むち。小さな爆ばく発はつじみた破は壊かい音おん、連打。

　鞭むちが巻き起こす風がごう、と霧きりを巻く。即そく座ざに駆かける零レイ士ジ、狭せまい室内、逃にげる場所などないはずなのに、まるで体重のないものかのように、壁かべや天てん井じようを蹴けって縦じゆう横おう無む尽じん。

「ふワふワ……トッ!?」

「べらべら喋しやべるからだ。──十分に《積めた》」

　ふわりふわり。鞭むちが巻き起こす破は壊かいの嵐あらし、だが零レイ士ジは暴風に漂ただよう風船のごとく避さけてゆく。

　時には驚おどろくほど身体からだを反り、バレリーナのように脚を開き、クルクル踊おどるように回って。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。──奇キ門モン遁トン黒コク」

　指の印が刻むのは、ある程度閉へい鎖さされた空間でしか成し得ない技わざ。

　室内に撒まいた霧きりは目くらましであり、さらにスクリーンとしての役割を果たす。

　空を漂ただよう零レイ士ジの断だん片ぺん、水分を含ふくんだ飛ひ沫まつ、霧きりのひとつぶひとつぶが光を屈くつ折せつさせ、靄もやに隠かくれた零レイ士ジの実体を、ほんの数センチずらして映すのだ。

「つまるところ、蜃しん気き楼ろうだ。どうした髪かみ使つかい、捕つかまえてみろよ！」

「キイイイイッ!!　……ナめるンじゃ、ネ───ッ!!」

　ヒステリックに叫さけび、怪カイ異イの髪かみがほどけ、針のように尖とがるとまっすぐに伸のびた。

　栗くりのイガ、雲う丹にの棘とげ、山やま嵐あらしの針のように。全方位に突つき刺ささる針の奔ほん流りゆう、回かい避ひなど関係ない。室内を埋うめ尽つくさんとする刺し突とつ攻こう撃げきに、霧きりが対応するかのごとく変質する。

　ぐにょり──黒い粘ねん土ど。白い霧きりが針と化した髪かみに黒く変わってまとわりつき、瞬しゆん時じに硬こう化か。接着された髪かみは鋭するどさを失い、勢いすらも無くしてガチガチの塊かたまりとなっていく。

「ア……!?　な!?　切レ……なィ……!?　イタッ!!　イタタタタタタ!?」

「無限に伸のびる髪かみの毛けだ、毛根から抜ぬけるってこともないだろう。決して切れない髪かみ、それが怪カイ異イとしての法則と踏ふんだ。お前を創る逸いつ話わや怪かい談だんについて、俺はまるで知らないが──」

　まるで磔たつ刑けいのごとく。

　伸のびた髪かみを接着された人ガ形タ人ビ間トは、無敵の髪かみそのものによって縛しばられていた。

「──黒コク白ビヤク霧ム法ホウ、黒クロ膠ニカワ。簡単に取れると思うなよ」

　触ふれれば瞬しゆん間かん硬こう化かする黒い接せつ着ちやく剤ざい。

　髪かみにへばりついて取れない、切ることさえできず、髪かみは抜ぬけない。つまり、これでは。

「ギ……キッ、キイイイイッ!!　はな、ハナナアアアアア!!　ハナ、セッ!!」

　虐ぎやく殺さつ現場の真逆。髪かみが創る蜘く蛛もの巣すに囚とらわれた犠ぎ牲せい者しや、半グレたちの屍しかばねの代わり──

　人形の怪カイ異イを宿した人間は、自らの無敵に絡からめとられ、封ふうじられた。

「ギッ!!　キイイッ!!　キ!!」

　人形の首がギシギシと軋きしむ。外骨格じみた殻からのヒビが広がり、体液が滴したたる。

「その髪かみ、それなりにパワーがあるみたいだが……壁かべや床ゆかを丸ごと剝はがして自由になれる、って程ほどじゃなさそうだ。まあ、髪かみを伸のばせるだけ伸のばせばある程度動けるだろうが」

「！」

　追おい詰つめられた人ガ形タ人ビ間トは、わざとらしく与あたえられたヒントに飛びついた。

　しゅるるる、と再び擦さつ過か音おん。接せつ着ちやく剤ざいで固められていない髪かみがぐんと伸のびると、髪かみに埋うもれるように隠かくれていた小さな人形が飛び出し、節くれた指を鉤かぎのように曲げて襲おそいかかる。

「キイィィィッ!!」

「……少しは考えろ。いくら伸のばしても、繫つながってる限り逃にげられないだろ」

　言葉は冷たく、反応は早かった。

　微かすかに身を反らしただけで飛びついてきた人形の手を躱かわし、少年の爪つま先さきが人形を蹴けった。

　抉えぐるようなハイキック。矮わい軀くが叩たたきつけられ、抵てい抗こうする間もなく何度も何度も踏ふみにじる。

「ギイッ!?　ギ!?　イ!!　いた!!　イタイ!!　や、ヤメ……!!」

「おまえが殺したやつに言ってみろ。絶対にやめないだろう」

「……キ……ィッ!!」

　ヒビ割れた人形の顔に、はっきりとした焦あせりと恐きよう怖ふが走った。

　零レイ士ジは微み塵じんも加減することなく、何度も何度も靴くつ底ぞこの踵かかとを叩たたきつける。びちゃびちゃと着物に染しみ込こんだ鮮せん血けつが飛び散ってズボンの裾すそを汚よごしていくが、かまいもせずに。

　ガンガンガン、ガンガンガン、ガンガンガン、ガンガンガン……！

「殴なぐろうが蹴けろうが、半分怪カイ異イだ。本質的にはダメージにならない。だから」

「キ、キ、キ……!?」

「能力を使うまでもない──心がへし折れるまで続けてやるよ」

「き、ひぃ……っ!!」

　それは、すでにただの悲鳴だった。

　踏ふみ躙にじり、蹴け飛とばし、叩たたき潰つぶす。怪カイ異イたる法則に守られた人ガ形タ人ビ間トは、本質的に傷つかない。

　だが情け容よう赦しやなくひたすら蹂じゆう躙りんされ続け、痛みと共に恐きよう怖ふを叩たたき込こまれる。

　いくら逃にげようともがいても、床ゆかにへばりついた髪かみが邪じや魔ますぎた。

　壁かべや天てん井じようと接着され、いくら髪かみを伸のばして移動できたとしても隠かくれることすらできず、目にもとまらぬほど素す早ばやい身のこなしも、紐ひもつきの状態ではまったく意味をなさない。

「ひ、ヒィ……ヒイイイッ……！」

　無残な姿。血染めの着物は無数の靴くつ跡あとを叩たたきこまれ、ただの汚きたないボロ布のようだ。

　怯おびえ、竦すくみ、辛かろうじて顔を庇かばって丸くなる。人ガ形タ人ビ間トの背中を容よう赦しやなく蹴けり続つづける零レイ士ジに、その場を見ていた蛍ケイが息を吞のみ、声をかける。

「やりすぎじゃない？」

「甘い。さっきも言ったが、法則に則のつとった攻こう撃げき以外、こいつにはほとんど効かない」

　ガッ!!　ガンガンガンガン、ガツガツガツガツ!!

　何度も何度も踵かかとを叩たたきつけ、蹂じゆう躙りんする。振ふり返かえった零レイ士ジの顔には、サディスティックな欲望などまったく無い。あるのは焦あせりと、そして危機感だけだった。

「俺はこいつの元ネタを知らない。弱点法則が見み抜ぬけない以上、決定打が無い。だから暴力で黙だまらせるくらいしか思いつかん。他に方法があるなら聞くが、あるか？」

「……サプリは!?　また人間サプリを作って飲ませれば、戻もどるんじゃ……!?」

「どうだろうな。……怪カイ異イサプリは、幻想フアンタビサプリより身体からだに残る」

　時間経過で戻もどった《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》と、サプリをキメた結果戻もどれなくなった《雑ぞう巾きん絞しぼり》。

　後者は人間サプリの摂せつ取しゆで元に戻もどったが、怪カイ異イ法則を突ついて無力化した状態だ。この状態、竦すくんでいても怪カイ異イとしてはノーダメージの人ガ形タ人ビ間トに効くかどうかはわからない。

「弱点を突ついて無力化する以前に飲ませて効くかどうかは賭かけになる。ただでさえ劇薬じみたヤバい代しろ物ものを適当に飲ませて、無事で済むかどうか」

「……それは、困るわ。殺したいわけじゃないもの」

「だろ。なら暴力だ」

「ヒッ……!?　ギッ、キイイッ!!　た、タス……け!?　やめ、テ……!!」

　再び人形を蹴けり始はじめる零レイ士ジ。じたばたともがく小さな体を体重をかけて踏ふむが、人形の殻からに入ったヒビから嫌いやな色の体液がぐちゅりと滲にじんだきりで、大きな傷にはならない。

（──必死だわ。本当に、他に方法がないから……）

　蛍ケイは思う。口実を作っていたぶっているだけなら、もう少し楽しそうな顔をするだろう。

　だが実体は真逆。露ろ悪あく的てきな言動、言葉の鋭するどさや冷たさは意図的なものだ。殺せない怪カイ異イ──弱点を突つかれないかぎり無敵の怪かい物ぶつを、ほぼ無む駄だな暴力と脅おどしでヘシ折っている。

「安心しろ、こういうのは得意だ。何せ、昔さんざんやられたからな」

「……え……？」

「ひどい顔だ。綺き麗れいにしてやるよ、その面をな」

　ガッ!!　ゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリゴリ……！

「ヒイイイイィィィィ……ッ!!」

　泣きべそをかきはじめた人ガ形タ人ビ間ト、その小さな頭を鷲わし摑づかみにすると、コンクリートに擦こする。

　鑢やすりをかけたようにゴリゴリと削けずれているのは、怪カイ異イではなく壁かべだ。

　怪カイ異イ自身には大した痛みも傷もない。

　だが言葉の脅おどしと、恐きよう怖ふを刺し激げきするビジュアル、痛そうな音が心をえぐる。

　──痛々しい。

　それは再現、いや……《再演》だ。

「昔、あなたがされたことを……しているの？」

「俺はこいつほど丈じよう夫ぶじゃなかった。血も出たし痛みも味わった。ちょうど今の柿カキ葉バみたいに妹が親を止めてくれたが、効果はなかったな。こっそりやるようになっただけだった」

　ガンガンガンガンンガンガンガンガン！

　髪かみの毛けを摑つかみ、人形の頭を持ち上げては何度も何度も鼻先から床ゆかに叩たたきつける。

「俺の時は風ふ呂ろ場ばの角だ。前歯が全部折れるまでこうされた、治ったが。お前は折れるかな？　たぶん無理だろ、丈じよう夫ぶだから。つまり終わらないってことだ、良かったな」

「ひ、ヒィ……！　や、ヤダ!!　やメ……ギャッ!?」

　歯一本折れず、鼻筋も歪ゆがまない。人形怪カイ異イにダメージは全くない。

　だがガタガタ震ふるえながら目め尻じりに涙なみだを溜ためるその顔は、心から恐きよう怖ふを味わっていた。

「嫌いやなら、出てろ。社長へ連れん絡らくして対処法を聞いてくれ」

「……その間、ずっとあなたは、それをするの？」

「目を離はなして逃にがしたら、今度は俺の責任だ。犠ぎ牲せい者しやが出たら詫わびようがない」

　だから、やめない。やめられるはずがない。

　たとえ自分自身の心を抉えぐり、傷つけ、殺すような。

　妹を刺さし、家に火まで放った両親の狂くるい方かたを真ま似ねてでも。

「無む駄だな暴力で、可能な限り恐きよう怖ふを与あたえて無力化する。──これも、仕事だ」

　何の感情も浮うかんでいない虚うつろな顔。

　痛みに慣れて麻ま痺ひした、けれど傷ついていないはずのない、その顔に。

「──行かない」

「こいつを助けたいのか。尊敬してたオーナーの息むす子こだから？」

「違ちがうわ。正直、その人は私も好きじゃない。いえ、普ふ通つうに嫌きらいだけど」

　それはそれとして。

「あなたが……友達が目の前で傷つくのが、もっと嫌いや」

　そこで一いつ拍ぱく、想おもいをこめた息を吐はいて。




「だからあなたを止めるわ、霞カス見ミくん。

　その暴力で、その子よりあなた自身を傷つけてるから」




　まっすぐ目を見て告げる真しん摯しな視線。蛍ケイのそれと、零レイ士ジのそれがぶつかる。

「……え～と、どうすりゃいいんだ、これ？　どっちの味方すりゃいいの？」

　尻しつ尾ぽをくるりと内うち股またに巻き、毛をしゅんとヘタれさせた月ゲツが言うと。

「俺だろう。ＤＶ以外、コレを無力化する手段がない」

「ＤＶが手段に入る時点でどうかと思うわ。別の方法を考えるべきでしょう」

　柿カキ葉バ蛍ケイは都市伝説について詳くわしくない。オカルト方面に興味もなく、知ろうとしなかった。

　だがそれでも、日本人形やフランス人形にはぞっとする不気味さを感じる。

「もし家に、こういうお人形があったら、どうしたらいいと思う？」

「……ゴミの日に捨てる？」

　首を傾かしげる月ゲツに、蛍ケイは頷うなずいた。

「そうね、最初に思いつくのはそれだと思う。けど、それで怪かい談だん噺ばなしにオチがつくとは思えない。もっと違ちがう、それらしい対策が必要よ。読者が『それで何とかなりそう』と感じるような」

　聞いたこともない都市伝説、怪かい談だん噺ばなしのオチを想像する。必要なのは、説得力だ。

　祟たたりが終わり、穢けがれが祓はらわれると確信できる何か。トラウマを抱かかえた少年のＤＶではない、もっと清らかでスマートな解決方法が、きっとあるはずで──。




「──あ」




　ふと、思おもい浮うかんだのは。

　死者を送る場、空へ高らかに昇のぼってゆく火か葬そうの煙けむり。




「お焚たき上あげ、って聞いたことない？」

「何だ、そりゃ」

「遺品とか、どうしても処分しづらいものをお寺や神社に持っていって燃やしてもらうのよ。私も詳くわしくないけど、そういうものがあるということだけ知ってるわ」

　死者を送る方法は、火。ホラー映画の怪かい物ぶつが炎ほのおに飲まれて消えるように。

　故人の想おもいがつまった遺品を、ただ捨てるのではなく彼ひ岸がんへと送る儀ぎ式しき──。

「火をつけましょう。たぶん効くと思う」

「……エ？」

　ぎしり、と人形が軋きしむ。ぼろぼろの顔、頭を零レイ士ジに摑つかまれたまま。

　媚こびるような、まさかそんなことするはずがない、というような怯おびえた顔で。

「まさカ　あんタ　まじ？　……おれを　燃やス……って、コト!?」

「殴なぐられ続つづけるよりいいと思うけど。嫌いやなの？」

「嫌いやだヨ!!　嫌いや!!　たすっ……タスケて!!　こいツ、おかしィ!!」

「失礼ね、おかしくないわ。そのままだとあなた、人間に戻もどれないかもしれないのよ？」

　じたばたともがく人ガ形タ人ビ間トに、蛍ケイはきちんと距きよ離りを置いてそう諭さとす。

　注射を恐おそれる年下の子供に言い聞かせるような、穏おだやかな語り口で──。




「だから、燃えて。大だい丈じよう夫ぶよ、ちゃんと消すわ」

「ィ……ヤァアアアアァァァアアアアアァァァ!!」




　ゴッ……!!




　タンパク質が焦こげる嫌いやな臭におい。

　あれほど丈じよう夫ぶだった怪カイ異イの髪かみがチリチリに短くなり、毛根と皮ひ膚ふの瀬せ戸と際ぎわまで達していた。現場に転がっていた半グレのライターで生はえ際ぎわを焼かれ、泡あわを吹ふいた人ガ形タ人ビ間ト。

「アギ……アギギギギギィ……」

「小ボ火ヤで済んだわね。すぐ燃もえ尽つきてくれて助かったわ」

　ビクビクと痙けい攣れんするそれに、バケツの水をかけた姿勢で見下ろして、柿カキ葉バ蛍ケイはそう言った。

「……釈しやく然ぜんとしない。殴なぐるのはダメで、燃やすのはアリでいいのか？」

「それはオレもそう思う……。歴史の教科書の拷ごう問もんみてーになってんだけど」

　火をつけたとたん、あれほど丈じよう夫ぶだった怪カイ異イの髪かみは呆あつ気けなく燃えた。

　全身を炙あぶられて転がり回る人ガ形タ人ビ間トに慌あわてて水を調達、ぶっかけて消火。

　幸いと言うべきか、お焚たき上あげという予想は当たり──完全に無力化されている。

「だって、殴なぐっても解決にならないでしょう？　元に戻もどらないかもしれないわけだし」

「燃やせば戻もどると決まってたわけでもないだろ」

「殴なぐるより可能性は高いわ。やり得よ」

「……それはそれでどうかと思うが、実際効いたから言いい辛づらいな……」

　拷ごう問もんまがいのＤＶで心をヘシ折るより、弱点を突ついて無力化した方が安全なのは確かで。

　そういう意味で蛍ケイの判断は正しい、と頭の中で思いつつも。

「……蛍ケイちゃん、怒おこらせねーよーにしようぜ、零レイ士ジ。こういうタイプが一番怖こわいわ」

「だな。……気をつけよう」

「失礼だわ。理由もなく友達を燃やしたりしないわよ」

「理由があれば燃やすのが怖こわいんだ」

　そんな風に話しながら、ふと不意に。

「だが。助かった。……ありがとう」

「え？」

「俺のために怒おこってくれたから。昔、そうしてくれたのは妹だけだったから」




　だから、ありがとう。

　繰くり返かえすように零レイ士ジは二度、そう言った。




　　　＊




「何とかなったってさ。ほら、言ったとおりだったでしょ？」

《幻想清掃Fantastic Sweeper》オフィス。現場から届いた電話を切ると、社長・楢ナラ崎サキはそう言って。

「結果おーらい。……行き当たりばったりなのが、かなりだめ」

「そうかなあ。とりあえず成功しただけいいじゃない」

　ヒトを象かたどった形かた代しろに厄やくを寄せ、流す儀ぎ式しきは古来より各地に伝わっている。

　魔ま術じゆつ儀ぎ式しきとしての詳しよう細さいは絶えて久しい。しかし古来の文化習しゆう俗ぞくという形で残り、近代化した冠かん婚こん葬そう祭さいの中にもその名残なごりがある。火により亡なき骸がらを荼だ毘びに付すのもまた、そのひとつで。

「《死人形》の厄やくは焚たき上あげられた。あとは人間サプリを打ってやれば、そのうちヒトに戻もどるでしょ。証言が取れるかどうかはわかんないけど、まあ最悪無しでもいいさ」

　仮面舞踏街マスカレードでの殺人はほぼ立証できない。

　身元を示すものを持たず、サプリをキメた状態では顔や指し紋もん、ＤＮＡ鑑かん定ていも難しいからだ。しかし今回は被ひ害がい者しやの身元が遺留品から判明する可能性が高く。

「普ふ通つうに強ごう盗とう殺人だからねえ。昨今は死し刑けい判決もカジュアルに出るし、未来は暗いね」

「ふぅん？」

　秘書ネルはつまらなそうな顔で聞きながら、ＰＣを操作する手を止めもしない。

　つれない態度。一いつ切さい聞く耳持たない、どうでもいいという感じの彼女に、楢ナラ崎サキは喋しやべり続つづける。

「で、《雑ぞう巾きん絞しぼり》のスマホは無事確保できたそうだよ。そっちの調査は進みそうかい？」

「もんだい、なっしん。というか……」

　閲えつ覧らん中ちゆうのディープウェブ。

　一いつ般ぱん人じんはログイン不可のアンダーグラウンド御ご用よう達たし、盗とう品ひんなど訳アリの品を捌さばくマーケット。競せりにかけられた商品の履り歴れきを追っていたネルが、ある結論に達していた。

「ネット慣れしてないのは、本当っぽい。──最低限のカモフラだけで、見つかった」

「おやおや。それじゃわざわざ蟻アリ本モトのスマホを回収する必要は無かったかな？」

「わかることはあるから普ふ通つうにいる。けど……」

　開かれたのは、旧時代のネットオークションを模した古めかしいＷＥＢページ。

　匿とく名めいの入札履り歴れきがズラリと並ぶ。分類は『ヘルスケア・健康食品』──適当すぎるカテゴリ。

「おや、コレかい？」

「たぶん」

　出品者──匿とく名めい。ハンドルネームすら表示されない空白。

　商品説明はＵＲＬひとつのみ。それが示すものが何なのかは、言うまでもなく。

「例の動画。《雑ぞう巾きん絞しぼり》や《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》のプロモ。別アングルで撮さつ影えいした新バージョン」

「そんな映像を持ってるのは当事者だけ。本物だという証明ってわけだ。で、状じよう況きようは？」

「競せりかけてる。入札してるのが誰だれか特定するのは、今は無理。……わお」

「こりゃまた大金だ。世の中にはヒマ人が多いもんだねぇ」

　画面を覗のぞき込こんだ楢ナラ崎サキが、眼鏡を軽く持ち上げながら感かん嘆たんする。

　オークション終しゆう了りよう１分前、景気よく吊つり上あがる数字。８桁けたから９桁けたにまで届きそうな──

「入札する？」

「そんなお金無いよ。あったとしても、コレに使うのは嫌いやだねえ」

　コチコチと減る残り時間。00：58、00：57、00：56……と秒刻みで焦しよう燥そう感かんを煽あおり、釣つられたかのように入札が増す。特に競せりかけているのは３人、いずれも当然、匿とく名めいで。




　00：03　──¥98,000,000

　00：02　──¥99,000,000

　00：01　──¥100,000,000

　00：00　──¥120,000,000 NEW!!




『──落札！』




　カウントが０を刻み、オークション画面が閉じる。

　残りのやりとりは落札者と出品者のみ、他者が知ることはできない。

　暗転した画面に反射した秘書と社長の姿が──あたかも亡ぼう霊れいのように、映り込んだ。
















　積み重なった瘡かさ蓋ぶたのような違い法ほう建築。

　仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラには新規で居住許可が下りることはない。

　故ゆえに公おおやけに『住める』場所は仮面舞踏街マスカレード認にん定てい以前からのアパート、マンション、一いつ軒けん家やのみ。それ以外は不法占せん拠きよにほかならず、運営側による強制執しつ行こうによる排はい除じよが幾いく度ども行われていた。

　だがそれでも、この街に住みたい──仮面を被かぶることに慣れすぎるあまり、《外》の世界へ戻もどるのを拒こばむ者は数多く、彼らは許可が下りている建物に殺さつ到とうした。

　結果出来上がったのが、蟻あり塚づかめいた異形の建物。

　建築基準など無視したＤＩＹ紛まがいの施せ工こうによって継つぎ足たされた部屋。

　がんじがらめの配線や植物の根のような配管は、血管が浮ういた異形の肉にく塊かいじみていた。




　そんな《継つぎ足たしマンション》の一角──二階、角部屋。

　窓を開ければ向かいの壁かべ。元マンションの雑居ビル、最悪なことにラーメン屋が同じ階。

　換かん気き扇せんから漂ただよう猛もう烈れつな豚とん骨こつスープの悪あく臭しゆう。定休日以外窓は開けられず、風ふ呂ろとトイレは最近リフォーム済みで比ひ較かく的てきマシながら、洗せん濯たく機きを置くスペースが無く玄げん関かん脇わきに出してある。

　他の住民はほぼいない──マンションまるごと《幻想清掃Fantastic Sweeper》の所有、塩しお漬づけ物件。

　条件のいい空きビルと見て住みつこうとする人獣ニンジユウたちを追おっ払ぱらう番犬代わりにと、相場より１割引きの家賃を給料から天引きされながら、ふたりの少年が住んでいる。

　表札はちぎったメモ用紙。『霞カス見ミ』と『頼ライ山サン』と書いてあるが──

　何を勘かん違ちがいしたのか、マジックで相あい合あい傘がさの落書きをされており、見るたびに鬱うつになる。

「死ぬほど部屋は余ってるんだから、ひとりひと部屋でいいと思うんだがな」

「……んな金ぇ──……ねーじゃん？　家賃、倍だぜぇ──……？」

　やたら間延びした声が返ってきて、霞カス見ミ零レイ士ジは深々と息をついた。

　シャカシャカシャカシャカ、リズミカルな音をたてるブラシ。いい香りの青い洗せん剤ざいを白磁の陶とう器きにぶちまけて、隅すみ々ずみまで黄ばみや汚よごれを落としていく。ピカピカに。ピカピカに。

「それは痛い。痛いんだが」

「ならぁ……いーじゃーぁ───……ん？　めんどいっち……しぃ……」

「寝ねぼけ過ぎだ、顔でも洗ってシャキッとしろよ。ああもうこんなところまで汚よごしやがって、あと毛だ。抜ぬけ毛げ。詰つまるんだよ、配管が！」

　ぎゅっぽぎゅっぽぎゅっぽ。

　流れの悪いトイレに特大の吸きゆう盤ばんを突つっ込こんで詰つまりを解消。大量のイヌ──

　人狼ワーウルフの抜ぬけ毛げに、いつものことながらうんざりする。わかっちゃいるのだが、やはり。

「リフォームの時、イヌ科用の便器にすべきだったか？　配管太めの詰つまらないやつ」

　仮面舞踏街マスカレードにおけるトイレ事情は意外と深刻な問題だ。

　何せみな吞のむし、食べる。肥満対策、健康志向を名目に表社会では規制された暴飲暴食が、この街ではしぶとく生きており、それ目当ての客は尽つきることがない。

　当然、食べたら出るのだが、人獣ニンジユウ化かした客たちは内臓の形すら変化しており、成分から形、方法すら違ちがう場合がある。肉食用、草食用、爬は虫ちゆう類るい。さらに尻しつ尾ぽがある場合も多い。

　普ふ通つうにしようとすると水のタンクが邪じや魔まなので、尻しつ尾ぽを後ろから肩かたに乗せるように持ち上げてするのが普ふ通つうだが、寝ねぼけた月ゲツはちょくちょくサボって尻しつ尾ぽを濡ぬらし、慌あわてて洗うのだ。

　とはいえ、まだ中型サイズなので比ひ較かく的てきマシだ。肉食草食を問わず、大型種を引いた場合、当然体格に合わせたバスタブみたいなトイレを使うはめになり、設置数は極きわめて少ない。

　中には動物らしく、外の砂地やペットシートでやりたがる変態もおり──そうした片付けもまた、怪カイ異イの探たん索さくや捜そう査さをしていない時期の《幻想清掃Fantastic Sweeper》、下したっ端ぱ社員の最悪な仕事だった。

「やはりヒト用だと詰つまりやすいか。まったく、しょうがない……！」

「……よろこんで、ねー？　おまえ……」

「ない。ふざけるな。まったく、しょうがない、しょうがないからな……！」

　と言いながら、マスク越ごしにもわかるほど、零レイ士ジの口角は上がっている。

　ハイになった笑え顔がお。別にトイレが好きなわけではない。好きなのは掃そう除じ。風ふ呂ろも好きだが、トイレ掃そう除じも案外ハマる。ゴム手て袋ぶくろをはめ、ピカピカに磨みがき上あげるのは満足感がある。

「次は備品の高圧洗せん浄じよう機きをレンタルするしかないな。その時はお前も金出せよ」

「え～……？　まじぃ……？　だりぃじゃん……。いくらよ、なんぼ？」

「関西か関東かどっちだ。まあ数万の出費になるだろうが」

「ひっでぇ……。お前、こうドロッとなって詰つまり解消とか……できんじゃね──……？」

「できないことはないと思うが、それ俺に便所に全身突つっ込こんで掃そう除じしろと言ってるんだぞ。さすがに嫌いやだ、風ふ呂ろの排はい水すい溝こうの詰つまりくらいならともかく、トイレは嫌いやだ」

　霧の怪物ブロツケン、不定形の存在だが、触さわった感かん触しよくは伝わってくるのだ。

　自分たちが使っているとはいえ、嫌いやすぎる。そのくらいは月ゲツも理解しているはずだが。

（あいつは朝が弱すぎるからな。まだ寝ねぼけてるのか）

　人狼ワーウルフは夜型だ。天体の方の月が出ている間、生理的に肉体が活性化し、脳が覚かく醒せいする。

　健康診しん断だんを受けた時、医師が言っていた。大量の脳内麻ま薬やく──アドレナリン、エンドルフィン、他にもいろいろあるらしいが、人狼ワーウルフとなっている間はそれらが大量に出ていると。

　眠ねむくもならず、痛みもほぼ感じない。だがその代だい償しようは大きくて、そのかわり夜に眠ねむり辛づらく、朝の寝ね起おきは最悪で、目覚まし時計をいくつ並べても起きられないほど辛つらいようだった。

（まあ、当然か）

　ちらりとトイレから顔を出し、零レイ士ジは部屋を眺ながめる。

　申し訳程度のキッチン、リビング。家具らしい家具はほとんどない。

　中古のゲーム機、雑誌の束を積み上げて台にしたモニター。暇ひまな時間は動画サイト、無料番組を垂れ流し。幸いネット回線は通じており、部屋周辺のみ限定だが使える。

　寝ね床どこがふたつ──ひとつは零レイ士ジ、すでに畳たたんで布ふ団とんは上げた。

　もうひとつは月ゲツ。昨夜もうまく眠ねむれず、睡すい眠みん薬やくで無理矢理眠ねむった。吞のみかけのペットボトル、空になった錠じよう剤ざいシート。ＬＥＤの光を逃のがれるように布ふ団とんに包くるまり丸くなっている。

「俺に合わせて無理するからだ。夜間制にした方が絶対ましだろう、お前」

「だって、よぉ──……。こわいじゃん、ひとりでガッコとかさぁ……。寂さびしいじゃん……？　ひとりで定時制とかやだよお……。きつくても朝起きて一いつ緒しよに行きてぇ……」

「赤ちゃんか。甘えるな」

「つめてぇこと言うなよう……。泣くぞ、俺ぇ……はあ、だりぃ──……」

　もぞもぞと蛹さなぎのように、丸くなった布ふ団とんが動いている。

　昨夜は徹てつ夜やに近かった。蛍ケイは終電前に帰したが、血みどろの殺人現場の清せい掃そう、死体の片付けと運び出し、さらには人ガ形タ人ビ間ト──怪カイ異イ《死人形》だった男の訊じん問もんまで。

　正直、零レイ士ジも疲つかれは隠かくせない。

　なのに仮か眠みんから覚めてトイレに入れば、イヌ科の抜ぬけ毛げで詰つまっているのを発見。

　コトを始める前だったからまだマシだが、それでも睡すい眠みん不足で寝ね起おき即そくトイレ掃そう除じの苦行は精神的に来るものがあって、文句のひとつも言ってやりたいのは山々だったが。

（お互たがい様さま、ではあるからな）

　相棒を責める気にはなれなくて、手を動かした方が早かった。

　そんな風に思っていると、ふたたび死にかけたような声がする。

「おれらが、つかめぇたのによ──……なんでまた、訊じん問もん、できねえんだか……」

「本社預かりになったからな。受うけ渡わたしまでに聞きたいことはできるだけ聞けた」

　髪かみの毛けを焼かれて悶もん絶ぜつした《死人形》に人間サプリを打ち、無力なヒトに戻もどした後。

　ＢＴ本社が引き取りに来るまでの一時間弱。強ごう引いんに情報を吐はかせたのだ、が。

「柿カキ葉バを呼ぶぞ、と言ったとたん喋しやべったからな。薬が強きよう烈れつに効いたらしい」

「そりゃ、こえ──……よ。蛍ケイちゃん、迷わず火ぃつけんだもん……」

　それな、と思わず零レイ士ジも納なつ得とくする。ふてぶてしい態度をとっていた元《死人形》が、帰った蛍ケイを電話で呼ぶ素そ振ぶりを見せたとたん、強きよう烈れつにビビってぺらぺら吐はいた。

「あのドラ息むす子こと、蟻アリ本モトのスマホも回収できた。ネルさんに渡わたした結果、見たか？」

「んや……見てねぇっつうか、もう結果出たのかよ。早くね……？」

「まあ、早いな。連中のスマホから、闇やみオークションにログインできた」

　２台のスマホ。どちらも違い法ほう改造の結果、ディープウェブへのアクセスが可能だった。

　違い法ほう品ひんが大量に並ぶ現代の闇やみ市いち。当然、出品者と落札者、入札者の情報は守られているが。

「どういう手段を使ったか知らんが、昨晩開かい催さいされていた怪カイ異イサプリのオークションを発見。入札者のＩＤを割ったらしい。誰だれが最終落札者かは不明だが、手がかりにはなる」

「……じゃあ、今日はそれを調べる感じ？」

「放課後からな。他にも課題は山積みだが……」

　たとえばカジノの売上金、１億。

　最後の意地か、その行ゆく方えだけは《死人形》は頑がんとして吐はかなかった。

「殺された半グレ連中が持ち出したのか、あるいはドラ息むす子こが隠かくしたのか。時間があれば現場周辺を探すべきだろう。それに、あいつがパクッた不動産関係の書類もだ」

　前オーナーの所有する不動産について、公的な書類からある程度の調べがついた。

「盗ぬすんだのは権利書だけで、実印までは持ち出していなかったからな。名義変へん更こうの手続きとかまるで知らずに、それだけ持ってれば自分のものだと思ってたらしい」

　そもそも相続の手続きすら終わっていない以上、横領か窃せつ盗とうか。

《外》の法律に疎うとい零レイ士ジには理解しがたいが、オーナーが所有していた仮面舞踏街マスカレードの土地建物。ガールズバーのビルを含ふくむ複数の不動産関係の書類もまた、見つかっていない。

「あのオーナー、本気で金持ちだったらしい。アパートやら店てん舗ぽやら、仮面舞踏街マスカレードの中だけで十件を超こえるそうだ。本ほん腰ごしを入れて動かしてるのは元ガールズバーのビルだけらしいが」

「なんでまた……。税金、取られるだけじゃねえの……？」

「無法地帯だからな。資産価値なしとみなされて固定資産税は猶ゆう予よされるらしい。ただし賃ちん貸たいに出したり、店を出したりするとがっつり取られる。だから放置した方が安い、そうだ」

「……金持ちって、めんどくせえ」

「まったくだ」

　正直よくわからないが、金持ちには金持ちの事情があるということだろう。

　そんな風に感じながらトイレ掃そう除じを終え、零レイ士ジは蒸むれたマスクとゴム手て袋ぶくろを外す。

　解放感と涼すずしさを感じながら、ハンドソープをたっぷりつけて手を洗っていると。

「んじゃ、そっちも調べんの……？」

「いずれはな。まずはバラ撒まかれた怪カイ異イサプリの追つい跡せきを優先するよう、社長の指示だ」

《死人形》は怪カイ異イサプリの対価として、盗ぬすんだ権利書を出したらしい。

《外》の登記などが動けば、公おおやけのルートから秘書ネルが察知できる。だがそうした手続きを踏ふむことなく、塩しお漬づけになっている土地や建物をこっそり使っているとしたら。

「直接調べてみるしかない。黒幕が出入りする可能性もある。有力な手て掛がかりだが……」

　流出した闇やみサプリを押さえるのが先だ、という社長の判断は理解できた。

　黒幕を追うのも重要だ。しかし、怪カイ異イサプリも幻想フアンタビサプリも、放っておけばめちゃくちゃな被ひ害がいを出しかねない。死人、怪け我が人にん、金銭的被ひ害がい、それ以上に。

『本気でヤバい代しろ物ものが流出していたとしたら？　──マジで世界がヤバいかも、ね♪』

　とか言い放った社長のドヤ顔を思い出すと、腹が立つ以上に恐おそろしい。

「闇やみサプリを追つい跡せき、確保して被ひ害がいを抑おさえる。黒幕を追って捕つかまえる。両方やらなきゃならん。連日きついだろうが、今日も仕事はするぞ。月ゲツ」

「わあってる。……サプリ、落札したやつ……手がかりとか、あるんだよな……？」

「今、ネルさんが割れたＩＤから入札者の特定を急いでる。時間がかかるらしいが」

「んなもんできんのか……。ぱねーな、あいかわらず……」

「今の時代、テクノロジーとそれを操あやつる技術者の方がよっぽど魔ま法ほう使つかいだよ。杖つえを振ふり回まわして箒ほうきで空を飛んだり、狼おおかみ男おとこやモクモクしてる俺よりも、ずっとな」

　社会に順応し、魔ま法ほうとしか思えない手て際ぎわを発揮する時点で格上だ。

　少なくとも秘書ネルの技術は他の企き業ぎようでも引く手あまた、潰つぶしが利きくが。

「俺達には、ここしかない。羨うらやましい限りだよ」

「……──まあ、な。つーか、わりぃ……頭回んねえ、おなかいてーわ……」

「おい。さっきから様子が変だと思ったが」

「んな──……」

　物もの凄すごく疲つかれ切きった、怠だるそうな声。

　もぞもぞと布ふ団とんが揺ゆれ、包くるまっていた中から頼ライ山サン月ゲツが顔を出す。

　パジャマ代わりのタンクトップに短パン姿で、顔色は真っ青な──




「酷ひどい顔だ。……剃それるか、それ？」

「きついかも。つーか悪い、来ちまった……」




　もさもさとした柔やわらかい毛が、月ゲツの全身から生えていた。

　いつもの人狼ワーウルフ姿すがたとはまた違ちがう。顔や骨格などはほとんど変化しておらず、人間のまま。だが薄うすい毛皮が全体を覆おおっており、シルエットの変化はマスクをしても隠かくせそうにない。

　古いにしえの病名──動物人化感染症ウエアシツク。

　欧おう州しゆうを席せつ巻けんし、数々の村で人に紛まぎれ、夜な夜な村人を貪むさぼり食くったとされる怪カイ異イに由来。最も恐おそるべき疫えき病びよう。日本でも地方にその伝承が見られたが、近代には根絶された。

　欧おう州しゆうにおいても徹てつ底てい的てきな防ぼう疫えき戦略と、村ごとに人狼ワーウルフを見つけ出しては吊つるす《人狼ワーウルフ狩がり》が行われた結果、その数は激減。今や大陸の奥おく地ちや南方にごくわずかに残るのみ、とされる。

　中でも絶ぜつ滅めつ種しゆとされるのが、純じゆん粋すいな人狼ワーウルフ。

　大陸に生息する人じん虎こ──ヒトの姿をとっても踵かかとがなく、爪つま先さきで立つ。

　南方に住むという悪あく魔ま豚ぶた、北ほく欧おうの狂くるい熊ぐまなど。さまざまな人が獣けものに変ずる逸いつ話わ伝承の中でも、月げつ齢れいによって大きな影えい響きようを受け、強い伝でん染せん性せいと不死性を持つ、最も忌いまれた人狼ワーウルフ症しようの代表。

「どこかの田舎いなかに、残っていたんだったな。病の《株》が」

「んあ──……。らしい、わ。俺もどこだか知らねーけど」

　欧おう州しゆうでは狂きよう気き的てきとすら言える魔ま女じよ狩がり、人狼ワーウルフ狩がりによって絶ぜつ滅めつしたとされる人狼ワーウルフ症しよう。

　だが日本の辺境、とある田舎いなか──因習の地の生き残りから採取したウィルス。満月に酔よい、数十人を殺さつ戮りくした末に獄ごく中ちゆう死しした老人のそれを移植された、実験体こそ。

　──頼ライ山サン月ゲツという少年の、正体だ。

「……よけーなことすんなって超ちよう言いてえけどな」

「野生のニホンオオカミは絶ぜつ滅めつしたが、ニホンオオカミオトコだけ復活だ。めでたくないが」

　普ふ通つうの狼おおかみなら、動物園の目玉くらいにはなるだろうが。

　狼おおかみ男おとこが復活したところで、喜ぶどころか恐おそれるのがせいぜいで。

「サプリは飲んだのか？」

「朝飯の後に飲もうと思ってて、まだ……。悪いが適当に何か、たのむ──……」

「……パンと卵ならまだギリあったか。これでギリ済ませるか」

　ちっぽけなキッチンの片かた隅すみ、古びた冷蔵庫。粗そ大だいゴミから拾ってきたがまだ動く。

　中身は乏とぼしく、カチカチになった食パンが一ひと袋ふくろと調味料がいくらか、そして卵と牛乳だけ。野菜は今切らしていて、ギリギリ古くなった柴しば漬づけが少しタッパに入っていた。

「柴しば漬づけと食パンって合わね──……よ」

「贅ぜい沢たく言うな、安かったんだ。味がついてるだけマシだろう、というか」

　とりあえず牛乳を冷蔵庫から出し、賞味期限を軽く確かく認にんしながら。

「早くないか？　今夜のはずだろう」

　ＤＩＹで張はり替かえた壁かべ紙がみは安っぽい白。

　画が鋲びようで留めたカレンダーには月げつ齢れいがイラストつきで描えがかれており、それを遠目に確かく認にんする。

「んなぁ──……。ずれることも、あんだよ……。内臓、キリキリする……」

　ぐったりと布ふ団とんに包くるまる月ゲツ。薄うすい毛皮越ごしにもわかる、顔色の悪さ。

　人狼ワーウルフ症しようの諸しよ症しよう状じようのひとつ。夜空に輝かがやく月を視みる──視覚による獣じゆう化か反応は、不完全だ。

　月が満ちれば強くなり、月が欠ければ弱く。衝しよう動どうは不規則に変化し、対応しづらい。

「ぎっこんばったん、か。上がって下がる、不便な能力だ」

「内臓ぎょりぎょりすんだよ……まじうっぜぇ──……ぶっ壊こわれろ、満月ぅ……」

「そうなったら人類が滅ほろびるな。腹を温めてもう少し寝ねてろ、朝飯を作るから」

「ふぁい……悪ぃ、役に、立てなくて……」

《その日》とか《あの日》と呼ぶことが多いが、満月の前後、頼ライ山サン月ゲツは体調を崩くずす。

　日中でも半ば獣じゆう化かしたような状態が続き、人間サプリの弱いもの──特別に処方されている錠じよう剤ざいで症しよう状じようを抑おさえなければ、最悪の場合理性を失って暴れ出すことになる。

　人狼ワーウルフ症しようの最大の問題、月ゲツ齢レイ狂キヨウ化カ。かつて欧おう州しゆうを席せつ巻けんした悪あく疫えきはこれによって人類との共存を拒こばまれ、弾だん圧あつと虐ぎやく殺さつによってその存在は歴史となった。

　狂キヨウ化カを抑おさえるため、月ゲツは毎月人間サプリを服用する。その副作用──貧ひん血けつ、倦けん怠たい感かん、頭痛に腹痛、強い鬱うつ状態など。さらに高額の医い療りよう費ひ請せい求きゆうが、家計のほとんどを占しめていた。

「そのざまじゃ鼻も利きかないだろう。いっそ休むか？」

「そうゆうわけにも、いかね──……よ」

　力ちから尽つきたように、俯うつぶせの枕まくらに顔を埋うめて。

　すうすうと弱い寝ね息いきを立てる相棒に、「しょうがないな」と呟つぶやいてから。




「フレンチトーストでも、作るとするか」




　　　＊




「……無む駄だに女子力高いもん食ってるわね、朝から」

「美う味まいし、早いし、簡単だ。あと牛乳の賞味期限がやばかった」

　都立アカネ原高校、２−Ａ教室、隔かく離りされた感のある教室の隅すみ。

　早朝、まだ他の生徒のいない時間帯──車くるま椅い子すが入るよう、備え付けの椅い子すを外した最後列。賣メ豆ズ紀キ命メイは、少し遅おくれて教室へやってきた少年を面めん倒どうくさげにじろりと睨にらむ。

「はあ？　うちのママが作った時は、クッソ怠だるかったわよ。牛乳と砂糖放り込んだ卵に食パン何時間も漬つけてバターで焼いて、みたいな感じで」

「手順が違ちがうんだ。砂糖か甘かん味み料りようを入れた牛乳をレンチンして温めて、古い食パンを漬つける」

　よく知らないが熱とかそういうのが絡からんでいるんだと思う、と適当に言って。

「そうするとパンに牛乳がすぐ染しみこむから、あとは溶とき卵たまごを衣ころもみたいにつけてマーガリンで適当に焼けば完成する。古いパンでも柔やわらかくて美う味まく食えるぞ」

「主婦かアンタは。その妙みような女子力、どっから来てんのよ」

　睨にらまれた少年、霞カス見ミ零レイ士ジは朝食を撮とった携けい帯たいの、解像度が死にかけた画像を見せながら。

「ノルマは大事だからな。俺の生活は基本、存在しない妹に捧ささげている」

「……そう。まあ、よくわかんないけど突つっ込こむのはやめとくわ。何、アニメの話？」

「実在はしたが存在しない、というだけだ。あまり気にしなくていい」

　ぱちん、と音をたてて古い携けい帯たい電話を畳たたむ。スマホですらない骨こつ董とう品ひんじみた機械をしまい、零レイ士ジは向かいの席でぐったりと机に突つっ伏ぷしている相棒に言った。

「見ての通り、月ゲツはこのありさまだが──死にやしないから心配はいらない」

「いやするわよ、普ふ通つう。風か邪ぜ？」

「みたいなものだ。腹と頭が痛くて貧ひん血けつで鬱うつだとかで」

「だうぅ──……。大だい丈じよう夫ぶだ、はなし、聞いてっからあ……」

　零レイ士ジに肩かたを借りて、辛かろうじて登校してきた頼ライ山サン月ゲツは、席に座ったまま動かなかった。

　というより、動けないのだろう。顔に生えた毛だけ強ごう引いんに剃そり、あちこちカミソリ負けして赤くなった頰ほおを机の天板につけながら、ぴくりともしなかった。

「なにその病気の多重構造。……難なん儀ぎな体質してるわね、あんたたち」

「特別なんてたいがい不便だ。大金を払はらってまでなりたがるバカの気持ちはわからない」

「轢ひき逃にげ野や郎ろうをぶっ殺そうとして自分が轢ひき逃にげやらかすバカに、変なもん貰もらった末に戻もどれなくなったバカ、カジノ強ごう盗とう殺人仲間割れバカ。わかんなくていいわよ、そんなの」

　ざっとだが、３人目の怪カイ異イサプリ──。

《死人形》の話を聞いた命メイは、つまらなそうに言った。

「どいつもこいつも半はん端ぱなのよ。素の自分で人殺しになる覚かく悟ごもない雑ざ魚こばっかだわ」

「かもな。命メイなら、本当に殺やりたければ自分で殺やるだろう」

「当然でしょ。ナイフだろうが超ちよう能のう力りよくだろうが、殺やられる側にとっちゃ同じだわ。だったら、シラフのまんま真正面からぶっ刺さした方がすっきりするし」

「……狂きよう暴ぼうだな。が、わからなくはない」

　過激な命メイの言葉を、零レイ士ジは受け止めるように答えた。

「昔、悪あく疫えき禍かが真まっ只ただ中なかの頃ころ。今と似た事件が多かったそうだ」

　社会に対する不満や不安、溜たまった何かをブチまけるような凄せい惨さんな事件の数々。

　特定の個人に対する憎ぞう悪おではなく、もっと漠ばく然ぜんとしたイメージ。

　男性や女性、酔よっ払ぱらいや風ふう俗ぞく関係者など、レッテルを貼はった他人──個人ではなく肩かた書がきや、職業を狙ねらったかのような根こん拠きよのない悪意に基もとづく殺人や、傷害事件。

「結局のところ、誰だれでもいいのかもしれない。癇かん癪しやくを起した子供がおもちゃを壊こわすみたいに、ただ暴れて大切な何かを壊こわせれば満足なのかもな」

　だから、そのための凶きよう器きは特別でなければならない。

　ありふれたナイフや刃は物もの、手作りの銃じゆうのような実用的な凶きよう器きではなく。

「特別感を演出し、殺人への忌き避ひ感かんを無くすギミックとして……怪カイ異イサプリは有効だ。ただの通とおり魔ま殺人じゃダメなんだろう、何も面おも白しろくないし、自じ慢まんにもならない」

「バカの理り屈くつだわ。で、そんな真ま似ねをやろうとしてるヤツが、３人いるって話よね？」

「ああ。──ネルさんから連れん絡らくが来てる。この短時間で、よくそこまで絞しぼれたもんだ」

　昨夜から徹てつ夜やだろう。曲がりなりにも幻想種フアンタビである自分や月ゲツがヘロヘロに疲つかれているのに、秘書ネルは自宅に戻もどった様子すらなく、ほぼずっと会社で活動を続けていた。

　その結果、ついさっき登校途と中ちゆうに届いたばかりの情報は──

「命メイ、ＳＮＳは起動できるか？　閲えつ覧らんだけでいいんだが」

「いいけど……ああ、その骨こつ董とう品ひんみたいな携けい帯たいじゃ見れないワケ？」

「別にやりたくもないけどな。とはいえ義務だ、いずれ七色のデカい綿あめとか買って、彼ピとシェアする匂におわせ画像とか撮とらなきゃならん」

「だから女子力高い用よう途とで使おうとすんのやめなさいよ。キモいから」

　そう言いつつも、命メイはスマホを取り出してアプリを起動、ＳＮＳを閲えつ覧らんする。

　液えき晶しようの検けん索さく欄らんを零レイ士ジが示し、いくつかのキーワードを入力した。

「入札者のひとり。動画投とう稿こうＳＮＳで人気の配信者──だったか？　情報商材を売ったり、企き業ぎよう経営コンサルタント会社を経営している人物だ」

「あー……知ってるわ。一昔前、テレビとかいうメディアに出てた芸人なんかとコラボして、イケメンだからちょくちょく騒さわがれてた。何つったっけ、名前」

「配信グループ代表、クライヤミ【Darkness】……だそうだ」

　ＳＮＳに表示された画像は、マスクで顔を隠かくした若い男だった。

　どこか陰かげのあるイケメンで、モデルのようにすらりとした体格が様になって見える。

「金持ってそうな顔と服だわ」

「……社会的な地位もある。正直、怪カイ異イサプリなんぞに手を出す必要は無さそうだが」

「どーかしら。『噂うわさの怪カイ異イサプリ！』『手に入れました、結果は!?』とかデカいサムネで動画作れば、案外ペイできるかもしれないわよ。落札代金も経費で節税とか」

「ありそうで嫌いやだな……」

　次に表示したのは、トップ配信者とは対照的──フォロワー数わずか数百。

　大おお袈げ裟さなギャグ顔のアップをアイコンにした中年男だった。

「自じ称しようお笑い芸人《ピカ☆ルン》……まあ、言うまでもないが」

「パクリ臭くさいわね」

「直球すぎる。いやまあ、だいたい合ってるが」

　ふくよかな体つき、作った笑え顔がお。ＳＮＳから動画投とう稿こうサイトに貼はられたリンクを確かく認にんすると、動画は毎日のように投とう稿こうされているが、１動画あたりの再生数は千に満たない。

「積極的にＳＮＳを更こう新しんし、他人へのリプライも多いが……空気を読まない言動が目立つので、かなりウザがられている、らしい。このあたりはネルさんのまた聞きだけどな」

「動画コメント欄らんがある意味面おも白しろいわね。規制逃のがれて叩たたくセリフの見本みたいだわ」

　ネットワークが検けん閲えつされている完全管理社会において、晒さらし、叩たたき、炎えん上じようは書き込んだ者にも責任が行く。信用スコアの低下による被ひ害がいを避さけるため、言葉は柔やわらかく──

『スキンケアした方がいいんじゃないですか？　毛穴がヤバいですよ』

『面おも白しろいですね。ただ、サムネは工く夫ふうしましょう。どっかで見たような感じです』

『少し投とう稿こう頻ひん度どを落としません？　ゆっくりいい動画を作ってください！』

　それらのコメントを一いち瞥べつし、ふんと命メイは切り捨てる。

「つまり顔がキモい。つまんねーんだよパクリ野や郎ろう。つまんないから投とう稿こうすんな、ね」

「……悪意を翻ほん訳やくするのがうまいな、命メイ」

「現げん役えき時代似たようなこと言われてんのよ。つーか……ろくに売れてない自じ称しよう芸人でしょ？　闇やみオークションに入札するお金、あるの？」

「親の遺産があるそうだ。都内に実家、持ち家。売れば２億は固いらしい」

「そういや、落札額っていくらなの？」

「１億２千万、だそうだ」

　零レイ士ジにとっては目も眩くらむような大金だが、大金すぎて現実感がない。

「あるところにはあるんだな、程度の感想しか出てこない。嫉しつ妬とする気にもならん」

「億超こえる金突つっ込こんでイカれた化け物になりたがるとか、バカじゃないの」

「それはそうだ。──次３人目、これで最後だ。少し、やりづらい」

　最後に表示されたＳＮＳのプロフィールには、十代前半の少年が映っていた。

「北きた島じま祐ゆう一いち、16歳。高校一年。都立アカネ原高に今も在ざい籍せき中ちゆうだ」

「は？」

　思いがけない繫つながりに、命メイは変な臭においを嗅かいだ猫ねこのような顔でスマホを睨にらんだ。

「……ってことは、１コ下の後こう輩はい？　見たことない顔ね」

「学年が違ちがうからな。親は都内で病院を経営してる医い療りよう法人の経営者だ。いわゆる上級国民のお坊ぼつちゃんだが、最近どうも親ともめてるらしく、ＳＮＳに愚ぐ痴ちが多い」

　プロフィール画像に載のっているのは、素そ朴ぼくな少年だ。

　視線を切って数秒で忘れそうな──何者でもない、群モ衆ブのような。

　華はなのないのっぺりした顔で、ぎこちない作り笑いを浮うかべて、映っていた。

「医者の子か。頭いいの？」

「成績は中以下、らしい。学校から情報を得るまでもなく、自分で呟つぶやいてる」

　タイムラインをざっと遡さかのぼると、投とう稿こう内容はキラキラとした学校生活の見本じみていた。

　流は行やりのカフェでのコーヒーブレイク。友達と遊びに行ったカラオケ。個人間距きよ離りを保ち、消毒しながら回すマイク。有名大学への高進学率を謳うたう塾じゆくでの勉強について……。

「……こんなキラキラ高校生ライフを送っている人間が、なんでまた？　という気になるな」

「転校初日からハブられクソボッチのあんたがそう言うのなら……」

「誰だれがハブられクソボッチだ。言葉のナイフやめろ」

　表の情報を見る限りだと、とても闇やみオークションに大金を注つぎ込こむとは思えない。

　勝ち組配信者。自じ称しよう芸人。金持ちの息むす子こ。

「この誰だれかが犯人、って言うか……その激ヤバサプリを買ったヤツなのね」

「そうなる。だから放課後、手分けして調査を進める予定なんだが……」

「あんなんなってるワケ？」

「あんなんなってるワケだ」

「……わりぃ……。だる──……」

　ちらりと送った視線の先では、相変わらず話を聞きながらも机に突つっ伏ぷす月ゲツの姿。

　ちょっとした体調不良だ、と零レイ士ジは説明していたが、その姿はまるで──

「あんた女子じゃないでしょうね。毎月生理が来るＪＫの実とか食べてんの？」

「……ね───……よ！　まじで、きついんだって……」

「本当に辛つらそうね。温かいお茶、お弁当用に持って来たけど、飲む？」

「あり……って、蛍ケイちゃん？」

　不意にかけられた言葉にうっそりと月ゲツが顔を上げると、意外な人物がそこにいた。

　早朝、彼ら以外来ていない教室。今しがた戸を開けて入ってきたばかりの柿カキ葉バ蛍ケイは、スマホと連動した無線イヤホンを外しながら、学校指定の鞄かばんから水すい筒とうを取り出す。

「はい、どうぞ。さっきから話だけ聞いていたわ」

「え、そうなん？」

「二回も三回も同じ話すんの、時間の無む駄だでしょ」

　そう言うと、命メイがスマホを軽く振ふった。

　暗転した画面はメッセージアプリのネット通話、スピーカー状態で固定されている。

「おかげで話題についていけて助かるわ。けど、どうして早朝に呼び出しなの？」

「それアタシも思った。昼とか放課後でいいでしょ」

「……接せつ触しよくには、学校内が望ましい。仮面舞踏街マスカレードに呼び出すのは、目もく撃げきされた場合の言い訳に困るからな。報告されて生活態度の悪化から信用スコアが下がるかもしれない」

　この超ちよう管理社会において、信用スコアの低下は直接的な被ひ害がいに繫つながる。

　金銭的な被ひ害がい──電子決済、クレジットの限度額低下。学校側からの内心評価、賞しよう罰ばつの履り歴れきは大人になった時、あらゆる進学・就職の合否に影えい響きようしてしまう。

（俺たちとの接せつ触しよく、それ自体観測されたくない）

　たとえば昼休みだ。弁当などつつきながら話せれば学園青春感マシマシで非常に楽しい。

　そう零レイ士ジ自身も思っている。めっちゃやりたい、やってみたい。だが、それは。

（くだらない、わがままだ。許されるはずも──ない）

　ギリギリ、社会奉ほう仕しと搾さく取しゆの代だい償しようとして人類社会の参加権を貰もらっているケダモノ。

　関係を匂におわせるような行動を衆目の前でした場合、信用スコアの低下を招きかねない。

「校内では一線を引いた方がいい。友達付き合いができるのは嬉うれしいが、そちらのためだ」

「……変なとこで律りち儀ぎね、あいかわらず。ったく、めんどくさ……！」

「でも、必要なことだと思うわ。……ありがとう、気を遣つかってくれて」

　そう神しん妙みように言う蛍ケイに、零レイ士ジは素っ気なく視線を逸そらす。

「……別に。まあ、朝の教室なら人目もないし、不自然でもない。昨夜はいろいろあったのに呼び出して、そのあたりすまないとは思っているが」

「かまわないわ。けどあなたたち、残業代は出たの？」

「俺達の勤務にタイムカードはない。人権意識皆かい無むのブラック中小企き業ぎようだ」

「現代社会の倫りん理り観かんにマジで逆行してるわね、あのオッサン……」

　呆あきれ顔がおの命メイ。かといって転職できる立場でもない、人権なしの特殊永続人獣トクニンたち。

　そんな彼らに同情の視線を送りつつも、蛍ケイもまた小さく息をついた。

「お金に関しては、私も少し困っているわ」

「そうなの？　仕事してくれたら、キッチリ報ほう酬しゆうは払はらうわよ」

「ありがとう、命メイさん。けど時間がかかるでしょう。その間無収入だと、施し設せつが潰つぶれるわ」

「……ああ」

　柿カキ葉バ蛍ケイは贅ぜい沢たくをしない。

　高い成績に生活態度。生活援えん助じよ・社会支し援えん度ど：Ｂ認にん定てい──優等生とされ、ひとりでの生活に家賃や食費などの補助を受けているが、彼女が育った児童養護施し設せつの経営は傾かたむいていた。

　夜の街、仮面舞踏街マスカレードでこっそり働き、その給料を施し設せつに寄付しなければ、弟てい妹まい同然の子供たちが暮らす施し設せつの存続に係わるほどで、優等生に危ない橋を渡わたらせた原因でもある。

「それで、昨夜ガルーさんに言われたんだけど……お店で使っていたものと同じ、変身先を特定できるサプリの入手先を知らないか、って」

「あー……蛍ケイちゃんが使ってる、アレ……？」

　仮面舞踏街マスカレードで売られている怪物モンスターサプリは、変身先を特定できない。

　だから店に接客の女性を雇やとおうにも、毎日がガチャだ。男ウケしない種類に変身した場合、売り上げにも響ひびくことになる。その点、蛍ケイが以前勤めていたＪＫバニークラブは画期的で。

「現げん役えきＪＫウサギ娘むすめだけ揃そろえたガールズバー、ね。そりゃスケベなおっさん爆ばく釣ちようでしょ」

「売り上げは良かったらしいわ。仕入れ先が私ということは、オーナーしか知らない。だからガルーさんも、私が何か知らないかカマをかけた程度の質問だと思う」

　とはいえ、これからの定期的な収入を考えると。

「かなり高値で買ってくれるみたいなの。売っていいかしら？」

「……まずいな、それは」

　需じゆ要ようは間ま違ちがいなくある。あり過ぎて困る可能性がある。

　オーナーが入手先を秘密にしていたのもトラブルを避さけるためだろう。接客業だけでなく、変身先を特定できるサプリは、仮面舞踏街マスカレードに通う者なら誰だれもが欲ほしがる需じゆ要ようがあった。

「ガルーさんが信用できないとは言わないが、安全性の問題もある。手作りのヤバい薬を売るとか、グレーどころかブラックだろう。やめておいた方がいいぞ」

　蛍ケイは荒あれ果はてたキッチンで拾った材料で、即そつ興きようで人間サプリを創れる異能者だ。

　明らかに霧の怪物ブロツケン、零レイ士ジや人狼ワーウルフの月ゲツより換かん金きん性せいが高い。ありすぎる、とさえ言っていい。

　今は社長がＢＴ本社に報告した様子もない。その理由は、零レイ士ジにも想像がついた。

（社長のことだ。何か企たくらんでるな）

　摑つかみどころのない男だし、憎にくめないところもあるが──その裏で油断ならない鋭するどさがある。

　本社をも出だし抜ぬくような企たくらみを抱いだいて黙だまっている可能性が高い。

　が、もし本社が柿カキ葉バ蛍ケイの存在を、未知の異能者の存在を、知ったとしたら。

「最悪、捕つかまるぞ。人権を失いたくなかったら、よせ」

「警察に？　私、法律は何も破ってないけど」

「もっと厄やつ介かいで面めん倒どうくさい、ＢＴ本社の警備部だ。金と権力がある上に公共機関の利用履り歴れき、国民登録番号の閲えつ覧らん、照会権まで持ってる。表の身分を捨てないかぎりまず逃にげられない」

　この超ちよう管理社会で、登録番号なしには電車にも乗れず、電子マネーも利用できず。

　文明から切きり離はなされた生活でもしない限り、追つい跡せきを逃のがれるのはまず不可能だ。

「まだ社長の方がマシだ。忠告しておく、変な動きはよせ」

「……そう。なら他にお金を稼かせぐ方法を探すことにするわ。みんなのお手伝いも続けるけど、それはそれとして、私にとって施し設せつが実家みたいなものだから」

「まっとうな手段で頼たのむ。最悪、うちの会社でバイトだろうが……おすすめしないぞ。たぶん水商売の方がホワイトだ。死体の片付けとか嫌いやだろう」

「……それは、普ふ通つうに嫌いやね」

「正直でいい。月ゲツは寝ねかせといてくれ、放課後働いてもらう。体力を温存させた方がいい」

「この状態で？」

「できれば、怪カイ異イサプリをキメる前に阻そ止ししたいからな」

　昨夜の《死人形》もそうだ、と零レイ士ジは思う。

　情報を摑つかむのがもう少し、ほんの一日早ければ余計な犠ぎ牲せいを出さずに済んだ。

　神ならぬ身だ。全員救えるなんて傲ごう慢まんなことを思いはしない、けれど。

「より犠ぎ牲せいを少なく、より社会に貢こう献けんして信用を稼かせぐ。今の生活を維い持じし、向上するために」

　──結局のところは、欲望だ。

　叶かなえたい願いがあるから、欲しいと思うものがあるから、よりよい結果を求めているだけ。

　ボランティアじゃない。善意だけでは続かない。欲望とのミックスが必要だ。

「ま、それはいいとして。……結局、どいつが一番怪あやしいと思ってんの？」

「こいつだな」

　零レイ士ジが示したのは、一番早く開示した有名配信者。

「シンプルに金がある。大金を右から左へ動かしても問題ないからな」

「マジかどうかもわかんない、偽にせ物ものを摑つかまされるかもしれないオークションに大金入れる余よ裕ゆうがある、ってことね。自じ称しよう芸人の無職と高校生よりは可能性ありそうだわ」

「芸人も資金面では可能らしい。だから、とりあえずこの二人から調べるつもりだ」

「１年の後こう輩はいは？　金持ちの息むす子こでしょ」

「……さすがに１億２千万は無理じゃないかしら。かじる脛すねが無くなりそうよ」

「あたしもそう思う。だからまあ、こっちで軽くやっとくわ」

　思いがけない提案に、零レイ士ジと蛍ケイの注目が集まる。

　命メイは表示したＳＮＳ画面を眺ながめながら、そんな二人にニヤリと笑えむ。

「ぼっちどもと違ちがって、あたしは社会性があんのよ。元部活の後こう輩はい連中から、評判なりこいつの最近の様子なり聞き出すくらい、朝飯前よ」

「依い頼らい人にんを働かせるのは気がひけるんだが」

「あんたらがやるよりマシでしょ。ここの面メン子ツ以外とまともに話せんの？」

「……それを言われると困る。正直、どう話せばいいのかわからん」

　零レイ士ジがまともな学校に通えたのは、小学校低学年以来なのだ。

　月ゲツに至っては施し設せつ生まれの施し設せつ育ちで、何もわからない。根が明るいので適性はあるが──

「現状、コンディションが最悪だからな。本当にいいのか？」

「もちろん。ま、あたしも何かやりたいのよね」

　誰だれかに何かをやらせたまま、答えを待つだけというのは意外と辛つらい。

「金だけ出してても実感がなくちゃ、やった気がしなくて心が鈍にぶるわ。やらせて」

　なお不安げな零レイ士ジと蛍ケイ。

　冷たいようで妙みように人がいいふたりに、賣メ豆ズ紀キ命メイは微ほほ笑えんだ。




　　　＊




　放課後、夕暮れの街。

　とある高級住宅街の一角で──




『……というわけでリアルガチ違い法ほう捜そう査さ、行ってみようか！』

「捕つかまったら社長がやれってそそのかしたんです、って供述しますよ？」

　物もの陰かげに隠かくれて不ふ穏おんな会話をする、マスク姿の少年。

　古い型のガラケーをウレタンマスクの頰ほおに当てて、通話口から漏もれる声に冷たく返す。

『捕つかまらないでくれたまえ。ちなみにポリスに確保された場合だいたい全部君のせいになる。ただでさえ最低ギリギリの社会信用スコアが動物以下になるから注意したまえ』

「……拒きよ否ひ権けんは無いんですね？　一応確かく認にんしておきますが」

『ないよ。というより、我々は捜そう査さ権けんも逮たい捕ほ権けんもない清せい掃そう会社だからね。正せい攻こう法ほうの捜そう査さなんて最初っから選せん択たく肢しにないし、警察やＢＴ本社を動かす材料もない』

　つ・ま・り、と社長、楢ナラ崎サキはほくそ笑えむように言った。

『君は事件を未然に防ぐヒーローになるわけだ。少年ハートにビンビン来るだろ？』

「どっちかといえばそれは子供の領域だと思いますよ。……というか」

　はあ、と霞カス見ミ零レイ士ジは浅くため息をつき。

「自宅に忍しのび込こんで適当に証しよう拠こ取って来い、ってのは無理がありませんか、社長」

『君ならできるだろう？　防犯システムも、霧きりに変わって通気口から入ってくる人バケ間モノなんて想定してないからね。本来、仮面舞踏街マスカレードの外で能力を使うのは御ご法はつ度とだけど』

　今回だけは見み逃のがしてあげよう、と恩着せがましく〆しめて、通話は切れた。

「……あのオッサン、完全に俺を便利な鉄てつ砲ぽう玉だまとしか思ってないな……」

　授業が終わり──睡すい眠みん不足で死にかけていたせいで、内容は頭にあまり入らなかったが。

　ギリギリ眠ねむ気けをこらえるのに成功。世間の高校生たちはスマホからオンライン化された授業の動画を観みたり、オンラインで予習復習できるらしいが、そんな権利は彼になく。

　カシュッ、と音をたててプルタブを引く。

　キツめの炭酸が含ふくまれたエナジードリンク、カフェインと糖分がマシマシに入った──

「──まっっっず!!」

　目が醒さめるほど不ま味ずい、強炭酸・ハイカフェイン・スパークリングコーヒーを呷あおる。

　現代の飲料事業はＢＴ本社の一強だ。怪物モンスターサプリのシェア独どく占せんはもちろん、お茶や飲み物、飲料水からビールに至るまで、清潔かつ安全をモットーに売りまくっている。

　そんな中、わざわざ新規参入するメーカーは、だいたい味か頭がおかしい……が。

「好きなんだよなあ……。明らかに地じ雷らいだが」

　業務用スーパーや量りよう販はん店てんに積まれている見切り品、怪あやしい二流三流メーカーのドリンク。

　頭が悪くなりそうな味。コーヒーのアロマと炭酸の刺し激げき、ねっとりとした甘かん味み料りようの濃こさが、すべて不ふ愉ゆ快かいに調和している。だがその強きよう烈れつにトガッた個性がたまに欲ほしくなる。

　そんな風に思い、飲み終えた缶かんのメーカーと商品名を軽くチェックしつつ、携けい帯たいを操作。

　電話帳からある番号を呼び出し、通話すると──コール２回で、繫つながった。

『こちらブラボーチーム、エージェント《ラムネ》。ターゲットは見えているわ』

「……開口一番、妙みような暗号を出すな。何がしたいんだ、柿カキ葉バ蛍ケイ」

　大真面目な声にツッコミを返すと、『失礼ね』と蛍ケイは言った。

『どうせ悪いことをするのなら、《黒の組織》の一員プレイをしてみただけよ』

「当然のように言うな。黒の組織って何だ」

『気にしなくていいわ、エージェント《ドブドリンク》」

「ギアを上げるな。というか何でエージェント名を飲料にしたがる」

『伝統的な様式だとお酒の名前になるの。けど私たち、未成年よね』

「安心した、法を守る気はあったんだな。俺が言うのも何だがお前の言動は反社会的だぞ」

『法は守るし尊重するわ。ただ、たまにそれに優先すべきことがあるだけ』

「……ロックすぎるんだよ、その生きざまは」

　だいたい、自己都合でホイホイ破る時点で尊重してないだろう。

　そんな突つっ込こみが浮うかぶが、口に出すより早く。

『犯罪を命令する会社に勤めているあなたに突つっ込こむ資格はあるのかしら。共犯よ？』

「言うな、虚むなしくなる……。だいたいドブドリンクって何だ、確かに不ま味ずいがドブじゃない。あとうちの社長が本当にすまない。何なら月ゲツだけ置いて帰っていいぞ」

『そういうわけにもいかないでしょう。乗りかかった船よ』

「下船した方がいいと思うぞ。急ぎとはいえ、強ごう引いんすぎるやりくちだ」

　路地裏に潜ひそみながら、零レイ士ジは頭上を見上げた。




　目も眩くらむ超ちよう高層建築、いわゆるタワーマンションの根元。

　見上げた壁かべ、目標の位置は地上数十メートル。44階、ベランダ室外機。

　設置された部屋の住民は──配信者、クライヤミ【Darkness】。




「ネルさんが個人情報を割ってくれたとはいえ、初手が違い法ほう捜そう査さだからな……」

　とはいえ、他に取れる手段が無いのも事実だ。

　仮面舞踏街マスカレードの中なら、街の運営──治安維い持じ活動をＢＴ本社に委任されている立場として、《幻想清掃Fantastic Sweeper》は多少強ごう引いんな手段を取っても問題ないし、そもそも無法地帯だ。

　訴うつたえ出でられるような公的権力など存在しない。だが当然のことながら、今回の容疑者たちは普ふ通つうに表社会で暮らしており、警察でも何でもない彼らに捜そう査さ権けんはない。

『けど、放っておくわけにもいかないでしょう？』

　通話口から響ひびく、蛍ケイの声。

『３人の誰だれかが落札者だとして、その人を放っておいたら──また人が殺されるか、もっとひどいことが起きるでしょう。止められるものなら、止めるべきよ』

「それは俺もそう思う。しかし、あんたを巻き込むのは気が進まない」

『巻き込まれた覚えはないわ、自分で参加しているのよ』

「……ひとつ、教えてくれ」

　きっぱりとした言葉に、零レイ士ジは逆らえないと悟さとりながら。

「何を喰くったらそこまでタフな自己肯こう定てい感かんが出せるんだ？」

『花丸ハンバーグよ。魚肉の』

『赤いビニールに包んであるやつか？　あれは美う味まい、わかる。だが、皮肉で言ってるんだ」

『知ってるわ。けど手伝うと決めた以上、守られる立場でいるのは嫌いやよ』

「お前といい命メイといい、最近のＪＫは戦士みたいなメンタルばかりだな……」

『女の子がガチバトルする国民的アニメを見て育った世代だもの。これくらい普ふ通つうよ』

「……そういうもんか？　納なつ得とくはいかないが、了りよう解かいした」

　電話の向こう、柿カキ葉バ蛍ケイと絶不調状態の頼ライ山サン月ゲツは、１区画離はなれた下町にいるはずだ。

　そこにはもうひとりの落札容疑者──自じ称しようお笑い芸人、ピカ☆ルンとやらが住んでいる。

「直接的な接せつ触しよくは避さけてくれ。様子を見るだけでいい」

『了りよう解かいしたわ、ドブドリンク』

「……気に入ってるのか？　コードネーム」

『わりと』

　センスが理解できん……。

　そんな零レイ士ジの内心をよそに、通話口がわずかに沈ちん黙もくする。

　微び妙みような間に、わくわくと何かを待っているような気配を感じて──。

「……頼たのむぞ、エージェント《ラムネ》」

『やる気がぐーんと上がったわ。任せて」

「まさかと思ったが、当たってたか……。子供か、まったく」

　通話が切れた電話をポケットにしまいながら、頭痛のような感覚に襲おそわれる。

　嫌きらいではない。むしろいい奴やつだと思うし、怪かい物ぶつと知られてもまるで態度を変えないあたり、得え難がたい存在だとは思うのだが、妙みように捉とらえどころがないというか。

「《おもしれー女》とかいう概がい念ねんが近いか……？　俺が知らないだけで、今どきのＪＫはみんなあんな感じなんだろうか。わからん、俺の中のＪＫ観が壊こわれる……！」

　だいたい、知り合ってから二週間も経たっていない。

　ごく短い付き合いで理解した気になる方がおかしいのだろうが。

「愚ぐ痴ちってる場合じゃない、か。──さっさと終わらせるとしよう」




　　　＊




　そして、小一時間後──。

『派手にやったねえ。夜のトップニュースになりそうだよ』

「やたら急せかすと思ったら……。どこまで計算してたんですか、社長？』

『別に？　ただまあ、中高生向けの閉へい鎖さ型がたコミュニティ内で、少々エグい噂うわさがあってね』

「パパ活以下じゃないですか。未成年に見せるもんじゃないでしょ、トラウマですよ」

『それは素す直なおにゴメンと言おう。でまあ、噂うわさはあれど証しよう拠こは無かったのと、コミュニティ内で獲え物ものを物色した形けい跡せきがあったものでね。ちょっと急いでもらったわけだけど──……』

　あはは、と携けい帯たいの通話口で楢ナラ崎サキは軽く笑った。

『ホームランだ。持ってるねえ、零レイ士ジくん？』

「嬉うれしくないです、マジで」

　ウ～～……とサイレン音。犯行現場となったタワーマンションには警察と消防が押し寄せ、マスコミのカメラドローンに囲まれながら、ジャケットを被かぶった男が連れ出されている。

　日はとっぷり暮れた夜。泣く女の子を慰なぐさめる救急隊、捕つかまった男はまさにドローンの眼前で警察車両に押し込まれ、顔だけ隠かくしたまま連れていかれていた。

「霧む化かして忍しのび込こんで早々、ＪＣ薬物レイプ未み遂すい現場に遭そう遇ぐうした身にもなってください」

『得え難がたい経験じゃないか。面おも白しろかったかい？』

「最悪です」

　暗い部屋。薬物で昏こん倒とうした制服姿の女子中学生。ハアハア言いながらブラウスを脱ぬがす男。

　化け粧しようを落とし、デジタル補正を剝はいでしまえば、おしゃれなイケメン配信者というよりも、ただのだらしない中年男で──一いつ切さい迷わず、通報したのだった。

「容疑者クライヤミ【Darkness】こと山やま本もと山やま彦ひこ（42歳）は突とつ入にゆう時じ、全ぜん裸らで──」

「言いい逃のがれは無理でしょう。ベッドの下から彼の下着とズボンが見つかりましたが、被ひ害がい者しやの学生証がポケットに入ってまして……はい、ええ、常習ですね」

「検けん閲えつの緩ゆるい年ねん齢れい限定コミュニティに、未成年の共犯者から手に入れたアカウントで潜せん入にゆうして、言葉巧たくみに誘さそい出だしては関係を持ったあと、動画をネタに口止めしてたようで……」

「犯行を繰くり返かえして慣れたせいか、油断したんでしょうね。スプリンクラーが誤動作するまで発情フェロモンを焚たいたり、証しよう拠こが入った闇やみスマホまでリビングに落ちてました」

「……ええ、はい。メディア対応は……お願いします──……」




　マンションを取り囲むように集まった野次馬たち。

　その中にしれっと紛まぎれ、零レイ士ジは片耳を霧きりに変え、地面すれすれを移動。

　警察車両の間近で報告している刑けい事じの通話を盗ぬすみ聞きく。

　アナログすぎる手法──ありえない、まずばれることはない。

「公的ＳＮＳが炎えん上じよう？　知りませんよ、そこまでは警察の仕事じゃないでしょう」

「はい、はい。……わかりました。では……ったく。くたばれ、ロリコン野や郎ろう！」

　上司との通話を切りながら、刑けい事じが吐はき捨すてた。

　汚お物ぶつを視みる眼めで容疑者を乗せた車両を睨にらみ、肩かたを怒いからせて車両に乗り込んでゆく。

　そこまでを見届けて、零レイ士ジは飛ばしていた《耳》を戻もどす。夜の闇やみ、周囲の喧けん騒そうに紛まぎれ、彼の異能は誰だれにも注目されることなく、一いつ切さいの痕こん跡せきを残さずに撤てつ収しゆうした。

『えぐいねえ。証しよう拠こ品ひんの類が警察に渡わたるようにしたの、君でしょ？』

「言いい逃のがれされると面めん倒どうなので」

　脱ぬぎ捨すてられていた男のズボンをベッドの下に押し込み、ついでに学生証も隠かくした。

　その状態で通報されては逃のがれる術もなく、警察は半はん裸らのおっさんと女子中学生を公的に記録。もはや最高の弁護士でも罪を逃のがれるのは無理だろう。

『それなりに頭も金も使って隠いん蔽ぺいされた犯罪だが、噂うわさとはいえ情報が漏もれている以上、発覚は時間の問題だったろう。我々の介かい入にゆうが無くてもそのうち捕つかまってたんじゃないかな？』

「でしょうね。けど……」

　零レイ士ジは暗がりの中、派手に目立つ回転灯を眼めで追った。

　被ひ害がい者しやが乗せられた救急車が警察の先導のもと、病院へ向かうのだろう。

　襲おそわれていた少女の絶望を思えば、やはり。

「社長。……変態が炎えん上じようするのはいいですが、被ひ害がい者しやは保護できませんか？」

『公的な報道はされないと思うよ、未成年だし。どうも家出中だったらしい』

　行き場がなく、閉へい鎖さコミュニティのフレンドを信じて頼たよった結果。

　変態の餌え食じきになりかけたのだから、救いようのない話で。

『性犯罪被ひ害がい者しやとして非公開履り歴れきに残るのは止められないかな。表社会では、私もただの中小企き業ぎよう経営者に過ぎないからね。できることは、ないよ』

「………」




　怪バケ物モノにできることは、同じ怪バケ物モノを殺すまで。

　傷を癒いやせるのは、苦しみに寄より添そえる人ヒ間トのみだから。




『で。闇やみサプリ関係の証しよう拠こは？　性犯罪者の摘てき発はつに給料払はらってるわけじゃないよ、ぼかあ』

「それらしいものはありませんでした。スマホやＰＣは警察が押おう収しゆうしましたから……」

『ＯＫ。そっちの精査はＢＴ本社に依い頼らいして警察筋に手を回すよ。次いってみよう！』

「……月ゲツと柿カキ葉バはどうなってます？　そっちに連れん絡らく来てませんか」

『ああ、あっちはあっちでなかなか愉ゆ快かいなことになっていてね──……」




　　　＊




「──でさあ。聞いてる？　おじさんだってね、普ふ通つうのおじさんなのよ。ネットで叩たたかれたら傷つくじゃん？　ぶっ殺してえなって思うじゃん？　わかってくれる、この気持ち？」

「いや、わっかんねえですけど……」

「だよねー、わっかんねえよなあ！　かーっ！　やっぱな、世間に理解されねえんだよなあ！　俺の面おも白しろさってか、世間が俺を理解できるレベルに至ってないからさあ！」

「……どうしよう、エージェント《インカコーラ》。この人、うざいわ」

「だよなー、知ってる！　……てかもうちょい近くで話してくんない!?」

「ねえちょっと聞いてるー!?　月ゲツクンって呼んでいい？　知りたいんだよ、今の若いコにさ、どんなネタ受けるのかとかさあ！　心開いて！　夢を語ろうよ、友達じゃん!?」

「会って３分経たってね──っすよ!?」




　帝てい都と京キヨウ東トウ・とある下町最も寄より駅えきのファミリーレストラン。

　テーブル席を占せん領りようし、夕暮れの中ドリンクバーでくだをまく中年男──服が臭くさい。

　洗せん濯たくが下手なのか、生なま乾がわきの臭においがする。周囲の客が顔をしかめ、スマホを操作。

　男のポケットからかすかなＡＩ音声が響ひびく。公共ＳＮＳを介かいして通報、店内監かん視しカメラ画像から顔かお認にん証しようが為なされ、本人を特定。通報と共に、警告メッセージが連れん鎖さする。




『国民登録番号XXXXXX　無職　木き戸ど村むらタクヤ』

『公共ハラスメント：警告。信用スコア３』

『累るい積せきした場合、信用情報の棄き損そん、電子決済限度額の低下、公共サービスへの参加権の制限が課されます。改善を求めます。繰くり返かえし警告します──』




「おっと、いけね。うるさくてごめんねー!?」

「そういう問題じゃねえと思うんスけど……いや、マジで……」

　現代社会に生きる人間として致ち命めい的てきな警告を受けながら、平然と。

　スマホをポケットにしまい、上じよう機き嫌げんで黄色い髪かみの少年に絡からんでいる。

　やたらと眼めが綺き麗れい──夢を語る小太りの中年に肩かたを抱だかれ、困り果てた顔の頼ライ山サン月ゲツ。椅い子すを隔へだてた後席でヒソヒソと話かけている、わざとらしいサングラスの柿カキ葉バ蛍ケイ。

　地じ獄ごくじみたファミレスの空気。迷めい惑わくそうにヒソヒソと居合わせた客が冷たい視線を送る中、柿カキ葉バ蛍ケイはいかにも他人、という顔で注文用のタブレットを操作しつつ、経けい緯いを振ふり返かえる。

「監かん視しの予定だったのだけど……まさか先方から絡からんでくるとは思わなかったわ」




　……エージェント《ドブドリンク》こと零レイ士ジとの通話を終えたあと。

　蛍ケイと月ゲツのふたりは、下町のとある家を張り込んでいた。

「金持ちっぽいっちゃ、ぽいけど……」

「都内にこれだけ土地を持ってる時点で、大金持ちじゃないかしら？」

　ふたりの感想はこれだった。土地開発が進む中、下町とはいえ庭付きの一いつ軒けん家やを持っている時点で資産家だろう。だが全体的に手入れがされておらず、庭は雑草だらけ。

　玄げん関かん先さきには出だし損そこねたゴミ袋ぶくろが山となり、いわゆるゴミ屋や敷しきのようだった。

　零レイ士ジとの電話を切って数分後。さして待つこともなくドアを開け、出てきた中年男──秘書ネルに渡わたされた画像と同じ、怪カイ異イサプリ落札容疑者、自じ称しようお笑い芸人《ピカ☆ルン》。

「……見るからに変なおっさんってか、やばい人じゃん……」

「私もそう思うわ。お店に来たら最高ランクにアレなお客さんに見えるもの」

　けど、放っておくわけにもいかなくて。

　とりあえず尾び行こうすると、駅前へ出てファミレスへ入店。

　追いかけて後ろの席へと座ると、注文を待ちながら、今時紙のメモ帳と鉛えん筆ぴつを出していた。

「っじゃねーんだよなあ……。唸うなれ才能……面おも白しろいネタ、ネタ、う～ん……」

　そんな風に悩なやんでいる声がやたら大きく、椅い子すを挟はさんだ後席でも丸聞こえで。

「ネタ出ししてるみたいね。確か、お笑い芸人らしいから……」

「みてーだな。そういや、どんなネタやってんだろ？」

「動画サイトにＵＰしているはずよ。……ちょっと見てみましょうか」

「え、でも音声でバレね？　かなり近いし」

「無線のイヤホンくらい持ってるわよ。はい、片方どうぞ」

　蛍ケイのスマホで動画サイトに接続。軽く検けん索さくしただけで該がい当とうするチャンネルを発見。

　再生数は少ないが大量のアンチコメ。

　その時点でかなり見る気は失うせつつも、ふたりは無線のイヤホンを分け合って。

「見づらくない？　頼ライ山サンくん、スマホを持ってくれるかしら」

「ああ、いいぜ。とりあえず最新のやつを……」

　蛍ケイのスマホを一いつ緒しよに見られるように持ちながら、月ゲツは動画を再生し。




『一発芸、う〇こ!!　ああああああああああああああああああああああああああ!!』




「……開くんじゃなかった……」

「心から同意するわ。最低」




　芸としてはアリ、なのか。いや明らかにアウトだろ、と二人とも思った。

　これが面おも白しろいと言えるセンスはさすがにない。一応コメントによれば大昔のネットの書き込みを元ネタにしたギャグらしいが、聞くに堪えない下品さだった。おまけに汚きたない音がやたらと上う手まい。

　ほぼすべて修正音で上書きされてなお、前後だけで物もの凄すごい不快感が伝わってくる。

「……見なかったことにしましょう」

「だな。オレたちは何も見なかった、記き憶おくから消してぇ……」

　と、動画を閉じようとした、その時だった。

「ねえねえ、君たち。それって俺の動画？　うっわー、見てくれてたんじゃん!?

　こんにちわー、《ピカ☆ルン》でーっす!!　マイリス登録高評価、ありがとー!!」

「おわあっ!?」




　──本人に捕ほ捉そくされた。




「……まさか、目を離はなした隙すきにドリンクバーへ立っているとは思わなかったわ」

「迷わずオレ売っといてそれはねーだろ!?　助けて、このオッサン超ちよう近いんだよ！」

「ごめんなさい、それだけは嫌いや。……生理的に無理。頑がん張ばって！」

「ひ、ひっでえ……！」

　要は蛍ケイと月ゲツが動画を観みて、ドン引きしている最中に。

　ネタに詰つまったピカ☆ルンが席を立ち、偶ぐう然ぜん月ゲツが持っているスマホに映った自分を目もく撃げき。

　普ふ通つうなら躊ちゆう躇ちよするところだが、そんな理性は一いつ切さいなく──突とつ撃げき。

「カワイイ！　モデルみたいだね、君！　君もファン？　俺のファン!?　うっれしーなー！　もしかしてブーム来てる!?　ＪＫに俺、ウケてきた!?　ヒャッホウ時代キタ──ッ！」

「……いえ、ファンはこの人です。良かったわね、本人に会えたわ。凄すごい偶ぐう然ぜん」

　やたら熱く迫せまられた瞬しゆん間かん、蛍ケイはそっと席を立ち。

「え!?　ちょ!?　蛍ケイちゃん!?」

「お邪じや魔まだから、離はなれているわ。存分に語って」

　ひとり残された月ゲツが啞あ然ぜんとしている間に、さっと別テーブルへ移ったのだった。

「えー!?　遠えん慮りよしなくていいって、照れないでよー！　けどキミ、俺のギャグが《ワカる》とかいいセンスしてるね……合格だ！　そのセンス、合格だよ！」

「あ、あははははは……そっス、ね……（あとで覚えてろ）」

「うふふふ……（ごめんなさい本当に無理頑がん張ばってお願い）」

　そんな流れからおよそ３分間。

　自じ称しようお笑い芸人のだだ滑すべりトークは止まることなく、肩かたを抱だかれた超ちよう近きん距きよ離りから──

　頼ライ山サン月ゲツはガンガン言葉のマシンガンを浴びせられ、精神的に死にかけていた。

（ただでさえ体調最悪だっつーのに……マジ吐はきそう）

　月ゲツ齢レイ狂キヨウ化カを防ぐための人間アプリ服用中の体調不良はいまだ続いている。

　朝と昼間が特に辛つらい。太陽がほぼ落ちた夕暮れから夜にかけてはましだ。皮肉なことだが、夜になれば人狼ワーウルフの神秘は活性化し、人間サプリ由来の不調すら緩かん和わしてしまう。

　だが、体調不良を言い訳にはできない。

　有用性を示さなければ、いつ──処分されてもおかしくないのだから。

「……あの。すんません、ピカ☆ルンさん。あのネタ、わざとやってるんですか？」

「ん？　どういうことカナ？」

　飛び出た鼻毛がクッキリ見える、至近距きよ離り。

　可能な限り不快感を抑おさえて、月ゲツは会話を続けるため、頭に浮うかんだ疑問を訊たずねた。

「さっきのネタとか、面おも白しろがるより嫌いやがる人のほうが多いでしょ？　実際コメントで叩たたかれてたし、もしかしてわざとやってるんじゃないかな、って」

「アイアイアイアイ、君、さすが……わかってるね。さすが俺のファン、いい《眼め》だぜ」

「は、はははは……」

「実際そうなのさ。俺がガキの頃ころは、みんなもっとバカだったぜ？　男友達が集まりゃバカなことばっか言いまくって、う○ことかち○ことかさんざん言いまくっててさー」

「……やべー時代っすね……」

　今それをやろうものなら、即そく誰だれかがハラスメントで通報する。

　結果、未成年なら親の信用スコアが下がり、大人なら直接警告が届くのだが。

「ハッ、信用スコアだあ？　そんなもんどーだっていいよ。オレ、現金主義だもん。まあ色々めんどくさいこともあるけどさ、ローン組めないとかクレカ使えないとか知るかっての」

「いやでも臭におうのは普ふ通つうに迷めい惑わくっスよ。あとうるさいとか、近いのとか……」

「ん、まーね。けどまあそれも個性じゃん？」

　自分の正義を、一いつ切さい疑わない。

　キラキラとした眼めで、中年男は月ゲツの耳元に囁ささやき──月ゲツはぞわっと鳥とり肌はだが立った。

「ひぃぃぃ……！」

「窮きゆう屈くつな時代って嫌いやだろ。そういうのに風穴を開けてやりたくってさあ！　かーっ！　時代への反逆ってやつ？　わかってるよ、俺のセンス……最さい先せん端たんを行き過ぎてるってことがさ」

「……そ、そうなんスね。けど、ちょっとヤバくないっスか……？」

　もしも、このウザいおっさんが落札者だとするならば。

　怪カイ異イサプリを得ようとする動機は、おそらく。

「やっぱり怒おこってたりするんじゃないかな、って。心配だったんスけど……」

「それはもちろん怒おこるとも。ムカつくし全員死なないかなー、とは思う。俺の芸がわからない奴やつは消えてしまえと思わんでもない、むしろマジやろうかなって思っちった」

「……え、それは……マジっすか!?」

　おいおいまさかの当たりか。

　そんな風に思い、ウザさも忘れておっさんの顔をまじまじと見つめると。

「未成年にはまだ早いかなあ。この世の中にも、アングラの世界ってやつがあってね？　俺も人生経験ってやつが長いから、そういう世界にも顔が利きくわけ、で──

　──見つけちゃったんだよね、《闇やみオークション》ってやつをさ」

　耳元で囁ささやかれ、月ゲツの背中にぞわりと鳥とり肌はだが立った。

　おっさんのキモさではなく、その危険すぎる内容に、だ。続く言葉を待つように固かた唾ずを吞のむむ月ゲツに対し、ピカ☆ルンは聞き手の注目を喜んだのか、にやにや笑って声をひそめる。

「けど俺みたいなオトナは騙だまされないわけよ。ほら、ネットがアングラだった時代を知ってるわけじゃん？　くだらないブラクラとか踏ふんだり、煽あおり煽あおられが普ふ通つうだったＳＮＳとかもさ。だからまあ、騙だまされやしないんだよね、そんな詐さ欺ぎ。噓うそを噓うそだと判断できっから？」

「詐さ欺ぎ……？」

「詐さ欺ぎ詐さ欺ぎ。だってほら、常識的に考えてないでしょ。闇やみオークション、何でも超ちよう能のう力りよくが手に入るめちゃくちゃすごいサプリを出品しましたー、みたいな感じだったんだけどさ」

「……そう言われるとめちゃくちゃダサく感じるっスね」

「そうそう、ダッサいわけよ。みんなノッちゃってさー、馬鹿みたいに高額で入札しまくって。当然キャンセルでしょ。１億２千万で落札とか、払はらわないって普ふ通つう」

「は、はあ……」

「それに俺、金は持ってるけど信用情報カスだから、決済できないんだよねー。あはははは、ま、シャレだよシャレ。そのうち動画のネタにしよっかなと思ってさ☆」




　前時代のインターネット。古い時代そのままの──

　物もの凄すごいドヤ顔で、おっさんは言った。




　それからおよそ１時間。

　自じ称しようお笑い芸人に『おごりだから、おじさんがおごるから』と強ごう引いんにおごられて。

　ひたすらウザいトークにつきあって、ようやく月ゲツは解放された。




　　　＊




「……災難だったな」

「キツかった。……まじすげー疲つかれた。蛍ケイちゃんガチ逃にげっしよぉ……」

「ごめんなさい。頑がん張ばったけど、お給料が出ない仕事であれは無理」

「おごりならいいじゃないか。得したろ」

「せめて、せめて何か食いたかった。絶不調で何も食えねえでやんの。ちきしょー……！」

　感かん染せん対策による規制により、飲食店の深夜営業はほぼ禁止されている。

　一部の特権地帯──即すなわち仮面舞踏街マスカレードを除いては、７時から８時には閉まるのだ。それ以降の営業が許されているのはせいぜいコンビニくらいのもので、その明かりに誘さそわれるかのように、今も数名の客がソーシャルディスタンスを保ちながら、棚たなの間を歩いている。

　都内下町、駅近くのコンビニ前。

　たった今店内で買ったばかりのホットスナックを片手に、零レイ士ジと月ゲツと蛍ケイ──調査を終えて、ようやく解放されたばかりの三人は、自分たちのしたことを語り合っていた。

「しかし……闇やみサイトでイタズラ入札とか、危なすぎるおっさんだな」

「危機感ねーだけだと思うぜ？　『串くし刺さししてるから大だい丈じよう夫ぶ、俺プロだから』とか言ってた」

「命知らずもいいところだ……。運がいいのか、悪いのか」

　ペットボトルの温かいお茶を口にする零レイ士ジに、隣となりに立つ蛍ケイが声をかける。

「やっぱり危険なの？　払はらえなかったら何かされるのかしら」

「されるな。金を払はらえば殺されはしないと思うが」

　秘書ネルからの又また聞ぎきだが、この超ちよう管理社会で闇やみサイト、ディープウェブの運営は厳しい。

　アクセス権を買える窓口を突つき止とめ、大金を払はらい、手間をかけて繫つないでやることがイタズラ入札とか、どう考えても割に合わないし、普ふ通つうはやらないのだが。

「ネルさんがやったように、情報なんてどこで漏もれるかわからない。そのおっさんが落札者で決済できなかったとしたら、相応のペナルティを受けるはずだ」

「ペナルティ、って」

　物ぶつ騒そうな言葉に、顔を曇くもらせる蛍ケイ。整った眉まゆをしかめ、零レイ士ジは続ける。

「強ごう引いんな取り立てで済めば奇き跡せきだな。最悪、消されるぞ」

「《外》で？　そんなことができるの？」

「相手が相手だ。ディープウェブに繫つないだ時点で情報は漏もれてるし、監かん視しカメラの死角を突ついての拉ら致ちや暴力が表社会に一いつ切さい存在しないわけじゃない」

　無法地帯の仮面舞踏街マスカレードに比べれば遥はるかに少ないし、検挙率は極きわめて高いとはいえ。

　もちろん無事に済む可能性もあるが、無意味な危険を犯おかすのは愚おろかに思える。

「……が、それはそのおっさんの勝手だ。首を突つっ込こむ必要はない」

「落札できなかったみたいだから、そもそもトラブルになってねーしな」

「同じことをやったらやばい、それとなく忠告してやれ。連れん絡らく先さきは知ってるんだろ？」

「……あのおっさんと連れん絡らくとんのかなり疲つかれんだけど……。めっちゃやむ……」

　月ゲツは本気で嫌いやそうだった。

　短い時間だが、ガチうざいおっさんの接待は深く心を抉えぐったようで。

「つーことはさ。零レイ士ジがとっ捕つかまえたロリコン野や郎ろうと、うざいおっさんで……容疑者がふたり消えちまったぜ。この先どうすりゃいいんだ？」

「消去法で行くなら、最後のひとり。──うちの学校の１年が落札者、か」

　さすがに高校生でディープウェブに繫つなぎ、大金を怪あやしいサプリに突つっ込こむなど。

　普ふ通つうに考えれば、まずありえないように思えるが。

「以前の《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》も未成年だ。油断はできない、慎しん重ちようにいこう」

　子供だからできない、未成年だから無理──そんな偏へん見けんは排はい除じよして、可能な限り疑う。

「もし犯人だとしたら。命メイが危険じゃない？」

「可能性はあるが、学校内での噂うわさ話ばなしを集めるだけの予定だからな」

　まさか本人に突つっ込こむほど、命メイが愚おろかだとは思えない。

　幻想フアンタビサプリ、怪カイ異イサプリの恐きよう怖ふは、一度襲おそわれた彼女にはよくわかっているはずだ。

「うかつなことをするとは思えないが、確かく認にんしたほうがいいな」

「それなら、私がやるわ。アプリからメッセージを出しておくわね」

「……おのれ、文明の利器。何もしてないのに負けた気分だ」

　特殊永続人獣トクニンたちに許された超ちよう旧式、携けい帯たい電話には存在しない機能だ。

　蛍ケイはスマホを取り出すと、素す早ばやくタップ。メッセージアプリを起動すると。

「へえ、こうなってるのか……便利そうだな」

「そうでもないわ。クラス限定トークルームとかあるけれど、入ってないし」

「一応聞くが、それはハブられてるんじゃないか？」

「雑談で通知が届くのが嫌いやなの。ビクッとするでしょう」

「……ハブられてはいないかもしれないが、ぼっちではあるな……」

「孤こ高こうと言っておくと、自分と周囲を騙だませるわ。おすすめよ」

　メンタルの強いぼっち。だが負まけ惜おしみの色はなく、本気でそう言っていた。

　友達がいないと言うより、知らない人間に興味がないと言うべきなのか。一度知り合った人間には妙みように懐なついたり絡からんだりしてくるあたり、マイペースな猫ねこのようだった。

「いつかスマホが手に入ったらアプリを入れよう。誘さそうべきだ」

「だな、蛍ケイちゃん。このままだとやべーよ、俺らより社会性がやべえ」

「とても失礼なことを言われている気がするわ。……とりあえず、連れん絡らくするわね」

　以前交こう換かんしていた連れん絡らく先さきから、《Mei》──賣メ豆ズ紀キ命メイのハンドルネームを選せん択たく。

　公的ＳＮＳと違ちがい、アプリでは名前変へん更こうが許されている。個人情報と紐ひもづいている以上意味はないが、好きなように変えているユーザーは多かった。




《蛍ケイ》命メイさん、今いい？

《蛍ケイ》こちらで調べたふたりは違ちがったわ

《蛍ケイ》だから、３人目の彼がそうかもしれない




　ヒュポッ、と音をたててメッセージが飛んでいく。




《蛍ケイ》そちらは大だい丈じよう夫ぶ？　みんな心配してるわ




　最後に心配げなアニメキャラのスタンプを貼はって、待つこと２分弱。

　メッセージに既き読どくがつき、返って来た答えには。




《Mei》＃獣けものを解放せよ




　──意味のわからない＃タグが、ついていた。




　　　＊




　柿カキ葉バ蛍ケイが賣メ豆ズ紀キ命メイにメッセージを送る少し前。

　超ちよう管理社会が成立し、ＳＮＳが規制、検けん閲えつを受ける現代において──

　第三者に見られず身内の話ができるメッセージアプリは重要性を増している。

　たとえば学校のクラス。たとえば友達同士のグループ。たとえばつきあいたての彼かれ氏し彼女。

　まるで繫つなぎ合あわされる鎖くさりのように、《共通の友達》を介かいしてコミュニティは連結していく。

　友達から友達へ。友達から彼女へ。彼女から家族へ。家族から親しん戚せきへ。親しん戚せきの友達へ。友達の友達へ。友達から仲間へ。仲間から知人へ。そして知人から友達へと。

　ありとあらゆる続つづき柄がら、関係性を網もう羅らするように、アプリは繫つながっている。

　匿とく名めい性せいを失った表社会のＳＮＳではできない話。

　陰かげ口ぐち、悪口、噂うわさ話ばなし。やりすぎて通報されない程度にギリギリを探さぐり、ささやかな共犯関係となって親しん睦ぼくを深める、閉へい塞そくした時代に生まれた若者たちに許された息いき抜ぬき。




　──グループメッセ【都立アカネ原高陸上部（18）】




《Mei》よっす

《マッハ後こう輩はい》え、パイセン!?

《Mei》今あんただけ？

《マッハ後こう輩はい》部活終わったんで、そのうち来るっスよ

《マッハ後こう輩はい》というかパイセン降臨めちゃレアっスね。スクショスクショ

《Mei》どーでもいいわ

《Mei》というかちみちみして嫌きらいなのよね文字打つのうざいしゃべりたい

《マッハ後こう輩はい》パイセンらしいっス




　部活仲間の集まるグループチャットを眺ながめながら。




『おかえりなさい。サポートは必要ですか？』

「ありがとう。……着き替がえるわ、手伝って」

『かしこまりました』

　自動介かい護ごロボット──ネットを介かいしてＡＩが操作するロボットが音声を受けて稼か働どう。

　人型ではなく安定感のある筒つつ型がたで、ボウリングのピンにメカメカしい手を取りつけたような高級品に制服の上着を預け、汗あせばんだシャツを脱ぬいでラフな部屋着に着き替がえつつ。

　賣メ豆ズ紀キ命メイは難しい顔でタッチパネルを操作する。




《Mei》ちょっと聞きたいことあんのよ

《Mei》１年の北きた島じまって知ってる？

《マッハ後こう輩はい》えーと

《マッハ後こう輩はい》北きた島じま誰だれですか？　何人かいますけど

《Mei》祐ゆう一いち

《マッハ後こう輩はい》同クラっス！




「うわ偶ぐう然ぜん。マジ？」

　事故で脊せき椎ついを損傷、右足が麻ま痺ひして車くるま椅い子すを使うようになってから、命メイの生活は変わった。

　自宅──都内高級マンション上層階の徹てつ底ていリフォーム。バリアフリー、車くるま椅い子すが直接入れる玄げん関かん、ロボットによる24時間完全介かい護ご。食事は決まった時間に配達されるし、週２で人間のホームヘルパーがロボットでは作業しづらい家事を行う。

　金がかかる。大金だ。だが大だい企き業ぎように勤めるキャリアウーマンの母とベンチャー企き業ぎよう経営者の父親は迷うことなくそれを投じ、娘むすめの快適な生活環かん境きようを整えてくれた。

（感謝はあるけど）

　贅ぜい沢たくな話だが。

（──パパもママも、最後に会ったの、二週間前か）

　稼かせぐ必要があるのはわかる。だが両親ともに、自宅に戻もどる頻ひん度どは明らかに減った。

　会社とその近辺のホテルやウィークリー契けい約やくのマンションを転々とし、家族が顔を合わせることすら月一度もない。あっても父親だけ、母親だけで、家族はまず揃そろわない。

　両親は決して認めない。が、家に寄り付かない理由は──わかる。

（見たくないのよね。壊こわれたあたしを）

　エリート指向の強い家族だった。

　優ゆう秀しゆうな父親と優ゆう秀しゆうな母親から生まれた次世代は当然のごとく優ゆう秀しゆうで、勉強はもちろん才能を早くから発揮した陸上競技において、可能な限りのバックアップをしてくれた。

　だからこそ命メイは才能を存分に発揮し、実力をつけた。高校女子では日本最速──そう勝手に思っていたし、実際客観的なタイムでもそれを証明していて。

（ま、そりゃそうか。損切りした失敗プロジェクトの残ざん骸がいとか、ウザいわ）

　去年の事故が、すべてを変えた。

　仮面舞踏街マスカレードで飲酒し、酔よったまま自動運転を切って暴走したバカ。横断歩道で撥はねられて、脊せき椎ついを痛め右足麻ま痺ひ。ほんの一いつ瞬しゆん立つことはできても、歩く、走るなど論外で。

　大金を投じた教育──次世代への投資がすべてパア。

　愛はある──大金を投じた生活支し援えん、莫ばく大だいな額の預金、カード残高。

　情はある──会うたびに苦しみを隠かくし、悲しみを押し殺した両親の笑え顔がお。

　だから両親は命メイに不自由しない環かん境きようを整えて、義務を果たし、そして去ったのだ。

　リフォームが終わった家には、生活感が乏とぼしい。

　父親の趣しゆ味みだったプラモデルも。母親が集めていたぬいぐるみも、どこにもない。

　命メイ自身のものすら、ほとんどない。トロフィーも賞状も処分した。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭かけて打ち込んだものが消きえ失うせたら、驚おどろくほど部屋は空っぽで──

　中身のないショウルーム。ミニマリストを気取ったような空間で、ひとりぼっち。

（あいつらに比べたら、くっそ贅ぜい沢たくな悩なやみよね、マジで）

　詳くわしい事情は聞いていない。だがつい最近知り合った変わり者の友人たち──霞カス見ミ零レイ士ジも、頼ライ山サン月ゲツも、柿カキ葉バ蛍ケイも、世間的には自分とは比べ物にならないほど不幸なはずだ。

　生まれた時からまともな人間扱あつかいされていない人獣ニンジユウや、物心つく前に家族を失い、施し設せつで育った苦学生と、つい最近まで幸福に暮らし、唐とう突とつな不幸で転落した自分。

　呆あきれるほど偏かたよった天てん秤びんを、命メイはふっと笑い飛ばす。

（くだらない。ど──でもいいわ。比べるだけアホでしょ、そんなの）

　誰だれかと自分を比べてどっちが不幸だ、などと考えるだけ無む駄だだと命メイは思う。

　自分の苦しみは自分のものだ。他人から見てくだらなくても自分が苦しいものは苦しいし、他人から見て苦しそうでも、自分が楽しければそれは楽しい、そう感じる。

　だから足あ搔がく、もがく。

　新しい自分を探す。誇ほこれる何かを探す。かつてあった《速さ》というシンプルな柱を失い、賣メ豆ズ紀キ命メイという人間が誇ほこれるものを、これがあたしだと叫さけべる何かを求めて。

（こうしないと）

　自分のために。

　押しつけがましい理り屈くつで無関係な人間を撥はね殺ころしたバカ──《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》。

（あいつを、きっちり、終わらせてやれない……!!）

　前へ進むために──過去をすべて、終わらせるために。

　事件を起こした黒幕気取りのヤツに、きっちり落とし前をつけさせてやる。

（そうしたら、あたしは、進める）

　報復、復ふく讐しゆう、仕返し、倍返し。それだけでは無意味かもしれない。

　だがスッキリはする。そのために大金を怪あやしげな掃そう除じ屋やにくれてやり、自分自身でも動く。そのためなら過去の傷、昔の仲間と連れん絡らくをとることも、苦痛ではあるが耐たえられるから。




《Mei》で、北きた島じま。どんな奴やつ？

《マッハ後こう輩はい》普ふ通つうっス

《Mei》もうちょっと具体的に

《マッハ後こう輩はい》無理してるなー、って感はあるっスね

《Mei》無理？

《マッハ後こう輩はい》つるんでる友達、たくさんいるんですけど

《マッハ後こう輩はい》大勢にカラオケおごったり、お昼に全員ぶんピザ頼たのんだり

《マッハ後こう輩はい》そーゆーことしてるんスよ

《Mei》あたし詳くわしくないけど

《Mei》カラオケ屋、感かん染せん対策で３人以上入室制限とかあるでしょ？

《マッハ後こう輩はい》だからまあ……

《マッハ後こう輩はい》そういう制限がないとこに行ってる、みたいっス




　曖あい昧まいな示し唆さ──一いつ切さい制限がない遊び場、仮面舞踏街マスカレードへの出入り。

（日ひ頃ごろからあそこに出入りしてた、ってことは）

　アンダーグランドへの接点がどこで結ばれてもおかしくない。

　正直フィクションじみて現実感のない単語、闇やみオークションの落札者疑ぎ惑わく。

　ろくに顔も知らない後こう輩はいのそれがより深くなるのを、命メイは感じた。




《Mei》馬鹿みたいに金かかるでしょ。全部オゴり？

《マッハ後こう輩はい》らしいっス

《マッハ後こう輩はい》人気者になりたいというか、そのために頑がん張ばってる感というか

《マッハ後こう輩はい》ＳＮＳにみんなで撮とった写真ＵＰするために出かけてる、的な

《マッハ後こう輩はい》何度か誘さそわれたっスけど、ウチは行ってないっス

《Mei》なに、変な気遣わなくていいわよ

《マッハ後こう輩はい》いや、それでもやっぱイヤっスよ　普ふ通つうに




　そりゃそうよね、と命メイは思った。

　仮にもエースの自分が背骨を折られ、公おおやけになっていないとはいえ部員がひとり死んでいる。

　その状じよう況きようで原因となった街に平気で出入りする者など、そうはいないだろうし──




　────ヴゥ────……ッ！




「は？」

　突とつ然ぜん、スマホが揺ゆれた。

　開いていたトーク画面を押しのけるように届いた通知。

　公的ＳＮＳに投とう稿こうされたあるメッセージを、複数のフォロワーが共有し、拡散している。

　それだけなら何てことのない、ありふれた日常だ。半ば強制的に組み込まれたフォロワー、高校の同級生や教師、卒業した中学や小学校時代の仲間、あるいは家族や親類縁えん者じやなど。

　誰だれかがちょっといいことを言い、プチバズった通知が届くことなど珍めずらしくもない。

「北きた島じま……祐ゆう一いち」

　今まさに探さぐりを入れていた、闇やみオークション落札容疑者。

　都立アカネ原高校１年の、特とく徴ちようのない顔立ち、アイコンの自じ撮どり写真。

　最新の呟つぶやきが、１秒ごとに。

　──閲えつ覧らん数すう１００。１０００。１００００。１０００００。１００００００……まだ、まだ。

　増える増える、増え続ける。

「めちゃくちゃバズってる……けど、これ。んなバズるようなコトじゃないでしょ？」

『＃獣けものを解放せよ』

　ＳＮＳに表示されたのは、地味な笑え顔がおのアイコンと、意味不明のハッシュタグ。

　バズるような奥深さも、面おも白しろさも、機転も無い。ただつまらない呟つぶやきが。

『＃もう、うんざりだ』『＃自由になろう』『＃ぶっ壊こわせ』『＃集まれ』『＃あの街へ！』

　連投されるタグ。最初の投とう稿こうから次々とぶら下がるメッセージ。

　そのすべてが同じように次々バズり、流れ、ＳＮＳのトレンドを埋うめていく。

「何これ……。意味わかんない」

　世間のバズりに疎うとい命メイでも、これはおかしいとわかる。

　そもそも公的ＳＮＳは当局の検けん閲えつ、監かん視しが常識だ。獣けものを解放せよ、それは即すなわち──仮面舞踏街マスカレード、怪物モンスターサプリの使用を示し唆さするようなもの。そして続く、物ぶつ騒そうな言葉。

　それはまるで、この閉へい塞そくした完全監かん視し社会への反逆じみた煽あおりで。

　本来なら投とう稿こうした瞬しゆん間かんにＡＩが反応、ＳＮＳを凍とう結けつして削さく除じよ、警告の上カウンセリングなどのケアを命令するはずだ。だが、命メイが見ている数分間、投とう稿こうはずっと続いている。

　止まらない。終わらない。続く。増える。広がる。




　＃タグが──拡散する。




「……キモっ!!」

　ぞっと寒気が走る。うなじから背骨を舐なめられたような悪お寒かんに、命メイは震ふるえた。

　ＳＮＳから離り脱だつ。バックグラウンドで実行されていたメッセージアプリのトーク画面が開く。するとそこには、未読の投とう稿こうがおよそ、16件連続で続いていて。




《陸上部のマルイJr》＃獣けものを解放せよ

《煒い岐きＭ》＃獣けものを解放せよ

《なるこ》＃獣けものを解放せよ

《大野＠アカネ原陸上》＃獣けものを解放せよ

《ピピくん》＃獣けものを解放せよ

《Geko＠海かい賊ぞく団だん》＃獣けものを解放せよ

《森屋》＃獣けものを解放せよ

《わたー》＃獣けものを解放せよ

《まいん》＃獣けものを解放せよ

《ばこやし》＃獣けものを解放せよ

《ゴールデン》＃獣けものを解放せよ

《マンボナンバー５》＃獣けものを解放せよ

《理知》＃獣けものを解放せよ

《あきこ》＃獣けものを解放せよ

《みきみき》＃獣けものを解放せよ

《マッハ後こう輩はい》＃獣けものを解放せよ




「──ひっ!?」

　ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴ……!!

　揺ゆれる揺ゆれる、スマホが揺ゆれる。震ふるえる震ふるえる、通知が届く。

　陸上部の仲間たち、全員が同じ内容を書き込んだメッセージアプリ。それだけではなかった。新規のトークルームが次々と開かれる。すべてタイトルは【＃獣けものを解放せよ】──

　フレンド登録されているすべての人たちが。

　リアルで繫つながりのある、スマホに登録された連れん絡らく先さきの人々、その全員が。

　同じ名前でトークルームを開設し、知る限りのアカウントすべてに招待を送って。

　──＃獣けものを解放せよ

　同じ言葉を、ただひたすらに。

　書いて書いて書いて書いて書いて書いて書いて書いて……！

「何なのよ、何なのよ、コレ!!」

　ひたすら気持ち悪い。

　使い慣れたスマホの中に、虫の卵がびっちりついていたような──異様な不快感。

　理解できない、わからない。とっさに画面を閉じようとする。指がパネルを滑すべるように操作。トークルームを開き、あらゆる連れん絡らく先さきにメッセージを送る。




《Mei》＃獣けものを解放せよ




「え？」

　無自覚のまま、理解できぬまま、なぜかただ、そうしていて。

　ヴヴヴ、ヴヴヴ、ヴヴヴ、ヴヴヴ……スマホが揺ゆれる。通知が届く。メッセージに反応。

　メッセージアプリに新着。膨ぼう大だいな数。数えるのも馬鹿馬鹿しい。

　その中に埋うもれたもの……柿カキ葉バ蛍ケイの呼びかけに気付くことすらなく。

　家族に届く。両親に届く。親しん戚せきに届く。ＳＮＳでは届かない場所へすらも。アプリで繫つながり、ＳＮＳに招かれ、ほんの一いつ瞬しゆんで蔓まん延えんする《＃タグ》。広まる。広がる。それを感じる。

「なにこれ。なにこれ。なにこれ。なにっ……これェ!?」

　ゾクゾクとした違い和わ感かん。反射的に手が動き、スマホを壁かべに投げつけた。

　バキッ、音をたてて液えき晶しようが割れる。画面がチラつく。痒かゆい。痒かゆい。頭が痒かゆい。髪かみの毛けの中、頭ず蓋がい骨こつの奥、目玉を通とおり抜ぬけた空間のどこかに何かが、虫のようなものが、ぐりぐり。

　動いているのを感じる。ぐにぐに。脳がひたすら気持ち悪い。そしてそれが。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「ぎぼちわるい!!　ぎもぢいい!!　こころが……割れてる……!!」

　大きなチョコレートをパキッとふたつに割ったように。

　気持ち悪いと感じる心と、気持ちいいと感じる脳の疼うずきが、観測した眼めから届く。

　背筋が震ふるえる。全身が痙けい攣れんする。ヒクヒクヒクヒク喉のどが鳴る。狂くるって壊こわれた人形のように、命メイは車くるま椅い子すの上で我が身を抱だくように悶もだえ続つづけ、傍かたわらに立つＡＩが警告を発する。

『バイタル危険域です。救急に通報しますか？』

「＃だめ」

　言葉に異様な響ひびき。

　ノイズのような、ガラスを引ひっ搔かくような、人間の喉のどから発するとは思えない音が出た。

　だが命メイは驚おどろかない。まるでそれが当然のように。




『かしこまりました。サポートは必要でしょうか？』

「＃出かけるわ。＃手伝って」




　汗あせばんだ部屋着を、脱ぬぎ捨すてた。










　　　＊




　同日、同時刻。

《幻想清掃Fantastic Sweeper》オフィスビル、社長室にて──




「いやあ。これまたヤバいのが出てきたねえ。どうしようか、コレ？」

「ぼけてるばあいじゃない。やばい。これ。まじ、やばば」

　クールな面おも持もちに危機感を滲にじませ、秘書ネルが言う。

　雑多なものがあふれる机に脚あしを乗せ、椅い子すの背を限界まで倒たおして天てん井じようを眺ながめ、社長は。

「といっても、どうしようもないからねえ？　ピコピコ周りのことは君に任せるよ」

「くず。……うつ手、なし。どーしようもない」

　流れる流れる、タイムライン。これまでにない勢いで、公的ＳＮＳが吹ふっ飛とんでいく。

　強きよう烈れつなサーバー負ふ荷かに動作は重い。だが決して落ちることなく、たったひとつの《＃タグ》を延々と、情報の骨こつ髄ずいとも言えるＳＮＳの隅すみ々ずみにまで届けんがために動き続ける。

「およそ秒間５万人、同じことをつぶやいてる」

　＃ハツシユタグ獣けものを解放せよ、と。

　今まさに、叫さけんでいるのだ。

「そりゃすごい、アニメ映画の地上波放送並みだ。パル……笑フア劇ルスかな？」

　フランス語で道どう化け芝しば居い、喜劇を表す言葉を絡からめた社長を、秘書はじろりと睨にらんだ。

「わらってるばあい、ちがう。しゃれにならない」

「運営は動いてるんだろう？　けどまあ、止められない、止まらない」

　負ふ荷かでとっくに落ちているはずのサーバーすら、動き続けている。

　発ほつ端たんとなったアカウント。渦か中ちゆうの人物、北きた島じま祐ゆう一いちのそれはとっくに埋うもれているが、莫ばく大だいな拡散によって話題のつぶやきとなり、タイムラインの最さい先せん端たんに固定されていた。

「消すことすらできない。ＳＮＳ運営を委い託たくされてる企き業ぎようは青くなってるか……いや、無理だ。止めようと作業にかかれば必ず《＃タグ》を目にするし、そうなれば感かん染せんするからね」

「感かん染せん？　……どゆこと？」

「感かん染せんする情報。視覚から人を蝕むしばむ悪あく疫えき。デジタル社会における害バ虫グ」

　楢ナラ崎サキが語る、その正体とは。

「ＢＴ本社が確保した怪カイ異イの中でも最悪の災さい厄やく……脅きよう威い度ど《赤Dead》のひとつ。

　放置されれば人類滅めつ亡ぼう、いかなる犠ぎ牲せいを以もつてしても、収容、隔かく離りすべしとされる怪かい物ぶつたち」

　そのひとつから抽ちゆう出しゆつされしもの、この怪かい現げん象しようを引き起こしたものの正体とは。

「本社の協力者から受け取ったリストにあった。──怪カイ異イ《バズるスマホ》だよ」

「……めちゃくちゃ、弱そう。かっこわるい」

　秘書ネルの感想に、楢ナラ崎サキはけらけらと軽く笑った。

「だよね、わかるよ。事実コレは最弱の怪カイ異イだ。サプリをキメて発現したとしても身体能力の変化は一いつ切さいなし、ただ肉の根のようなものが伸のびてスマホと繫つながり、融ゆう合ごうする」

　右か左かは本人しだいかな、と言葉を繫つなぎ。

「強度だってただのスマホさ。殴なぐるどころか落とせば壊こわれるよ、たぶん」

「能力は……もしかして、そのまんま？」

「そう。ただひたすら《バズる》のさ。《バズるスマホ》を使えば、ＳＮＳも動画サイトもありとあらゆる要素がバズり、ありえない速度で広がってゆく」

　電波制限すら存在しない。

　たとえ南極の果てだろうが海の底だろうがネットに繫つながり、電波が届く。

「旧時代の終わり、新時代の幕開け──人々はＳＮＳを手に入れ、《バズりたい》という欲求を拗こじらせるようになった。その想おもいが招いた、神ミス秘テイ化カルの果てさ」

　楢ナラ崎サキがデスクに広げた書類には、《バズるスマホ》発見と収容までの経けい緯いが記されている。

　ある日、ＢＴ本社が日本、そして世界に広げた監かん視し網もうにある特とく殊しゆな兆候が発見された。

　ある零れい細さい配信者が突とつ然ぜん──ごく短い動画で一発ギャグをキメて、投とう稿こうしたのだ。

「そしてそれは《バズった》。その夜のうちに海外の有名女優が拡散したのをきっかけにして、わずか数時間でおよそ十億人がその動画を観みたとされている」

「……それが、怪カイ異イのしわざ。だったって、コト？」

「らしいね。ちなみにギャグはりんごとパインがペーン、とかだって」

「意味わかんない」

「だよね。ま、内容はどうだっていいのさ。ただひたすらバズり、認にん知ちを狂くるわせる。

　それが怪カイ異イ──《バズるスマホ》であり、最初の発はつ症しよう者しやが世界を救った理由だ」

　バズった男は売れない芸人で。

　ただ拡散され、有名になり、それを喜んで、それで終わった。

　ＳＮＳの管理運営を行う企き業ぎようを介かいして異常を知ったＢＴ本社が彼に接せつ触しよく、スマホを回収して神秘の痕こん跡せきを調べた結果──彼らはみな、心から安あん堵どし、祈いのったという。

「神よ、あなたに感謝します……ってね。最初の発はつ症しよう者しやはバズりたいと思ってはいたけれど、ただそれだけだったんだ。有名になりたい、ある意味純じゆん粋すいな願いだった」

　故ゆえにその男は、怪カイ異イを解き放つことなく確保、収容され。

「ＢＴ本社の技術部が外げ科か手術、その他もろもろを駆く使しして《何とか》したらしいよ？　まあ、スマホと癒ゆ着ちやくしてた右手ごと切きり離はなして、新しいのをくっつけるだけだ。難しくないさ」

「……じゅーぶん、えぐい」

「この界かい隈わいだとめちゃくちゃ穏おん当とうだよ。まあ、単にそれだけバズった人間を消すのはコストがかかるからってだけで、人道とか人権とかどうでもいいだろうけど」

　そう朗ほがらかに笑い──楢ナラ崎サキは話を戻もどす。

「《バズるスマホ》の本質は《拡散》だ。投とう稿こう者しやの意思をＳＮＳを介かいして共有、その認にん知ちを感かん染せんさせる。視覚感かん染せんする認にん知ちの病、治ち療りよう法ほうの存在しない──絶ぜつ滅めつの種だよ」

　投とう稿こうされた文字列を目にしただけで、投とう稿こう者しやの意思が感かん染せんする。

　コピーされた認にん知ちが上書き。

　この投とう稿こう──《＃獣けものを解放せよ》にこめられた意思とは？

「閉へい鎖さされた世界、完全管理社会への不満。強きよう烈れつな承しよう認にん欲求に破は滅めつ願望……そんな感じかな。つまるところこれを目にした瞬しゆん間かん、全国民が投とう稿こう者しやと同じ潜せん在ざい犯はんと化すわけだ」

「……やばすぎない？」

「やばいね。まあ、希望がないわけでもないよ」

　全国民、全人類が潜せん在ざい的てきな犯罪者と化した絶望の中で。

「より古き怪カイ異イ。幻想フアンタビは怪カイ異イに侵おかされない。即すなわち我らが社員君たちは《＃タグ》に対する免めん疫えきがあり、感かん染せんすることはない。また、感かん染せんしたところで即そく座ざに行動に移せるほどフットワークが軽い人間ばかりじゃないさ。認にん知ちは歪ゆがんでも、判断力が鈍にぶるわけじゃないからね」

　情動だけ与あたえられても、犯行に至るだけの論理的動機が存在しない。

　犯罪はだめだ。失うべきもの、家族、友人、仕事、恋こい人びと、なんでもいい。それらがあれば、人は安易に暴走しない。それら社会性が鎖くさりとなって、破は滅めつをギリギリで食い止めていて。

「理性の鎖くさりを引きちぎり、感かん染せん者しやが怪カイ異イに成り果てるまで数時間の余よ裕ゆうがあるだろう。その間に大本である《バズるスマホ》を確保できれば、止められるはずだ」

「猶ゆう予よ、意外と長い。余よ裕ゆうある？」

「大切なものがある人間ほど抵てい抗こうするからね。逆に言えば現世に未練のない人、社会の束そく縛ばく、理性の鎖くさりが弱い人間ほどあっさり怪カイ異イ化かするだろう」

　たとえばすでに罪ある者。

　この超ちよう管理社会においてすでに罪を犯おかし、二度と消えないデジタルタトゥーを刻まれた者。社会のはぐれ者、半グレ、落ちこぼれ、ちんぴら、消えることなきクズたち。

「現体制に強い不満を抱いだき、かつ失うものがない誰だれか。もともと社会に対し絶望に近い想おもいを抱いだき、変革を望む人間。そして社会経験に乏とぼしく、安易に絶望してしまう若じやく年ねん世代。

　つまるところ──もともと拗こじらせてる厄やつ介かいさんたち、さ」

「それって、あれ？」

「あれ、というと」

　秘書ネルが指した先、社長室の窓。《オタク通り》から駅前を見下ろす夜景。

　通りの向こう、鉄の華はなのように咲さき誇ほこるビルは、超ちよう巨きよ大だい企き業ぎよう、《Beastビースト Techテツク》夏ナツ木キ原バラ本社。

　その喉のど元もととも言える仮面舞踏街マスカレードの玄げん関かん口ぐち、夏ナツ木キ原バラ駅近くで悲鳴、絶ぜつ叫きよう、トラブル。

　楢ナラ崎サキが骨こつ董とう品ひんの望遠鏡を持ち出し、気取った手つきで夜景を覗のぞき込こむ。

　精せい緻ちな彫ちよう刻こくが為なされた大航海時代の遺物は、澄すんだレンズに像を結ぶ。それは──

「夏ナツ木キ原バラ駅で暴動発生。怪物モンスターサプリをキメた、少年少女を中心にした集団」

　駅から降り立った、主にアカネ原高校を中心とした高校生たち。

　他の世代も多少は混ざっている、だが少数派。数は10……30人には満たない、まだ少数。だが彼らはみな恍こう惚こつとした顔で、ためらいなく服を脱ぬぎ、全ぜん裸らとなって。




「──なるほど。獣けものを解放しているね？」




　プシッ、炭酸が抜ぬけて。

　ぐびぐびぐびぐび、喉のどが鳴る。




　裸はだかの男が、女が、学生たちが。

　服を、下着を、スマホを放り捨てながら一いつ斉せいに怪物モンスターサプリを呷あおる。銘めい柄がらは適当、乱雑で。

　ヒトの肌はだが毛皮や鱗うろこに覆おおわれ、咆ほう哮こうする。街に集つどう人獣ニンジユウたちはみな服を着て、靴くつを履はく。

　それはただの獣けものならざる証、ヒトたる証明。

　だがそれを捨てた群衆は、完全なケモノと化したかのように駆かけ回まわっていた。

「わあああああああああああああああああ!?」

「何だてめえら裸はだかじゃねえか何してんだよぎゃあっ!?」

「か、嚙かみついてきやがる!!　来るな来るな、あっち行きゃあがれ!!」

　戸と惑まどっていた人獣ニンジユウたちが叫さけび、逃にげ惑まどう中。

　数えきれないケモノが、ただただ吠ほえて──。




「夏ナツ木キ原バラ駅、ぱにっく。電車は全面運行停止、だって」




「この街に集つどう人々は、電波的に隔かく離りされているからねえ」

　故ゆえに元々街にいた者たちはＳＮＳを見ることもなく、怪カイ異イ化かもせず。

《外》に住まう者たち──闇やみを抱かかえながらも取とり繕つくろい、不満を溜ため込こんだ者ほど狂くるっていく。

「こりゃまた大変だ、どうしたものかな？」

　吞のん気きにそう言いながら、楢ナラ崎サキは下界の惨さん状じようを神のごとく覗のぞき、堪たん能のうする。

　服を脱ぬぎ捨すてたケモノたちの行動は、完全にバラバラだ。ある者は料理の屋台を襲おそって思うさまに未調理の肉を貪むさぼり食くい、ある者は同じケモノの股こ間かんをくんくんと嗅かいで交こう尾びをはじめ、ある者は逃にげ惑まどう人獣ニンジユウたちを獲え物ものと勘かん違ちがいしたのか、涎よだれを垂らして襲おそいかかる。

　ジリリリリ………！

「おっと電話だ。はいはい？」

『──特級命令を発令します』

　抑よく揚ようの薄うすいＡＩ音声。

　机き上じようの固定電話をとり、耳を傾かたむけた瞬しゆん間かん、楢ナラ崎サキは眉まゆをしかめた。

「ＢＴ本社……警備部か、それとも執しつ行こう部ぶかな？　特級とは穏おだやかじゃないね」

『韜とう晦かい無用。緊きん急きゆうにて対処してくださ……──急げ!!　バカ騒さわぎを、止めろ!!」

　後半、女性的なＡＩ音声から肉声へ。

　渋しぶみのある壮そう年ねん男性のそれを最後に、通話は切れた。

「本社の部長、役員クラスかな？　直々の命令ということは、どうも本気で止めたいらしい。まあ当然かな、このまま放置したら人類滅めつ亡ぼうも夢じゃないワケだし」

「けど社長……どうするの？」

　街に放り出されたケモノたちは、パニックを引き起こしながらそこかしこに散っている。

　電車が止まり、夏ナツ木キ原バラへ流入するルートは一時的に断たたれた。だが感かん染せんが広がっていけば、それこそ徒歩でも車でも、いかなる手段を取ってでもケモノたちは集つどうだろう。




　この街へ。仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラへ。

　禁じられた獣けものを、解放するために──。




「そうだねえ。とりあえず頼たよりになる社員君たちに現状を伝えつつ──。

　視覚感かん染せんする怪カイ異イ化かを治ち療りよう可能なただひとり、《彼女》に働いてもらおうかな？」




　楢ナラ崎サキはそう言うと、上げたままの受話器を肩かたと首で挟はさむように持ちながら。

　古めかしいダイヤルをじーこ、じーこと音をたてて、とある番号に回した。




　　　＊




　──まるで夢を視みているような。




　賣メ豆ズ紀キ命メイが乗った車くるま椅い子すは、停止した車内からホームへ降りる。

　ラップを一枚挟はさんだようにぼやけた視界で、どこか現実感が無いままに我が身を見下ろす。足は相変わらずただ身体からだに繫つながっているだけの棒切れのようで、何も変わっていなかった。

『緊きん急きゆう事態につき、列車の運行は停止しました』

『下車し、ホームから降りずにどうかそのままお待ちください──』

　非常灯を点つけたドローンを運用する管理ＡＩがアナウンスを流し、焚たき火びに群がるかのようにどこか戸と惑まどったような人々がそれを囲む。遊びに来た、その予定だった、けれど狂くるった。

「……チッ、何だよ。どうなってんの？」

「ＳＮＳのタグ、見た？　なんか面おも白しろいよね、つい同じの投とう稿こうしちゃった」

「飲みに行くつもりだったのになあ。……おい、お前。見てこいよ」

「や、やだよ！　ドローンの指示に従わないと、信用スコア下がるかもだし……！」

　不満と不安を抱かかえたまま、それでも非現実に浸ひたりきれず、半はん端ぱな日常を残したまま、彼らは非常と日常の中間地点じみたこのホームから、誰だれひとり出ようとしなかった。

　ざわつく人々の群れの中、息を止めて深みへ潜もぐるかのように。

「……おい、あの子」

「変な格好。……けど、ちょっと……」

　車くるま椅い子す、手動のハンドルに手をかけてホームを進み出した命メイに、若い男たちの視線が絡からむ。




　──＃獣けものを解放せよ──




　頭にこびりついた文字列が、骨こつ盤ばんから背骨を駆かけ抜ぬける。

　今もまだ、頭はぼやけたままなのに、身体からだだけが熱い。まるで競技直前──トラックでスタートのポジションを決める瞬しゆん間かんのように、心と裏腹に身体からだが昂たかぶるのを感じていた。

（きもち、わるい）

　心が、ふたつあるみたい。

　醒さめた心と熱いカラダを包むのはランニング用のブラトップとショーツ。

　競技場の外ではまず目にすることのない、冷静に見ればきわどい姿。介かい護ごロボットの助けで部屋着から着き替がえ、あまりに場ば違ちがいな格好で車くるま椅い子すに乗り、導かれるようにここへ来た。

　二度と着るはずのない服で。

　ここへ来る電車の車内でもちらちらと覗のぞかれた。いやらしい視線。どうでもいい。

　見たければ見せてやる。こんな服すら必要ない。そうだ。還かえれ。何もかも忘れてしまえ。

　繫つながった見えない鎖くさりを外せ。自分のナカにあるものを、叫さけんでいる獣モノを。




　──＃獣けものを解放せよ──




「……＃解放……」

　軋きしるような声がした。

　ヒトの喉のどから出るものとは思えないガラスのような音、＃だ。

　理り屈くつはわからない。だがそういうものだと理解できた。ホームにいる大勢がＳＮＳを視みて、すでに感かん染せんしているけれど、言葉に現れるほど深く犯おかされてはいないのだろう。

　ごくり、唾つばを飲み込む。喉のどが渇かわいた。渇かわいて渇かわいて渇かわいて渇かわいて、どうしようもない。

　疼うずく、疼うずく、疼うずく、疼うずく。どきどきする心臓の音。ハンドルを漕こぐ。人混みが自然と避よけて、開けた道を進んでいく。エレベーターに乗り込み、ホームから構内へ降りる。

　カプセル状のロッカールームがいくつも並んでいた。

　人々はここに入り、荷物を預け、スマホを置いて、怪物モンスターサプリを飲のみ乾ほして人間をやめると、街へ出る。束つかの間まの自由、国家に赦ゆるされた、おこぼれのような無法を楽しむために。

（＃将来のこと　＃やりたいこと　＃あたしのユメ）

（＃何もかも忘れて　＃獣けものを解放せよ　……＃いやだ　＃ワケ　＃わかんない）

　ざわめく群衆から離はなれ、命メイはある自動販はん売ばい機きの前に立つ。

　車くるま椅い子すでも手が届く、ユニバーサルデザイン。無法の街の入口に立つとは思えぬほど親切な機械が、きらきらと輝かがやきながら３種類のドリンクを売っている。

（＃ざけんな　＃あたしは）

　スマホ。ユニフォームのシャツ、ポケットがないので持ったまま。

　少し汗あせばんで湿しめったそれを取り、自じ販はん機きにタッチ。注文パネルが自動的に決済を済ませる。ゴトン、金属音をたてて転がり出る、レトロなデザインの缶かん飲料──《魔ま剤ざい》。




　超ちよう管理社会における唯ゆい一いつの解放、怪物モンスターサプリ。

　３種のフレーバー。《肉食carnivore》《草食herbivore》《爬虫類・両生類reptiles and amphibians》。命メイが選んだのは瑞みず々みずしいキャベツのロゴが刻まれた緑の缶かんで──冷えたそれを取り出し、頰ほおに当てた。




（＃冷たい　＃キモチイイ　＃ざけんな　＃解放　＃知るかっつーの　＃あたしは　＃獣けもの……!!）




　ぎぎぎぎぎ、頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ。

　嚙かみしめた奥おく歯ば、それこそ陸上競技、本番直前並みの緊きん張ちようと力み。

　冷えた魔ま剤ざいの缶かんを当てた顔半分、左の頰ほおは蕩とろけたような笑え顔がお。

　だが右半分、命メイ自身の半分が。




「＃バカ後こう輩はい　＃あいつは死んだ　＃殺した　＃あたしのために　＃同じこと　＃あたし　＃する？

　＃……やだ　＃絶対　＃ざけんな　＃ざけんな　＃ざけんな　＃ざけんな　──＃ざけんな!!」




　牙きばを剝むき、叫さけぶ、咆ほえる、抗あらがう。

　追おい詰つめられた犬のように、頭の半分を占しめる誘ゆう惑わくに逆らう。

　緑の缶かんを摑つかむ左手。プルタブを開けようとする右手。命メイは口をあんぐりと開けて。




「＃～～～──────ッッッ!!」




　スペアリブを食はむように。

　自分の手首に喰くらいつき、嚙かみついて、プルタブを起こそうとする右手を止めた。

（＃負けるか　＃あたしは　＃あたしだ　＃こんな　＃やつに　＃いいように　＃ヤられるか　＃!!）

《＃タグ》に犯おかされた思考。それでもなお、右手を嚙かむ顎あごは緩ゆるまない。

　健康な歯が深々と肉に食い込み、はっきりと残った歯形から血が零こぼれる。痛い、痛い、痛い。団子の串くしのように前歯に当たる骨の感かん触しよく。喉のどに流れ込む血の味、鉄てつ臭くささ。

「──……＃お前じゃない!!」

　クッキリと刻まれた歯形、陸上ユニフォームに返り血が飛び散る。

　怒いかりが爆ばく発はつする。そうだ、今、心が犯おかされている。頭に何かをブチ撒まけられた。

　負け犬野や郎ろうの腐くされたナニ。絶望？　してない。まだあたしは負けてない。あたしは勝つんだ。これから勝つんだ。まだ戦っている最中だ。足は動かない、後こう輩はいは死んだ、けどまだ生きてるし、腕うでもあれば頭も動く。走れない？　上等だ。やれる、まだやれる、何か、できる!!




「＃あたしは!!　……＃あたしだ!!」

「ええ。……本当に、あなたがあなたで良かったわ」

「＃んぐ!?」

[image: ]

　血まみれで絶ぜつ叫きようする命メイに、パスを繫つなぐように。

　冷たい感かん触しよく。誰だれかの手が命メイの喉のどを摑つかみ、車くるま椅い子すに押しつけるように押さえ込む。

「＃蛍ケイ!?」

「先に謝っておくわ。──ごめんなさい」

　振ふり返かえれば柿カキ葉バ蛍ケイ。

　すまなそうな面おも持もち。走って来たのだろう、汗あせばんだ制服姿で。

　間近に迫せまった美しい顔が、鼻筋と鼻筋が交差するようにすれ違ちがい、唇くちびると唇くちびるが触ふれあって。

「～～～～～～～ッ!?」

　命メイの喉のどに流し込まれる、ほんのりと乳ちち臭くさい何か。

　生暖かくて妙みように美お味いしい謎なぞの液体をとっさに飲み込み、激しく咳せき込こんで咽むせる。

「げほっ、えほっ!?　な、な、なっ……!!　何すんのよ、ばかぁっ!?」

「緊きん急きゆう避ひ難なん、治ち療りよう行こう為いよ。──変な声がしないわね。うまくいった、本当に治ったわ」

　不思議そうな面おも持もちで、蛍ケイはぎゅっと友達を抱だきしめる。

　命メイの口元、咳せきと共に逆流してきた色々を、除じよ菌きんのウェットティッシュで拭ぬぐってやりながら。

「社長とネルさんに指示されたの。おかしな怪カイ異イが人を操あやつってるらしくて」

「……それと今飲まされた謎なぞの汁しる、関係あんの？」

「お薬的なものよ。ただ、ちょっとアレだから、これ」

　ふかっと毛皮に包まれたような感かん触しよくがした。

　傷ついていない左手に、握にぎり込こむように渡わたされたもの。小さなボトルは。

「……うがい薬？」

「口こう腔こう常じよう在ざい菌きんってキスで移って虫歯になるって聞いたわ。消毒して」

「あたしは赤ちゃんか!?　ってか今の、キス!?　ノーカンでしょ!?」

「私的にはノーカウントでいいと思うわ。でも基準は人それぞれだから、良かれと思って」

「ノーカンでいいわよ、あたしだって！　ってか、あれ……？」

　渡わたされたうがい薬のボトルを眺ながめ、そこで命メイは気がついた。

　ふたつに割れていた心が、ひとつになった。さっきまで何かに動かされていたような感覚が消えて、キンキンと耳みみ障ざわりだった奇き妙みような音、《＃タグ》が声につかなくなっていて。

「噓うそでしょ。マジ治った……。なに、今の」

「……引かない？　せっかくできた友達に嫌きらわれたくないのだけど」

「あーもー、クッソ可か愛わいいわねあんた!?　とっとと言って、嫌きらったりしないから！」

「そう？　……良かった」

　ほっとした面おも持もちで蛍ケイが見せたのは、ほとんど空のペットボトル。

　中身は飲み切ったのか、底にわずかに残っているきりだ。ほのかに泡あわ立だつ微び炭たん酸さんで、薄うすめたミルクか米の研とぎ汁しるに似た色で、一見ただのジュースの飲み残しにしか見えない。

「社長に聞いた話だと、ＳＮＳやメッセージアプリに変な投とう稿こうをして、それを見た人を怪カイ異イに変えるみたいな能力らしいわ。……私のところには命メイさん以外から来なかったけど」

「ラストで微び妙みように闇やみ出すのやめなさいよ、ぼっち。で？」

「ぼっちじゃないわ。あなたもいるし、霞カス見ミくんたちもいるもの」

　こほん、と咳せき払ばらいをする蛍ケイに。

「ついこの間知り合ったばっかの連中数に入れてる時点でぼっちじゃないの……」

「正論は誰だれも救わないって本当ね。心にグサグサ刺ささるもの。……注射や飲み物じゃなくて、ただ読むだけで効果がある《怪カイ異イサプリ》みたいなものらしいから」

　以前、似た問題を片付けたことがあったから。

「コンビニで材料を買って《人間サプリ》を調合したの。効いて良かったわ」

「……コンビニで揃そろうもんなの？」

「ノリで何とか。コーヒークリープと怪物モンスターサプリにのど飴あめ、あとはヒト素材で足りたから」

「ヒト素材って……」

　兎うさぎに変じる怪物モンスターサプリを調合するには、モデルとなる兎うさぎの毛が必要で。

　つまり今、飲んだのは──……？

「あんた、意外と美う味まいわね。ミルク飴あめみたいな味がしたわ」

「──～～～……っ！」

　恥はずかしそうに顔を隠かくし、ぺしぺしと蛍ケイは命メイの肩かたを叩たたいた。

「そういうこと言わないで。ノーカウントよ、ノーカウント」

「はいはい。でも助かったわ、マジで。よくここがわかったわね」

「スマホを持ったまま外出してくれたから。位置情報が筒つつ抜ぬけよ」

　超ちよう管理社会において、スマホは不可視の鎖くさりだ。

　個人情報と紐ひもづけられた機械は、公共交通機関はもちろん移動の際に街頭モニターに記録、顔かお認にん証しようにより位置が把は握あくされている。メッセージアプリの異様な書き込みを視み、《幻想清掃Fantastic Sweeper》に連れん絡らくを取り、社長のアドバイスと位置情報の提供を受けて、命メイを探すのは簡単で。

「それで助けに来たの。……裸はだかになって街を駆かけ回まわるとか、嫌いやだと思って」

「それはマジ助かったわ……そういや、あいつらはどうしたの？」

「上よ」

「は？」

　唐とう突とつな言葉。蛍ケイは空を指すように言い、命メイは理解できずに聞き返して。

　その時、ふと吸い込んだ息に何かを感じた。すん、鼻が鳴る。取り入れた空気に感じる香り、どこか無機質な金きん属ぞく臭しゆう、スプーンを舌に押し当てた時感じるぴりぴりとした微かすかな刺し激げき。

　階段を、エスカレーターを、エレベーターを、流れ落ちてくる──。

「うそ。火事!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、心配いらないわ。……他に方法が無かったのよね」

　火災の黒こく煙えんに似た何かが、雪崩なだれ込こむ。混乱して騒さわぎ立たてる人波をも一気に津つ波なみのごとく飲み込んで、艶つやの無い鉄色の雲が一気にすべての視界を埋うめた。

　混乱する命メイの手を握にぎり、蛍ケイは閉ざされた視界の中、その耳元に囁ささやいた。




「暴動紛まがいの混乱を鎮しずめるために。それと、事件を起こした怪カイ異イを捕つかまえるために。

　霞カス見ミくんが、夏ナツ木キ原バラ駅一帯を丸ごと全部──霧きりに包んだだけだから」




　　　＊




　宵よい闇やみに音も無く、黒い茸きのこじみた噴ふん煙えんが、大都会のただ中に立たち昇のぼる。

　駅周辺のビルディングを飲み込む《黒コク》。闇やみが膨ふくらんだかのような濁だく流りゆうが。

　瞬またたく間まに建物を、人を、車を包むように帳とばりを下ろしてゆき、ドーム状に隔かく離りした。

「お、おい、何だアレ!?　火事!?　爆ばく発はつとか!?」

「ええ……でも、何も音もしないし、熱くもないわよ。どうなってるの？」

　仮面舞踏街マスカレードの外、行いき交かう何百何千もの人々が足を止め、空を見上げる。

　緊きん急きゆう時じ、ＳＮＳを見てしまうのは現代人の習性に近い。反射的にスマホを出した時、各おの々おのが構築されたいつも通りのタイムラインではなく、運営公式の警告が画面を埋うめた。




災害速報【disaster@_Az】　１分

［緊きん急きゆう］公営ＳＮＳ大規模障害発生　**日07時45分頃ごろ、夏ナツ木キ原バラ駅ガス漏ろう出しゆつ事故により地中埋まい設せつされたネットワーク機器に故障、機能を一時凍とう結けつ。復旧の見通し立たず。




災害速報【disaster@_Az】　30秒

［緊きん急きゆう］**日07時45分頃ごろ、夏ナツ木キ原バラ駅周辺にてガス漏ろう出しゆつ事故発生。ガスの人体への悪あく影えい響きようはなし。視界不良による事故、パニックに注意し、その場を動かず事態の収束をお待ちください。




　人々は息を吞のみ、ただそれだけが表示されるＳＮＳに見入る。連れ立って歩いていた男女、同どう僚りようらしきサラリーマンたち、塾じゆく帰がえりらしい生徒の一団が、思わず顔を見合わせて。

「うっわ、何これ……！　凄すごいことになってる、動画撮とろうよ、動画！」

「いいけど、ＳＮＳ止まってるし、ＵＰできねーじゃん！　超ちよういいね稼かせげそうなのに！」

「めちゃくちゃ呟つぶやきたい。これ大だい丈じよう夫ぶ、みんな無事なの？　会社に連れん絡らくしなきゃ！」

「電車も停とまってるって！　どうなってんの、ＳＮＳ止まる前に何か出てたよね？　夏ナツ木キ原バラでテロがどうのとか報道されたはずだけど、誰だれかわかる人いる？」

「いや、ちょっと……。ああああああ、検けん索さくしてえ、検けん索さくしてえ、検けん索さくしてえ！」

　まったく知らぬ人々が、混乱を共有するかのように騒さわぎ出だす。だがそれでもパニックに陥おちいることなく、自動運転の車が行いき交かう交差点を抜ぬけて歩道に進むと、不安げに空を見上げた。

「ちょっと見に行かない？　夏ナツ木キ原バラとかすぐそこじゃん」

「いやダメだって、迷めい惑わくでしょ。復旧作業とかしてるだろうし」

「だよね、言ってみただけ。──めっちゃヘリ飛んでるし」

　高度に統制された社会に、混パニ乱ツクは生じない。

　緊きん急きゆう出動した航空ドローン、回かい転てん翼よくを備えた治安警察の無人ヘリコプターが空を切きり裂さき、凄すさまじい羽音をたてながら艶つや無き黒い噴ふん煙えんを囲み、周囲を飛び回る。

　まるで陳ちん腐ぷなパニック映画。街の一区画を吞のみ込こむような茸きのこ雲ぐも、それを飾かざるかのように飛ぶ航空ドローンの赤色灯は、その圧あつ倒とう的てきなスケールで群衆の視線を奪うばい、吞のみ込こんでいく。

「わあ……綺き麗れい……！」

　人々は恐おそれず、ただ神話じみた情景をぽかんと眺ながめている。

「逃にげなくていいの？」

「警報とか出てないし、避ひ難なん指示もないし、大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「そうだね。だから」

「──帰ろうか。もう十分撮とったし」

「うん、復旧したら共有するね！　バズるかなー、めっちゃ楽しみ！」

「信用スコア上がるかもね。でも電車止まってるけど」

「タクシーか歩きかなあ。めんどっちいけど、しゃーないって」

「うん、非常時だから。しかたないね？」

　混パニ乱ツクはない。

　スマホを操作し、自動運転タクシーを予約。乗り込んで家路を急ぐ者。

　あるいは徒歩で帰宅しようとする者、皆みな慌あわてることなく秩ちつ序じよを保ったまま行動する。




　鎖くさりも鞭むちも必要ない。

　束そく縛ばくも罰ばつもなくとも己おのが意思で秩ちつ序じよを保ち、社会を回す。管理社会を維い持じする歯車たちは、あたかも社会性を保った昆こん虫ちゆうであるかのように、急速に日常へと戻もどりつつあった。




　　　＊




「──黒コク白ビヤク霧ム法ホウ　白ハク庭テイ煙エン!!」

　仮面舞踏街マスカレードと外界の狭はざ間ま、彼ひ岸がんの如ごとき場所──夏ナツ木キ原バラ駅ビル屋上。

　展望台のような観光施し設せつの存在しない、武骨な換かん気き口こうや電気設備が臓物じみて広がる上に、霞カス見ミ零レイ士ジは立ち、忍しのびのような指印を結んで、火山のごとき煙けむりを放ち続けていた。

「大だい丈じよう夫ぶかよ、零レイ士ジ!?　お前……薄うすくなってんぞ!?」

「大だい丈じよう夫ぶじゃない。……全力だ！」

　煙けむりに視界を阻はばまれながら、隣となりに立つ頼ライ山サン月ゲツが声をかける。

　頰ほおを伝うは汗あせならぬ黒こく煙えん。霞カス見ミ零レイ士ジという幻想種フアンタビ、名もなき《霧の怪物ブロツケン》が放つ黒い霧きりは、本人がそうと望まぬ限り一いつ切さい人に害を加えることなく、ただただ黒く世を閉とざす。

　夏の夜、手持ちの花火に火を点つけた経験が、誰だれしもあるだろう。今の零レイ士ジはそれに等しく、その存在そのものを燃やすが如ごとく、ただひたすら駅周辺を黒こく煙えんの領域に閉ざしていた。

　自分が薄うすくなるのを感じる。

　しゅうしゅうと音をたてて燃もえ尽つきる花火のように。ただひたすら煙けむりを放ち、広げて──さらに周囲を飛び回る無人ヘリコプターが巻き起こす風や都市の息い吹ぶき、ビルを吹ふき抜ぬける横風に散らされることなく、一定範はん囲いに煙けむりを留とどめるだけで神経が削けずられていく。

　ＳＮＳを通じて感かん染せんを広げる怪カイ異イへの対策が、これだ。

「──無茶ぶりにもほどがある……!!　給料上げてくれ、社長!!」

　もはや必ひつ須すを超こえてライフラインと化した公的ＳＮＳは、簡単には止まらない。

　正規のルートで停止させるには関係各所の了りよう解かいを得る必要があり、試算によればそれよりも《バズるスマホ》によって全人類が怪カイ異イ化かする方が遥はるかに早かった。

　だが、ここに例外が存在する。

　この国、秋アキ津ツ洲シマは災害大国だ。頻ひん発ぱつする地じ震しんや台風、さらに世界的パンデミックに晒さらされ、緊きん急きゆう時じにおける対策はマニュアル化され、承しよう認にんを待たずほぼ自動的に実行される。

　明らかな災害、非常事態を観測した社会システムは反射的に動き──ＳＮＳ停止、災害速報以外の情報を制限し、パニックを防止するのだ。

　元々は緊きん急きゆう時じ、災害時におけるデマ、フェイクニュース抑よく止しのために設定された機能は、ガス漏もれを偽ぎ装そうした零レイ士ジにより、怪カイ異イ感かん染せん拡大抑よく止しの一手として実行された。

「長くはもたん……!!　散る。俺が!!　消え……そう、だっ……！」

　拡散する飛ひ沫まつ。自分自身が薄うすくなる感覚は、痛みとは違ちがう。

　消えてゆく。コーヒーに落としたミルクが広がるように、自分が溶とけていく。

　広がって、薄うすまって、後には何も残らない。パニックを止める目め隠かくしとしても、駅一帯を数キロに渡わたって闇やみに閉じ込める荒あら業わざは、幻想種フアンタビにとっても存在を危あやうくするほどの負担を強しいる。

（柿カキ葉バは命メイを助けに行った。それだけじゃない）

　大勢の生徒が感かん染せんし、＃獣けものを解放せよ──くだらない《＃タグ》に操あやつられて街に出てしまった。

　知り合いでもない。友達でもない。当然のごとく人権を与あたえられ、親に愛され、負ふ債さいを負うこともなく勉強に励はげみ、裕ゆう福ふくな未来を勝ち取ることが約束された奴やつら──勝ち組たち。

「……なあ、月ゲツ！」

「何だよ、零レイ士ジ！」

　暗くら闇やみから声がする。傍かたわらに立つ相棒の姿すら見られない、黒に塗ぬり潰つぶされた世界で。

「俺たちは、くそ貧びん乏ぼうだ。金もない。親もない。……何もない！」

「知ってんよ！」

　ゼロどころかマイナスからのスタート。

　最初からハンデを負っている。いわゆる普ふ通つうの人々と同じライン……《普ふ通つう》を手に入れる、ただそれだけで並の人生数人分ものバカ高いコストを支し払はらうハメになる。

　人を助ける余よ裕ゆうなんてあるものか。助けてほしいのはこっちだ。キツい仕事、給料は安い。社会保障も先の見通しもまったくない。けど、それでも。──……それでも。

「それでも。……助けろ、救え。俺たちは怪かい物ぶつじゃない。人間だって、叫さけぶために!!」

「……！」

　社会に貢こう献けんし、有用性を示し、片かた隅すみにでも居場所を確保するために。

　苦しい生活──飢うえるほどではないギリギリの貧しさ。切きり詰つめれば辛かろうじて払はらえる学費。将来を思えば離はなせない蜘く蛛もの糸。無茶ぶりする上司に汚きたない仕事。だがしがみつく。

　離はなせばそれこそ、末路はお察し。人権なし、戸こ籍せきなし、未来なし。

　家も借りられない。働けない。稼かせげない。

　人間社会を構築するありとあらゆるものから排はい除じよされて、ヒトの暮らしを奪うばわれる。

　嫌いやだ、そんなのは嫌いやだ。実験施し設せつの奥に監かん禁きんされて暮らすのも嫌いやだ。

　社会をすべて敵にして、カメラの目を逃のがれながら裏路地で生ゴミを漁あさるのも、まっぴらだ。

　空腹感ハングリー──それが少年たちを繫つなぐ、これ以上ないほど強きよう靭じんな鎖くさり。

　単に腹が減っている？　違ちがう、渇かつ望ぼうだ。未来に飢うえている。欲しいものがある。

「俺が探さぐる。守る。救う！　──切エりー札スを切れ、月ゲツ!!」

「ああ。……やるよ、相棒!!」

　少年たちが叫さけぶ。いや……咆ほえる。

　ヒトのかたちをした獣けものたちの咆ほう哮こう。真っ黒なキノコ雲、空間を埋うめ尽つくす闇やみに亀き裂れつが走る。

　雲が割れ、夜空を断たち切きるかのような月光が、冴さえ冴ざえと頭上から降り注いだ。

「ああ……ああああああああ……」

　呆ぼう然ぜんと見上げる、丸い丸い、銀の月。

　真円を描えがく満月、見上げる人狼ワーウルフ──血が騒さわぐ。

　朝服用した人間サプリの効力など吹ふっ飛とんだ。

　ぐるぐると喉のどが唸うなった。嚙かみしめた顎あご、膨ふくらんだ筋肉と毛皮でシャツがパンパンに。

「ぐあああああッ……!!　あア、アアアアアアアッ……!!」

　悶もだえながら、苦しみながらプルタブを上げた。

　プシッ、炭酸が抜ぬける。

　鞭むち打うたれる苦行者の如ごとき痛み、全身の細さい胞ぼうが弾はじけ飛とぶような感覚に襲おそわれながら、管理社会で唯ゆい一いつ許された解放──《魔ま剤ざい》怪物モンスターサプリ肉食Carnivoreを一気に飲のみ乾ほす。

　ゴクッ、ゴクッ、ゴキュッ……！

　一気飲み、熱い喉のど越ごし。強きよう烈れつなカフェインのキック。目が醒さめる。意識が覚かく醒せいする。

　あらゆる体毛が逆立つようなエクスタシー。骨格がゴキゴキと音をたてて変化、手が伸のび、足が伸のび、筋肉の厚みが三倍にも達して、限界を超こえた衣服が弾はじけ飛とんだ。




『アオオオオオォォォオオオオォォォォォオォ─────……ンッ!!』




　遠く遠く狼おおかみ、咆ほえる。

　それは言語の発はつ露ろではない。ただただただただ気持ちいい、ガンギマリの歓よろこび。

　いつもの変身とは異なる色。狼おおかみらしい地味なグレーではない。透すき通とおるアイスブルー、光こう沢たくある銀の体毛。首筋から頭部にかけて残る金の三日月はメッシュの名残なごりか。

　其そは、青銀の人狼ワーウルフ。絶ぜつ滅めつせし魔ま術じゆつ的てき感かん染せん──人ウエ獣アシ症ツク。

　血液、体毛、精子に刻まれし古いにしえの神秘、感かん染せんする呪のろい。

　怪物モンスターサプリにおけるその主成分。砂糖、香こう料りよう、爆ばく濃のうのカフェイン。

　そしてヒトを人獣ニンジユウ化かする《呪のろい》の根源。ＢＴ本社によって蒐しゆう集しゆうされ、今や彼とは無関係な工場によって大量生産、流通する人獣ニンジユウ化かメカニズム、《怪物モンスターサプリ》の原型──

　オリジナル人狼ワーウルフは、真の覚かく醒せいを迎むかえた。




　　　＊




　ホホホッ、ホホホホッ、ホホホホ───ッ!!




　解放感に満ちた笑い声。

　黒コク霧ムに包まれた仮面舞踏街マスカレード、駅付近。閉ざされた視界、ケモノたちの声。

　混乱は起きていない。黒く煙けむる街の中、多くの人獣ニンジユウたちは慌あわてて屋内へ避ひ難なんしている。

　およそ10匹の群れ。全員全ぜん裸ら。破れた制服、シャツや下着のかけらを毛皮に引っかけて、はふはふと荒あらい息をつくケモノたち。種類はさまざま、猫ねこ、犬、定番中の定番。

　少し外れたデブは発情した豚ぶた。瘦やせ細ほそったカナヘビ男がちろちろと舌を伸のばし、下着の残ざん骸がいを股またにひっかけたＪＫに迫せまる。ウェストサイズは変化しなかったせいか原型を残すスカート、その中に辛かろうじて隠かくされた尻しりは薄うすい毛皮に覆おおわれ、発情を示すように湿しめっていた。

「＃きて!!　＃解放!!　＃ケモノ!!」

「＃ヒャッ!!　ヒャッ!!　ヒャ!!」

　尻しりを高々と掲かかげた牛うし娘むすめ──美人とは言いい難がたい和牛の尻しり。

　太り過ぎて崩くずれたライン、だらしない剝むき出だしの六つの乳ち房ぶさ。

　そばかすのあとが残る顔、耳の位置がずれて歪ゆがんだ眼鏡を吹ふっ飛とばし、恍こう惚こつとして叫さけぶ。

「＃かわいい!?　＃かわいいよね!?　＃かわいいって言って!!」

「＃ヒャアアアアアアアアアアア！」

　性欲に昂たかぶった叫さけび、二ふた股またに分かれたモノを鱗うろこに覆おおわれた股またから伸のばすカナヘビ男。

　瘦やせた不健康な体格。人獣ニンジユウ化かしていても判わかる艶つやの無い鱗うろこ。

　鬱うつ屈くつした顔立ち──社会的ストレス。

「＃イケメンになりたかった　＃美少年になりたかった　＃どっちでもなかった　＃もういい」

「＃親ガチャ失敗　＃もうどうしようもねーじゃん　＃ねこになりたい」

「＃気持ち悪いとか　＃臭においとか　＃いじめとか　＃人間やめたい」

「＃交こう尾び!!　＃自由!!　＃解放!!」

　叫さけぶ叫さけぶ獣けものたち。まるで汚きたないジャングルのよう。人間を捨ててケモノに還かえった十数人。

　彼らの醜しゆう態たいをにんまりと、どんぐり眼まなこがふたつ、楽しそうに眺ながめていた。

「＃ホホホッ　＃ウホホホホ　＃ウホッ　＃ホホホホッ!!」

　猿さるじみた声だった。いや、それは事実、猿さるだった。

　童どう謡ように謳うたわれる愛らしい生き物。

　南の島にわずかに棲せい息そくするという珍ちん獣じゆう、アイアイ。

　だがその正体は黒く瘦やせ、長い尾おと大きな眼め、どんぐり眼まなこを持つコウモリに似た類るい人じん猿えんで、愛らしさとは縁えん遠どおい。現地では悪あく魔まの化け身しんとすら呼ばれる、むしろ醜みにくい動物だ。

　廃はい墟きよじみた仮面舞踏街マスカレードの雑居ビル、張はり巡めぐらされた電線に尻しつ尾ぽをひっかけ、ぶら下がって。眼めを炯けい々けいと輝かがやかせながら、異様に伸のびた右手と左手、両方の中指でスマホをいじる。

「＃ホッ!?　……＃キイイイイイイイイッ!?」

　狂くるったようなタグつきの叫さけび。

　スマホを摑つかむ三本目の手。最新型の限定カラー、端たん末まつから伸のびた長い長い鼻。

　自在に曲がる肉のケーブル、アイアイに似た異形の猿さるの鼻と物理的に接続されている。

　大きな耳、垂れさがった鼻、頭の形だけなら象や獏ばくに似た、獣けもの還がえりの子。

　文明を象しよう徴ちようするかのように、ボクサーパンツを穿はいたままの──怪カイ異イ《バズるスマホ》。

　黒い霧きりに沈しずんだ仮面舞踏街マスカレード。路地をひとつ挟はさんだ表通りは静まり返っていた。

「＃キィホッ　＃プッ　＃ククククク……！」

　怪カイ異イ猿ざるは口元に手をあてて、嘲あざ笑わらうかのように吹ふきだした。

　仮面舞踏街マスカレードの表通り。街灯に設置されたスピーカーから、涼すずやかな声が響ひびく。




『こちら仮面舞踏街マスカレード運営──緊きん急きゆう連れん絡らくをお伝えいたします。

　現在、夏ナツ木キ原バラ駅周辺にてガス漏ろう出しゆつ事故が発生しています』




　知人が聞けばすぐわかる。どこか子供のような甲かん高だかいそれは、《幻想清掃Fantastic Sweeper》秘書、ネルの声。

　薄うす闇やみに閉ざされた街、路上の屋台から人々が逃のがれ、ビルの軒のき先さきやコンビニに飛び込む。

　人々はそれを受け入れ、不安げな視線を交かわしながらアナウンスを聞いていた。




『このガスによる健康上の悪あく影えい響きようはありません。

　現在専門家による処理が行われており、数分後には完かん了りようの予定です』

『お客様、市民のみなさまは、近くの建物に避ひ難なんして復旧をお待ちください。

　繰くり返かえします、こちら仮面舞踏街マスカレード運営──』

「＃キキキッ、キキキキキキキ……!!」

「＃キィィィィ────────ッ!!」




　猿さるが、怒キレる。




「＃この街　＃テーマパーク　＃無法？　＃噓うそばっか!!」

　許された無法という欺ぎ瞞まん。仮面舞踏街マスカレードに集つどうのは、無法を求めて集まった善良なる市民たち。

　街に住み着いた例外を除くほとんどは、社会にきちんとした身分と生活を残したまま。

　現場は夏ナツ木キ原バラ駅周辺、最もライトな、初心者向けのお試ためしエリア。

　サプリをキメて仮面をかぶり、カフェインに煽あおられ無ぶ頼らいを演じて満足する。

　ここは官製テーマパーク、許された噓うそによる偽にせの混こん沌とん。

　集つどう人々は金を払はらい、話をしてものを買い、やりとりができる。

　表社会の秩ちつ序じよを下した敷じきにし、無法地帯ですらお行ぎよう儀ぎよく。

　重大な事件、事故ともなればそれは露あらわとなる。人々はパニックを起こさず整然と避ひ難なんし、諸外国のようなパニックによる略りやく奪だつや暴行を起こすこともなく、弱者を守って姿を隠かくす。




　それはもはや、刻み込まれた文化。

　国民性とも言うべき──家か畜ちくじみた、理性だった。




「＃キェェェェェェェェェェェェェェェェェエッ!!」

　発はつ狂きようしたような叫さけびをあげて、怪カイ異イ猿ざるは黒コク霧ムに咆ほえる。

　薄うすい毛皮を搔かきむしる。柿かき色いろの毛が飛び散って、かすかな血さえ滲にじんでいた。親指をたててべろべろと己おのが爪つめをしゃぶるそれは、癇かん癪しやくを起した子供そのものだった。

「＃噓うそばっか!!　＃噓うそばっかじゃん!!　＃嫌いやだ!!　＃そんなの嫌いやだ!!」

　彼──都立アカネ原高校一年、北きた島じま祐ゆう一いち。

　昔からそうだった。ありふれた名前、ありふれた体格、ありふれた顔、ありふれた性格。

　目立ちたかったけど目立てなかった。賢かしこくありたかったけどそうでなく、落ちこぼれるほど愚おろかでもなく、結果として大して心配もされず、予定の進学校から滑すべり止どめの都立へ。

　ならば、と面おも白しろい人間になろうと思った。ジョークを勉強した。ネットスラングを調べた。パクッた下ネタを披ひ露ろうした。ことごとく滑すべった。高校デビューは大失敗だった。

「＃ねえ　＃なんで？　＃はあ？　＃なんでなんでなんでなんでなんで……!!」

　危ないことをしようと思った。

　親は金持ちだった。自由に使っていいと渡わたされたクレジットカード──限度額なし。

　大病院を経営する医い療りよう法人の信用スコア、桁けた違ちがい。友達を作ろうとおごりまくった。

　引かれた。今時のリテラシー。大人数を誘さそって盛せい大だいなパーティ？　感かん染せん対策の観点で不可。豪ごう華かな食事やおやつのオゴリ──いじめ防止の観点から警告。無視した。

　おごられた友達予定者に通達。信用スコア低下──全員から避さけられるハメに。

　窮きゆう屈くつ、窮きゆう屈くつ、窮きゆう屈くつ。

　金はある。自由はない。賢かしこくなりすぎた社会、愚ぐ者しやを利用する悪意すら管理され、ささやかな芽のうちに摘つまれてしまう。学校という閉へい鎖さ型がたコミュニティでは、特に。

　ならばとばかりに仮面舞踏街マスカレードに通った。背せ伸のびしたがる世代、高校デビュー予定者たち。

　同級生を無理矢理誘さそい、カードで多額の現金を下ろし、怪物モンスターサプリをキメて街へ。

　初めて口にした《草食herbivore》サプリ。肉食を選ぼうと思ったけれどそれは怖こわかったから。

「うっわ、何それ、すっげ!?」

「超ちようレアじゃん……。パネエよ、めっちゃツイてんねー！」

「え？　……え？　え～～～っ!?　マジ!?」

　小こ遣づかいでつり、なんとかついてきてくれた貴重な取り巻きが、そう言って。

　鏡を見て感激。怪物モンスターサプリの変身先は極きわめてランダム。

　定番の犬いぬ猫ねこがコモン、それが大半だ。

　草食なら豚ぶた牛羊など、家か畜ちくが一番ありふれている。その中で最初に口にしたひとくちで彼が引いたのは、極きわめてレアな類るい人じん猿えん──アイアイ。行いき交かう人々がぎょっとして、噂うわさした。

（＃気持ちよかった!!　＃超ちよう目立ってた!!　＃バズりまくった!!）

　ようやく願いが叶かなった。

　今まで誰だれでもなかった。その他大勢だった。特別な何かになろうとして無理だった。

　そんな中、たまたま口にしたサプリで《特別》となり──しかも体質的に合ったらしくて、他のサプリを口にしてもほぼ同じ姿、アイアイに固定。もう最高だと絶頂した。

　得意満面──レア動物、レアな姿、モブに埋うもれないカッコいい、マイナーな自分に酔よった。

　あとはささやかな願い。ちやほやされたかった。モテたかった。ほめられたかった。

　承しよう認にん欲求を満たしてほしかった。クズでもバカでもいい。ほめてほめてほめてほめてほめて。

　楽しかった、最高だった、金はいくらでもあった、けれど、けれど、けれど。

『わり、彼女できたんで、今日は……』

『小テスト、近いじゃん？　勉強したいんだよねー』

『ほんとオゴッてもらって超ちよう楽しかったけど、毎日はキツいし。大人になろうぜ？』

　友達だと思っていた奴やつらの言葉が、頭の中で反はん響きようする。

「＃きいぃぃぃぃいいぃぃぃぃぃぃいいいいぃぃぃ───ッ!!」

　夜遊びに溺おぼれた数か月。友達だと思っていた取り巻きが逃にげた。

　距きよ離りを置かれた──くだらない理性。彼女ができたやつ。勉強したがるやつ。大人ぶって、自分を諭さとしてきたやつ。どいつもこいつも裏切り者だ。俺の金でさんざん遊んだくせに。

　刺し激げきを楽しむだけ楽しんだら溺おぼれることなく逃にげきった。今時の賢かしこい遊び方──ストレスをイイ感じで吐はき出だしたら社会の歯車に戻もどる、超ちよう管理社会の家か畜ちくたち。




「＃やだ　＃やだ　＃やだ　＃やだ　＃やだ　＃やだ　＃やだ　＃やだ!!

　＃ひとりにすんな!!　＃ちやほやしろ!!　＃かわいがれ!!　＃やだやだやだやだあああああ!!」




　何でこんなに苦しいんだろう、と彼は思った。

　金はある。時間はある。あとは一いつ緒しよに楽しむ仲間が、自分をほめる、アゲる誰だれかが欲ほしい。それだけだ、ささやかな願いじゃないか。自分を主役にしろ。金は払はらう。なんでダメ？




　──ああ。そっか。




「＃夢とか　＃将来とか　＃彼女とか　＃やりたいこととか」

「＃そんなのいいから　＃みんなみんな　＃けだものになれ!!」




　にんまり、と素す晴ばらしいアイディアを思いついた企き業ぎよう家かのように猿さるは笑った。

　盛たけり狂くるう動物たち。真っ先に汚お染せんされたのは、彼とＳＮＳで繫つながっていた取り巻きたちと、同じクラスの鬱うつ屈くつした女子や陰いんキャ。怖こわがって誘さそってもこなかったくせに、結局は。

　一皮剝むけばケモノの本能を露あらわにする、きたないやつら。

「＃ごまかすな!!　＃とりつくろうな!!　＃素す直なおになれよ!!　＃楽しもうぜ!!」

　逃にがされたホルスタイン。同級生だった醜みにくい牝め牛うしにのしかかる雄おすたち。腰こしを振ふる音。生なま臭ぐさい。その醜みにくさが、汚きたなさが面おも白しろくて、自分がそれを演出したのだと思うと最高に脳がキマッた。

　自分に友達ができなかったのは、この社会のせいだ。

　本音を隠かくして噓うそばかり。造られた無法地帯すら偽いつわりのテーマパーク。

　みんな他人の顔色を伺うかがうのに、プライバシーで一線を引いて近付いてこない──個人間距きよ離り。ソーシャルディスタンスを保ち、ＳＮＳでしか繫つながらない、そんな世の中のせいだと。

　確信。動機。興奮。バカ高かった怪カイ異イサプリ──オークションで落札直後どこからともなく置き配されて、迷うことなく注射した。さらなる刺し激げきを求めて、怪物モンスターサプリ。

　自分を特別な存在だと最初に認めてくれたレア動物。アイアイとのミックス。ガンギマリ。脳の血管がビキビキ音をたてるのを実感するほどの、めちゃくちゃな興奮のままに。

「＃ギモヂイイイイイイイイイイッ!!」

　涎よだれを垂らしながら交こう尾びする動物たちを見ていると、我が慢まんできなくなって。

「＃おれ　＃やる　＃どけ!!」

「＃け!?」

　尻しつ尾ぽを巻きつけていた電線から外し、落下。

　怪物モンスターサプリと怪カイ異イサプリのミックスにより得たゴリラ並みの体重──数百キロ超ごえ。

　ぶちっ、嫌いやな音がした。

　興奮してあたりかまわず股こ間かんを擦こすりつけていた元クラスメイトの豚ぶたくん、即そく死し。

　怪カイ異イ猿ざるに踏ふみ潰つぶされてミンチに。その勢いで重なり合っている雌め牛うしとカナヘビ君。

　元クラスの陰いんキャ女子と男子。席が近くて最初はたまに話したけれど、おごったり誘さそったりするうちに距きよ離りを取られて逃にげていった、友達だったはずの他人たち。

「＃え？」

　啞あ然ぜんとした顔で、つながりあったまま、少年と少女だったものは振ふり返かえり。

「＃わああああああああああああい!!」

　子供じみた動き。両手をバンザイのように広げ、全体重をかけて身体からだごと。

　重なるようにのしかかり──汚きたない街路と猿さるの肉、数百キロの荷重に挟はさまれ、秒で潰つぶれた。

　グチャッ、異様な音。

　トマトを握にぎりつぶしたような色が腹いっぱいに広がった。

「＃ヒャアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　アスファルトに広がる染しみでぱちゃぱちゃと、水遊びをするように踊おどり狂くるう。

　肉にく塊かいと地面に股こ間かんを擦こすり続つづける怪カイ異イ、ただただただただ気持ちいい。

　めちゃくちゃな興奮、高こう揚よう、絶頂。滑すべりがよくなった腰こしをグリグリグリグリグラインド。足をピンと伸のばしてビクビク震ふるえた化ばけ猿ざるは、故ゆえに夜空を見上げることなく、気づかなかった。




　──まるで光が刃はのごとく。




　駅を吞のみ込こむキノコ雲が、真っ二つに斬きれた。頂点から裂さけた煙けむりは雪崩なだれのごとく崩くずれ落おち、定規で引いたような正確なラインを描えがいて、駅ビルの屋上とこの裏路地を一直線に結ぶ。

「＃キッ!?」

　取り巻きのケモノが異常を感じ、慌あわてふためいて夜空を見上げる。

　駅ビルと路地、天の高みと地の底を繫つなぐ斜ななめのライン。それは光ではなかった。

　黒こく煙えんが形を変えた、長さ数キロに及およぶ黒曜石の滑り台スロープ。

「だああああああああああああああああああああああああああああああああ───ッ!!」

　弾だん丸がんが滑すべってくる。

　白銀の毛皮に覆おおわれた人狼ワーウルフが、怒いかりに満ちた叫さけびをあげながら。未いまだに腰こしを振ふり続つづける猿さるのバケモノ、たった今３人殺したばかりのなれ果てに向かって。

「──汚おェケツ振ふってんじゃねえッ!!」

「＃ウギャホオォォゥォツ!?」

　摩ま擦さつ係数を極限まで削けずった、超ちよう高速の滑り台スロープ。

　弾だん丸がんじみた勢いに達した人狼ワーウルフの蹴けりが、狙ねらいすましたかの如ごとく怪カイ異イ猿ざるの尻しりに突つき刺ささった。

　尻しり肉にくがぐにゃっと潰つぶれ、未いまだ抱かかえ込こんでいたさまざまな血と体液と屍しかばねのクッションもろとも、吹ふっ飛とばされた怪カイ異イは何度も転がりながら、向かいのビルの壁かべに激げき突とつする。

　パキパキ、ピキッ──グラスの中で爆はぜる氷の音。

　駅ビルと路地を繫つないでいた黒の滑り台スロープが崩ほう壊かいする。それは霞カス見ミ零レイ士ジの《黒コク法ホウ》──

　彼自身を構成する極きよく微びの飛ひ沫まつを結けつ晶しよう化か、硬こう質しつ化かする極ごく意いで形成された超ちよう特とつ急きゆう。

　避ひ難なん勧かん告こくが届いた無人の街。

　全域に行きわたった《霧の怪物ブロツケン》は怪カイ異イとケモノらの位置を特定し、切り札エースを送り届けた。

　一刻を争う事態。分どころか、秒。ガス漏ろう出しゆつを演じていられる制限時間は残り２分もない。零レイ士ジの人格が完全に揮発し、ただの霧きりとなって散り散りに消える、その前に。

　公営ＳＮＳの非常事態が解除され、怪カイ異イ汚お染せんが再び拡散する前に。

「ぶち殺してヤッからよお……立てや、ゴルァァァァアアアァァァアァッ!!」

「＃ウキャアッ!?」

　まるで、前時代の不ヤン良キー。

　ギンギンに逆立った銀の鬣たてがみ、金のメッシュ。カフェインの影えい響きようか炯けい々けいと眼めを輝かがやかせた人狼ワーウルフ、優やさしき少年だった頼ライ山サン月ゲツが、その面おも影かげを完全に失って、凶きよう器きじみた爪つめを掲かかげた。

「＃き、キイッ!?」

「どけうるせえ邪じや魔まだボケ!!」

　ただひたすら、暴力の嵐あらし。

　慌あわてふためきながらも大本たる怪カイ異イを守らんとするケモノたち。だが半はん端ぱに汚よごれた彼らは、所しよ詮せん並の人獣ニンジユウと変わらぬ程度の力しかない。近付いた瞬しゆん間かん殴なぐられ、蹴け飛とばされ、吹ふっ飛とぶ。

　まるで熱いポップコーン。バキドカボカグシャ、次々吹ふっ飛とぶ。

　制圧──文字通り、瞬しゆん殺さつ。

「＃ぎ、キキキッ!?」

　血みどろの怪カイ異イが立ち上がり、長い鼻に摑つかんだスマホを人狼ワーウルフへ向けた。

　割れたタッチパネルに灯ともる録画アプリ。銀の毛皮がカメラに撮とられ、生配信が開始される。秒でバズり、数千、数万人が接続。物理法則を超こえた怪カイ異イのルール──

「＃燃えろ!!　＃燃えろ!!　＃燃えろ!!」

「[image: あ゛]？」

　接続者が増える。バズるバズるバズって燃える。

　ネットでの《炎えん上じよう》がリアルな焰ほのおと化し、爆ばく発はつ。灼しやく熱ねつと轟ごう音おん、視し聴ちよう者しやが増えれば増えるほど熱量を増す呪のろいの炎ほのおが路地裏を占しめ、焼やけ焦こげたコンクリートが歪ゆがんで崩くずれた。

「＃キキキキキキキキキキ!!」

　法則の拡大解かい釈しやく。ただ《バズる》だけの法則は、使い手の歪ゆがんだ意思によって凶きよう器きとなる。

　スマホ内で増え続ける視し聴ちよう者しやの数に嬉き々きとしながら、カメラを眼めとして生いけ贄にえを探す。本来は餌えさをとるために進化したアイアイの中指、異様に長く伸のびたそれでパネルをスワイプ。

　だが揺ゆらめくオレンジの光、バズッて燃える仮想の焰ほのおに、人ひと影かげはなく──。

「トロ臭くせェンんだよ、スマホ猿ざる」

　響ひびく声──反応するより早く、胃い袋ぶくろをブチ抜ぬかれるような衝しよう撃げき。

「＃ゲギャッ!?」

　異様な敏びん捷しよう性せい。文字通り目にも留まらぬスピード。

　バズッて燃える焰ほのおの中をひと息に跳とび、すれ違ちがいざまに拳こぶしがだらしない腹にメリ込んだ。

　肋ろつ骨こつで守られない臓器──ヒトもサルも同じ急所。胃い袋ぶくろから横おう隔かく膜まくにまで届く圧あつ迫ぱくと打だ撲ぼく、アイアイと怪カイ異イの入り混じった怪カイ異イ猿ざるは、反へ吐どを吐はきながら吹ふっ飛とんだ。

「＃げほ!!　＃えほ、げほっ　＃い　＃イダイ!!　＃イダイヨ!!　＃やめ……!!」

「丈じよう夫ぶだよなァ、お前。いいぜ、いいぜ、イイじゃねえか!!」

　スマホと繫つながった第三の手、怪カイ異イ猿ざるの鼻を人狼ワーウルフが摑つかむ。

　ナイフのように鋭するどい爪つめが肉に食い込む。

　圧あつ迫ぱくされて見る間に紫むらさきに変色した末まつ端たん、皮ひ膚ふが破れ刺ささった爪つめから血が流れて。

　引っ張る。ビンと綱つなのように張る長い鼻、釣つられたように振ふり向むく怪カイ異イ、その頰ほおを──！

「ブン殴なぐっても死なねェし!!」

「＃おげェ!!」

　ゴキャッ!!

　吹ふっ飛とぶ怪カイ異イ。勢いのままに焼けて崩くずれかけたボロビルの壁かべ、コンクリートをブチ抜ぬいた。

　中は無人、朽くちかけた廃はい墟きよ。得体の知れない古いゴミ、どうやらオタクグッズの店てん舗ぽ跡あと。

　色いろ褪あせたフィギュアやキャラのポスターが散らかる中に、怪カイ異イ猿ざるが這はいつくばって。

「殴なぐっても殴なぐっても殴なぐっても法的オッケー!!　サンドバッグに最高だわ!!」

「＃おぎゃゴエぐきがぼベ!?」

　鉄てつ槌ついのような拳げん骨こつが、怪カイ異イ猿ざるの顔面を変形させた。血みどろのスポンジじみて血を流す顔、歪ゆがんだ骨に千切れかけの鼻。歯は茎ぐきからこぼれかけた前歯が辛かろうじてだらんとぶら下がる。

「＃あが!!　＃イタ!!　＃イダイ!!　＃ヤメテヤメテヤメテヤメテ!!　＃いじめないで!!」

「いじめてねぇよ!!　オレぁな、いろいろ……溜たまってんだああああああああ!!」

　ゴキ!!　靴くつを脱ぬいだ狼おおかみの足が、逃にげかけた猿さるの尻しりを叩たたき潰つぶす。

「オッサン!!　オッサン!!　オッサンだ!!　相棒はモテてるっつ～～のによお!!　オレが!!　モテるのは!!　汚きたないオッサン!!　オッサンしかねえ!!　ああ!?　不公平だろォ!?」

「＃し、知らない!!　＃やめ……　＃助けて!!」

「なんでてめェのお願い聞いてやんなきゃいけねえんだよ!!　いい子ちゃんか!?　オレぁいい子ちゃんやってんだよ!!　普ふ段だんメチャクチャ我が慢まんしてんだよ!!　わかれや!!」

「＃し、知らな……！」

「っせえよ。ああ……」

　足首を鷲わし摑づかみ。ヒッ、喉のどを鳴らす怪カイ異イ猿ざる。

　異常なパワーで軽々と持ち上げ──玩おも具ちやのように振ふり回まわし、壁かべに叩たたきつける。

　再びブチ抜ぬかれる壁かべ、砕くだける天てん井じよう、降る瓦が礫れき。

　本来、怪カイ異イを倒たおすにはその法則に基もとづいた弱点を突つかねばならない。




　だが、この怪カイ異イは。

《バズるスマホ》の弱点は、問うまでもなく誰だれもが知っている。




「──だしゃあッ!!」

「＃あガッ!?」




　スマホを振ふりかざす現代人は。

　シンプルな暴力パンチに、弱かった。




　　　＊




　頼ライ山サン月ゲツは、変な名だ。

　名付け親は人間ならＡＩ。月ゲツが創られた場所──ＢＴ本社の研究施し設せつ。

　博物館の遺物から再生された幻想種フアンタビ、その基もとを組み込まれた受じゆ精せい卵らんから創られた胎たい児じ。研究員たちは何百というソレに識別名をつける手間も省き、ＡＩを走らせて終わらせた。

　シリーズ、文学者。どうやらおかしな学習をしたらしく、大昔の文ぶん豪ごうだの俳人だのを適当にもじったような名前の兄弟姉し妹まいが大量生産され、みんな育たずゴミとなった。

（正直実感、ぜんぜんねーけど）

　赤ちゃんの頃ころなんて知らない、覚えてないことを言われても、困るのが本音。

　悲ひ惨さんなのだろう。世間で楽しく暮らしている若者たちに比べれば、そりゃ自分は悲ひ惨さんだな、明らかに不公平じゃねえか、とか、そんな風に感じなくもない。

（きっと世間じゃ反はん抗こうとか、すんだよなあ？）

（キレて復ふく讐しゆうとか誓ちかっちゃったりしてさ。……めんどくせー）

　辛かろうじてヒトの形に育った唯ゆい一いつの成功例。

　親はいなかった。かわるがわる世話に来るのは、防護服を纏まとった顔もわからない研究員で。

　情操教育はアニメだった。よくわからないが名作らしいものばかりだ。

　親がいて、家族がいて、友達ができて、普ふ通つうに生きる普ふ通つうの暮らし。自分のそれとは違ちがう、あまりにも違ちがいすぎて比ひ較かくしようとすら思わない、噓うそっぱちの優やさしい世界で。

『なろう、《普ふ通つう》に』

　血を抜ぬかれて髪かみを切られて肉を採られて精通したら精子まで。

　ありとあらゆるエッセンスを搾しぼり取とられた挙あげ句く、すべての有用なデータを回収し尽つくしたと判断されて、自殺防止のスポンジに固められた子供部屋から、別の施し設せつへ移された時。

　同室になった、はじめて見る自分以外の誰だれかが。

　黒い髪かみと白い髪かみ。白黒頭のそいつが、温かい手を差さし伸のべて──




『──友達になろうぜ。一いつ緒しよにやろう』




　はじめて握にぎった誰だれかの手は

　めちゃくちゃ温かくて、気持ちよかったから。




　そんな、ありふれた理由で──

　頼ライ山サン月ゲツは実験動物から、霞カス見ミ零レイ士ジの友達になったのだ。




「とっとと起きろ。また派手にやったな、おまえ」

「ぅあぁ……サイテー。頭、めっちゃ重い……ぎぼぢわるい」

　酔よっぱらったような頭。その奥でジイジイと電動ヒゲ剃そりじみた振しん動どうを感じるのは、怪物モンスターサプリの過か剰じよう摂せつ取しゆだ。二ふつ日か酔よいに近い不快感、尿によう意いじみた内臓の違い和わ感かんが気持ち悪い。

　オリジナル人狼ワーウルフの克こく服ふくできない衝しよう動どう──月ゲツ齢レイ狂キヨウ化カ。満月における人狼ワーウルフの怪物モンスターサプリ摂せつ取しゆは、過か剰じようなまでの暴力衝しよう動どうと能力の覚かく醒せいをもたらし、数分間の完全暴走状態に陥おちいる。

　重い瞼まぶたを開き、周囲を見み渡わたす。

「……はあ。サッパリしちまったなあ、こりゃ」

「再開発の手間が省けたな。幸いというか、権利者のいない廃はい墟きよで良かった」

　完全に砕くだけ散ちり、瓦が礫れきが積み重なった更さら地ちとなった廃はいビル。

　ヒトの姿を取とり戻もどした月ゲツは裸はだかで寝ね転ころがっており、着き替がえを持った零レイ士ジが傍そばに立つ。

　回転灯の赤い光が視界に煌きらめく。少し離はなれた位置に停車した救急車両から出動したドローンが、毛布に包んだ十数人の人獣ニンジユウを次々と収容し、どこかへ運んでいくのが見えた。

「なんも覚えてねーんだけど……その、俺、殺やっちゃってねーよな？」

「怪カイ異イは怪カイ異イだからな。簡単には死なない、ギタギタだが生きてる」

　怪カイ異イサプリの効力が消えるまでの数時間、地じ獄ごくの苦しみを味わうだろうが──死ねない。

　月ゲツも零レイ士ジも名前しか知らない後こう輩はいは、ひとまず無力化されたようだった。

「他の連中もまとめて病院送りだ。……着いた時すでに死んでいた生徒、３人以外は」

「……」

　もう少し早ければ、助かった。

　そんな想おもいはふたりとも、胸に秘めて口にはしない。過ぎ去ったこと、できなかったことを悔くやんだところで何もできない。時間は戻もどらない、後こう悔かいなんてする暇ひまはない。

「例のスマホは？」

「これだ」

　ビニール袋ぶくろに入れたスマホを零レイ士ジが見せる。タッチパネルが完全に砕くだけ、電源すら入らない。肉のケーブルは朽くちて枯かれ木きのように萎しぼんで、もはや使い物にならないだろう。

「完全に壊こわれてるな。これで一件落着、妙みようなデマも収ま──」

　言い終わる前に、閃せん光こう。そして派手な爆ばく発はつ音おん。

「……あ？」

「おいおい、勘かん弁べんしてくれよ……！」

　振ふり返かえった時見えたもの。非常事態宣言が解除され、ガスが晴れた仮面舞踏街マスカレードの裏通り。

　駆かけ回まわる全ぜん裸らの人獣ニンジユウたち。さっきより二倍、三倍──数十人。下着まで脱ぬぎ捨すてて、歩道も車道も関係なく、煽せん情じよう的てきに身体からだを見せつけるように走り、屋台やコンビニに飛び込んで。

「「「＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!」」」」

　騒さわぎ立たてる、吠ほえかかる。躾しつけのなってない犬のように。

　中には怪物モンスターサプリすらキメていない者もいる。全員異様にギラついた眼め──正気ではない。

「な、何だよこいつら!?　イカれてんのか!?」

「く、来るな!!　オレのそばに来るんじゃねええええええっ!!」

　慌あわてふためく人獣ニンジユウたち。恐おそらくはこの騒さわぎが起こる前からこの街にいた。スマホを持たず、ＳＮＳから隔かく離りされていた者たちは、この異常事態を理解できずに逃にげ回まわる。

　あるいは武器、あるいはその爪つめや牙きば、角や蹄ひづめを振ふりかざして裸はだかのケモノたちを追おい払はらおうとするが、パニックは無法の街角すら吞のみ込こんで、拡大し続けていた。

「──《＃タグ》が、止まらない……!?」

　壊こわれたスマホ。すべての原因だったはずの怪カイ異イの残ざん骸がいを握にぎりしめながら。

　霞カス見ミ零レイ士ジはそう言って、会社に連れん絡らくすべく電話を探しに走った。




　　　＊




「了りよう解かい。こっちでも状じよう況きようは摑つかんでるよ」

　数分後。公衆電話を見つけた零レイ士ジからの通報を受けて、社長・楢ナラ崎サキはそう言った。

　受話器のコードを長々と伸のばし、覗のぞき込こんだ隣となりのデスク。秘書ネルが開いたアプリは、復旧したての公的ＳＮＳ。《幻想清掃Fantastic Sweeper》からの連れん絡らくを受けたＢＴ本社が働きかけ、怪カイ異イ災害の元げん凶きようたる《バズるスマホ》こと北きた島じま祐ゆう一いちのアカウントはすでに削さく除じよされている。

　元げん凶きようとなったつぶやきも、とっくに消えて見られない。

　それなのに。ごく短い時間公開されたテキストが異様に拡散され、汚お染せんされた人々──。

　彼らはこぞって呟つぶやこうとあがく──《＃獣けものを解放せよ》。

　転てん載さい。拡散。転てん載さい。拡散。拡散。拡散。転てん載さい転てん載さい転てん載さい転てん載さい拡散拡散拡散拡散……！

「まるで止まってないように見えるんだけど、気のせいかい？」

「あたり。まるで止まってない」

　怪カイ異イ化かした《バズるスマホ》は既すでに破は壊かいされている。

　だが電子データとして書き込まれた意思は、それを見た人間を──

「《神ミス秘テイ化カル》したとでも言うのかな。魔ま術じゆつ的てきに言うなら、呪のろいがかかったままなんだ」

「前時代的すぎる……。科学的根こん拠きよ、ぜろ」

「そうでもないよ？　呪のろいっていうのはね、もっとカジュアルなものなんだ」

　呪ス詛ソたるは、ヒトの悪意。

　古いにしえの時代より、人類が言語を操あやつるようになってすぐ始まったもの。

「たとえば私がネル君にこう言うとする。《最近キミ、太ったね？》と」

「うん。ころちゅ」

「舌ったらずなところかーわいーい。とまあ君はキレた。私の言葉で傷つき、怒いかりを感じた。これも立派な呪ス詛ソなのさ。問題はそこに神秘があるか──ひとりふたりの悪口ならともかく、ネット社会では悪意の収束なんて日にち常じよう茶さ飯はん事じ、よくあることに過ぎないからね」

　かつて高こう僧そうや呪じゆ術じゆつ師しが護ご摩まを焚たき、神仏に祈いのりを捧ささげて果たさんとしたこと。

　悪意敵意の収束が、ネット上のくだらない発言を誇こ張ちようされ、切り取られただけで呆あつ気けなく。

　文字通り《炎えん上じよう》し──健康な人が心を病やみ、自ら死を選び、死に至る病すらも得る。

「怪カイ異イ《バズるスマホ》は人々の悪意、その焦しよう点てんを狙ねらったものに合わせる異能。超ちよう管理社会への不満と鬱うつ積せきを溜ため込こんだ少年のくだらない言葉が消されるまでの間に──何千何万、何億人に感かん染せんし、呪ス詛ソをかけたのか。いやあ、計算したくないねえ？」

「……つまり、どうなるの？」

「さすがに大本が倒たおされた今、呪ス詛ソも本来の力を発揮することはできないだろう。だがすでに感かん染せんした大衆の中、呪ス詛ソに共感しやすい境きよう遇ぐうの人間はただちに堕おちるだろうね」

　即すなわち──あの少年のような。

「社会に不満を溜ため込こんだ人間。満たされない金持ち、鬱うつ屈くつした負け組、どんな形でもいい。表に出せない怒いかりを溜ため込こんだ誰だれかが呪ス詛ソに感かん染せんすれば……」

　心は砕くだけ、変質し、形を変えて成れの果て。

「＃獣けものを解放せよ──その指示に従って、この街に集つどい獣けものになる。交こう尾びし、食べる。そんな原始人以下の状態に還かえるわけだ。いやあ、物もの凄すごいことになりそうだね？」

「……いやすぎる。うちのまわりが、乱パ会場……」

「おっさんの交こう尾びとか目もく撃げきするハメになりそうだねえ。いやあ、さすがに嫌いやだな」

　冗じよう談だんめかして楢ナラ崎サキは笑うが、それだけではないと理解している。

　呪ス詛ソ感かん染せん者しやたち、その多くはまだ初期症しよう状じようだ。言葉に《＃タグ》がつき、仮面舞踏街マスカレードへ向かい、怪物モンスターサプリをキメたくなる。本人の意思次し第だいで抗あらがえもする──賣メ豆ズ紀キ命メイと同じ状態。

　だが時間が経たてば経たつほど、社会からのストレスを受けるたびに、呪ス詛ソは募つのる。

　毒が少しずつ人体を蝕むしばむように。ついには衝しよう動どうに耐たえられなくなり、服を脱ぬぎ捨すて、サプリをキメて街を徘はい徊かいするケモノと化した末、ヒトらしい理性を削けずっていくだろう。

「最終的にはマジモンの動物になるんじゃないかな？　京キヨウ東トウに何万のケモノが解き放たれるか、まさに弱肉強食のジャングルだね。メガコーポが共同出資で鎮ちん圧あつするにせよ、めちゃくちゃな数が死ぬだろう。──感かん染せん者しやの書き込みからの二次感かん染せんが無いのは救いかな？」

「わかるの？」

「僕、魔ま法ほう使つかいだからね。テキストにこもった念ネンで察知できるよ」

　即すなわち問題は、発ほつ端たんとなった《バズるスマホ》の書き込みを直接見た、数万から数十万人。

　討とう伐ばつ後ごに収まらぬ書き込み、感かん染せん者しやたちの祭りを目もく撃げきした者が新たに感かん染せんすることはない。

　だがそれでも、あまりにも──

「多すぎる。今の段階で発はつ症しよう者しやが数百人、明日の朝には千人、万人……もっと増えるかもね」

「……十分すぎない？」

「私もそう思う。まあ、《バズるスマホ》を放置したままよりはマシだと思うよ？　重じゆう症しよう者しやさえ皆みな殺ごろしにしてしまえばいいわけだから。この国の人口が半減する程度で済むさ」

『治ち療りよう法ほうはあるはずだ』

　その時、楢ナラ崎サキが持っていた受話器から、くぐもった零レイ士ジの声がした。

『人間サプリを使えば、呪ス詛ソとやらは止められる。社長！』

「うん、本社の工場でも人間サプリは作れるね。まあ治ち療りようも可能だろうけど」

　問題は──時間だ。

「数万、数十万、どんどん増える感かん染せん者しやにどうやってサプリを打ち、飲ませるんだい？　君が死ぬほど頑がん張ばってくれるなら不可能とは言わないけど、非現実的だよ」

『じゃあ、方法は……!?』

「そこが本題さ。安心したまえ、場当たり的な対症療りよう法ほうよりは成功率の高いプランがある」

　楢ナラ崎サキはそう言うと、自分のデスク──そこに散らばる書類の束をチラリと見て。

「怪カイ異イサプリは普ふ通つう、一回で使い切るものじゃない。使い残しがある可能性が高い」

　以前出現した《雑ぞう巾きん絞しぼり》は分量を考えず、全量を突つっ込こんだ結果、戻もどれなくなった。

　今回の加害者が、ほんのすこしでもいい。それより愚おろかでなければ。

「それを確保できれば──新たな《バズるスマホ》を創ることができる。そして最初の投とう稿こうを打ち消すような書き込みを行えば、感かん染せん者しやの救済は可能……かもしれない」

『疑問形ですか』

「確信はないよ。君の後こう輩はいらしきその加害者くんが、多少なりとも理性的であることを祈いのろう。毒を以もつて毒を制す──成功するかどうかはわからないが、試ためす価値はあるさ」

『どこにあるんです？　怪カイ異イサプリの残りとやらは。場所は……！』

「可能性が高いのは自宅かな。住所は割れている、調べるなら──」

『教えてください』

　迷いはない。数分後、住所を告げたあと切れた受話器を置いて、楢ナラ崎サキは笑う。

「いやあ、仕事熱心だねえ。彼、マジでやる気みたいだよ？」

「命令してあげないの？　社長が責任をとるべきでしょ」

「嫌いやだよそんなの。顔も知らない数十万人がケモノと化して死のうがどうでもいいしね。友達や家族がいるわけでもない、シンプルに僕は薄はく情じようなのさ」

　嘯うそぶく社長──本音としか思えない喋しやべり。

　だが、零レイ士ジは違ちがう。感かん染せんした人間、多くはようやく転入を許された学校の生徒たち。

　仲間ではない。友達でもない。知り合いでもない。けれどけれど、それはすべて。

　霞カス見ミ零レイ士ジという幻想種フアンタビ、人間のふりをしている怪かい物ぶつにとって──決して失えない宝。

「やっと摑つかんだ《普ふ通つう》の《日常》、その一部だ。亡なくした妹さんへの弔とむらいのために、妹さんの分まで人生を謳おう歌かするために、彼は命を賭かけるだろう」

　家族を失い、日常は壊こわれ、半身のような妹まで失って。

　少年が生きる目的、その人生を賭かけるものは、それしか残っていないのだから。

「つまり命令なしでも彼は動くし、僕が責任取らなくてもいいのさ。便利だね！」

「がちくず」

　呆あきれかえった声、冷たい言葉。秘書のいたいけな声に責められつつ、楢ナラ崎サキは動じることなく微ほほ笑えんで、オフィスの窓から眼下を見下ろす。

　未いまだあちこちで続く騒さわぎ。ケモノと化した感かん染せん者しやたちは、電車が止まっているせいか各地の封ふう鎖さされた壁かべを越こえ、怪物モンスターサプリをキメて仮面舞踏街マスカレードへ散り散りに駆かけ巡めぐる。

　まるで破は滅めつの世紀末。前時代のゾンビ映画じみた破局に対して。




「ま、世界でも救ってもらおうか。──そういうのは少年少女の仕事だ、って。

　小説でもアニメでもコミックでも、決まり事として成立しているから……ね？」




　お約束、当たり前、誰だれもがそう思う話の流れ。

　それもまた呪ス詛ソであり、世界を統すべる神秘の法則のひとつであった。




　　　＊




　走る──遠い。遅おそい。時間がない。




「あとで清算して。領収書はとっておくわ」

「……悪い。助かった」

　駅周辺に都内の無人タクシー・ドローンが集結。

　ガス漏ろう出しゆつ事故は収まった、との発表があるも、電車はいまだ止まっている──動かない。

　取り残された乗客を運ぶために人流管制システムが作動、ＡＩの自己判断による増便、運行。社長と話を済ませた零レイ士ジ、精せい魂こん尽つき果はてた月ゲツをひとまず仮面舞踏街マスカレードへ残して《外》へ。

　指定された住所。逮たい捕ほされた《バズるスマホ》の自宅は都内中心、地価がヤバいほど高い超ちよう高級住宅地、何億かかるか想像もつかないクソデカ一いつ軒けん家や、というより屋や敷しきで。

　走って行くには遠すぎる。

　幻想種フアンタビとしての異能を《外》で大っぴらに使うなど、最低の信用スコアをぶっ壊こわす自殺行こう為い。

　ならばタクシーと思ったが、まともな身分がない、電子マネーが使えないので──。

「俺ひとりじゃ乗れないからな。ギリ電車は切きつ符ぷで利用できるが、タクシーは無理だ」

「地味に不便ね。私も滅めつ多たに使わないけど。高いから」

　柿カキ葉バ蛍ケイ。無事に命メイを救出したのち、駅ビルで待機してくれていた。

　零レイ士ジと合流。移動手段を探す彼のため、タクシーを停とめた。交通費ということで後に清算、社長に払はらってもらうという約束だったが、万に届きそうな金額に真っ青な顔。

　タクシーの後部座席、二人横並びに座りながら、貧びん乏ぼう人にんたちはこそこそと話す。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……平気よ、吐はきそうだけど。それより、少しでも休んで」

「それはもう平気とは言わないんじゃないか……？」

　お互たがい極ごく貧ひん、貧びん乏ぼう人にん。スマホの家か計けい簿ぼアプリを渋しぶい顔で睨にらむ蛍ケイの隣となり、自動タクシーの後部。座席に深く腰こし掛かけながら、零レイ士ジは己おのれの状態を確かめるように自問自答する。

（まだやれるか？　……きつい、さっきの無茶でほぼ充じゆう電でん切ぎれだ）

（人間性を薄うすめすぎた。回復には時間がかかる。自分を固める黒コク法ホウには、致ち命めい的てきだ）

　さっきの無茶、ガス漏ろう出しゆつ事故の茶番。現時点での最大出力で一区画を閉へい鎖さ。ガス状の感覚を総動員して犯人の捜そう索さく、月ゲツを現場へ送った──ここまででほぼ限界。

（柿カキ葉バに人間サプリを作ってもらうか？　いや、だめだ）

（人間サプリをキメたら、当分異能が使えなくなる。せめて、事件を解決してから……！）

　幻想種フアンタビとしての力の濫らん用ようは、人間性の喪そう失しつを招く。

　その特効薬が人間サプリ、飲むヒューマニティ。腸内細さい菌きんを整える感覚で人の心が戻もどる──つくづく規格外としか言いようがない柿カキ葉バ蛍ケイ、詳しよう細さい不明の異能。

「顔色が悪いわよ。……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あんたも大たい概がいだ。そんなに金が無いのか」

「あなただってそうでしょう。お互たがいお金のことは言うだけ無む駄だよ」

「……チョコレートが食いたい……」

　深々とタクシーの座席に沈しずんで、しばしばする眼めを何度も閉じては、無理矢理開く。

　泥どろのような疲ひ労ろうが全身にのしかかり、今にも意識を失いそうだった。

「安い板チョコじゃない、ピーナツとキャラメルクリームが入ってるやつ……」

「カロリーが凄すごいアレかしら。美お味いしいわよね」

「食べたことないんだ。……そういう、たぶん美う味まいんだろうなと思えるものが、この世界にたくさんあって。それをしっかり味わうまでは、まだ、あいつのところには……」

　逝ゆけない。

　まだ何も、話せない。

「あいつは、小学生で死んだんだ……。何も知らない、わからない齢よわいで。だから」

　人を助ける。善い者として在り続ける。

　誇ほこりなど捨てて社会の靴くつを舐なめてでも。

「俺は、天国へ行きたい……。あいつが、きっとそこにいるから。あいつにまた会えるから。そうしたら、あいつに伝えるんだ。あいつがきっと、知りたがってることを……」

　ぜんぶ、ぜんぶ。

　女の子らしい恋こいも。幸せな普ふ通つうの暮らしも。美お味いしいスイーツの味も。

「返して、やらなきゃ……」

「そう。……事情はわからないし、聞かないけど」

　うとうとと寝ねぼけたように、遠のいた意識で呟つぶやく零レイ士ジを。

　隣となりに座った蛍ケイがぐいと強く引っ張り、まともに力が入らない少年はあっさりと倒たおれ──

　頭が、薄うすいスカートを隔へだてたきりの、柔やわらかな足に着地した。

「到とう着ちやくまで10分くらい。少しでも休んで」

「……膝ひざ枕まくらとか、いいのか？　ハレンチ罪で逮たい捕ほされたりするのでは……」

「人間界の法律はそこまで厳しくないわよ。ソーシャルディスタンス警告が届くくらい」

「なら、だめだ。おまえの信用スコアが、下がるだろ……」

「お金は払はらえないし、私にできるお礼はこれくらいだから」

　蛍ケイのどこか冷たく、そして驚おどろくほど柔やわらかい指が、乱れた零レイ士ジの白黒の髪かみを撫なでつける。

　ほのかな振しん動どう、タクシーの音。スカート越ごしの太ふと腿ももの柔やわらかさ、肌はだの温ぬくもりに瞼まぶたが下がる。

「ありがとう、命メイさんを助けてくれて。──友達を無くさなくて、良かったわ」

「……ああ。そうだな。良かった、本当に……良かった……」

　我が慢まんも限界だったのか、零レイ士ジは目を閉じて眠ねむりに落ちる。蛍ケイは端たん末まつを開き、警告を削さく除じよ。

　ソーシャルディスタンス、個人間距きよ離りが近すぎる。『身体からだを触さわられていませんか？』痴ち漢かんを疑うメッセージにＮＯを選せん択たくし、ほんの少しだけ赤らむ頰ほおを感じながら。

「膝こ枕れ。……お仕事だったら、３万円くらいになるかしら」

「………！」

　夢の中で夢のないことを言われた気がして、零レイ士ジの体は勝手に震ふるえた。




　およそ10分後、現場到とう着ちやく。

　自動タクシーから降り、ごく短時間だが睡すい眠みんをとって回復した零レイ士ジは、蛍ケイと共に物もの陰かげへ。

「さすが高級住宅街だ。街頭カメラの死角がほとんどない」

「ものすごく悪いことをしている気分ね。めちゃくちゃ不ふ審しん者しやだわ、私たち」

「俺もそう思うが、いちおう正義の不ふ審しん者しやだ。そう思わないとやってられない」

　慎しん重ちような潜せん入にゆう工作──無理。わずかな睡すい眠みんで多少マシになったものの、限界は近付いている。

「悪いがここで待っていてくれ。行ってくる」

「ええ。……気をつけて」

　ありふれた挨あい拶さつを交かわして、零レイ士ジはふと気がついた。

「……ああ」

「どうかしたの？」

「いや。……こんなふうに送り出してもらえたのは、ずいぶん久しぶりだから」

　懐なつかしくて、嬉うれしくて、それから。

「気合が入った。──何とかする」

　曖あい昧まいな言葉。犯罪を連想させるような文言を残して街頭カメラに記録されない配はい慮りよ。蛍ケイが教きよう唆さに問われないように。万一発覚した場合、自分だけの責任で終われるように。

　邸てい宅たく──富ふ裕ゆう層そう。高い塀へい、監かん視しカメラ、警備会社直通のセンサーの山。まともな泥どろ棒ぼうなら、まず近寄らない鬼き門もんを、霧きりと化した少年が擦すり抜ぬけていく。

（……はあ……っ、く……！）

　長時間の霧む化かは、潜せん水すいに似ている。

　息を止めているような圧あつ迫ぱく感かん、茫ぼう漠ばくと感じる意識の薄うすれ。続ければそのまま塵ちりになり、二度と戻もどれなくなりそうな恐きよう怖ふ感かん、そしてそれすら薄うすくなり、危機感が衰おとろえる──。

（──怖こわい怖こわい怖こわい。忘れるな、忘れるな、忘れるな!!）

　恐きよう怖ふ、危機感を完全になくした時、零レイ士ジは完全に消えるだろう。

　ただの霧きりとなって散るのか、あるいはこれまで捕とらえた怪かい物ぶつども、怪カイ異イや幻想種フアンタビのような社会に迷めい惑わくをかける存在に成るのか、そこまでは想像もできないが。

　黒くたゆたう霧きりとなり、塀へいを乗のり越こえて庭へ。広大な庭園──丁てい寧ねいに手入れされた空間。

　手間をかけて手入れされた花か壇だん。安っぽい家庭菜園など一いつ切さいない。まるで計算され尽つくして作庭された建築美術の標本のように、隙すきなくみっちりと配置された樹木、庭石の数々。

（違ちがう意味で、息が詰つまりそうだな）

　どこまでもきっちり、どこまでも正しい。

　庭木に混ざって密ひそかに配置されているカメラ、警報装置を抜ぬけて建物へ。

（──対パンデミック仕様、特別優ゆう遇ぐうホーム）

　豆とう腐ふのような建物だ。

　四角いコンクリート。一見すると武骨に感じるが、それはかつて大だい震しん災さいや大災害に耐たえて、周囲がすべて破は壊かいされる中建ち続けた、恐おそろしいほど頑がん健けんな鉄骨二階建て。

（やりづらい。空調もフィルタ入り、入りづらい……！）

　完全に密閉されているわけではないが、エアコンなど換かん気き設備にもウィルス対策のフィルタが導入されており、気密性は極きわめて高かった。

（武器でも据すえ付つけたら、もう要よう塞さいだな。金持ちってやつは、これだから）

　大だい地じ震しん？　大水害？　いつでも来いと言わんばかりの、要よう塞さいじみた家。

　だが、入る術はある。まずは──

（《鍵かぎ穴あな》にフィルタは存在しない）

　玄げん関かん。構造上、鍵かぎ穴あなは中と繫つながっている。ドアと壁かべの隙すき間まにはパッキンが入っており、断熱防ぼう疫えき効果がきっちりと備わっているが、意思持つ気体が擦すり抜ぬけることまでは想定外。

　霧む化かした全身を、文字通り針の穴じみた対ピッキング処理済みの鍵かぎ穴あなに通す。

　家の中──自動清せい掃そうドローンが稼か働どう中ちゆう。一見した印象、モデルハウス。

　金持ちらしい飾かざり気けのないスマートなデザインでまとめられた家具、広々としたスペース。床ゆかに物が置いてあることも、脱ぬぎ捨すてた靴くつ下したやスリッパが散らかっていることもない。




　キッチン──冷めた夕食。

　冷えた天ぷら。つゆに浸つかり過すぎた大根おろし。乾かわいたご飯、ロハスな低糖質米。

　箸はし置おきにきっちり置かれた塗ぬり箸ばし。伏ふせたお椀わん、冷めた味み噌そ汁しる。ふたりぶんの用意。

（三人家族、だったはずだが）

　驚おどろくほど生活感のない家だ。

　洗面所、風ふ呂ろ、使われた名残なごりの微かすかな湿しつ気け。歯ブラシは毎度滅めつ菌きん。用意されているのは２本、大人の女性用と子供用。スキンケア用品やシャンプーも女性用と子供用しかない。

　あまりにも男性──医い療りよう法人の経営者だという主、その気配がない。食事も食器も二人前、冷蔵庫の中身はヘルシーな野菜と高級な肉、ヘルパーが調理して小分けに冷れい凍とうした総菜。

　ビールもワインも、男性が晩ばん酌しやくに好むような酒ひとつない。それだけならただの趣しゆ味みかとも思うが、ありとあらゆる場所が客を迎むかえる直前のホテルのように整えられたままだった。

「ああ……んぅっ……きゃぅ……っ」

（!?）

　切ない声に、霧む化かした心臓が跳はねた気がした。

　黒い靄もやのまま音の源へ接近する。閉ざされたドアの向こう、人の気配と微かすかな温熱。

　温かい──体温が上がっている。病気とは異なる興奮のシグナル。キングサイズのベッド、推定30代の女性が発する気配。興奮状態にあるのだろう、荒あらい呼吸と汗あせの臭におい。

（……《バズるスマホ》の、母親か？）

　そこだけは避さけて、部屋をひとつずつ調べていく。空き部屋が三つ──金持ちのやることは理解できない。埃ほこりひとつないホームジム、筋トレグッズの山に使われた形けい跡せきなし。

　ピアノと高級そうな楽器が飾かざられた──レッスン室的な何か。プロが使うような設備だが、これも使われた形けい跡せきはなく、まるで客が誰だれもいないホテルのよう。

　ペットは飼われていない。生き物の気配はない。

　そして忍しのび込こんだ三番目の部屋、ようやく当たりを引いた。

「……っ、はあ……!!　かっ、がはっ……!!」

　霧きりが像を結び、零レイ士ジがヒトの姿を取とり戻もどす。

　全身に冷ひや汗あせが流れ、服にへばりついて気持ち悪い。ようやく実体を取とり戻もどした体は違い和わ感かんしかなく、ようやく動き出した内臓のぎゅるぎゅるとした蠕ぜん動どうまで感じられた。

「ここ、が……あいつの部屋、か？」

　整いすぎた家の中、唯ゆい一いつそこにだけは生活感が漂ただよっていた。

　初見の感想は『子供部屋』だ。少年少女に根強い人気を誇ほこるゲームグッズ──バケモン。

　看板モンスター、電気ネズミのキャラクターベッド。キャラクタープリント、低学年向けのシーツ。本ほん棚だなに並ぶ本は漫まん画がばかり、それも厳密に低てい年ねん齢れい用ようのもの、絵本まで。

「高校生の部屋には見えん。汚きたなくても、狭せまくても、まだうちのほうが落ち着くな……」

　抵てい抗こうするように脱ぬぎ捨すてられた下着類、汗あせばんだシャツ。散らかったお菓か子しの袋ふくろ。

　そしてあまりに場ば違ちがいなもの。

「……マンガでこの手のシチュを見たことは、あるんだが。マジだったのか……」

　ネット上の卑ひ猥わい表現が規制された現在、18禁コンテンツに未成年が触ふれる術はない。

　接続、利用時に国民管理ＩＤが参照され、成年指定表現のあるウェブページは閲えつ覧らん不可だ。昔は三次元、二次元を問わずほぼ素す通どおしだったらしいが、今それは不可能で。

　学習机に丁てい寧ねいに置かれたのは、仮面舞踏街マスカレードで買ったのだろう数冊の本。

「……他人の性せい癖へきとか、知りたくなかった……！」

　無法地帯で流通するアナログ本。紙に印刷された『ナマ』──怪物モンスターサプリをキメていない、未成年モノのエロ本。あられもない制服姿のモデルたちが絡からむ卑ひ猥わいな表紙。

　丁てい寧ねいに分類され、チリ紙と共に机に置いてあった。

　いかにも『使え』と言わんばかりに、至いたれり尽つくせり。どこまでもお世話を。

「どうなってるんだ、この家は？」

　いかにも『普ふ通つう』に見えて、何かが致ち命めい的てきなまでにずれている。

　ぞくっとする──気持ち悪い。まるで動物園の檻おり。監かん禁きんとか虐ぎやく待たいとか、そんな言葉が浮うかぶ。壁かべに固定されたモニター、最新ゲーム機。サブスク加入済みのスマートＴＶ。

　どれも零レイ士ジには手の届かない高級モデル。だが微み塵じんも羨うらやましさを感じない。それより怖こわい。この部屋でずっと生活することを考えたら、頭がおかしくなりそうな気がした。

「落ち着け。……今は、よそのご家庭の闇やみを暴いてる場合じゃない」

　それは家庭裁判所とか児童保護局とか、そういう部署の仕事だろう。

　少なくとも零レイ士ジには関係ない。そんなふうに自分に言い聞かせて部屋を探さぐるが、怪物モンスターサプリの形けい跡せきはどこにもなかった。というより、この部屋には──物を隠かくせる気がしない。

　ベッドの下だろうが、引き出しの中だろうが、天てん井じよう裏うらだろうが……

　誰だれかに把は握あくされ、隅すみ々ずみまで監かん視しされているような違い和わ感かん、息いき詰づまる閉へい塞そく感かんがあった。

「ここじゃない。なら……隠かくすとしたら、どこだ……!?」

　プライベートを保てるような環かん境きようがこの家にもしあるとしたら？

　零レイ士ジはそっと廊ろう下かへ進む。子供部屋は二階──というか、二階全部が子供用。

　二世帯住宅のように仕切られ、トイレも専用のものがすぐ近く。

　カキッ……そっと忍しのび込こむ、トイレの中。金具が擦こすれる微かすかな金属音が怖こわいが、限界だ。

（帰りのことを考えると、調査に霧む化かはもう使いたくない……）

　脱だつ出しゆつだけでギリギリだろう。あと１度霧む化かし、この家を出たら即そく人間サプリを使うべきだ。そうしなければ自分を保てる気がしない。そんな嫌いやな実感を覚えながら、探さぐる。

　トイレの中──清潔。零レイ士ジの自宅とは比ひ較かくにならない人間用、最新シャワートイレ。

　ピカピカに磨みがかれた便器は、まるで新品のようで、顔が映りそうなほど。

（……やっぱりだ。内うち鍵かぎがかかる）

　恐おそらくこの家で唯ゆい一いつだろう。

　鍵かぎをかけ、閉じこもることが許された空間。プライベートの砦とりで。もし何かあるとしたら？

　掃そう除じの手が、本来入るはずのないところに──……！

「……ここか？」

　迷うことなく、零レイ士ジはトイレのタンク、その蓋ふたを開けた。

　どれほど清潔を保とうと、貯水タンクの中まではめったに掃そう除じしない。

　便器そのものが新しければなおさらだ。水みず垢あかもカビもない新品同様のタンク内、ビニールに包まれ、テープで乱雑に止められた何かが、ぷかぷか浮ういて。




　手を突つっ込こむ。触ふれる、握にぎる──違い和わ感かん。




「空……!?」




　何の手ごたえも無い、空のビニール袋ぶくろ。

　きっちりと丸められて元の位置に戻もどされた、けれどテープは一度剝はがされ、中は開けられ。

　中身はどこかに持ち出され、頼たよりない感かん触しよくしか残っていない──




「──＃ゆうくんのお友達？」

「!!」




　ドア越ごしにかけられた声に、弾はじかれたように振ふり向むいた。

　気配はなかった。足音ひとつなかった。ヒトが動いた形けい跡せきは一いつ切さい感じなかったのに。

　トイレのドア、ノブがゆっくりと回る。戦せん慄りつする少年の眼前、清潔な廊ろう下かと佇たたずむ人ひと影かげ。

　上気した頰ほお、乱れた下着、汗あせばんだ肌はだ。年ねん齢れいは30代前半──若い母親。

　湿しめった下着、はだけた隙すき間まからきわどい部分を露あらわに。母親らしさ、主婦っぽさというより、《人妻》とでも呼ぶべき生々しい女っぽさと、欲情に濁にごった眼めをしていて。




「＃歓かん迎げいするわ。＃おもてなし　＃しなくちゃ　＃ふふふふふ……♪」




　裸はだか同然の姿で、おぞましく笑う人妻の。

　ネイルが施ほどこされた右手、指から伸のびた肉の根が、びっちりと握にぎったスマホに繫つながって。

　ビキビキと脈打つ神経線せん維い。血管じみて脈動するそれは。




　──怪カイ異イ《バズるスマホ》に、違ちがいなかった。
















「＃結けつ婚こんしたのはね　＃３年前　＃わたしが28歳の時」

　まるで道みち端ばたで世間話に興じるかのように、人妻は言った。

　服装は地味。ベージュのロングスカート、ありふれたトップス、化け粧しよう気けの薄うすい顔。

　落ち着いた装よそおい──はだけた胸、乱れた下着に濡ぬれた内うち股またが、すべてご破わ算さんに。

　その眼めは対たい峙じした相手、霞カス見ミ零レイ士ジを見てはいるが、ピントはずれている。

　言葉に重なる不協和音《＃タグ》は、怪カイ異イと成り果てた証あかしだった。

「＃先生、奥さんとうまくいかなかったって　＃美人の看護師さん　＃身近にいらっしゃるのに　＃どうしてわたしを選んだんですか　＃──って伺うかがったの」

「＃そうしたらね　＃高校受験を控ひかえたお子さん　＃ゆうくんのお母さんが欲ほしかったって」

「＃嬉うれしかった　＃先生が選んでくれた　＃いいお母さんになろうと思った　＃……けど」

　ぶつぶつ、ぶつぶつ、ぶつぶつ。

　人に聞かせる声ではない。自問自答ですらない。

　繫つながっていない通話、ぬいぐるみか置物にでも話しかけるような──譫うわ言ごとだ。

「＃……抱だいてくれなかったの」

「＃男性が好きなんですって　＃恋こい人びとも紹しよう介かいされたわ　＃髪かみの長い、男の子」

「＃そのひとと一いつ緒しよに暮らすって　＃それきり一度も　＃帰ってこない」

「＃ゆうくんとふたりきり　＃でもそれもいいかと思ってた　＃わたし子供は諦あきらめてたし……

　＃誰だれかと一いつ緒しよに暮らせるだけでよかった　＃お世話するのが楽しかった」

「＃少しずつ打ち解けて　一いつ緒しよにごはんを食べるのにも慣れた頃ころ　＃高校受験　＃無理って

　＃成績が　＃内ない申しんが　＃ぱっとしなくて　＃進学校には　＃足りないって　＃……先生が」

「＃アカネ原　＃普ふ通つうの学校　＃それじゃだめ　＃すごくゆうくん　＃頑がん張ばってた

　＃報むくわれなきゃおかしい　＃……なのに　＃なのに　＃だめだった

　＃落ち込む彼を助けたくて　＃励はげまして　＃寄より添そって　＃そうしたら　＃……ね？」

「………」

　聞いているだけで、頭が痛くなりそうだった。

　トイレの中で、零レイ士ジは入口に立つ人妻を睨にらむ。手と肉の根で繫つながったスマホが語りながらも目まぐるしく動き、右手の親指だけが別の生物のようにフリック操作を繰くり返かえしている。




　まるで二つの脳を持つ生き物のように。

　壊こわれた譫うわ言ごとを垂れ流しながら──都市伝説の怪かい物ぶつはすでに破は滅めつをばら撒まいている。

（今この場で……止められる、か？）

　力を振ふり絞しぼる。酷こく使しにより疲ひ弊へいしてなお、零レイ士ジを構成する極きよく微びの黒は結集する。

　刃はが凝ぎよう固こ。握にぎった拳こぶし、指のはざまに滑すべり込こむように現れた棒ぼう手しゆ裏り剣けん、苦く無ないを《打つ》。




「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。──《黒クロ羽ハ牙バキ》！」

「＃ゆうくんったら　＃甘えてきたの」

「がッ!?」

　動かない、指が、手が。手しゆ裏り剣けんを打とうとした構えのまま。

　痺しびれて痛む。ビリビリと感電したような衝しよう撃げきの源は──眼め。人妻怪カイ異イの右手、スマホの画面から視線が外せず、表示されたテキストから何かが、視覚を通して脳に染しみこむ。




「＃だめよって言ったわ　＃わたしたち、親子なのよって

　＃でも、でもって泣かれたから　＃かわいそうで　＃愛おしくて　＃たまらなかった

　＃守ってあげなきゃって　＃愛してあげれば　＃愛してくれるはずだから」




　譫うわ言ごとに意味はない。

　スマホに表示された文字列、ただそれだけの──




『とまれ　止まれ　トマレ　STOP　停止Tingzhi　ARRET PAUSE……』




　読む猛もう毒どく。

　視界の片かた隅すみに入り、言語として認にん識しきした瞬しゆん間かんにかかる催さい眠みん暗示。

　自動翻ほん訳やく──世界のありとあらゆる言語で記された感かん染せんする情報。

　怪カイ異イ《バズるスマホ》──その異能チカラ。




「＃あのひとに頂いたお金　＃ゆうくんのもの　＃全部あげた」

「＃えっちなことは週３回　＃けど直接はだめ」

「＃気持ちよくなれるように　＃お手伝いすることにしたわ　＃下着とか　＃おもちゃとか

　＃すごく興奮した　＃ご飯だって毎日作ったし　＃帰ってきたらおかえりなさいのキス」

「＃お風ふ呂ろのお世話　＃トイレのお世話　＃夜のお手伝い　＃喜んでしたわ」

「……ぐ……が……ッ!?」




　止まる、停とまる、心臓が。

　三文字の読む猛もう毒どくが感かん染せん、思考が止まる、臓器が止まる、呼吸が止まる、免めん疫えきが止まる。

　肉体を司つかさどるあらゆるシステムが停止しようとする。死と同義の絶対停止命令。




「＃すごく幸せだった　＃まるで新しん婚こんさんみたい　＃ゆうくんが大人になったら」

「＃子供を作るつもりだった　＃やっと幸せになれる　＃わたし」

「＃そう思ってた　＃けどね　＃ゆうくんったら　＃アカネ原に入ったら」

「＃彼女がほしい　＃友達がほしい　＃遊びたい　＃だからって　＃わたしのことを」

「＃もういいって　＃わたしを　＃わたしのことを　＃あのひとみたいに　＃遠ざけて!!」




　がりがりがりがり、ばりばりばりばり。

　空いた左手が人妻の髪かみを毟むしる音。

　抜ぬけた髪かみ。ちぎれた皮ひ膚ふ。血が滴したたるが、すぐに塞ふさがる──怪カイ異イ化かした不死の肉体。

　狂きよう気きを孕はらんだ、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみが、ぼうっと硬こう直ちよくする零レイ士ジを見つめて。




「＃いらないはずないじゃない!!　＃絶対そんなわけない!!　＃わたしが必要なはずなの!!

　＃ゆうくんには絶対絶対わたしがいるの!!　＃だめ!!　＃だめ!!　＃だめ!!」

「＃わたしがお世話しないとゆうくんはだめ　＃食べるごはんも　＃毎日のお勉強も

　＃お風ふ呂ろも　＃トイレも　＃友達も　＃えっちなことも　＃ぜんぶぜんぶぜんぶ

　＃管理しなくちゃ　＃心配でしょう!?」

「………ッ!!」




　顔をぐしゃぐしゃに歪ゆがめて、あらゆる体液を垂れ流しながら、人妻は叫さけび。

　歪ゆがみ切きった顔を睨にらみつけて、零レイ士ジは止まりかけた身体からだを霧む化かする。

　視覚が切れると、ばつんとブレーカーを落としたような衝しよう撃げき。霧む化か──完全停止した臓器。それにより命令が一度完かん了りよう、効力を失ったのを認にん識しきしながら、トイレの通気口へ脱だつ出しゆつ。

（戻もどる？　無理だ。今の状態じゃ、殺しきれない……!!）

　存在しない歯が軋きしむ。撤てつ退たいし、人間サプリをキメて人間性を回復しなければ対処できない。あれに時間を与あたえる──致ち命めい的てき失敗、世界崩ほう壊かいレベルの大失態。そう認にん識しきしながら、根こん性じよう論ろんで対処できる範はん囲いを超こえていると判断。文字通り一目散に《敗走》しながら。

「＃ゆーくん!!　＃ゆーくん!!　＃同じになったわ!!　＃わたし　＃あなたと　＃同じなの!!

　＃助けに行くわ　＃待っててね　＃あの街にいるの？　＃仮面舞踏街マスカレード!!」

（……来る!!）

　反はん響きようする絶ぜつ叫きよう。息いき詰づまる状じよう況きよう。通気口を辛かろうじて抜ぬける──霧む散さんしかかる身体からだ。

　強ごう引いんに像を結ぶ。建物二階、壁かべに設置された通気口から飛び出る少年。当然のごとく落下。

「がごきっ!?」

　がん、ごん、ぎん。ピンボールの玉のように激げき突とつ。屋根にぶつかり、庭に転落。

　全身を強く打ちつける。体中に青あお痣あざができるのを感じる。辛かろうじて骨は折れていない──。

　と、自己診しん断だんをする合間に、庭に設置された警備会社の防犯センサーが彼を感知。

　ピピピピピピ……!!　鳴なり響ひびく警報。警備会社に通報。緊きん急きゆう出動がかかり、警察ないし警備会社が到とう着ちやくするまで数分か。安全に金を払はらう人間のもとへ来る助けは、当然早い。

「霞カス見ミくん!?　ちょっ、警報!!　早く、ここよ！」

「……ああ……ッ……!!」

　警報に引ひっ掛かからない塀へいの外、落下音を聞きつけて駆かけ寄よったらしい蛍ケイの声。

　それを頼たよりに力を振ふり絞しぼる。ふわりと塀へいを跳とび越こえて向こう側へ落下。ゴミのように転がる。すかさず回る少女の手、肩かたを借りて停車していた自動タクシーへ突つっ込こむ。

　ファンファンファンファン……警備会社の回転灯、響ひびくサイレンの中で。

「夏ナツ木キ原バラ駅。──急いで！」

　スマホでタッチ、行き先を示して決済する蛍ケイ。

　動き出した自動タクシーの車内で、そんな彼女に崩くずれるようにもたれて。

「柿カキ葉バ。すまん。……助かっ……──」

　言葉も途と切ぎれ、霞カス見ミ零レイ士ジは力ちから尽つきて気絶した。




　　　＊




『警備部、非常制圧班ＥＳＴ。──現着した』

『警報を切ってくれ。庭、屋根に落らつ下か痕こん──庭木が折れている。泥どろ棒ぼうか？』

『犯人の姿はない。逃とう亡ぼうした可能性がある。警察との連れん携けい要よう請せいを頼たのむ』

　灰色のボディアーマーを装着した、ＳＦじみた分スカ隊ツドが庭に踏ふみ込こむ。

　数は10名。全員が警察および国軍での特とく殊しゆ訓練経験者。

　要人、富ふ裕ゆう層そう警備の専門企き業ぎよう《ＳＳＳSiren Security Services》。莫ばく大だいな利益を元に国家に承しよう認にんされた正当なる暴力、その一いつ端たんを担になう特とく殊しゆ部隊は、本社の指揮ＡＩと密接につながり、連れん携けいしている。

　その言葉は常に情じよう報ほう網もうを伝わり、本社に連れん絡らく。衛星、現場付近のカメラ、情報源と連れん携けいして状じよう況きようを把は握あく、適切な命令が届く。戦場の霧きり、情報不足とは無む縁えんの民間軍事力。

『ドアが開かない。鍵かぎがかかっている。セキュリティロック解除できるか？』

『住民がいるらしい。スマホに連れん絡らくが届いてるはずだが、反応がない。できないのかも』

『やむを得ない──許可が下りた。マスター権限でロック解除、突とつ入にゆうする！』

　がちゃりと音をたてて玄げん関かんのロックが解除。

　非常事態と認にん定ていされ、事前に契けい約やくを結んでいた警備会社が遠えん隔かく操作。

　部隊は正面玄げん関かんから通報があった富ふ豪ごうの邸てい宅たくへと突とつ入にゆう、住民を保護すべく殺さつ到とうする。

『──めい……れ』

『は？　……おい、本部。ノイズがある、通信障害か？』

　ヘルメットにノイズが響ひびき、指揮担当者が思わず耳元に触ふれながら問う。

『めいれい　めー　でー　めいれい　すすすすすすすすすすすすすすすすす……』

『おい!?　おい!?　本部、本部!?　……くそっ！」

　通話を中断。途と中ちゆうから肉声に切きり替かえて、分隊を率いる隊長が部下たちに言う。

「通信障害らしい。本部ＡＩの情報支し援えんが受けられない可能性がある、訓練通りやれ」

「了りよう解かい。……保護対象は女性、ホームセキュリティによれば２階、トイレ前」

　前進、と隊長がハンドサイン。きびきびとした動作で前衛が銃じゆうを構え、階段を土足で登る。

　鳴なり響ひびく靴くつ音おと、白はく色しよくＬＥＤの白々とした光──保護対象、女性の姿を確かく認にんした。

「!?」

　部隊が驚おどろき、息を吞のむ音。

　まるで暴行を受けたかのように服の乱れた女性の姿。だがそれだけではない。

　訓練を受けた部隊が驚おどろき、竦すくんだのは──その女が彼らに向けた茫ぼう漠ばくたる眼め。

「＃くつ」

「え？」

「＃土足　＃やめて　＃お掃そう除じしなきゃ　──＃謝って」

　状じよう況きようを理解していないとしか思えない。錯さく乱らんしているのか？

　隊長はそう認にん識しきし、被ひ害がい者しやらしき女性を宥なだめようとして。

「＃すいません」

（は？）

　口から出た言葉に、愕がく然ぜんとする。

　こんなはずじゃない。自分の思考とは関係なく身体からだが動いている。

　まるで操あやつり人にん形ぎよう──それが当然であるかのように、鍛きたえ抜ぬかれた10名の部隊が廊ろう下かの左右に散り、直立不動で敬礼。最高の敬意を示し、びしりとそのまま固まった。

（何だこれ!?　俺が、俺が、動かない!?　勝手に、ああ、あぁ───……!?）

　悲鳴が出ない。辛かろうじて眼球だけが、保護ゴーグルの中でグリグリと動き回る。

　ビクビクと小刻みに震ふるえる兵士たち。その耳元、ノイズに混ざって響ひびく電子の託たく宣せん。

　それは女の右手に接続されたスマホから、引ひっ搔かくようなフリック操作で発せられていた。

『命令……──めいれい。しじ　従え　わたし　行く　あそこ……──！』

「「「「＃はい!!　＃はい!!　＃はい!!」」」」

　ノイズ混じりの指示に脳が埋うまる。それがおかしいという認にん知ちを塗ぬり潰つぶすような幸福感。

　一体感。自分たちは正しいことをしているのだという確信。群れの一部であることの喜び。突つっ立たったままの身体からだ、脳だけがバチバチ爆はぜるエクスタシーに蕩とろけていくのを感じる。

　服従の喜び、支配される幸福。優やさしい母親ママに仕える歓かん喜き。

　ゆっくりと歩き出す女──人妻。神なるスマホを右手に繫つなぎ、ぞろぞろと従う子供たち。

　武装した特とく殊しゆ部隊10名がそのまま乗って来た装そう甲こう車両へエスコート。六輪の重じゆう装そう甲こう車しや──唸うなりを上げ、ＡＩ制せい御ぎよを逸いつ脱だつ。自動運転を切り、手動により暴走、爆ばく走そう。

「＃ゆうくんを　＃お迎むかえに行くの　＃お願いね」

「「「＃はい　＃ママ!!」」」」

　母親ママの命令だ。母親ママの頼たのみだ。母親ママの願いだ。

　従うのが気持ちいい。褒ほめられたくてしかたない。ああ、兄弟たちがこんなにいるぞ。

　ママと一いつ緒しよにお出かけ、楽しいな、うれしいな、お兄ちゃんを迎むかえに行こう。

　ハンドルを握にぎる隊長が、わくわくした疼うずきのままに。

「＃ドライブだね　＃ママ!!」

　ギイイイッ……!?　ババーッ、ズガシャッ……!!

　強きよう烈れつなブレーキ音。自動運転制せい御ぎよを外れた装そう甲こう車しやが交差点に突とつ入にゆう。

　自動運転車両数台を撥はね飛とばし、事故など想像もしていない乗客をトマトのように潰つぶして。

　最さい短たん距きよ離りを一直線に、閉へい鎖さされた街──仮面舞踏街マスカレードへと突とつ入にゆうした。




　　　＊




　──夜の街角。仮面舞踏街マスカレードのあちこちで響ひびく声。




「＃獣けものを解放せよ!!」

　汚お染せんされたサラリーマンが《＃タグ》つきの叫さけびと共に自転車を乗り捨てる。

　閉へい鎖さされたバリケード。仮面舞踏街マスカレードと外界を隔へだてる金かな網あみに手をついて、がしゃがしゃと音をたてながら乗のり越こえる。スーツが飛び出た針金に引ひっ掛かかり、皮ひ膚ふが破れて傷ついても。

「＃いひひひひひ　＃ブラックはいやだ　＃もう会社とか　＃二度と行かねェ!!」

　痛みのかけらも感じることなく笑いながら。

　３ｍはあろうかという金かな網あみ、その頂点から跳とぶ。当然のごとく落下し、未整備の路面に激げき突とつ。ひん曲がる手足。潰つぶれた肉から飛び出る骨。だが笑え顔がお、笑え顔がお、笑え顔がお、笑え顔がお。

　ストレスからの解放。分ぶん泌ぴつされるアドレナリンに痛みを忘れ、這はいずるように光のもとへ。

　ゴミに埋うもれ、傾かたむきながらも燦さん然ぜんと輝かがやく自動販はん売ばい機き。官製スラムに巣くう不法居住者たち、彼らすらこれには手を出さない、ある種の聖域。彼らが人間を辞やめられる根源。

　怪物モンスターサプリ──やたら爽さわやかなイメージ広告。弾はじける炭酸、パッケージロゴに触ふれる。転落の衝しよう撃げきで割れたスマホをタッチ。認にん識しきせず。この街ではすべて現げん金きん払ばらい。

「＃キイイイイイィ────ッ!!」

　猿さるじみた叫さけび声ごえをあげながら、サラリーマンはネクタイを千切るように外して。

　スーツのポケット、脱ぬぎ捨すてた靴くつ底ぞこまで漁あさる。探す、小こ銭ぜに。地面に財さい布ふを叩たたきつける。

　飛び散るクレジットカード。店てん舗ぽの会員証。それらに混ざった金属音──

「……ッ!!　＃ヒャッハアアアアアアアアアアアア!!」

　小こ銭ぜにに飛びつき、指先の震ふるえを抑おさえながら投入。

　三種の怪物モンスターサプリ、どれかを選びさえしない。乱暴に自動販はん売ばい機きを叩たたきまくる。

　乱打されるスイッチ。ひとつが認にん識しきされ、ゴトン！　と冷え切った缶かんが吐はき出だされる。

「＃あぁ……」

　解放の喜びに、男はプルタブを上げぬまま、缶かんをぺとりと頰ほおに当てた。

　うっとりと蕩とろける笑え顔がお。ぷしっ、炭酸が抜ぬける。緑茶に似た色。カフェインと糖分まみれ、弾はじける香こう料りよう。缶かんを逆さにして派手にこぼしながらグビグビ、喉のどを鳴らして一気飲み。

「＃ウキャ────ッ!!」

　引き当てたのは、ごくごくありふれた獣けもの。

　シャツの内側から飛び出す体毛。斑まだら模様のダルメシアン──人犬と化したサラリーマンは、仲間を求めるように遠とお吠ぼえをする。街路に響ひびく叫さけびに、いくつもの声が木こ霊だました。

「「「「＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!」」」」

　タイトスカートを腰こしにひっかけたＯＬ風の犬がいる。

　ランドセルを背負った猫ねこがいる。杖つえを投げ捨ててゴミ袋ぶくろから這はい出だすトカゲの老人がいる。老ろう若にやく男なん女によ問わず、焦しよう点てんを失った眼めと獣けもの還がえりの叫さけびをあげ、《ケモノ》たちは群れをなす。

　ある者は交こう尾びをはじめ、ある者は腐ふ臭しゆうを放つゴミ袋ぶくろをあさり、そして群れの大半──

　イヌ科を中心とした一団は、《外》へ通じる路地のいくつかから飛び出し、四よつん這ばいに駆かけて仮面舞踏街マスカレードの中心へ、表通りへと雪崩なだれ込こんでいった。




　　　＊




　仮面舞踏街マスカレード──《オタク通り》。

　夏ナツ木キ原バラ駅周辺、かつて電気街と呼ばれ、後にアニメ系オタクグッズの聖地として観光地化。世界的パンデミックによる需じゆ要よう低てい迷めいにより閉へい鎖さ、再開発計画も頓とん挫ざした栄えい華がの残ざん骸がい。

　勝手気ままに乱立する出店。少々の食料品、メイド喫きつ茶さ、怪あやしい居酒屋、飲食店に禁制品。謎なぞのガスが消えるのを待って店に戻もどった人獣ニンジユウたちは、ぶちぶちと店の状じよう況きようを確かめる。

「この騒さわぎじゃ、外のＳＮＳも止まってんだろうな。何が起きてんだ？」

「商品が減ってやがる！　誰だれかどさくさに盗ぬすみやがったな、くそっ!!」

「落ち着けよ。イヌ科呼んできて臭においで探させろや」

「ちっ……めんどくせえ。ったく、なんだってんだ……？」

　模型メーカーのロゴ入りエプロンをしめたヤギの店員が愚ぐ痴ちりながら、散らかった《商品》を確かめる。《外》の世界に持ち出せば即そく逮たい捕ほ、マニア垂すい涎ぜんのガチ違い法ほう品ひん。

　高圧ガスで放つバイオＢＢ弾だんの強きよう烈れつな反動がリアルと大評判。ガラスケースに入れられて、厳重にチェーンで繫つながれたエアガンの数々、盗ぬすまれた商品を確かめようとした、その時。




　ギャンギャンワンワンギャンワンギャンワンギャンワンワン！




「な、なんだぁっ!?」

「こいつら、イカれてやがんのか!?　ぎゃあああああっ!!　か、嚙かみやがった!!」

「ひいいいっ!!　や、やめ、やめて!!　ズボン下ろさないで！　いやああああ！」




　裏路地から、駅ビルから、あちこちから。

　封ふう鎖さを破った《ケモノ》──怪カイ異イ汚お染せんされ、獣けものを解放した野や獣じゆうたちが群れとなって乱入。

　オタク通りに雪崩なだれ込こみ、ある者は涎よだれを垂らして手近な人獣ニンジユウに嚙かみつき、肉を嚙かみちぎる。

　ある者はひたすら吠ほえながら陰いん部ぶを衆目につきつけて駆かけ回まわり、数匹の雌めす犬いぬがアニメグッズを手にした童どう貞ていを三人がかりで押し倒し、ズボンをちぎって腰こしを振ふる。

「「「「ぎゃあああああああっ!?」」」」」

　パニック、混乱、混こん沌とん。

　ガス漏ろう出しゆつ事故という災害は、超ちよう管理社会で培つちかわれた基準によって対処できた。しかし狂きよう気きに囚とらわれたケモノたち、文字通りタガが外れた怪カイ異イ中毒者どもの狂きよう乱らんに、対処法はなく。

「す、すっげえ！　まるでゾンビ映画じゃねえか!!」

「ってことは……ああ！　おい！　こいつら、まさか！」

「マジで撃うってもいいんじゃねえか!?　ヒャッハ──────ッ!!」

　店番をしていたヤギ頭、病的なガンマニア。もうひとりの相棒、瘦やせこけたイタチ男。

　いわゆるプレッパー、世界の破は滅めつを信じて備えるのが趣しゆ味み。自らガラスケースを叩たたき割わり、次々と商品のエアガンを取るや、違い法ほうレベルにまで充じゆう塡てんされた高圧ガスを解放する。

　……ズババババババババババババババババババババ!!

「ギャンギャンギャン!?」「キャウン、キャウン!!」「キイイッ、キイッ!!」

「あははははは!!　逃にげてく、逃にげてくぜ!!　すっげえ楽しぃ──ッ!!　ゾンビ狩がりだあ！」

「まて、お、俺にも撃うたせろ！　銃じゆう、貸してくれ！」

「おう、使え使え！　ブッ殺せぇ!!　今夜はゾンビパーティーだ～～～ッ!!」

　怪物モンスターサプリの影えい響きよう──特とく濃のうのカフェインによる高こう揚よう。災害時は忘れていた狂きよう暴ぼう性せいの発はつ露ろ。

　店に飾かざられていた違い法ほうエアガンがすべて持ち出され、乱射、乱射、乱射。

　露ろ店てんでチキンを焼いていたガスバーナーの即そく席せき火か炎えん放射器。金属バット。バール。模造刀。そして何よりも人獣ニンジユウの最も身近な武器──爪つめ、牙きば、蹄ひづめ、角、体重、筋肉。

　弾だん幕まくから逃にげ惑まどうケモノたち。

　生き物を撃うつ興奮を味わっていたヤギ頭、その背後に別のケモノが忍しのび寄よる。

　下校中だったのか、ランドセルを背負った子ネズミ──怪カイ異イ汚お染せんされた小学生。

「え？　……ぎゃああああああっ!!」

「ヂュウウウ───ッ!!」

　鋭するどい前歯が、ヤギ男の脛すねを嚙かみちぎった。ジーンズの分厚い生き地じが裂さけ、鮮せん血けつが飛び散る。

　足を押さえて転げまわるヤギ男。それだけではない、追おい払はらおうとする人獣ニンジユウに、ケモノたちは血に飢うえた喜びのままに襲おそいかかり、あっという間に《オタク通り》は戦場と化した。

　血みどろ──犬男が豚ぶた面づらのケモノにかぶりつき、鼻を嚙かみちぎる。

　興奮した豚ぶたに押し倒され、蹄ひづめに踏ふまれた犬男の足がごぎりと曲がる。路地には千切れた耳や鼻、折れた指や足のかけらが散らばって、まるで爆ばく発はつの痕あとのよう。

「ギャハハハハハハハハ!!」

「ギャハハハハハハハハ!!」

　爆ばく笑しよう、爆ばく笑しよう、大合唱。理性を失ったケモノはもちろん、アドレナリンとカフェインに酔よった人獣ニンジユウたち、暴力に慣れた者たちもまた、一度タガが外れれば恐きよう怖ふも痛みも感じない。

　大きな欠損──腕うで一本、足一本、目玉や鼻がちぎれたとて問題ない。

　効果が抜ぬけ、人獣ニンジユウがヒトの姿へ戻もどる過程で、部位の損傷すら治る。サプリが深くキマッた、いわゆる《ガンギマリ》の状態なら、折れた指や千切れた耳、手足すら再生した例がある。




　まるで遥はるか昔に行われていた《祭り》──

　街路を占せん有ゆうし、群衆が熱ねつ狂きようする夜じみた大おお騒さわぎに、ある一石が投じられた。




　……キキイイイイイッ!!




「へ？」




　強きよう烈れつなブレーキ、爆ばく発はつじみた衝しよう撃げき音おん。

　まるで破は城じよう槌ついに破られる中世の城のごとく──《オタク通り》から少し外れたバリケードに自動運転制せい御ぎよを外した装そう甲こう車しやが突とつ撃げき、そのパワーを遺い憾かんなく発揮してぶち破る。




　どん、がん、ごん!!




「ぎゃああああっ!?」

「ひ、ひと、撥はねやがったあっ!?」




　装そう甲こう車しやは、運悪く歩いていた通行人を撥はねながら仮面舞踏街マスカレードへ侵しん入にゆう。

　歩行者天国化──ほぼ使われない、使ってもせいぜい徐じよ行こう運転。そんな車慣れしない街は、幸いにもガス漏ろう出しゆつと非常警報の影えい響きようにより、通行人の姿は普ふ段だんの十分の一ほどで。

　中でも最も集まっている場所──今まさに乱らん闘とう中ちゆうの《オタク通り》へ、衝しよう突とつ痕こんも生々しい、血染めの装そう甲こう車しやが躊ちゆう躇ちよなく突とつ撃げきするや、屋台数件を轢ひき潰つぶしながら停車した。




「＃あら　＃ごめんなさい？」




　言葉の始まりに繫つながる異様な響ひびき、汚お染せんされたノイズ。

　エンジンから白はく煙えんをあげる装そう甲こう車しやから真っ先に降り立ったのは──エアガンではない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、本物の銃じゆうで武装した非常制圧班の精せい鋭えいたち。厳しい軍事訓練を受けた管理社会の暴力、支配者階級──金持ち、富ふ裕ゆう層そうを護まもるために鍛きたえ抜ぬかれた凶きよう器きが。

「＃ねえ　＃あなた　ゆうくん　＃しらない？」

　装そう甲こう車しやから降りてきた人物は、人獣ニンジユウならぬヒトのまま。まるで近所のスーパーへお買い物に来たばかりとでもいう風ふ情ぜいで、スマホを片手に凄せい惨さんな現場にサンダルを履はいた足を踏ふみ出だし。

「＃誰だれか　＃知らないの？　＃……じゃあ」

　発はつ砲ぽう。銃じゆう声せい。着ちやく弾だん。

　踊おどるように転がるコスプレ馬男。だらりと長い舌を伸のばして倒たおれ、気絶。

　弾だん丸がんは暴徒鎮ちん圧あつ用よう、非殺傷性のゴム弾だん。だが本物の銃じゆう──違い法ほう改造品とはいえエアガンとは桁けた違ちがいの迫はく力りよく、銃じゆう声せい、リアルに響ひびく爆ばく音おん。大乱戦の中でも啞あ然ぜん。ガンマニアが叫さけぶ。

「おいおいおいおいおいおい……。非常制圧班!?　ＳＳＳの特とく殊しゆ部隊じゃねえか！」

「何でここにいるんだよっつーか写真撮とりてえっスマホねえ……ぎゃッ!?」

　スマホ片手の人妻を取り囲むように警護。

　まるで女王に仕える騎き士し、あるいは母を守らんとする子供たち。仮面舞踏街マスカレードとはあまりにも場ば違ちがいなボディーアーマーに銃じゆう器きを備えた10名が、円えん陣じんを組むように装そう甲こう車しやから出て。

「＃ゆうくん　＃連れてきて　＃すぐ」

「……いや、誰だれだよ!?」

「＃すぐ!!」

　問答無用。激しい銃じゆう声せい。ケモノも人獣ニンジユウも無関係。狙ねらいだけは訓練の賜たま物ものか異様に正確。

　逃にげ惑まどう群衆、興奮するケモノ、反はん撃げきしようとする者、血まみれで転がる者、さまざまに。




「＃ゆうく───────ん!!　＃どこぉ──────っ!?」




　ひたすら、ただひたすらに。

　愛を求める人妻の叫さけび、迷子を探す母親のような声が、銃じゆう声せいと共にこだました。

　収しゆう拾しゆう不能のパニック。銃じゆう声せい、悲鳴、爆ばく音おん、絶ぜつ叫きよう、喘あえぎ、ありとあらゆるヒトとケモノの声と苦く悶もんを煮に詰つめたような最中に、もうひとつ混こん沌とんの種が撒まかれた。

「ぶ、ぶもおおおお～～～～ッ!!　見えない!!　見えないよおおおおっ!!」

　表現規制の嵐あらし──表おもて舞ぶ台たいからとっくに淘とう汰たされた児童ポルノ。混乱の中売り物か略りやく奪だつ品ひんか、それを腕うでいっぱいに抱かかえたイノシシ男が、眼めをぎゅっと閉じたまま爆ばく走そうする。

　ボン！　ボン！　と散発的な爆ばく発はつ音おん。何が何だかわからぬままに銃じゆうを乱射する兵士たちに、興奮しきったケモノと人獣ニンジユウが反はん撃げきを試み、催さい涙るいガスを詰つめ込こんだ手しゆ榴りゆう弾だんで反はん撃げきされた音。

　薄うすい赤色に染められた対人ガス、ただし人獣ニンジユウにも効く。眼めと鼻の粘ねん膜まくに染しみこむ化学物質が鋭えい敏びんな知覚を阻そ害がい、なまじヒトより優すぐれているばかりに激痛を与あたえ、無力化する。

　それを薄うすく吸い込んだイノシシ男──涙なみだ、鼻水、よだれ。

　咳せき込こみながらふらふら飛び出し、停車していたあるタクシーに勢いよく激げき突とつ。

　横よこ倒だおしになる車──旧時代と違ちがい小型軽量。フレームもボディも効率化、人獣ニンジユウ化かして筋骨が肥大したおよそ１５０キロ超ごえの大おお型がた獣じゆう、その直ちよく撃げきになど耐たえられない。




　横転する車。ドアが中から蹴け飛とばされ、吹ふっ飛とぶ。

　弾はじけるスカート。健康的な太ふと腿ももが垂直に──。




「逃にげるわ、霞カス見ミくん！　歩いて！」

「……おいて、いけ。このままじゃ、おまえまで……！」

「オーケー、歩く気はないのね、担かつぐわ。

　途と中ちゆうのコンビニにでも停とめれば良かった。人間サプリを作れたのに……！」




　ぐったりとした黒こく白びやくの少年──霞カス見ミ零レイ士ジ。

　人間性が揮発しかけ、背後が透すけて見えるほど薄うすい。

　乾かわいたスポンジのような触しよつ感かんの手を握にぎり、車内で怪物モンスターサプリをキメた柿カキ葉バ蛍ケイ──半はん人じん半はん兎とのＪＫバニーは、横転した車両から彼を引っ張り出すと、体重を支えて走り出す。

　あちこちから火の手。絡からみ合あうケモノと人獣ニンジユウ。ばら撒まかれた催さい涙るいガス。銃じゆう声せい。エアガンの弾たま。散らばる肉にく片へん。まさに戦場、地じ獄ごくじみた大混乱。ゴールは間近……《幻想清掃Fantastic Sweeper》、本社ビル。




「あそこに行けば助かるのよね!?　霞カス見ミくん、めちゃ薄うすくなってるけど!?」

「……にんげんさぷりが、ある……っ！　会社、まで。いければ。だが……！」

「危ないのはわかってる。おごって!!」

「なに……!?」

「食べたいと思ってたの。高いから諦あきらめてた。けど死ぬような想おもいをするなら遠えん慮りよしないわ。──超ちようこってり!!　ラーメン!!　餃ギヨ子ウザもつけて!!　あなたのおごりよ、いいわね!?」

「……そんなもので、いのちを、かける、気か……!?　ば……か……！」

「ええ、馬鹿よ。……そんなになるまで人を助けようとしてる、あなたと同じ！」




　若いウサギの脚きやく力りよく──迅じん速そくな逃キげツ足ク。

　戦場を駆かける。だが薄うすくなっているとはいえヒトひとり抱かかえては、どうしても遅おそかった。

《幻想清掃Fantastic Sweeper》オフィスは混乱の渦か中ちゆう──装そう甲こう車しやが突つっ込こんだ屋台通りからは少々外れ。だが周囲は暴徒化した人獣ニンジユウとケモノたちが大だい乱らん闘とうで、１階の窓ガラスが数枚割れているのが見えた。

　中は無事なのか、わからない。

　恐おそらく保護されているであろう命メイ、人狼ワーウルフ化かの後こう遺い症しようでダウンしている月ゲツ、秘書ネルや楢ナラ崎サキ。とにかくあそこへ辿たどり着つければ何とかなるはずなのに、あまりにも遠い。

　再び銃じゆう声せい。足元で弾はじける流ながれ弾だま。

　一いつ瞬しゆん恐きよう怖ふに歪ゆがむ美び貌ぼう。だが蛍ケイはただ前だけを見て走る。

　お互たがいの喉のど笛ぶえを嚙かみ裂さこうと上から下へ、もつれ合うイヌ科の人獣ニンジユウとケモノ。違ちがいは全ぜん裸らか着衣かだけで、ガルガルと野生に還かえり切きった唸うなり声ごえをあげて暴れ回る。

　迂う回かいしている暇ひまはない──零レイ士ジを抱かかえて突つっ切きる。

　不規則に跳はねた爪つめが彼女の頰ほお毛げをひとふさ千切り、白い毛皮が赤く染まる。

《幻想清掃Fantastic Sweeper》ビル、裏口へ続く路地へ到とう達たつ。だが、そこで足が止まった。

「＃ききききききききききき」

「……最低……！」

　怪カイ異イに汚お染せんされたケモノのひとり──狐きつね女おんな。

　水商売か接客業か。派手なドレスの残ざん骸がいを引ひっ掛かけて、毛皮に包まれた股またに赤い下着。

　狂きよう犬けん病びように侵おかされたような焦しよう点てんの合わない瞳ひとみに、唸うなるたび牙きばから涎よだれが垂れた。

　狐きつねに追われる兎うさぎ。まるで寓ぐう話わの一節のよう。それは蛍ケイを睨にらむ──涎よだれが増える。べろべろ。

　舌なめずり。欲望──食欲。餌えさを置かれた駄だ犬けんのごとく。

「……はな、せ。柿カキ葉バッ！」

「喧けん嘩かとか、したことないけど。たぶんイケると思うわ」

「根こん拠きよのない自信、やめろっ……！　理性がトンでる、ガチで食われるぞ！」

「そう。わかったわ。けど」

　柿カキ葉バ蛍ケイは、怯ひるまない。

「友達を見殺しにして一生引きずって生きるのと。

　イチかバチかでなんとかするのとだと……なんとかしたほうが、後こう悔かいしないわ」

「……ば……!!」

「ケエエエエエエッ!!」

　奇き声せいを上げて襲おそい来くるキツネ女。少年をかばい、迎げい撃げきを試みるＪＫバニー。

　ケモノが跳とびかかる、その時に。

『浮けトリイステイク』

　杖つえが輝かがやき、空中に輝かがやく呪文スペルを描えがいた。

　オーケストラを指揮するようにつまんだ魔ま法ほうの杖つえ。ファンタジー小説に描えがかれる武器、派手なものとは違ちがう。骨とも木ともつかぬ材質で作られた棒切れのような古代幻げん想そう。

　描かかれた文字が弾はじけ、空中のケモノ──狐きつね女おんなに命中。すると、

「＃ケ!?　＃ケ　＃ケエエエエエっ!?」

「は!?　……浮ういてる!?」

　まるで無重力状態。

　じたばたと暴れる狐きつね女おんな。空中３ｍほどの高みに、まるでシャボン玉のような浮ふ遊ゆう感かんでふよふよと文字通り『浮ういた』まま、下りてこなかった。

　重力を無視したような怪かい現げん象しように度ど肝ぎもを抜ぬかれる少年少女に、飄ひよう々ひようとした声が届く。

『いやあ、素す敵てきだねえ。互たがいをかばいあう少年少女の大ピンチ！　アオハルの香りについつい手出しを控ひかえてしまったよ。奇き跡せきとか起きて大逆転とかしないかなーと思ってね』

　空気を読まないセリフの主は、《幻想清掃Fantastic Sweeper》オフィスビル裏手。錆さびて傾かたむいた非常階段。

　安全性など知ったことじゃないと言わんばかりの場所で、魔ま法ほうの杖つえをつまむスーツの男──社長、楢ナラ崎サキは、手にした水すい晶しよう玉だまに映った蛍ケイと零レイ士ジ、ふたりの映像に話しかけた。




　声をかけられた蛍ケイと零レイ士ジ、ふたりは複雑な顔を見合わせて。

「……どうしよう。素す直なおにお礼が言えないわ。すごく助かったのに、めちゃくちゃうざい」

「まったくだ……いつから観みてたんですか、社長」

『ずっとだよ？　何せ古いにしえの魔ま法ほうというやつはたいがい近代技術に利便性で劣おとるが、異なる論理と法則で動くだけあって、時たまとても便利になる。たとえば──』

　いかなる神秘によるものなのか。その声は混乱の渦か中ちゆう、街路を隔へだててもはっきりとふたりの耳に届き、まるで楢ナラ崎サキが間近にいるような存在感すら感じていた。

『いわゆる《千里眼》というやつだ。東洋式、西洋式、いろいろと方法があるわけなんだが、今回は古きロマの卜ぼく占せん法ほうを使ってみた。陳ちん腐ぷな邦ほう画がのアクションよりは面おも白しろかったね』

「め、めちゃくちゃ便利……。観みてたなら助けてほしかった……！」

『助けたじゃないか、リモートだけど。私の術式射程に入ってくれて助かったよ』

「……できれば、迎むかえに来てくれればもっと助かったんですけど？」

『今、うちには車くるま椅い子すの美少女とダウン中のへっぽこ社員がいるからね。私が見ていないと、暴徒が侵しん入にゆうして貴重なコレクションや彼らに危害を加えるかもしれないじゃないか』

「コレクションの優先度が高い……。イラッとくる……」

『はっはっは、当然さ。そのつもりで話しているからね！　コレクションはだいたい貴重品だ。古いにしえの魔ま術じゆつ具ぐは高くてね。君らの生しよう涯がい賃金五人分くらいは楽勝なのさ』

　やたらと明めい瞭りように響ひびく楢ナラ崎サキの声、言葉。

　ぐったりとした零レイ士ジを抱かかえたまま、蛍ケイは遠く──ビルへ向けて叫さけぶ。

「霞カス見ミくんが大変なの！　今にも消えそう……！　早く、人間サプリを！」

『了りよう解かい、了りよう解かい。社員に消えられると困るし、だいたい仕事の途と中ちゆうだしね。いいだろう』

　工業製品らしい素っ気ないデザイン。薬やく剤ざいアンプルと無針注射器が収まった袋ふくろを取り出すと、再び楢ナラ崎サキは杖つえを振ふる。光を受けた袋ふくろは空中を飛び、蛍ケイと零レイ士ジの眼前にふわりと届いた。

「良かった、これで──！」

『ああ、待ってくれたまえ、柿カキ葉バくん。そのまま打ったら異能が使えなくなってしまう。それは少々困るんだ、彼にはまだ仕事が残っているからね』

「は!?　……まだ働かせるつもり!?」

『もちろん。彼はそのために、この社会で生存を許されているんだから』




　経営者なのか、それとも魔ま術じゆつ師しとしてなのか。

　冷れい徹てつな声が耳元に届き、霞カス見ミ零レイ士ジは──




『人間サプリを打ちたまえ、零レイ士ジくん。ただし……半分だけね？』

「………！」




　消えかけた手で、それを摑つかんだ。




　　　＊




　手が触ふれると、透とう明めいなシャボン玉が割れたかのように。

　光が弾はじけ、浮ふ力りよくを失って落ちる包みを握にぎった霞カス見ミ零レイ士ジに、切せつ羽ぱ詰つまった声がかかる。

「ちょっと待って！」

　柿カキ葉バ蛍ケイ。ひとりで歩くこともできない──人間性を喪そう失しつして半はん透とう明めいの足。立つ力もない彼を支えながら、彼女は今しがた聞いた無む謀ぼうな提案に待ったをかける。

「半分って。よく知らないけど、それで平気なの!?」

　彼女の人間サプリに関する知識は、ごく限られたものだ。

　見よう見まねで複製を作ることはできる。だが効果の詳しよう細さいまではわからない。

　以前の戦いで消しよう耗もうしきった零レイ士ジは、およそ１回分はこのくらいかな？　という大おお雑ざつ把ぱな量を飲ませた結果、人間性の補ほ充じゆうとともに、１時間ほどの異能喪そう失しつ状態に陥おちいった。

　彼女が創るドリンク型、工業的に作られたらしい注射型の違ちがいはあれど。

「半分の量で、中ちゆう途と半はん端ぱな回復で、このめちゃくちゃな騒さわぎを……止められるの？」

「……やるしか、ない」

　ほのかにいい香りがするな、と零レイ士ジは思った。

　柿カキ葉バ蛍ケイに肩かたを借り、体重を支えられ──その横顔、耳たぶに息がかかるほどの至近距きよ離り。

　うなじと髪かみから香る徳用シャンプーと淡あわい体たい臭しゆう。微かすかな獣けもの臭くささは兎うさぎのそれ──怪物モンスターサプリの影えい響きよう。それらが交わった香りは決して不快ではなく、逆に心和なごむものを感じていた。

「この騒さわぎを、ここで止めるチャンスは……今しか、ない」

『そう。第二の《バズるスマホ》──彼女は極きわめて内向的な性格だ』

　どこからともなく響ひびく楢ナラ崎サキの声。

　公的ＳＮＳのアカウントは持っているがほぼ無発信。プライベートな内容は一いつ切さいなく、沈ちん黙もくを続けている。当然フォロワーもいない、拡散できる状じよう況きようではない、だが。

「あれの異能に、そんな条件はまったく関係ない」

　零レイ士ジは言う。

　今はリアルで叫さけぶだけで、ＳＮＳを使おうという発想がない。

　が、少しでもあの怪かい物ぶつが理性を取とり戻もどし、《＃タグ》をバラ撒まいたら──怪カイ異イ汚お染せん。

　情報化社会の戦せん略りやく核かくが炸さく裂れつし、人類滅めつ亡ぼうの引き金となるだろう。

　そうなってしまえば──

「最悪、全人類があの女の赤ちゃんになるぞ。そんな世界で生きていけるか？」

「それは……」

「俺が、このくそったれな社会で生きたいと願うのは。……それだけなんだ。どんなに歪ゆがんだ、どんなに不自由な世界だろうと。家族の分まで……俺には、《普ふ通つう》に生きる義務がある」

　贖ツグ罪ナイであり、復讐ネガイであり、使命イノリであり。

　霞カス見ミ零レイ士ジという少年が生きる、ただひとつだけの希望リユウ。

「俺は仕事をする。そのかわり俺が望むものをくれ、社長」

『ふむ、何だい？　聞くだけ聞こうじゃないか』

「……スマホだ。俺と月ゲツに、社会と繫つながる権利スマホをくれ」

　怪かい物ぶつの成れの果てどもが濫らん用ようする権利。

　社会と交わり、その一員として認められる証あかし。紐ひもづけられる番号と、ＳＮＳアカウント。

　焦こがれ望み願いながらも渡わたされなかった人間の証明を、零レイ士ジは求めた。

「社会の一員としての証明をくれ。許されるなら、俺は──あんたに張るよ、社長」

「無茶だわ。死ぬわよ、霞カス見ミくん。たかがスマホで……代だい償しようが大きすぎる！」

「俺にとっては十分だ、柿カキ葉バ蛍ケイ。こうして話していても、今の俺とあんたは違ちがう」

　社会のお情け、社長の根回し、ギリギリ存在を許された動物。

　スマホを得ること、国民登録番号を得ることで、公おおやけにもヒトと認にん識しきされる権利。

「だめなんだ。柿カキ葉バや命メイと友達になる権利すら、本来俺たちには存在しない」

　それを得た時、はじめて彼らは──正式に人類社会の一員と認められる。

「ネルさんに作ってもらった会社名義の口座じゃなく、俺たちの口座に給料を入れてほしい。あんた経由じゃない、俺たちの金で学費を払はらわせてくれ。タッチ決済で買い物をし、切きつ符ぷなしで改札を抜ぬける資格をくれ。……それだけだ、それが願いなんだ」

「………」

　あまりにもささやかで、あまりにも切なくて、あまりにも虚むなしい。

　社会に生まれたヒトならば否いや応おうなしに与あたえらえるもの。マイナスをゼロにする、それだけ。

　プラスではない──ゼロ。そこから始める、積み上げられる権利を求めて。

『条件がある。《バズるスマホ》２号……《人妻スマホ》とでも呼ぼうかな？　殺さず逮たい捕ほだ。この事態を収しゆう拾しゆうする論ロジ理ツクには、彼女の身み柄がら確保が不可欠だからね』

「収しゆう拾しゆう。……できるのか？」

『こちらも切り札エースを切るよ。信しん頼らいしてくれたまえ、この愛され社長にね』

　ネット上にバラ撒まかれた怪カイ異イ汚お染せん、そして暴れ回るモンスター人妻の処理。

　どちらか片方だけでもどうしようもなく感じるのに、社長は当然のごとく答えた。

「あんたを愛した覚えはない。……けど、このゴチャゴチャを始末できるなら、乗る」

『オーケーだ、信しん頼らいしているよ。さて、スマホか。スマホね……う～ん……』

　楢ナラ崎サキは不意に言葉を切った。会社ビルの非常階段上、錆さびた手すりに肘ひじをつき。

　いかにも高級そうな財さい布ふを出し、中のカードと紙し幣へいをさっと確かく認にんしてから──。




『──中古でいいかい？』




　けちな顔で、そう言った。




　　　＊




　三みつ巴どもえの混パニ迷ツク、混パニ乱ツク、混パニ沌ツク。

　それはあたかもお互たがいを喰くい合あう三種の粘アメ菌ーバのごとく──

　違い法ほう武器を持ち出した人獣ニンジユウたち。

　怪カイ異イ汚お染せんされた《ケモノ》と、10名の特とく殊しゆ部隊を操あやつり我が子を探す怪カイ異イ《人妻スマホ》。

　銃じゆう声せいと怒ど声せいと嬌きよう声せいのミックス。軽いエアガンの破は裂れつ音おん、重く轟とどろく銃じゆう声せい、キレた人獣ニンジユウの喚わめき。戦いに背を向けたケモノが街頭で盛さかり尻しりを振ふる歓かん喜き、喘あえぎ声ごえ。

　無法地帯、仮面舞踏街マスカレードですらあり得なかった地じ獄ごくの沸ふつ騰とう。鍋なべからこぼれる泡あわのごとく、頂点を過ぎて力ちから尽つきた者から街路に倒たおれて屍しかばねを晒さらす。何人死んだのか、生きているのか。

　数えることすらできない。そんな理性はどこにも残っていない──

「＃ゆうくん　＃わたしよ　＃……どこ？　＃どこなの!?」

　タグつきの絶ぜつ叫きように従って、壁かべのごとく周囲に侍はべる特とく殊しゆ部隊が発はつ砲ぽう。

　ズダダダダダダダ!!　響ひびく死のドラム。弾だん丸がんを喰くらって悶もだえ苦くるしむ人獣ニンジユウたち、人間用銃じゆう器きをよほど運悪く脳天でも直ちよく撃げきしない限り、多少喰くらったところで死なない、死ねない生命力。

「＃ママ　＃弾たまが……」

「＃あら？」

　手持ちの弾だん倉そうを撃うち尽つくし、困こん惑わくしながら人妻ママを見上げる隊員たち。

「リロード!!　リロード!!　ヒャッハ───ッ!!」

「あいつら弾たま切ぎれ起こしやがったぞ!!　すっげ、ＦＰＳじゃねえよガチリアル!!」

「今だ殺やれぶっ殺せ正当防衛だ、人間嚙かめるとか大チャンスじゃね!?」

　殺さつ到とうするイカれた人獣ニンジユウたち。

　暴力と血に滾たぎった群衆が振ふりかざす爪そう牙がが装そう甲こうを剝はぎ取とり、虚うつろに立たち尽つくす隊員を削けずる。ぱたたっ、テントに水すい滴てきが当たるような音をたてて、血ち飛沫しぶきが人妻の頰ほおに飛んだ。

「＃まあ　＃……汚きたないわ　＃悪い子ね」

　ぞっと頰ほおの血を拭ぬぐい、人妻スマホは右手を掲かかげる。

「＃あなたたち　＃探して　＃ゆうくん」

「ヒッ!?」

　タッチパネルに浮うかぶ色しき彩さい。弾はじける文字列テキスト、フラッシュ。

　旧時代のインターネット上でかつて流行した風説──《催さい眠みんアプリ》。

　いかがわしい創作、同人誌と呼ばれるポルノを含ふくんだインディーズ作品の１ジャンル。高度通信端たん末まつの黎れい明めい期き、スマホがあれば何でもできるという風説が産んだ能力の一角。

《バズるスマホ》、その技能分岐スキルツリーの果て。

　最初の個体とは違ちがう方向──ＳＮＳによる共感を媒ばい介かいとした他者の扇せん動どうや感かん染せんとは異なる、他者を支配することに特化した力が、血に狂くるった人獣ニンジユウどもに染しみわたる。

「「「＃アオオオオオオォォォォォォンッ!?」」」

　混乱の咆ほう哮こう。眼めの色を変えた犬いぬ猫ねこ豚ぶた蛇へび蜥蜴とかげ蛙かえる牛羊、特とく殊しゆ部隊を囲んでいた人獣ニンジユウたちが壊こわれ、存在しない《ゆうくん》を探してゴミバケツや割れたアスファルトをひっくり返す。

「「「「＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!　＃解カイ放ホー!!」」」」

　催さい眠みんアプリを撥はね除のける一団──《ケモノ》の群れ。

　ＳＮＳで共感した認にん知ちのもと、ただ叫さけぶだけで気持ちいい。あたかも旧時代のファシズム、大勢の群衆が共通する正義を掲かかげてシュプレヒコールを上げて快感を得た、それと同種。

　人獣ニンジユウの群れと《ケモノ》がたちまちぶつかり、絡からまり合あう。

　嚙かみつき引ひっ搔かきぶん殴なぐり、デタラメな大だい乱らん闘とうが巻き起こる中、ただ《人妻スマホ》は──エアポケットのようにぽっかりと開いた空間で、心細げに子コイ供ビトを呼んだ。

「＃ゆうくん　＃どこ？　＃どこなの……？」

「ここにはいない。呼んでも無む駄だだ」

「＃!?」

　バッサリとした断言。人妻がビクリと震ふるえた刹せつ那な。

　しゅううううぅぅぅぅうううぅぅ──……甘く吹ふいたスプレー音。尾おを曳ひく白はく煙えんが渦うずを巻き、突とつ如じよとして出現した白の竜たつ巻まきが怪カイ異イの姿を群衆から隔かく離り、封ふう鎖さする。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。──《白ハツ渦カ界カイ》」

　それは癌がん細さい胞ぼうを切除する外げ科か医いの手技、渦うず巻まく気体の空間隔かく離り。

「胎タイ黒コク守シユと対ついを成す《白ビヤク法ホウ》……綿わた飴あめの作り方を見たことがあるか？」

　渦うず巻まく風に色づく白は、ふわりと浮うかぶ空気の綿毛。怪カイ異イの危機を察した特とく殊しゆ部隊と人獣ニンジユウ、催さい眠みんの影えい響きよう下かにある者たちが「＃ママ!!」と叫さけび、迷わず渦うずに突つっ込こんだ瞬しゆん間かん。

「＃キャアアアアアッ!?」

　渦うずに触ふれた瞬しゆん間かん、半はん透とう明めいの極ごく細ぼそファイバーが絡からみつき、繭まゆのように固めてしまう。

　溶とけた飴あめが風に舞って繊せん維い化かし、突つっ込こんだ棒に絡からんで綿わた飴あめを作るように──突とつ入にゆうを試みた者たちはじたばたともがくが、硬こう化かした繊せん維いは切れることなく肉に食い込み固まりゆく。

「触ふれたが最後、絡からめとられる糸の牢ろう獄ごく。逃にげられると思うなよ」

「＃逃にげる？　＃……どうして？」

　どこからともなく響ひびく少年の言葉に、人妻スマホは無む邪じや気きに首を傾かしげた。

「＃何も　＃悪いことなんて　＃していないわ　＃ゆうくん　＃家族　＃逢あいたいだけ──」

「それが害悪だと言っている。あんたが子供にどんな劣れつ情じようを抱いだこうと知ったことか。法的にはヤバいがよそのご家庭の問題だ。あんたらの中だけで解決しろよ」

　風の中、しゅるるるるる、と舞まう繊せん維いのひとひらが絡からみ合あい、形を作る。

　編み込むように立体化される人体。黒こく白びやくの少年──霞カス見ミ零レイ士ジが像を結び、突とつ如じよとして現れた。

「拡散するな、迷めい惑わくだ。拘こう束そくさせてもらう」

「＃あは？」

　やってみろ、と言わんばかりに怪カイ異イは嗤わらう。

　言葉はいらない。周囲を囲む忠実なしもべ、母親を慕したう子供たち。

「＃ママ!!　＃ママ!!　＃ママ!!」

　ちぎれた指で無理矢理引き金を引く特とく殊しゆ部隊。次々と飛び込んでくる人獣ニンジユウ。

　だがそのすべて、百キロを超こえた草そう食しよく獣じゆうの巨きよ体たいも、鋭するどい肉食の爪そう牙がも、超ちよう音おん速そくの弾だん丸がんすら。

「あんたに言って理解できるか知らないが」

　しゅう……！　と風かぜ裂さく弾だん丸がんに、白い綿が絡からみつく。

　ピンポン玉ほどに膨ふくれたそれは急激に失速、硝しよう煙えんの香りを漂ただよわせながら零レイ士ジに迫せまる。

　しかし、彼は頭部直ちよく撃げきコースのそれを避よけもせず、ただ立ったまま迎むかえて。

　ぼふっ……間ま抜ぬけな音。ちょうど零レイ士ジの眼球あたりに直ちよく撃げきした弾だん丸がんは、整った輪りん郭かくを少々乱して擦すり抜ぬけると、呆あつ気けなく路上へ転がっていた。

「＃え……!?」

「神秘を纏まとわない攻こう撃げきは、通じない。そもそも勝負にならない」

　霞カス見ミ零レイ士ジ──素す性じようも知れぬ霧の怪物ブロツケン、伝承すら消えた古いにしえの幻げん想そう。

　最新の怪カイ異イによる直接攻こう撃げきならば通る。現代に生きる人々の妄もう念ねんは、古いにしえの幻げん想そうに劣おとらぬから。新しん鮮せんかつ遥はるかに多い分、勝まさりすらするだろう……しかし。

「操あやつられてるだけの連中がいくら暴れたところで敵じゃない。銃じゆう？　無む駄だだ。

　核かくだって効くか怪あやしいぜ。──やるならあんた自身でやったらどうだ、奥さん」

「＃!!」

　壊こわれた怪カイ異イは、迷わない。

　つっかけたサンダルを蹴けとばし、素す足あしで《人妻スマホ》が躍おどる。スマホで塞ふさがった右、空いた左手で路上に転がる瓦が礫れきのかけらを拾うと、少年の頭部に叩たたきつけた。

「＃ゆうくん!!　＃どこ!?　＃出して!!　＃きいいいいいいいいいいいいいい!!」

　ぼふ、ぼふ、ぼふ、ぼふ。枕まくらを叩たたくような音。瓦が礫れきを摑つかんだ人妻の手が、サスペンス映画の殺人シーンじみて何度も何度も少年を殴なぐり、あっけなく突つき抜ぬけて。

「石ころに神秘があるか。悪いが、急いでる」

　悠ゆう然ぜんとした仕草、だが零レイ士ジもそれほど余よ裕ゆうがあるわけでもない。

　今、自分が動けているのは──




（柿カキ葉バ蛍ケイ。──調薬の魔女カクテルウイツチ、とでも言うべきか）




　彼女の力。自覚無き幻想種フアンタビの神かみ業わざ、すべてはそのおかげだった。




「３分ちょうだい」




　スマホ支給という条件を吞のませ、戦いに行くと告げた零レイ士ジに、柿カキ葉バ蛍ケイはそう言った。

　届いた人間サプリの蓋ふたを開け、真しん剣けんな面おも持もちで１滴てきだけとり、ちろりと舐なめる。

「やや酸すっぱい……触しよく媒ばいになったヒトの性別か、年代が違ちがうのね。男性が強め、目分量でただ半分打ったんじゃ、だめだわ。一いつ瞬しゆんで人間性が焼き切れて、消えるだけ」

「……わかる、のか？」

「よくわからないけど、わかるの。たぶん製造の過程で必要な触しよく媒ばいをいくつか省いてる。何かそこだけ香りがいびつで、代用品を使ってごまかしてるみたいな味だもの」

「……そういう、ものなのか？」

「お店のラーメンとカップラーメンくらい違ちがうわ」

「けっこう違ちがうな、それは……!?」

　驚おどろく零レイ士ジをよそに、蛍ケイは注射器をとり、中に薬液を吸い上げる。

　真しん剣けんな面おも持もち。目盛りひとつ、１滴てきにも満たない分量まで、正確に、緻ち密みつに。

「それから……それから、ええと。霞カス見ミくん、舌出して！」

「もご!?」

　零レイ士ジの口に手を突つっ込こみ、唇くちびるをかきわけて指が舌に絡からまった。

　ちゅぽん、抜ぬいた指と唇くちびるに、唾だ液えきが糸を曳ひいて繫つながっている。

「これは、あなた自身。あなたの要素をサプリ化して、ほんのわずかに添てん加かするわ」

「唾だ液えきが、か……？」

「人間性を補いつつ、相反する幻げん想そうを補強するの。そうでもしないと、投とう与よ後ごすぐ異能を使うとか不可能よ。それでも全力を出せるのは５分だけ。それ以上は保証できない」

　その数字に根こん拠きよはあるのか。

　わからない、だが蛍ケイの見立てに狂くるいはないだろう、と確信して。

「かまわない。おまえを信じる」

「ええ。信じてもらうわ。身を任せて、委ねなさい」

　近くにあった自動販はん売ばい機き。探すまでもなく空あき缶かんがごろごろ。

　そのひとつを拾い上げ、現代では誰だれもが持ち歩いているハンドジェルで消毒。

　ひっくり返した缶かんの底。ちょうど凹へこんだそこに零レイ士ジの唾だ液えきがついた指を当てて、ごく微び量りようを調整する。そして注射器の中身、正確に量を計った人間サプリを注いでから。

　じゅわっ……！

「泡あわ、噴ふいてるぞ!?」

「普ふ通つうの人ならともかく、あなたならたぶん大だい丈じよう夫ぶよ」

　もこもこと、まるで魔ま女じよの姿でコマーシャルを流していた知ち育いく菓が子しのように。

　かき混ぜるたび唾だ液えきに反応し、紫むらさき色いろの泡あわを噴ふく人間サプリ。あまりに雑な魔ま女じよの大おお釜がま。

　異様な変化を見せたそれは、本当に人間サプリなのかもわからない、が。

「………!!」

　覚かく悟ごを決めて、飲のみ乾ほした。




　　　＊




　結果として。

　異常反応した薬は、凄すさまじい不ま味ずさと引ひき換かえに、最高に効いた。

「うう……ッ……!!　ああああああああああ……・がっ!!」

　体中の血管がビキビキと膨ぼう張ちようし、ミミズのようにのたうつ。

　霞カス見ミ零レイ士ジという存在に、抽ちゆう出しゆつされた人間性が上書きされた、それだけではない。自分自身の要素が触しよく媒ばいによって励れい起きして、とてつもなくハイになっている。これは。

（今なら、いける。全力を……いや、それ以上の、力が!!）

　脳のう裏りに浮うかぶ葬そう送そうの煙けむり──この街で起きた悲劇に潜ひそむ家族の絶望。

　怪物モンスターサプリで変じた人獣ニンジユウ、催さい眠みんで操あやつられる特とく殊しゆ部隊、怪カイ異イに汚お染せんされたケモノたち。

　すべて表社会に家族がいる。大切な誰だれかがいる。通う学校の生徒や関係者すらも。ならば、これ以上の悲劇は許さない。ヒトとしての尊厳、怪かい物ぶつとしての誇ほこりに賭かけて。

　手印を切る。古いにしえの時代から霞カス見ミの家系に伝わる相伝の術式──それ自体は無意味な手て遊すさび。しかし積み重ねられた意思、継けい承しようされた伝統、伝えた時間が神秘を増ぞう幅ふくする。




「《白ハツ渦カ界カイ》──奥オク伝デン《白溶裔シロウネリ》」




《怪カイ異イ》年古ふりて《妖よう怪かい》たるや──。




　風が唸うなる。少年と怪カイ異イを包むつむじ風が規模を拡大し、争い続く街区の全域へ。

　荒あらぶる大気──循じゆん環かんする風は大河の潮流のごとく辻つじ々つじの隅すみにまで行きわたり、大魚の群れが泳ぎ回る。いやそれは魚ではない、古びた布ふ巾きんのような、あるいはどこかくすんだ色の──

「江え戸ど時代、古い布ふ巾きんだか雑ぞう巾きんだかが化けたモノとして描えがかれた《妖よう怪かい》。

　その名を掲かかげる《白ビヤク法ホウ》の奥オク伝デン、そのひとつだ。……まとめて捕つかまれ、害がい獣じゆうども!!」

「「「ギャアアアアアアアアッ!?」」」

　高く悲鳴がこだまする。大魚のように飛来した白い塊かたまり──それは魚のようで、竜りゆうのようで、暴風を乗りこなすように空中を泳ぎ回りながら、人々を追つい尾びして激げき突とつする。

　直ちよく撃げき。着ちやく弾だん。破は裂れつ。拘こう束そく。触ふれた瞬しゆん間かん弾はじけた塊かたまりは瞬しゆん時じに解け、人獣ニンジユウを、ケモノを、兵士を、まとめてすべて神秘を帯びた強きよう靭じんな糸でくるみ、鞠まりのように丸めてしまう。

「は、外れねえ!!　何だこれ!!」

「変な匂においがする!!　ぐえええっ……気持ち悪い……！」

「主成分は大気中の汚お染せん物ぶつ質しつ。神秘を媒ばい介かいに結合した高分子ポリマー……合成繊せん維いだ。

　ゴミから作った蜘く蛛もの糸とでも思え」

　故ゆえに悪あく臭しゆうは大気に由来。環かん境きよう基準などない仮面舞踏街マスカレード、空中に撒まき散ちらされた煤すすや煙けむり、煙草たばこのニコチンや禁止薬物、排はい気きガス。ありとあらゆる汚お物ぶつを神秘で纏まとめて紡つむいだ糸。

　およそ数百──街角で暴れていた者たち、その全員が汚よごれた糸玉に包まれて路上に転がり、唸うなり声ごえすら上げられずに沈ちん黙もくする。非殺傷性、戦術兵器並みの異能──！

「＃なんで　＃いじめるの」

　がたがたと震ふるえながら。

　人妻スマホは、象しよう徴ちようたる右手と繫つながったスマホを握にぎりしめながら震ふるえて、少年を仰あおぐ。

「＃わたし　＃ゆうくん　＃家族　＃逢あいたい　＃だけなのに!!」

「それが凄すさまじく迷めい惑わくなんだよ。……本当にうまくいくんだろうな、社長！」

　半信半疑。直接戦せん闘とう能力を持たず、物理攻こう撃げきを伝承弱点とする怪カイ異イ《バズるスマホ》。

　殴なぐる蹴けるで倒たおせる──これまで戦ってきた《雑ぞう巾きん絞しぼり》や《死人形》に遥はるかに劣おとる耐たい久きゆう性せい。だがこの怪カイ異イの本質、世界滅めつ亡ぼうすらあり得る危険度分類の理由は別にある。

　視覚感かん染せんする怪カイ異イ汚お染せん。テキストを介かいする《増える怪カイ異イ》たる化け物の対策は、倒たおすだけでは不十分だ。楢ナラ崎サキから授さずかったもうひとつの秘策、情じよう報ほう解かい呪じゆの論理に従って。

　捕とらえた人妻、袖そでをまくりあげる零レイ士ジ。

　細くて柔やわらかな二にの腕うでに注射器を圧おしつける。




「＃あ　＃が　＃え　＃わ　＃わた　＃わたし　＃わたし、が　＃こわれ　＃る!?」

「壊こわれやしない。戻もどるだけだ。《人間サプリ》──半人前分、な」

　ただ力を封ふうじるだけなら、微び妙みような調整は必要ない。

　注入された薬液により、血管がビキビキと浮うき上あがる。

　二にの腕うでを這はい上のぼり、心臓から首を伝わって脳へ至った時、女の眼めの色が変わった。

　青ざめる顔、震ふるえる顎あご、自分がしたことを反はん芻すうするように目と口を限界まで開き、恐おそらくは平へい凡ぼんな主婦であったはずの女は、抱かかえきれない絶望を味わっていた。




「いやああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「わた……わたしっ!!　そんなつもり、そんなつもりじゃ!!　そんなつもりじゃないの!!」

「あの子に捨てられるのが嫌いやだった!!　若い女の子に、学校の友達にゆうくんを取られるのが怖こわかった!!　わたしだけを見て、わたしを愛してほしかっただけ!!」




「──そういうのは、あんたの家庭内だけでやってくれ」

　悶もだえ苦くるしむ女を前に、零レイ士ジは惨さん憺たんたる戦場を見て言った。

「これはあんたがしたことだ。あんたの義理の息むす子ことあんた自身がしたことだ。

　サプリだけが理由じゃない、サプリはあんたらの心を暴いただけだ。壊こわれるな。逃にげるな。あんたはあんたの責任を果たせ、母親だろう!?」

「いやあああああああああああああああああああああ!!」

　涙なみだ、嗚お咽えつ、鼻水、首を振ふる主婦を捕とらえ、顎あごを摑つかんで耳元に。

　ぐしゃぐしゃの顔、耳たぶを嚙かむように捕つかまえながら、霞カス見ミ零レイ士ジは宣告する。

「最後の時間をくれてやる。──叫さけべ、あんたの想おもいを」

「わたしの……おも、い？」

「そうだ。ＳＮＳに投とう稿こうしろ、あんたの息むす子こに対する気持ちを、伝えてやれよ。

　サプリなんていらない。本当は最初から、自分でそうするべきだったんだから」

「あ……あああああああ……あああああああ……！」

　震ふるえながら、彼女は右手に繫つながるスマホをいじる。

　接続された肉の根は衰おとろえ、枯かれかけていた。だがその気持ち、心を受信した怪カイ異イは、善悪正せい邪じやに関係なく、その意思を広く伝える──《バズらせる》ためだけに異能を使う。

　タッチパネルが瞬またたき、アプリが起動する。ダウンしていたはずのＳＮＳ、だが楢ナラ崎サキの指示を受けた秘書ネルの手で、すでにあらゆる準備は整っていた。




　──《ごめんなさい》




　文字列を通じて感かん染せんする哀あい惜せきと謝罪。




《私は罪を犯おかしました。お母さんなのに　そうなりたかったのに》

《できなくて、ごめんなさい。あの子が好きになった　なってしまった

　愛してくれると思った　愛してもらいたかった》




　ＳＮＳに晒さらされた意思は、怪カイ異イの異能によって圧あつ倒とう的てきに拡バ散ズる。

　復旧直後、全市民の公的ＳＮＳのタイムライン、トップに躍おどり出でる。何が何だかわからない、前提も何もない。ただただ悲しく、ただただ何かの罪を叫さけぶ想おもいだけが伝でん播ぱしてゆく。




《ゆうくんは　悪いことをしました》

《私のせいです　私が傷つけて　束そく縛ばくして　追おい詰つめたから》

《一生かけても償つぐなえないかも　けれど　それでも　もし叶かなうのなら》

《どうか　どうか》

《私たちを　──………許してください》




　一いつ瞬しゆんのタイムラグ。

　投とう稿こうされた言葉が、リアルタイムで書かき換かえられて──……。




　　　＊




　薄うすく埃ほこりが積もったガラスの円えん筒とう。




　仮面舞踏街マスカレードオタク通りの外れ、《幻想清掃Fantastic Sweeper》オフィスビル地下。

　特区指定前の光通信ケーブルに接続されたそれは、淡あわいブルーの光を遮さえぎるカバーの下。

　円えん筒とうの中、生命のスープを再現したかのような蒼あおい液体を泳ぎ回るメダカの群れ──だが、よく見てみれば魚ではない。手があり、足があり、尾おがあり、膨ふくれて発達した脳がある。

　ピンク色の肌はだ。脳が肥大したウーパールーパーじみた、赤あかん坊ぼうに似た異形の生物こそ。

　──遊泳群体生体脳ユニット《贋造嬰児フランケン・ベイビーズ》。

《Beastビースト Techテツク》のロゴが貼はられたそれは、本社からの貸たい与よ品ひん。仮面舞踏街マスカレードの運営のために貸たい与よされた電子戦力は、この無法地帯から秋アキ津ツ洲シマに存在するありとあらゆる端たん末まつへ侵しん入にゆう可能。

　法が存在しないこの街ではハッキングに対する規制、不正アクセス禁止も意味をなさない。が、それ以上に強固な法──ＢＴ本社に使用が制限された、デジタルの戦略兵器。

　緊きん急きゆう時じにおいては事実上、メガコーポが運営するダークウェブ、ディープウェブを含ふくむありとあらゆる電子通信つうしん網もうと派生するすべてへの電子的干かん渉しようが可能であり──実行。

　ぶん……！

　蜂はちの羽音のような重低音と共に、水すい槽そうが震ふるえた。

　泳ぎ回る《贋造嬰児フランケン・ベイビーズ》──およそ受じゆ胎たい32日から38日。

　実験のために提供され、あらゆる権利を捨てた無料遺伝子の結合により造られた贋がん作さく人類。

　魚類から爬は虫ちゆう類るい、そして哺ほ乳にゆう類るいに至る進化の過程を途と中ちゆうで止め、その純じゆん粋すいな生命力全てを群体としての人工知能、ＡＩエンジン化された素体が委い託たく管理端たん末まつへ情報を送信。




　──公的ＳＮＳサーバーに干かん渉しよう。怪カイ異イ汚お染せんされた情報のアップロード確かく認にん

　──《同どう胞ほう》電子戦タイプによる投とう稿こう内容への編集を観測

　──失敗。再試行。以後成功まで試行。試行回数、１兆７千４百万回にして成功

　──アップロードテキスト７文字修正

　──《許してください》削さく除じよ

　──《忘れてください》挿そう入にゆう




　それらの記録は、かの水すい槽そうが並ぶ真上──

《幻想清掃Fantastic Sweeper》オフィスビル屋上。古びた非常階段を登り切ったそこに佇たたずむ男と、傍そば仕づかえの秘書。

　彼女が抱かかえたタブレットＰＣへ、軽い振しん動どう音おんと共に着信した。




『怪カイ異イ汚お染せんによる情報隠いん蔽ぺいが実行されました。

《バズるスマホ》関連アカウントは拡散完かん了りようと共に削さく除じよ。

　公的ＳＮＳアクセス可能な全市民に対する関連記き憶おくが削さく除じよされます。

　該がい当とうする市民に対し精神ケアおよびＡＩ診しん断だん案内メッセージを送信』

『積極的受じゆ診しん者しやには社会秩ちつ序じよ貢こう献けん度どＢを認にん定てい、信用スコア加算＋25。

　診しん断だんは義務ではありませんが、拒きよ否ひ者しやに対してはペナルティが執しつ行こうされます』




『社会秩ちつ序じよ貢こう献けん度どＳ＋が達成されました。

　関連子会社《幻想清掃Fantastic Sweeper》信用スコア＋１０００００』

『本社監かん査さ部ぶより《贋造嬰児フランケン・ベイビーズ》委い託たく管理端たん末まつへ。

　──《緊きん急きゆう出動命令》を要よう請せいします』




　つまらなそうにそれを一いち瞥べつすると──。




「成功。よゆー……じゃない。めちゃマジ大変だった」

「だろうね。ご苦労さま、ネル君。あとで何かご馳ち走そうするよ。かっぱ巻きとかでいいかな？」

「パンケーキ希望。生クリームにトリプルベリー、はちみつとシロップ、マシマシで」

「聞いただけで血糖値が上がりそうだねぇ。ま、それならギリギリ、ＯＫだよ」

　喧けん騒そう止やみし地上を見下ろす社長、楢ナラ崎サキ。そして彼に仕える秘書、鬼ホオ灯ズキネル。

　零レイ士ジが放った《白ビヤク法ホウ》奥オク伝デンにより拘こう束そくされた人々は、繭まゆ玉だまとなって通りに転がっている。

　その数は数十、数百か──すべて悪あく臭しゆう漂ただよう糸に視界と呼吸器を塞ふさがれ、気絶中。それを手元の装そう飾しよくが施ほどこされたオペラグラスで確かく認にんすると、楢ナラ崎サキは秘書に合図を送る。

「ＧＯサインを送ってくれたまえ。緊きん急きゆう出動を承しよう認にん、《街路清せい掃そう》を開始する」

「りょ」

　短い答え、タッチパネルを指が躍おどる。

　命令が送られてすぐ、現場には大きな動きが生じた。

　熱帯雨林に茂しげるえたいの知れない大木のような高層ビル群、隙すき間まなく詰つめ込こまれたバラック。廃はい墟きよと生活感のミックスされた夜の廃はい都と、その奥に咲さき誇ほこる仇あだ花ばなのような超ちよう巨きよ大だい建築。

　──仮面舞踏街マスカレード管理運営《Beastビースト Techテツク》夏ナツ木キ原バラ本社ビル。

『ＧＯが出た!!　作戦開始だ、野や郎ろうども!!』

『医い療りよう班はん、隔かく離り班はん、収容班、展開急げ。すべての繭まゆ玉だまを回収、人獣ニンジユウを保護する!!』

　次々と路上へ飛び出すトレーラーの車列。パニックの大本、夏ナツ木キ原バラ駅周辺と《オタク通り》完全封ふう鎖さ、強きよう烈れつなサーチライトで路上を照らし、続々とツナギ姿の作業員たちを降車させた。

　彼らはみなサプリをキメた人獣ニンジユウだ。さまざまな動物の形をした頭部を密閉されたガスマスクで包み、次々と路上に転がる繭まゆ玉だまを回収、続いて到とう着ちやくした救急車両へ押し込んでいく。

『こちら《仮面舞踏街マスカレード》運営。──緊きん急きゆう事態につき、現在一時封ふう鎖さしています』

　涼すずやかなアナウンス。

『ガス漏ろう出しゆつ事故に伴ともなうパニックによる暴動が発生しました。現在救助活動に当たっています。どうか皆みなさまのご協力をお願いいたします。繰くり返かえしてご連れん絡らくいたします──』

　トレーラーから降りた人獣ニンジユウたちが軍用仮設フェンスを展開、車と野次馬をせき止める。

　きらきらと輝かがやく警告灯、封ふう鎖さに当たる作業員が振ふる赤い光があちこちで瞬またたく。

「やれやれだ。緊きん急きゆう出動命令が出たとはいえ、本社の人員や機材を借りると高いんだよねぇ」

　錆さびたフェンスに頰ほお杖づえをつき、奇き妙みような星空めいた夜景を見下ろしながらぼやく。

「とはいえ仕事はした。零レイ士ジくんはギリギリまでよく働いてくれたよ。我が社の信用スコアに＋10万、赤字が吹ふっ飛とんで超ちよう大おお幅はばに黒字だね。中古のスマホくらいは買ってあげよう」

「新品にしてあげればいいのに。それだけの仕事はしたでしょ？」

「まあね？　けどまあ、願いがあっけなく叶かなうよりは、苦労の末に手に入れた方が価値を生む。成果物を得る過程の困難が、所有者にとってのみ限定された物語性を生むわけだ」

　通つう販はんサイトをクリックして２秒で購こう入にゆう確定するのも。

　厳しい仕事を果たした末に、報ほう酬しゆうとして与あたえられるのも結果は同じだ。

　だがその過程、結果に至る筋道──無む駄だとも言える労力と費ついやしたものにこそ価値があると。

「彼らは少しずつ、《普ふ通つうの人間》という結果に繫つながる階段を登っているのさ。ぜひ一段一段、踏ふみしめるように登ってほしい。そういうのを後々、おじさんは眩まぶしく感じるものさ」

「無む駄だな苦労をさせてるだけに感じるけど」

「違ちがうよ。おじさんのそれは無む駄だだけど、若者のそれは《青春》と言うのさ、ネル君」

　おどけた仕草で振ふり返かえると、ネルの茫ぼう漠ばくとした視線が絡からまった。

　理解できない、わからない。そんな印象が伝わってくるようなガラスの眼めに。

「人類の贋作たる君には、わからないかい？　ミス・フランケンシュタイン」

「旧ふるい名前。かびが生えそう。サブスクでいくらでも落ちてる」

「かもね。19世紀に成立したゴシック小説──ヒトの屍しかばねを繫つなぎ合あわせ、電でん撃げきを浴びせ蘇そ生せいする。狂くるった科学者の生んだ怪かい物ぶつとその顚てん末まつから成立した、最新の幻想フアンタビ」

　神話、伝承、噂うわさ話ばなし。

　物語を媒ばい介かいに結集したヒトの意識による超ちよう常じよう現象、神ミス秘テイ化カル。

　遥はるか古代の幻げん想そうと近代の都市伝説、陰いん謀ぼう論ろん、噂うわさ話ばなしにより生まれる怪カイ異イ、その狭はざ間まに。

「わたしたちは、いる」

《贋造嬰児フランケン・ベイビーズ》管理端たん末まつ──鬼ホオ灯ズキネルはそう言った。

「ＡＩにより銘めいを刻まれたかりそめのひと。子供でありおとなであり、そのどちらでもある。わたしたちはむれ。繫つながって稼か働どうするリース品、旧時代のコピー機や観葉植物と同じ」

「社会的な立場がそれなのは同意するよ。ぶっちゃけ動物扱あつかい、会社で飼ってるペットとして法的アクロバットをキメてる零レイ士ジくんや月ゲツくんと大差ないからね」

　無機物、モノとしてこの会社に送り込まれた備ネ品ルと。

　意志ある獣けものとして預けられ、少しずつヒトへ成り上がろうとする特殊永続人獣トクニンたちと。

「僕としてはネル君も同じことができると思うんだけどね。オフィスラブというには年の差がありすぎるから、違ちがう形で青春を味わったらどうだい？」

「……せい、しゅん？」

　ヒトの声を認にん知ちできない九官鳥のように。

　無む垢くな仕草で首を傾かたむけた秘書ネルは、胡う散さん臭くさい笑え顔がおに対して。




「よけいな、おせわ」




　あかんべー……無表情なまま。

　指で下した瞼まぶたを伸のばし、ちいさな舌を伸のばしてそう言った。

「その手には乗らない。わたしは部下であり、備品であり、あなたを監かん視しする端たん末まつだから」
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「わかっているさ。けれど君は僕らが《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》──池イケ田ダ舞マイ一家爆ばく殺さつの真相を探さぐる件、本社に報告せず黙もく認にんしてくれているね。どうしてかな、もしかして僕が好きなのかい!?」

「うざい。──わたしは監かん査さ部ぶの備品なので。ＢＴ本社内に不正や非合法の隠いん蔽ぺい行こう為いがあった場合、それを追つい及きゆうするのも仕事のひとつ。つまり、りがいのいっち」

「その時々子供っぽくなる言葉も可か愛わいいねえ。利害の一いつ致ち、素す晴ばらしい！」

　にこにこと胡う散さん臭くさい笑え顔がおを深め、楢ナラ崎サキはネルの胸むな元もとに指を当てた。

　白いブラウスに包まれたそこには、温ぬくもりはなく──死体のように固かった。

「女子社員に許可なく触ふれた。セクハラ行こう為いとして信用スコアを減額しておく」

「乳ち首くび当てゲームとかしたわけじゃないんだから負けておいてくれたまえよ。さて」

　ガチめの警告を軽くいなし、楢ナラ崎サキは心臓につきつけた指先を、彼女の額に当てた。

「水すい槽そう内ないの遊泳群体生体脳──成長を停とめた胎たい児じたち。あれは君の外付け脳のう髄ずいだ」

　無線でローカルネットワークに接続されたＰＣと情報端たん末まつ、スマホのように。

　独立して動きヒトに触ふれ、要望に応じて支し援えんを行うスマホが鬼ホオ灯ズキネルなら、地下の群体脳がその本体だ。泳ぐ胎たい児じ一匹ずつが極きわめて高度な演算能力と本社監かん査さ部ぶへの忠誠心を持つ。

　見えない鎖くさりで紐ひもづけられた奴ど隷れいと、その群れ──。

「《バズるスマホ》と同種、情報社会の戦せん略りやく核かく。もし君たちが怪カイ異イなら、即そく《階級：赤》が認にん定ていされるだろうね。この無法地帯に設置された以上、法的拘こう束そく力りよくも一いつ切さいないまま、必要なら海外の諜ちよう報ほう機関や兵器管理のシステムにすら余よ裕ゆうで侵しん入にゆうできるだろうから」

「可能。やらないけど」

「だろうね。それは彼らも同じだ」

　全ぜん霊れいを絞しぼり切きり、今下階のオフィスで寝ねている人狼ワーウルフも。

　ほんの少し離はなれた路地裏で、やはり擦すり切きれる寸前まで人間性を燃もやし尽つくし、捕とらえた犯人を救急車両へ引ひき渡わたしている霧の怪物ブロツケンも、やきもきと倒たおれそうな彼を見守る調薬の魔女カクテルウイツチも。

「彼らはみな、やろうと思えば世界を壊こわせる怪かい物ぶつたちだ。されどヒトたらんとし、自身の根幹たる神秘伝承に逆らっている。それはなぜか？　怪かい物ぶつのままでいたほうが遥はるかに自由さ。思うがままに暴れ、狂くるい、壊こわして、きっとさぞかし爽そう快かいだろうね！　それでもだよ」

　ほんと話が長いなこのオッサン──顔に出さず声にも出さない秘書の呆あきれ。

「さあ。人間の方が楽しいから、じゃない？」

「そう、それだ。怪かい物ぶつたる快楽より不自由なヒトとしての生活を選ぶ。

　即すなわち彼らは怪かい物ぶつにしてヒトであり、そんな自分に依い存ぞんしている──《人間中毒》なのさ」

　夜な夜な怪物モンスターサプリをキメ、無法の街へ群がる《怪かい物ぶつ中毒》の人間たち。

　不自由を承知で人間サプリを贖あがない、管理を望む《人間中毒》の怪かい物ぶつたち。

「彼らに活かつ躍やくの場を与あたえ、その対価として安月給で働いてもらう──まさしくウィンウィン。僕は儲もうかり彼らも救われ、君もついでに評価される。皆みなで幸せになろうじゃないか！」

「しあわせ。……幸せ。お菓か子し？」

「それしかないのかい？　今度有給をあげるから、若い子たちと遊んでくるといい」

　その声こわ音ねにからかうような響ひびきはなく、どこか穏おだやかにしみじみとして。




「人生は、青春というやつは。

　ウザく感じても、味わってみると楽しいものだから、ね？」




　響ひびくアナウンス、煌きらめく警告灯。

　秩ちつ序じよを早さつ急きゆうに回復しつつある混こん沌とんの渦うずを見下ろして、楢ナラ崎サキは慈じ父ふのように微ほほ笑えんだ。




　　　＊




「来週、オンライン全校集会だってさ。サボる？」

「いや……出る」

　京キヨウ東トウ環かん状じよう線せん、アカネ原高校最も寄より駅えき。

「俺たちがもう少し早ければ、止められた犠ぎ牲せいだ。せめて悼いたむくらいは、するさ」

「考え過ぎじゃないかしら。あんたたちは、よくやってくれたと思ってるけど」

　復旧を終えた都市の大動脈は変わらず群衆マスクを被かぶった人々を運び続けている。

　ホーム脇わきのささやかな隙すき間ま、ちょうど数名の少年少女が思い思いの位置──個人間距きよ離り警告が来ない程度に距きよ離りを開けてたむろできる、そんな空間が残っていた。

　旧時代は喫きつ煙えん所じよだったのだろう。通行を妨さまたげないホームの端はし、微かすかに往年のヤニ臭くささが残るガラスの箱で、霞カス見ミ零レイ士ジと賣メ豆ズ紀キ命メイは、しょんぼりとした視線を交かわして言った。

「陸上部の連中は無事だったわ。夏ナツ木キ原バラへ行こうとしたヤツ、行っちゃったヤツもいたけど、電車も止まってたし……着く前に、例のアレが起きたから」

「ＳＮＳ記き憶おく障害か。──社長も無茶をやるもんだ、まったく」

　数日前。

　夏ナツ木キ原バラ駅前ガス漏ろう出しゆつ事故、非常事態宣言と公的ＳＮＳサーバダウンは大波乱を呼んだ。

　半日に及およぶ環かん状じよう線せんのストップによる人流、物流への悪あく影えい響きよう。

　その前後に発生した謎なぞのトレンド、《＃獣けものを解放せよ》については──もはや語る者はなく、それに伴ともなう人々の異常行動、仮面舞踏街マスカレードの混乱と暴動すら表のニュースから消えていた。

　都立アカネ原高校の被ひ害がいは、表向き生徒３人が死亡。

　暴動による死者、重じゆう軽けい症しよう者しや、行ゆく方え不明者は多数。その中のわずか３人とはいえ、生徒の動どう揺ようを抑おさえるためにオンラインでの全校集会が近々行われ、追つい悼とうの意を示すという。

「結局おたくの社長、どうやってインターネット呪のろい攻こう撃げきを止めたわけ？」

「そういう雑な言い方をされるとアレだな……一応世界の危機だったんだが」

「変にビビッてもしょうがないわよ。本体は殴なぐって倒たおしたんでしょ？　ならイケるわ」

「いくな。……倒たおせたわけじゃない。倒たおせるようなもんじゃない、らしい」

　最初の《バズるスマホ》がＳＮＳ、メッセージアプリにバラ撒まいた《＃獣けものを解放せよ》。

　理性のタガを吹ふっ飛とばし仮面舞踏街マスカレードへ人を集めるメッセージは、消せない。

　ＳＮＳサーバダウンという力ちから技わざで一時的に止めたが、犯人のアカウントを全ぜん削さく除じよしても……投とう稿こうされたメッセージが見られなくとも、感かん染せん者しやが存在する限り新たに投とう稿こうされるだけだ。

「そして第二の《バズるスマホ》──例のモンスター人妻だ」

「聞いたわ。生々しくやべーわね」

「男女間の恋れん愛あいに夢を見るほど初う心ぶじゃないつもりだが、桁けたが違ちがった。夢に出そうだ」

　捕ほ縛ばくし、半量の人間サプリを打ちこまれた女は、零レイ士ジに誘ゆう導どうされてメッセージを投とう稿こうした。

「《許してください》……か。最後まで身勝手な女ね」

「そうか？　ヒトとしては、当然のことだろう。承しよう認にん欲求と自己保存欲求」

「まーね。けどやらかせるだけやらかしといて謝ったから許してください、とかアホでしょ。んな真ま似ねするくらいなら最初っからやるな、って話だわ」

「正論だが、そんな理性があったら問題すら起きていないからな」

　投とう稿こうされたメッセージは、そのままであれば第二の情報汚お染せんとして拡散するはずだった。

　それを見たＳＮＳに繫つながる全人類は女の意思に従って彼らの所業をすべて許し──人々は、犯人たちが犯おかしたあらゆる罪科すべてを許しながら、怪カイ異イに成り果ててゆくことになる。




　対策すら打てない、そんな必要はない。

　だって《許されている》のだから──。




「……その女、一発ぐらい殴なぐっといてよかったんじゃない？」

「殴なぐるだけ無む駄だだ。何も変わらない」

　車くるま椅い子すに座ったままシャドーボクシングを決める命メイに、すげなく答える。

　ともあれメッセージは投とう稿こうされ、即そく座ざに書かき換かえられた。

「どういう手を使ったのかは知らない。社長の要よう請せいでネルさんと本社がやったらしい」

　わずか２文字の修正──『許してください』から『忘れてください』。

　人間サプリを打たれて弱体化していなければ不可能──本体の意思に基もとづき再修正される。だがその手は封ふうじられ、結果として新たな命令は遮さえぎる者なく隅すみ々ずみにまで拡散した。

「《バズるスマホ》になったふたりについて、覚えてる人間は数えるほどしかいなくなった。事件当時にＳＮＳに触ふれてない人間……当時、仮面舞踏街マスカレードにいた人間。それ以外ほぼすべての記き憶おくが処理され、完かん了りようと共に第二の投とう稿こうも削さく除じよ、感かん染せん源げんは断たたれた」

　すでに北きた島じま祐ゆう一いちとその義母はＢＴ本社に引ひき渡わたされている。

　怪カイ異イサプリの後こう遺い症しようによりほぼ再起不能。加えて情報工作によりその存在を消され、もはや人間として扱あつかわれることもなく、かつて零レイ士ジたちが居た《施し設せつ》へ送られるのだろう。

「どんな強制収容所？　やっぱ拷ごう問もんとかしてるのかしら」

「たまにな。怪カイ異イや幻想種フアンタビについて研究する部署がＢＴ本社にある。サンプルとして死ぬまで監かん禁きんされるはずだ。普ふ通つうに刑けい務む所しよに入るより、だいぶキツい」

「……冗じよう談だん言ったつもりだったんだけど、あたし」

「生あい憎にく、冗じよう談だんじゃない。──獣けものになりたかったんだ。本人の希望通りだろうさ」

　裕ゆう福ふくな家庭に生まれ。歪いびつな環かん境きようであろうとも。

　きっと立ち直るチャンスはいくらでもあったのに、そのすべてを無む駄だにして──

　わざわざ獣けものになりたいと願った人間の気持ちなど、零レイ士ジにはどう考えたってわからない。

「北きた島じま祐ゆう一いちの父親はこれから苦労するだろうな。経営している医い療りよう法人に脱だつ税ぜい容疑がかかり、信用スコアが激減した。社長は何も言わなかったが、本社からのペナルティだろう」

「クッソ金持ちだったんでしょ？　潰つぶれるまでいくかしら」

「少なくとも経けい営えい陣じんからは外されるだろうな。その先は、俺達の仕事じゃない」

　そう言葉を切った直後、どやどやとした足音が響ひびく。

「わりー、ちょい遅おくれた！　けどよけどよ、見ろ見ろ零レイ士ジ！　お待ちかねのブツだぜぇ!?」

「危ない品物みたいに言わないでほしいわ。スマホよ、ただの」

　旧喫きつ煙えんスペースに入って来た少年と少女──頼ライ山サン月ゲツと柿カキ葉バ蛍ケイ。

　誇ほこらしげに掲かかげるスマホ、見るからにくたびれた中古。だが月ゲツはキラキラとした眼めで眺ながめ、タッチパネルの汚よごれを丁てい寧ねいに拭ふきながら見入っていた。

「まさか俺らもスマホデビューの時が来るとはなあ……。で、どう使うんだ？　コレ」

「俺に言われてもな……正直使いこなせる気がしない。社長に貰もらった金は足りたのか？」

「ギリなんとか。蛍ケイちゃんがクーポン持ってて助かったわ」

「中古ショップはよく行くから。……かなり前の型だけど、バッテリーは新品らしいわ」

　社長、楢ナラ崎サキにもらった特別ボーナス──スマホの携けい帯たい許可。

　ろくな通信に対応していない旧型のガラケーからついに乗のり換かえ。

　店の在庫から電子書しよ籍せき、電子決済対応、充じゆう電でん長持ち型を選ぶ零レイ士ジと、デザインやら色やら形やらで熱を出しそうなくらい悩なやむ月ゲツ──対照的なふたりの買い物。

「女児向けキッズスマホとどっちを選ぶかガチ悩なやんでたわよね、あんた」

「考えたが、それは社長の金で買うべきじゃないと思った。──自分で買うさ」

「カッコつけてるけどＪＳロールプレイの小道具よね、それ？」

　命メイの冷たい目線を斜ななめ下したから突つき刺さされ、少々気まずそうな顔で。

　悩なやんだものの先に決めた零レイ士ジは命メイと共に休きゆう憩けい所じよへ。喫きつ茶さ店てんやカフェは行かなかった。

　単純に節約のため。さすがにまだ、気楽にドリンクが買えるほど裕ゆう福ふくではない。

「いや～、すげえよ零レイ士ジ、これ！　見ろ見ろ、解像度が違ちがうぜ、めっちゃ綺き麗れい！」

「違ちがいがわからん。……ＳＮＳはうんざりだが、許可が下りたらやるしかないな。というか、月ゲツ。ソシャゲをダウンロードするのをやめろ、ガチャを回す金は無いぞ」

「無課金でやるから！　絶対無課金でやるから許してくれって、めっちゃやりたかったの！　みんなやってっしよー、共通の話題が欲ほしいんだってば、クラスで！」

「……まあ、ついていくためにはしょうがないかもしれんが。課金はするなよ」

　そんな会話に、少し離はなれた命メイと蛍ケイ、顔を合わせてくすりと笑えむ。

「頭の悪いガキと頭の固いお母さんみたいなトークだわ。変な関係よね、あいつら」

「ええ、けど……温かいと思うわ。例えるなら」

　ふむ、と美しい唇くちびるに指をあてて、しばし蛍ケイは考え込み。

「もこもこ絡からんでる小型犬とか見てるような」

「犬か。……まあ、片かたっぽイヌ科だし、合ってるケド」

　狭せまい元喫きつ煙えんスペース、透とう明めいガラスの檻おりのよう。

　その中に４人が入るともういっぱいで、個人間距きよ離りの問題から新たな人は入って来ず。

　半ば隠かくれ家がのような雰ふん囲い気きの中、四人はしばし語り合う。

「そういえばさ。せっかくスマホが調達できたんだし、メッセージアプリ入れなさいよ」

「！　それは必ひつ須すだな。スタンプを買おう、ＪＳに人気そうなヤツをだ」

「判断基準が女子児童なのは気持ち悪いと思うわ、霞カス見ミくん。……これかしら？」

「お、繫つながった。メッセージアプリ入れたぜ！　……あれ、お誘さそい来てっけど」

「あたしよ、あたし。──グループ作っといたわ。招待するから、入んなさい」

　微かすかに鳴る着信音。一いつ斉せい送信された招待を受けて、グループメッセージが開設する。




　──クソ野や郎ろうを殴なぐり隊たい（４）

　　　警告：グループ名は不特定多数が目にする可能性があります。




「……センスが暴力的すぎる。もうちょっと無かったのか、命メイ」

「私ならこうするわ」




　──なかよし（４）




「幼よう稚ち園えん児じか」

「けどちょっと嬉うれしいな、なかよし。いいんじゃね？」

「……高校生にもなって幼よう稚ち園えん児じのグループ分けみたいなのはどうかと思うが……」

「待ちなさいよ、これじゃ気合が足らないわ。こう強そうな感じにしなさいよ」

「グループ名に武力は必要ねえよ。っつーかさ」

　くすりと月ゲツが笑い、できたばかりのグループ名を優やさしく眺ながめて。

「オレら、こういうの入るの初めてだわ。めっちゃうれしい」

「だな。……ありがとう、命メイ」

　少年たちの率そつ直ちよくな感謝を受けて、命メイの頰ほおに微かすかな赤みが差した。

「別に、あんたらを喜ばせるとか、そんなんじゃねーわ。ツルんで歩くのに、まとまれるもののひとつもないって不便だから。そんだけよ、そんだけ！」

「命メイさん、顔が赤いわ。照れているの？」

「冷静に指し摘てきすんな！　弱く見えるわ！」

「どんな状じよう況きようでも強くあろうとするメンタリティ、ある意味すげぇわ」

「そこだけは尊敬してもいいかもしれん。──ま、面おも白しろいヤツらだよ、みんな」

　くすりと零レイ士ジは笑えみ、それは周りの仲間たちにも伝わった。

　強こわばりを解きほぐすような笑え顔がおが広がり、新たに手にした繫つながりのもとで。

「結局、クソ野や郎ろうの捜そう査さは続けるんでしょ。何か手がかり見つかったの？」

「現状まだ何もわかってねーな。流出したやべえサプリは全部処分できたはずだけど」

「……今後も調査は続ける。いろいろと課題もあるからな」

　たとえば《死人形》が盗ぬすんだ１億の行ゆく方えと、仮面舞踏街マスカレードの不動産について。

　金も権利書も見つかっておらず、授業が終わりしだい二人で探すことになっている。

「少なくとも権利書のひとつが黒幕に渡わたったことは確かだからな、姿を見せる可能性もある。厄やつ介かいなことに１億の方は、妙みような噂うわさが街に流れたようだが」

「は？　どゆこと？」

「《死人形》に殺された半グレが、大金が入るとあちこち自じ慢まんしまくっていた。結局金を隠かくしたのが連中か《死人形》かは不明だが、現場の廃はいビル周辺にあるのは間ま違ちがいない」

　金を奪うばわれたカジノの関係者の口から金額が漏もれ。

　犯人とおぼしき連中が壊かい滅めつしたことまで噂うわさとなり、広まって──。

「このままだと派手な宝探しが始まりそうだ。確実に面めん倒どうなことになる」

「早いとこ見つかりゃいーけどな……」

　待っているであろう仕事の面めん倒どうくささを思い、うんざりして顔を見合わせる零レイ士ジと月ゲツ。

「だが、これだけ派手にやらかしたんだ、本社も捜そう査さに本ほん腰ごしを入れるだろう」

　追つい及きゆうは強まり、黒幕は追われ、この超ちよう管理社会において必ず足あし跡あとは残る。

「必ず捕つかまえるさ。金のためもあるが、命メイと──被ひ害がい者しやと、俺たち自身のために」




　　　＊




　同日、同時刻、仮面舞踏街マスカレード某ぼう所しよ。




　どさりどさりと転がるかけら──さまざまなかたち、ありとあらゆる生き物の残ざん骸がい。

　鳥。色とりどりの羽や骨、剝はく製せいに至るまで。博物館の棚たなを浚さらったような山を大おお釜がまの底へ。

　魚。ぷんと漂ただよう生なま臭ぐさい異い臭しゆう。小魚から大魚まで、ほぼ処理をせず丸ごとのまま、鳥の上に。

　獣けもの。得体の知れない生肉から処理された毛皮まで。魚を覆おおうように被かぶせて。

　虫。カソコソ嫌いやな音をたてるコンテナをまるごとひっくり返し、わさわさと蠢うごめく。

　そして、次に放り込まれたもの。生々しいかけら。服の断だん片ぺんやネイルした爪つめが残るもの。

　拾い集められた人体のかけら、ヒトを構成するさまざまな──屍しかばね。

　立ち込める臭においに釣つられたか、壁かべには汚きたならしい油虫。それを狙ねらうドブネズミにクマネズミ、姿を現しはしないものの、ドタドタと床ゆかの隅すみや天てん井じようを駆かけ回まわる気配がする。

　古びたバラック。大都会の隙すき間ま、ビルとビルの間に建つ小屋は、四方を高層ビルに囲まれて一いつ切さいその姿を晒さらすことはない。かつてこの街が無法地帯ならざる時代の会員制バー。

　かつては選ばれた客筋、資産家、地主、社長、芸能人らが極ごく秘ひの密談用にある人物に命じ、経営を委ねていた建物、その権利は──相続するはずだった息むす子こによって盗ぬすまれて。

　ある一党の手に渡わたり、奇き怪かいな陰いん謀ぼうの舞ぶ台たいとなりつつあった。

「都合よく拠きよ点てんが得られ、まことに重ちよう畳じよう。かの討うち取とりし大おお兎うさぎ、街の裏に通じし顔役なれば。このような人目をはばかる隠かくれ家がすら、密ひそかに備えておりましたようで」

「貴重な仙せん薬やく１本分の価値はある、か……それはよいが、臭くさいわ。何とかならぬのか？」

　バーカウンターの奥。

　調理用のガス台に載せられた大おお釜がまにどっさり詰つめ込こまれたさまざまな屍しかばねの山。保存用の薬品、腐くさりかけた血肉、虫が分ぶん泌ぴつする化学物質まで入り混じり、鼻が曲がるような異い臭しゆうがする。

　黒い絹の和装に襷たすき掛がけ、割かつ烹ぽう着ぎ。浮うき世よ離ばなれした姿に似つかわしくない所帯じみた姿の人ひと影かげが機き嫌げんよく釜かまに材料を放り込む間、カウンター越ごしに相対する童子が鼻をつまむ。

　古いにしえの時代、貴族に仕えた少年の装よそおい。

　括くくり袴ばかまに水すい干かんという近代ではまず見ない衣い装しよう、麗うるわしい顔立ちにできる限りの不快さを表して、突つき出だしのささやかな煮に物ものとひとつまみの塩、酒しゆ盃はいに手もつけず不満げに。

「《闇やみおおくしょん》にて稼かせぎし大金すべて注つぎ込こんで、何を企たくらんでおる？　七シツ宝ポウ行ギヨウ者ジヤよ」

「あなや、今世は便利なもの。すまほの扱あつかいを覚え、でぃーぷうぇぶへの潜もぐり方かたを訊きいたなら……とうに絶ぜつ滅めつした希少生物の標本さえ、たやすく手に入るのですからな」

　七シツ宝ポウ行ギヨウ者ジヤと呼ばれた黒衣。

　顔を黒くろ子このように布で覆おおい隠かくした人ひと影かげは、はぐらかすように言い。

「本ほん草ぞうの理ことわりに基もとづく命の類。人鳥魚獣けものに虫、世界中より集めし数多あまたの生しよう薬やくにて──」

「この腐くされ汁じるがかや？」

「さようにございます。ＢＴ本社より盗ぬすみ出だしたるさぷりは、品切れなれど」

　袖そでで鼻を覆おおう童子に対し、人ひと影かげは膨ふくらんだ袖そでから小さな瓶びんを取り出し、見せる。

　飾かざり気けのないフラスコの中。たゆたう銀色の液体は、まるで溶とけた金属のよう。水銀に似て、だがさらさらとして淡あわく不思議な光を放つそれは、尋じん常じようの物質にあらず。

　ゴム栓せんを親指で弾はじくようにポンと抜ぬき、中のそれを大おお釜がまに垂らせば。




　──ジュワッ!!




「ぬおおっ!?」

「ご安心あれ。少々臭くそぅございますが、害はありませぬ故ゆえ」

「戯たわけ、息が詰つまって死ぬわ!!　何をしておる、その妙みような汁しるは何だ？」

「変お若ち水みず、霊れい薬やく、万まん金きん丹たん。万病に効き、寿じゆ命みようを延ばす──さまざまな神話伝承に語られまする万ばん能のう薬やく。ＢＴ本社に保管されし特級幻げん想そうさぷり……その原液にございます」

「!?」

　大おお釜がまの中で肉が溶とけ、羽が崩くずれ、魚が煮にえ、虫が溺おぼれて混ざりゆく。

　銀の液体は瞬またたく間まに泥どろのような色へと変わり、猛もう烈れつな悪あく臭しゆうを放ちながら攪かく拌はんされる。どこにでもあるような料理用のお玉でぐるぐると、すべての素材が溶とけ切きるまで。

「この街に流れし《怪かい物ぶつさぷり》の原料。これに触しよく媒ばいたる生物の毛、鱗うろこ、皮を溶とかし奉たてまつれば、あら不思議。その生き物へ自在に変ずる──《怪かい物ぶつさぷり》が出来上がる」

「では……それが!!　その銀の液体が、基剤えりくしる!!」

　童子はカウンターに身を乗り出し、悪あく臭しゆうも構わずぐつぐつと煮にえる大おお釜がまに見入る。

「馬鹿な……製法は絶えたはずではなかったのか!?」

「ＢＴ本社、製造部にて入手せしものに御ご座ざいます。恐おそらくかの魔ま女じよめが復活せしかと」

「遥はるか崑こん崙ろんの神しん仙せん、西洋の魔ま女じよらが密ひそかに伝えながら、不死の神秘をめぐり争った末に失ったとされる妙みよう薬やくを、か……。ではその腐くさった鍋なべの具は、触しよく媒ばいの類か？」

「さよう。この世の生命の類すべてを溶とかすことで、銀の基剤えりくしるはいかなる生物の形にも適応し、怪かい物ぶつさぷりとなりまする。あとは化けたい生き物、そのかけらを入れるだけ」

　あらゆる生命の形を溶とかしたスープ──怪物モンスターサプリの主原料。

「何という、何という愚おろかなことを!!　貴重なる基剤えりくしるを、衆しゆう愚ぐのおもちゃに使うとは!?」

「そうせねば、本ほん邦ぽうの神秘を転てん覆ぷくし、ＢＴの一強体制を崩くずすなど夢のまた夢」

　溢あふれる怒ど気きを悠ゆう々ゆうと受け流し、黒衣の人ひと影かげは謳うたうように笑う。

「街に撒まきし怪カイ異イと幻げん想そうにて、細工は流りゆう々りゆう……あとは仕上げを御ご覧ろうじろ。

　ＢＴ本社の品とは桁けたが違ちがう、真なるサプリ。こぞって誰だれもが求めましょうや」

「この臭くそ水うずがのう……。まるで濁どぶ酒ろくじゃな」

「ふふ、それは宜よろしい。この基剤えりくしる、ひとしずくにて素材を溶とかさば好みの獣けものへ変じる神秘は、ＢＴ本社の工業製品とは一線を画す古き業にてございます故ゆえ」

　同じ効果を得るにせよ、ＢＴ本社の工場は極きわめて清潔にシステム化されている。

　原料となる動物由来の成分はすべて細かく粉ふん砕さいされ、エキスのみを抽ちゆう出しゆつ。基剤えりくしると混ぜ合わせ、後に味を調ととのえる調味料、防ぼう腐ふ剤ざい、カフェインその他を添てん加かされ、ドリンクとして調整される。

　だがこれはそうした配はい慮りよを一切抜ぬいた、遥はるか古いにしえの調薬法。

「まさに古いにしえの時代、杜とう氏じが醸かもした濁にごり酒ざけのようなものとも申せましょうな」

　とろみのついた汁しるを釜かまからすくい、小さな湯ゆ吞のみに注ぎながら。

　人ひと影かげは笑えみを含ふくんだ声こわ音ねで答え、菜さい箸ばしを取って何かをつまむ。臭においに釣つられて現れたか、黒々とした油ゴキ虫ブリ。箸はしに腹を挟はさまれもがくそれを……呆あつ気けなく、ぽいと。

「うげっ!?」

　あからさまな童子の嫌けん悪おをよそに──手にした湯ゆ吞のみに放り込む。

　たちまち弾はじける泡あわの音、形を喪うしなってぼろぼろに崩くずれ、汁しるが茶色がかった黒に変わり。

　マーガリンのような油あぶら臭くさい腐ふ臭しゆうを放つそれを、バーにつきものの突つき出だし──

　ビスケットの欠かけ片らに含ふくませると、それは麩ふすまのようにふるふると柔やわらかく濡ぬれて。

「まさか、食うつもりではあるまいな……」

「それはちと。試ためしなれば、これでよいのでは？」

　右手に汁しるを含ふくんだビスケットをひょいと放るや、キッチンを駆かけのぼる足音。

　餌えさを待まち焦こがれていたドブネズミが何匹も、寄ってたかって食くい荒あらし。

「……ヂュウウウウウッ!!」

「おぉ……っ!?」

　餌えさのかけらを口にした刹せつ那な、骨が砕くだけて肉がもげる音がした。

　組くみ替かわる、ドブネズミとゴキブリのミックス。

「効き目は、これこのように」

　ネズミのかたちに虫の羽、毛の生えた硬こう質しつの殻からに包まれた害がい獣じゆうにして害虫が、唾だ液えきらしき汁しるを尖とがった口から吹ふき出だしながら、じたばたと興奮したように暴れ回る。

　悍おぞましい姿に眼めを剝むく童子、興味深げに見守る人ひと影かげは。

「無知なる衆しゆ生じようが得たなら、さぞかし愉ゆ快かいに試ためすでしょうや。獣けもの、虫、鳥、魚──などなど。二種、三種の掛かけ合あわせの果てに、いかなる未知の《れしぴ》が生まれることか」

「……おぞましい。百ひやく獣じゆう凶きよう鳥ちよう魚ぎよ妖ように虫ちゆう怪かい、生ける化け物による百ひやつ鬼き夜や行こうを演ずるか」

「大いなる魔ま女じよの宴うたげ、その坩堝るつぼたるこの街を乱すためならばそれも良きかと」

　呆あきれ果はてる童子の前、煮にえたぎる地じ獄ごくの大おお釜がまに、ぐつぐつ滾たぎる白はく濁だくの汁しる。

　怪物モンスターサプリの原料たる、何百人、何千人分あろうかというそれに、名づけるならば。




「素材に配合せし生しよう薬やく、三千三百三十六種。それをその名に掛かけ合あわせ──

《濁酒三十六ドブロクサンジユウロク》とでも銘めいづけましょうや」




　童子は嫌いやな顔をして。




「……名づけの才は無いのう、おぬし」

「さようで？」




　とぼけ、おどけたような答えと共に。

　仮面舞踏街マスカレードに恐きよう怖ふと混乱をもたらす企たくらみは、静かに進行していった。











あとがき






『怪かい物ぶつ中毒』読者の皆みな様さま、こんにちは。作家の三み河かわごーすとと申します。人が獣けものと化す街でくり広げられるオーバードーズアクション第２弾だん、お楽しみいただけたでしょうか？

　今回は怪カイ異イの脅きよう威いも前巻とは桁けた違ちがい、頼たよれる仲間たちにも怪カイ異イの毒どく牙がが向きかねない緊きん迫ぱくの展開を用意しました。彼らが脅きよう威いや試練を乗のり越こえていけるのか、是ぜ非ひその目で確かめてくださいませ。




　謝辞です。

　イラストレーターの美み和わ野のらぐ先生。第２巻でも素す敵てきなイラストをありがとうございます。今回は特に表紙の塗ぬりがお気に入りで、ビビッドな緑色がとてもお洒しや落れで思わず本ほん棚だなの目立つ場所に飾かざりたくなってしまうほどでした。『怪かい物ぶつ中毒』らしい毒々しさと零レイ士ジや蛍ケイのクールさが両立していて、とても大好きな一枚です。これからも美和野先生の素す敵てきな零レイ士ジたちを拝めるように、私も頑がん張ばっていこうと思います。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　漫まん画が家の久く園その亀かめ代よ先生。『怪かい物ぶつ中毒』のコミカライズを担当してくださり、とても感謝しております。届くネームや作画の数々はすべて一読者として楽しく拝読させていただいており、漫まん画がならではの圧あつ倒とう的てきな表現力に驚おどろかされてばかりです。『怪かい物ぶつ中毒』を一いつ緒しよに盛り上げていければと思いますので、これからも引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　担当編集の田た端ばた様、２巻から新たにご担当いただけることになったＭ様。今回はいろいろとアクセルを踏ふみすぎてしまった部分が多く、ほどよくブレーキをかけていただけて──読者の方に誤解のないよう補足しておくと、ブレーキをかけたほうが絶対に面おも白しろく、読みやすくなるような内容でした──大変感謝しています。今後もガンガンアクセルを踏ふんでいくスタイルでいきますので、そのときはしっかり手た綱づなを握にぎってくださいませ。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　営業、宣伝、印刷、流通、書店など本作の出版に携たずさわっていただいたすべての方。今回も本当に、本当に、ありがとうございます。皆みな様さまの仕事のおかげで今日も作家でいられます。感謝。

　そして最後にこの本を手に取ってくださった読者の皆みな様さま。いつも本当にありがとうございます。いろいろなジャンルに手を出しまくりで何がしたい作家なのかわかりにくい私ではありますが、この『多動さ』も含ふくめての三河なので、これからも節操なく何かやってる奴やつだなぁと、生温かい目で見てくれたら幸いです。『怪かい物ぶつ中毒』も、続刊の有う無むは売上次し第だいなので何とも言えないところではありますが、出版社さんに許される限りは書き続けていきたいなぁと思っているので、どうか応おう援えんいただければ……と。

　──と、今回のあとがきはここまで。またどこかでお会いしましょう。三河ごーすとでした。
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